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おたち無力なしもべを、信仰の魅惑する素晴らしさとを 
らぎによって幸福にしてくださるアッラーに感謝と称賛を。 


人間が、抑圧された状態から光へと出ることのできた要 
因となられたこの世界の王に祝福と平をがありますように。 

「アルトウンオルック」誌に発表された文章を、アッラ 
一の恵みにより、一冊の本として出版することとなりまし 
干こ。 この本の巧をを、簡潔にな下のように示しましょう。 

人間は、試練の為にやってきたこの望郷の地からまった 
後は、永遠の世界の扉から、中に入っていきます。ただし 
その世界には二つの扉があります。一つは失望に、もう一 
つは喜びへと続いています。しもべがどちらの扉から入る 
のかということは、彼の全生涯を濃縮した最期の息でみま 
ります。この観点から、生涯のあらゆる瞬間は、最期の息 
についての不をや巧奮の中で成熟した善良さと共に過ごさ 
れるべきなのです。その瞬間に、幸福へと続く扉から、永 
遠の世界へと羽ばたくことができるように。だからこのは 
かない世界での暮らしにおいては覚醒し、最期の息につい 
て注意深く、繊細に、目覚めた状態であることが必要なの 
です。 


実際、来世での状態がどのようなものになるかという 
ことについての最初の、そして明白なしるしは、最期の息 
の時の状態で示されます。良いしもべとしてこのはかない 
世界に別れを告げることができるように、限られた数であ 
るおたちの息を、最期の息の為に備えていくことが必要で 
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す。っまり、幸福な来世の為には、善行を伴い、素晴らし 
い、豊かな、を定した、そして正しいホ向性における現世 
での生きホが必須となるのです。人生は、コップを満たす 
しずくのようなものです。コップの水の透巧さは、しずく 
の透巧さにかかっています。コップの水をあふれさせる最 
後のしずくは、ちょうど最期の息のようです。ハディース 
では次のように語られています。 

「人は生きてきたように死ぬ。そして死んだ状態に応じ 
て復活する」 （ムナ'—ウィ' — 、ファイズルカデイ I — ル「シェルフルジャ 
ーミッサギール」 V , 663) 

最期の息、つまり人生という舞台の最期のカーテンは、 
皆のそれぞれの結末を映し出す、曇りのない透き通った鏡 
のようです。人間は自らを、最も正確な形で、最期の息に 
おいてち日るのです。ネジップ.ファーズイが語っているよ 
ぅに。 

「その瞬間、カーテンが上がり、カーテンが降りる。 

アズラーイールにようこそと言えれば、それが成功」 

その瞬間、生涯の会計表がんと目の前に示されます。だ 
から人間にとって死の瞬間な上に教訓を含んだ光景はない 
のです。 

現世での暮らしでおたちが実行する行為、振る舞い、道 
徳と、吸って吐く全ての息は、最期の息の為の一種のコン 
パスなのです。同時に来世での状態についての、この世巧 
での通訳のようでもあります。 

最期の審判の日まで続く墓場での状態は、現世でのあり 
力■や行動によって形成されます。死を、失望であることか 
ら救い、一つの勝利と変えること、悲嘆ではなく宴の巧の 
ような状態にすることは、死後に求める行き先の為に備え 
てから死ぬことのできた人の益なのです。 
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このようなしもべたちは、「世界全てがアツラーを唱 
えることと、晚」という点において、その生涯を最も恵み 
豊かな形で過ごします。つまり、万物がアツラーをズイク 
ル（唱念）する中に自らも加わり、特にズイクルの為に最 
も豊かな時である、晚の時を有効に活用します。晚の時が 
昼間の時間の縮小モデルであること、そして晚の時を眠り 
のうちに過ごす者は、砂漠に、海に、そして険しい岩場に 
降る、4月の恵みの雨が無駄になってしまうように、この 
恵みを得ることができないことを彼らは知っています。こ 
の細粋なしもべたちは、こう言った不注意さに脆らないよ 
う、クルアーンと熟考という場から遠ざかることはありま 
せん。その場から、彼らはかのことを学びます。アツラー 
の神の特性は、この世巧で、完璧な意ホでの兰つの権限の 
場を持っています。人間、クルアーン、そしてこの世界で 
す。この兰つの権限のうち、世界とは、魅力的な言葉で満 
たされた顕示と神秘の書物です。アツラーの美ぶの実際の 
顕現であり、あたかも静かなクルアーンのようです。クル 
アーンは、言葉に包まれた一つの世界です。人間は、この 
二つの交差点に存在する智の中んおであり、顕示の記念碑 
です。この意識を持って生きる知性ある人は、クルアーン 
と熟考の場においてかのことを認識してきました。すなわ 
ち、クルアーンは常に前にあり、知識がその後を追ってい 
るということです。なぜならクルアーンは、無力な人間の 
知識ではなく、この世界でのあらゆる知識の条件を説か 
れ、人間に恵まれたアツラーの知識であるからです。同時 
に、知識の発見の要因となる認識を創造されるのもまた、 
アツラーです。この観点から、クルアーンと熟考について 
次のことが言えるでしょう。微粒子ほどの小さなプラタナ 
スの種が肥沃な大地を要因として、巨大な木となり、獲得 
する大きな栄光のように、ネムたちにある熟考や感覚の力 
も、クルアーンによって養われ、力を与えられた結果とし 
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て到達することのできる真実は、いかに荘厳なものである 
ことでしょうか。従ってク ルアー ンの、無が蔵の恵みと祟 
高な導きがなければ、熟考や感覚といった能力は、肥沃な 
±壌を得られないまま乾いてしまった種のようになったで 
しょう。だから、おたちしもべにとって、ク ルアー ンのお 
かげで実現した神の恵みの崇高さ、無限の偉大さを理解す 
ることな上に、より大きな恵みはないのです。 

このような崇高な真実を、熟考によって混練する人々 
は、試練の為にあたかも過ちの場のようであるこのはかな 
い世界で、内面、外面と悔悟と涙で洗い流します。この純 
枠なしもべたちのことを、詩人はとても素睛らしく表現し 
ています。 

その優れた人々は、心の宇宙にいる 


地面を転がりつつも 


星を、タス ビーフ （数珠）のように数えるが 
礼拝では後ろの列にいる 

あらゆる瞬間に日を満たし、あらゆる瞬間に始まる、 

無限の契約にサインをしている 

一瞬でも、その目が他のものにそれれば、 

一生涯、涙の罰の中にいる 

つまり、この真実に達した人々は常にドウア ーの 状態に 
あります。つまり、アツ ラーの 


〇 


預言者ムハンマドは言われた。「あなたがたがわたしの 
主に析らないなら、かれはあなたがたを、構って下さらな 
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いであろう」（識別章第77節）という宣告を a 解している 
のです。 

そう、このような崇高な認識の結果として、最もよいウ 
ンマになるという熱意のうちに彼らは生きるのです。その 
為に、全ての良い状態、熱意を、真実や善へと導くという 
宝飾で飾ります。なぜなら、最もよいウンマとなる為の手 
段は、ここにあるからです。 

クルアーンでは次のように語られています。 

^ ojjJuJU jjjil 

兴' 

「あなたがたは、人類に遣された最良の共同体である。 
あなたがたは正しいことを命じ、邪悪なことを禁じ」（イム 
ラーン 家章第110節） 

この崇高な役割を、ふさわしいおで実行する為、誠実な 
努力を続ける人々は、心の世界をイスラームの気品、礼儀 
正しさ、そしてその素晴らしさで飾ります。そしてその状 
態、言葉、振る舞いによって、実際の模範として、真の布 
教や善への導きにおいて見本となります。彼らは真実と善 
への導きを、 


(預言者 ムハンマドよ） 「英知と良い話しホで、（凡ての 
者を）あなたの主の道に招け。最善の態度でかれらと議論 
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しなさい」（蜜蜂章第125節）という言葉の神秘に従って実 
行します。 

この素晴らしさが信をのムや生きホに反映された時に 
は、その人の状態や行動は、ただただ素晴らしいものでの 
み成り立つようになります。その信をは、もはや QQ の人 
となります。つまり、物質的にも精神的にも、気前の良さ 
の頂点に達するのです。崇高な、足るを知るそのムによっ 
て、終わりのない豊かさの中にいるのです。その人が持 
つ、□□□□□□□は、預言者 ムハンマ ドが行った取引の 
恵みによって満たされます。利子といった悪性な疾患は、 
彼の合法な利益には紛れ込むことはありません。彼の財 
産は、アツ ラーへ 差しだされた Q Q QQ です。この観点か 
ら、□□□□□□□□□□□□、 □□□□□□□□といっ 
た点においてもこの上なく注意深く、神の基準を尊重しま 
す。なぜならその人は、アツ ラー や預言を ムハンマドの □ 
□ となったからです。預言者たちと親友となったからで 
す。この友情を、誠実さによって強固なものとしているの 
です。この崇高な親友たちは、みして 
と言わせるような、苦しめるようなことはありません。こ 
れにより、あらゆる状態、ありホにおいても、 □□□□□ 
□ □□□ という位階に達します。この位階では、 □□□□□ 
ボ彼に生じ、神の定めの全ては、彼に喜びを与えます。 


読者の皆さん 


ゆ 


□ □□□□□ という題《で書いてきたこの作品で、皆さ 
んに紹介しようとした項目はな上のようなものです。さら 
に、最期の息の為にまばゆいほどの崇高さで備えをし、 ア 
ツラーの 御前に輝く顔で向かわれた偉大な アツラーの 友に 
ついても、おたちの模範になって下さったと言うことで、 
「信仰からイフ サーンへムーサー師」 というタイトルのも 
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と、語っています。またーホで、この偉大な人が歩いた、 
崇高なタサッヴフの道についても言及し、その素晴らし 
さ、完全さを示す為に書いた「信仰からイフサーンに神秘 
主義」という書物についてアルトウンオルック誌が行った 
ルポタージュも、巻末に加えています。子これ触れたかっ 
たことは、真の神秘主義とは、啓典とスンナの感情の深み 
の中で、その神秘と敦智から何かを得て、それが実践され 
ることです。啓典とスンナに含まれるものな外のあらゆる 
言葉、状態、振る舞いは逸脱したものです。この真実を示 
す為に、「羅針盤の固定された足は、シャーリアである」 
と言われているのです。要約として語ったことは、神秘主 
義のないイスラームは存在し得るが、これはイフサーンと 
いう状態を獲得していないムスリムであるということで 
す。つまり精神的な教育である神秘主義から切り離された 
イスラームの生きホは、人を「アッラーを見ているかのよ 
うにしもべとして仕える」という状態には、人を導かない 
のです。 

この状態に至ることができない人々は、最期の息で、苦 
痛や困難さを感じます。つまり、最期の息で幸福の扉から 
永遠の世界へと移ることができる為のしもべとしてのあり 
方' とは、 アッ ラーを見ているかのように イノ 《ーダを行う こ 
とで可能となるものなのです。 


忘れてはいけないことがあります。 


人間はそもそも、毎晩、毎日、気が付いていようといま 
いと、無数の死の要因と直面しています。死は、人をあら 
ゆる瞬間に待ち伏せしています。メヴラーナはかのように 
語っています。 


〇 
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「そもそもあらゆる瞬間が、生命の部分的な死という状 
態にある。あらゆる瞬間が、死の時であり、あらゆる瞬間 
にあなたの寿命が費やされる」 

実際に、毎日このはかない生から少しずつ遠ざかり、墓 
へとまた一歩近づいているのではないでしょうか？毎日、 
死の日めくりを1ページ、破り取っているのではないでしょ 
うか？ 


死の静寂に包まれた墓石は、その状態によって語る、熱 
い警告者です。後が町の中に、街道沿いに、モスクの中庭 
に造られるのは、一種の死の熟考、つまり死を思い、現世 
をそれによって改善する為です。死の恐ろしい重さを、言 
葉はその弱い肩に負うことはできないのです。死の前には 
全ての力が尽き、消えちってしまいます。 

死は、人にとってその人固有の「世界の終焉」です。世 
界の終焉の前に、目覚めておくべきです。おしい思いをす 
る人とならないように。なぜならはかないもの全てが、予 
想のできないある瞬間、そして場所で、アズラーイールと 
出会うと言うことは確実であるからです。死から逃れられ 
る場所はどこにもありません。だから人は、時間を無駄に 
することなく、《み j ルお i » 

□ □□□□□□□□□田 □□□□□□□□□□□□ (撒さ 
散らすを章第50節）という呼びかけから何かを得て、アツラー 
の慈悲を唯一の避難場所と認めるべきなのです。 



預言者たちな外のどのしもべも、信仰というおにおい 
て足を滑らせてしまう危険から絶対的に守られてはいませ 
ん。だからどの信者も、自らに与えられた人生という恵み 
を、それにふさわしい形で活かすべく努力するべきです。 
死の冷たい恐怖から逃れる唯一の方法はただ、誠実な人生 
を過ごすべく努力することなのです。なぜなら死に備えて 
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いる人は、死に恐れを感じるのではなく、それを永遠の出 
会いの為の媒介と認識するからです。彼らは、「死を素晴 
らしいものとする」ことによるをらぎに達した、幸運なし 
もべたちです。しかし不注意な人生を送り、来世を台無し 
にする人々は、死の恐ろしい、闇の渦を前にして、冷たい 
恐怖を感じることから逃れることはできません。メヴラー 
ナは非常に美しく表現しています。 

「それぞれの死は、それぞれの色を 持つ。 人をアッラー 
に出会わせるのだと考えることなく、死を憎悪する者、死 
を敵視する者には、死は恐ろしい敵のように見える。死を 
親友と見なす者には、それは親友のように現れる」 

実際、最期の息は、曇りもしみもない鏡のようです。 
どの人もこの鏡で、良いことも悪いことも含め、その生涯 
全てをはっきりとみるのです。その瞬間、目や耳にはどの 
ような反論や不注意の覆いもおりてはきません。逆に全て 
の覆いがあげられ、あらゆる種類の告白が、理性と良むを 
後悔という場に引き入れます。従って、人生を後悔と共に 
流れる鏡が、最期の息となるべきではないのです。この鏡 
は、 クルアー ンと スンナ という形で、また生きているうち 
におたちの人生に取り入れられるべきなのです。なぜな 
ら、真に幸福な人は、死と出会う前に自らを知ることので 
きる人であるからです。 


この作品の出版に尽力してくださった M •アリ-エシュ 
メリと M . マーみつ. ギュナイの両氏に感謝し、その奉仕が 
永遠に残るサダカとしてアッラーに認められることを願っ 
ております。 
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人は生きている間じゆう、数えきれないく 
らい、死に直面します。病気にかかったり、予 
想外のことが起こったり、災害が起こったりと 
いった、人生のあらゆる瞬間に存在し、しかし 
人間が不注意さと無力さの為に多くの場合、知 
らないままである多くの危険は、死と人間の間 
にいかに薄い覆いしかないか、ということを示 
しているでしよう。 








アッラーは、 不滅という特性を、この世巧ではただご自 
身のみが持たれるものとされました。だから、 アッラーの 
崇高な主性を除いた全ての存在は、はかないものです。ク 
ルアーン では 


非お U シ J 5 

□ □□□□□□□□□□□□□ (慈愛あまねくおホ章第％節) 
と記されています。 

その顕現は、 


み J ' 。非前^ふ 

□ □□□□□□□□□□□ (預言を章第35節）と示されてい 
る通り、死によるものとなります。 

従って、特に人間はこの真実を熟考していることが必要 
です。このことについて他の節では次のように述べられて 
います。 


こ.一5 い 三し0 LiJ ' 0 0三し尸 j 


□ □□□□□□回 □ 

□ □□□田（力ーフ章第 19 節） 


〇 
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人は、このはかない世界に試練の為に送られてきまし 
た。だから、人間の最大の目的は、アッラーのご満悦を得 
て、平をの場、つまり平をと幸福の家である天国にふさわ 
しい人となるよう努力することであるべきです。その手段 
は、 


山' I 。ゴシ 、I 知 Jj JU J 


□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□田 □□□ 
□ □□□□田 □□□□□□□□□□□□□□□□ (詩入たち章 
第 88-89 節）という真実を把握することです。 

これは、我欲の鍛錬によって可能となります。我欲の 
鍛錬の本質とは、預言者ムハンマド（彼の上に祝福と平を 
がありますように）への完全な服従、結びつき、従順さで 
す。つまり、23年の預言者としての生涯、より正確に言う 
なら、預言者ムハンマドのむのありホから何かを得ること 
です。アツラーはクルアーンを、ジブラーイールを通して 
預言者ムハンマドのむに下されたからです。従って預言者 
ムハンマドの全てのイバーダ、屯、、行動、振る舞いは、ク 
ルアーンのち军釈という本質を持ちます。この真実から考え 
るなら、預言者ムハンマドのむの世界から、ふさわしい形 
で何かを得る為には、彼を命よりも生命よりも、ま族より 
も、要するにあらゆるものよりもなお、愛することが必須 
条件となります。この愛情に満ちたしもべは、アツラーの 
愛情によってさらに深められます。つまり、彼への愛情は 
アツラーへの愛情であり、アツラーへの愛情は、彼への愛 
情なのです。愛するおホのお目にかかる為には、心がこの 
状態に達することが不可欠なのです。 


〇 


これらすべては、最期の息の為の備えのうち、最も素睛 
らしい一歩になります。コップに落ちた最後の一滴が、そ 
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れまでの他のしずくとは別の役割を持ち、 コップの 水があ 
ふれる要因となるように、おたちのそれまでの呼吸も同様 
です。つまり、おたちの最期の息は、それまでの呼吸の仕 
力■によって、それにふさわしい結果として現れます。だか 
ら、最期の息の為の備えは、今おたちが吸っている息をど 
のように用いるかにかかっています。生涯をアッラーと預 
言者ム ハン マドへの愛情のうちに過ごし、 この ホ向性でよ 
い行いをした純粋なしもべたちは、最期の瞬間にも信仰告 
白の言葉を唱え、をらかに死んでいきます。っまり、預言 
をム ハン マドの次の吉報の か 象となるのです。 

「誰であれ、最期の息で（純粋な‘。で）タウヒードの言 
葉を述べるなら、天国に行くだろう」 （ハキーム、ムステドゥ レ 
ク1.50 3) 

つまり、生涯を通してタウヒードの言葉のもたらす空気 
の中で生きる者は、最期の瞬間にそれと共にアッラーヘと 
旅立つのです。なぜなら彼らは、それにふさわしい時に、 

タウヒードの言葉の「ラー」によって全てのはかない、一 
過性の、我欲によるこだわりや偶像を屯、から消しまり、投 
げ捨て、「イッラー」という言葉で、むをただアッラーへ 
の愛情で満たしてきたからです。 

この世界は、力の手によって創造され、無数の刺織で飾 
られた、はかない住処です。この世巧では何も、目的もな 
く創造されてはいません。人間にとって現世での生の目的 
は、来世での幸福を手にすることです。だからアッラーは 
おたちしもべに、かのような警告をされています。 

ジ八こん5?ぶみシ_却がし： 

5 心 Q 
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□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 

DDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDD 

□田（アリ-イムラーン家章第1〇 2 節） 

生命を持つ者全ての身に起こるであろう死は、はかな 
い生への偉大なる別れの時であり、生命体それ自身が生き 
る、固有の「世界の終わり」です。 

忘れてはいけないことは、人間はそもそも、毎晩、毎 
日、気づいているいないに関わらず、無数の死の要因に直 
面しています。死は、人をあらゆる瞬間に待ち伏せしてい 
ます。メヴラーナはかのように語っています。 

「そもそもあらゆる瞬間が、生命の部分的な死という状 
態にある。あらゆる瞬間が、死の時であり、あらゆる瞬間 
にあなたの寿命が費やされる」 

実際に、毎日このはかない生から少しずつ遠ざかり、墓 
へとまた一歩近づいているのではないでしょうか？毎日、 
死の日めくりを1ページ、破り取っているのではないでしょ 
うか？ 

人生の、川のような流れに対して、人が不注意とならな 
い為に、メヴラーナは次のように警告しています。 

「人間よ！鏡の中の、最後の刺織を見なさい。美しい人 
の、年老いた状態を、そして建物がいつかは崩壊すること 
を考えなさい。鏡の中の嘘にだまされてはいけない」 



私たちの最期の息は、アツラーの無数の英知により、秘 
められています。つまりおたちが自分の将来について知つ 
ている中でも最も絶巧的な真実である死が、レ、つ現実とな 
るのかは、アツラーの定めによるものです。実際、人間は 
生きている間じゆう、数えきれないくらい、死に直面して 
います。かかる病気、予想外のサプライズ、災害、人生の 
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DDDDDDDDD 

(ヤー.スイーン章第68 


預言をムハンマドな前に生き、彼の登場を告げていたク 
ス. ビン.サーイダという誠実なしもべは、この節を説き 
明かすかのように、ウカス市場で行ったある演説で、人の 
力の流れ、このはかない生命の冒険とその光景を素晴らし 
く示しています。 

「人々よ。来てください、聞いてください、語ってくだ 
さい、そして教訓を得てください。生きているまは死を、 


〇 


あらゆる瞬間に存在し、しかし人間が不注意さや無力さの 
為に多くの場合知らないでいる、無数の危険は、死と人間 
の間にいかに薄い覆いしかないのかを示してはいないでし 
ょ5か。 

だから人間は、先述のク ルアー ンの言葉の示すものに毎 
日数えきれないほど遭遇し、ある意ホで来世では与えられ 
ない猶予や機会を、この世界では何度も何度も得ているの 
です。それにもかかわらず人は、覚醒しているべきである 
のに、残念ながら大きな不注意さの中で寿命という日めく 
りが1枚、2枚と落ちているのを、ほとんど何も感じないま 
ま、眺めているのです。上を流れる雨のしずくから何も得 
ることのできない岩のように。 

本来私たちは、生まれた日な来、毎日一部、死んでいる 
のです。気が付かないうちに、毎日死へと進んでいるので 
す。時の流れから落ちるあらゆる瞬間が、私たちを真の朝 
へと近づけている、ということを、クルアーンはとても素 
晴らしく表現しています。 

0解如' ふ以 '一^ ^ ;みお j 
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死をははかなさを見出します。雨が降り、草が茂ります。 
子供たちが生まれ、両親と入れ替わります。そして皆、全 
て死に、去って行きます。このような出来事が終わらず、 
続いて巧きます」 

私たちも、アツラーが与えられた限られた数の呼吸を費 
やし、最期の息を吐く日に、この世巧と、そこにある全て 
の関係のあるものに別れを告げ、あるいは別れを告げるこ 
ともなく死と出会います。しかし、アツラーの誠実で愛に 
満ちたしもべにとって、この出会いはむしろ死ではなく、 
幸福な復活となります。婚礼の夜のようなものとなるので 
す。だから、 

「死ぬ前に、死になさい」という言葉の神秘に到達する 
ことが必要なのです。 

この神秘をメヴラーナは 

「復活する為に、死になさい」という言葉で表現してい 

ます。 

実際、アリーが語っているように、 


「人々は眠っている。死によって、目覚める」のです。 

だから、我欲からの感情、現世的な欲ホに負けること 
なく、真の生きホとは動物的な魂によってではなく、アッ 
ラーがおたちに吹き込まれた神聖な魂と共にあるものであ 
る、ということを知るべきなのです。 



従って、最も悲劇的な死とは、アッラーに巧して関,巳、を 
持たず、そのご満悦を失うことです。だから信者は、いか 
に生き、な下に死ぬべきかを認識し、信仰からイフサーン 
に至る為の鍛錬を行うべきです。なぜなら、預言者たちを 
除いて、どのような状態で死に、どのようなおで復活する 
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□ □□□□□□□□□□□□□□□□□凹 

(ユースフ章第101節）として庇護を求めたこ 
つて非常に深い意ホを持つのです。 


この観点からすべてのしもべは、恐れと希望の間の、あ 
るむの状態を手に入れるべきなのです。従って魂のこの状 
態をもたらす覚醒した状態と魂の繊細さにより、その生涯 
を常に、最期の息を信仰と共に吐くことができるだろうう S 
という不をのうちに送ることが必要です。 

来世での状態がどのようなものであるかという点での最 
初の、そして明確なしるしは、最期の息の際の状態で現わ 
れます。最期の息で、永遠の救いに至ろうと努力した信仰 
の勇者たちと、彼らが得る報償は、導きの為のガイドであ 
るク ルアーン で、それぞれが教訓を与える碑文として私た 
ちに示されています。 

実際、フィルアウンの魔術師たちは、ムーサーの明白な 
奇蹟を前に、 

□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 
□ □ といい、すぐにサジュダを行い、信仰という恵みによ 
って誉れを得たのです。 

しかし愚かなフィルアウンは怒り、彼が持っている権限 
と力で彼らのむまでも支配できるかのように、彼らを威嚇 
しました。 


のかという点で何らかの保証がある人は誰もいないからで 
す。だから、聖 ユースフがアツラーに、 
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激しい迫害を自 I パこしてすら、彼らはその迫害から逃れよ 
うと必死になるのではなく、最期の息でも信仰の弱さを見 
せることなくムスリムとして死ねるかどうか、という点で 
不まを感じ、アッラーに庇護を求めています。 


み J 1み^叫^む t を 


0 


□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 

□ □ □ □ (高壁章第 126 節） 

結果として、彼らは導きを得たことの対価を、手足を互 
い違いに切断されると言う形で支おい、确教者かっ聖人と 
なるという誉れと共にアツラーのもとに至ったのでした。 

迫害者たちは、「壁壞の友たち」を、彼らがアツラーを 
信仰していることを罪と見なし、火で満たされた壁壞に投 
げ入れました。この誠実な信者たちは、この迫害にもかか 
わらず、信仰を捨てることはありませんでした。そしてそ 
の教えの為に恐れることなく死に向かい、その信仰の対価 
をアツラーへの崇高な信仰の喜びの中で支払ったのです。 
なぜならアツラーを、ふさわしい形で恐れる者は、アツラ 
一な外の何ものに巧しても恐れを感じないからです。 

「町の仲間」の物語に出てくるハビーブ.ナツジャー 
ルは信仰と、正しい道への導きの為に石を投げられ、殺さ 
れました。しかし、この世界のシャッターが下ろされる最 


□ □田 □□□□□□□□□□□□□□□□□ と言ったのでし 

た。 

魔術師たちは大きな信仰の喜びのうちに、 
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期の息の際には、これから行こうとしている世界の窓が開 
き、彼が受けることになるアッラーの恵みが示されまし 
た。彼はその民の不注意さを嘆き、 


□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 
□ □□□□□□□□□□□□□□□□□ (ヤ-■スイ- ン章第36 
•26 節）と言ったのでした。なぜなら彼には、このはかない 
世巧で投ちを受けることのが価として、永遠の幸福が与え 
られたからです。 

キリスト教が広まり始めたばかりの頃、ローマ人たち 
はギリシア人や偶像崇拝者と一緒になり、当時の信仰をた 
ちを競技場でライオンと戦わせ、バラバラにさせていまし 
た。その信者たちはライオンの歯を受けて、生き残る為で 
はなく、信仰を守る為の努力を示しました。なぜなら彼ら 
は、この恐ろしい迫害に耐え、アッラーの位階において祟 
高な報償を得ることを選択したからです。 

疑いの余地もなく、これらの素晴らしい状況は、生涯を 
アッラーと共にいるという意識で生きたことの、恵み深い 
結果なのです。この観点から、アッラーと共にいられるこ 
とは、しもべであることの最も崇高な頂点であり、また不 
可欠なものなのです。 


伝承によると、ある伝道師が、最後の審判の時の状態を 
説明していました。それを聞いていた人々の中に、シャイ 
フ•シブリーもいました。伝道師は説話の最期の法で、ア 
ッラーが墓場で尋ねられるであろう質問について、 


「知識をどこで使ったのかと尋ねられる。財産をどこで 
使ったのかと尋ねられる。イバーダはどのような状態であ 
ったかと尋ねられる。ハラームとハラールに注意を私った 
のかと尋ねられる。これらが尋ねられる、これらも尋ねら 
れる...」と、長々と多くの点を取り上げました。 
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これほど詳細に語っているのに、この問題の本質に注意 
がひかれていないことに巧し、シブリー師は次のように呼 
びかけました。 

□□□□□田□□□□□□□□□□□□□□□□□□田 

□ □□□□□□田□□□□□□□□□□□□田□□□□□問 

□ □ □ 

だから、最も偉大な原則とは、アッラーと共にいられ 
ることであり、息を無駄にしないことなのです。次の言葉 
で、このことはすばらしい形で表現されています。 


「損失となってしまったことがわかった 


あなたなしで過ごした時間は」 


この原則への招きと同様に、預言者ムハンマドは、イブ 
二.ウマルの両肩をつかみ、かのように言われました。 

「この世界では、異端者もしくは旅人のようでありなさ 
レ、」（ブ/、ーリ ー. リカーク、 3) 

この感覚と共に、イブニ.ウマルもその説話の際には常 
に、次のような忠言を行いました。 

「夜になった時には、朝を待つな。朝になった時には、 
巧を待つな。健康な時には病んだ時の為に、生涯を通して 
死の為に用也、していなさい」 （ブ ハー リ ー. リカーク、 3) 

人生が夏の雨のように流れることを表現するこの文章 
は、おたちを真の生へと方向づけるものです。実際、預言 
者 ■ムハン マドはあるドウ アー でかのように示されて いま 
す。 


「アッラーよ、真の生とはただ、来世での生です」 


か、 -リ 
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この神秘を最も素晴らしい形で認識していたサハーバた 
ちの生涯は、無数の徳、英知、そして教訓で満たされてい 
ます。 

多神教徒の捕虜となり、殺されることとなったフバイブ 
には、确死する前に唯一の願いがありました。預言者ムハ 
ンマド（彼の上に祝福と平をあれ）に、愛情を込めた挨授 
を送ることでした。悲しげに目を天に向け、 

「アツラーよ、ここには私の挨接を預言者ムハンマドに 
伝える人が誰もいません。あなたが、あのおホに伝えてく 
ださい！」と庇護を求めました。 

その時、 サハーバた ちと マディーナ にいた預言者 ムハン 
マドは、 

「彼の上にも平をがありますように」という意巧にな 
る、「ワアライヒツサラーム」という言葉を発したのでし 
た。それを聞いたサハーバたちは驚いて、 

「アツラーの使徒よ、誰の挨ホ婆に応えておられるのです 
か」と尋ねました。預言者ムハンマドは、 

「あなたホの兄弟である、フバイブの挨搂に」と答えま 
した。1 

さらに預言者ムハンマドは、聖フバイブを □ □ □ □ □ □ 
□□□□□□ とま現され、□□□□□□□□□□□□□□と 
言われたのでした。 

この愛情、熱意についてもう一つ例をあげましょう。 


1. 参照：ブ ハーリー、メガーズィー、10、ワーク ディ •マガーズィー P 
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ウフ ドの戦いの終りに、預言者ムハンマドは确死者とけ 
が人を確認するよう命じられました。特に、気にかけてお 
られるサハーバがいました。サアド.ビン.ラビでした。 

預言者ムハンマドは、彼を見つけ、どういう状態かを調 
ベる為に、サ ハーバの 一人を戦いの中むであった場所に送 
りました。サ ハーバは、 サアドをどれほど探しても、見つ 
けることができませんでした。どれほど呼びかけても、返 
事もありませんでした。ついに、最後の希望として、 

「サアドよ、アッラーの使徒がおを遣わされた。あなた 
が生きているのか、确死したのかを、彼に教えるよう命じ 
られたのだ」と、けが人や确死者たちがいるホ向に向かっ 
て呼びかけました。 


その時、まさに最期の瞬間を生きており、返事をする力 
もなかったサアドは、自分のことを預言者ムハンマドがム 
配していると聞き、全力を振り絞り、それでもようやく出 
すことのできたかすかな声で、 

□ □□□□□□□□□□□□□□□□ と言いました。もは 
や彼ホを見ていることは巧らかでした。 

サ ハーバは サアドのもとに走りました。彼の体が剣に 
よる攻撃でスだらけになっているのを見ました。そしてか 
すかなささやき声で、7火の荘厳な言葉を語るのを聞きまし 
た。 


□ □□□□□□田□□□□□□□□□□□□□田 □□□ 

□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 

□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□回 

□ □ □ □ □ 2 



参照： イブニ. アブディべル、イスティアーフ11， P . 590. 
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サアド■ビン.ラビの、ウンマへの遺言のようなこの言 
葉は同時に、彼のはかない生との別れの言葉となったので 
した。 

聖フザイフ ァ が語っているかの ハディース も、 サハーバ 
が最期の息の際にすら示した崇高な徳が反映されていると 
言う点で、非常に注意をひくものです。 

一おたちはヤルムークの戦いにいました。衝突は激し 
いものとなりました。矢や槍の攻撃で傷ついたムスリムた 
ちは、倒れ込んだ熱い砂の上で息絶え始めていました。そ 
の時おも、何とか力を振り絞り、伯父の息子を探し始めま 
した。最期の瞬間を過ごしているけが人たちの間を探し回 
った後、やっと、探していた人を見つけることができまし 
た。しかし、血の海の中に倒れていた伯父の息子は、目の 
動きですらほとんど話ができないほどでした。前もって用 
意していた水の器を見せて、 

「水を飲むか」と言いました。彼が水を求めていること 
は巧らかでした。唇は熱の為にあたかも焼かれているよう 
でした。しかし返事をする力もありませんでした。目の動 
きで、その苦しみを訴えているかのようでした。私は器の 
ふたをあけ、水を彼に飲ませようとしている時、少し向こ 
うで、負傷者の中からイクリマの声がしました。 

「水を、水を...どうう\一滴でもいいから、水を」 

叔父の息子のハーリスは、このうめき声を聞くや否や、 
自分のことはあきらめ、眉と目の動きで、水をすぐにイク 
リマに持って行くようホめました。 


焼けた砂の上に横たわる确教者たちの間を走り、イクリ 
マのもとに行き、すぐに水の器を彼に差し出しました。彼 
がちょうど器に手を伸ばした時、イヤシュのうめき声が聞 
こえました。 
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「どう力\一滴の水を。アッラーの御喜びの為に、一滴 
の水を」 

この声を聴いたイクリマはすぐに手をひっこめ、水をイ 
ヤシュに持って行くようにホめました。ハーリスと同様、 
彼も水を飲みませんでした。 

おは器を持って、确教者の間を通り抜け、イヤシュのも 
とに駆け寄った時、彼の最期の言葉を聞きました。彼は、 

「神よ！信仰の為に命をささげることをみして禱踏しま 
せんでした。私たちを确教者としてください。おたちの過 
ちをお許しください」 

イヤシュがもはや、确教という甘露を飲んでレ、ることは 
明らかでした。彼はおが持ってきた水を見ました。しかし 
もう、時間がありませんでした。何とか、シャハーダの言 
葉を言い終わらせることができたという状態でした。 

おはすぐに戻り、イクリマのそばに来ました。器を彼 
に差し出そうとして、彼も确教者となっているのを見まし 
た。私はせめて、伯父の息子ハーリスには間に合いたいと 
思いました。走って彼のもとに戻りました。しかし彼も、 
火のような砂の上で焼かれながら、息絶えていたのでし 
た。残念なことにこの器は、いっぱいに満たされたまま、3 
人の河教者の間に残されたのでした。3 


フザイファは、その瞬間の魂の状態を、かのように語つ 
ています。 


「おの人生では多くの出来事があったが、どれもこれほ 
どに私を感動させ、興奮させるものはなかった。間に親戚 
関係といった結びつきもないのに、彼らが互いをこれほど 
に優先させ、自らを犠牲にし、慈悲深く振る舞ったこと （ 



ノ、ーキム、ムスタド/レレク 3, p 270 
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つまり、最期の息をも、その人生と同じく美徳のうちに行 
つたこと、 □□□□□□□□□□□□□□□□ という クルアー 
ンの言葉の意識を持ち、その生に別れを告げたこと）を、 
羡望のまなざしで見つめ、驚嘆した偉大な信仰の勇敢さと 
しておの記憶に深い痕跡を残しました。」 
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人生の目的は、良いしもべとなって生きる 
こと、そして良いしもべとして死ねことです。 
なぜなら目標は、アッラーが人間に贈り物とさ 
れた、預言者ムハンマド（彼の上に祝福と平を 
あれ）の繊細で感性豊かな生きホから何かを得 
て、深く、細やかで立派なしもべとなることで 
あるからです。 








…け 




























































































































































































































































































□ □ □ □ - 2 - 


よいしもべとしてこのはかない世界に別れを告げること 
ができるよう、限られた呼吸を最期の息の為に備えること 
が不可欠です。幸福な来世の為には、善行を伴い、、素晴 
らしい、豊かな、を定した、そして正しいホ向性における 
現世での生き方が必須となるのです。ハディースでは次の 
ように語られています。 

「人は生きてきたように死ぬ。そして死んだ状態に応じ 

て復活す る」（ムナ-ウィー，フエユズル.カディル-シャルフル•ジ 
ヤ'ーミ'一 ■ サギル5、 663) 

このことには無数の例があります。教訓と敦智にとんだ 
これらの例のうち、一つを紹介しましょう。 

アダパザルのあるムア ッズィン が、親愛なる 父ムーサ 
一師の訪問による説話の為、昼の化拝での義務を果たした 
後でやってこようとしていた時のことでした。自転まに乗 
り、信号が青になったので、道の反対側に向かっていまし 
た。その時、高速で接近し、ホ信号にも止まらなかった別 
のまが、 ス ピードを出したままでムア ッズィン にぶつかっ 
てしまいました。衝突の勢いの為ムア ッズィンは 空中に投 
げ出され、地面に落ちる際に最期の息で、この世界での最 
後の言葉として、ぶつかった運転手にも、道の周囲にいた 
人たちにも聞こえた次の言葉を、大声で、熱意のこもった 
様子で叫んだのでした。 


□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□ 
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そう、大事なことは、人生を、最期の瞬間に喜びと平を 
のうちにアツラーヘと至らせることができること、つまり 
皆にとっての悪夢であるその瞬間に、喜びを感じつつ「ア 
ツラーよ、あなたのもとに参ります」と言えることなので 
す。アツラーがおたち皆にこの幸運を与えてくださいます 
ように。 アーミーン。 

先人たちの言葉を借りるなら、この状態は 

□ □□□□□□□□□□□□□□□□□ ということわざ 
の、非常に意み深い顕現です。っまり屯、は、生きている間 
に最も関わっていたものが何であれ、死の際にもそれに関 
わっているのです。 

もちろん、それには例外もあります。っまりしもべは、 
最期の息を信仰のうちにはくことができるようにと、いか 
に誠実な行いで満たされた人生を送っていようと、それを 
過信してアツラーの慈悲を受けることが確定だと見なして 
はいけないのです。その逆もしかりで、しもべは自分が堕 
ちた罪や低俗な生涯を見て、アツラーの慈悲に絶望しても 
いけないのです。なぜなら、最期の息がどのようなものと 
なるかは、神によつて秘められたものであるからです。 


崇高なる書物クルアーンでは、最期の息でその信仰を守 
ろうと努力した誠実なしもべたちが、それぞれ模範的な人 
物として取り上げられていると同様に、その反対で、誠実 
な生涯を送っていたのに、我欲に負けてしまい、後から教 
えへの憎悪に堕ちてしまった者として死んだ人々の悲しい 
結末も、それぞれが教訓を与える銘板として示されていま 
す。 



実際、自らが手にしている知識や英知で自らをただす 
ことができず、我欲を清めることができなかったイブ リー 
ス、カールン、ベラム.ビン.バウラ、そしてサハーバで 
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あったのにも関わらず、世俗的な欲ホにだ混ざれてしまっ 
たサーラバなどが、その最も明白な例です。 

ご存じの通りイブリースは、もともとはアツラーの位階 
において崇高な地位を持っていました。しかし、うぬぼれ 
の結果としてアツラーのご命令の強さ、偉大さ、荘厳さを 
見ることができず、自分が預言者アーダムよりも優れてい 
るという主張をしたのでした。自らを特別に誉れのある存 
在だと彼が錯覚したことは、彼を、アツラーの命令に逆ら 
うというところまで引きずって行きました。結果として、 
うぬぼれと頑迷さに負けたものとして、永遠に迷うことと 
なったのです。 

カールンも、もともとは貧しく誠実な人物でした。夕 
ウラートを、ムーサーに次いで最もよく解釈しました。ム 
ーサーのドウアーの恵みにより、彼には錬金術の知識が与 
えられていました。しかし後に、我欲とシャイターンの欲 
望に負け、むを現世へと傾けました。その宝庫の数多い鍵 
を、力の強い集団が何とか運べるほどでした。彼はこれに 
欺かれ、思い上がった豊かさの渦に溺れてしまったのでし 
た。ムーサーが彼にザカートを支拉うように命じると、彼 
は 


「おの財産に目を付けたのか？これらはお自身が稼いだ 
ものだ」というほどの傲慢さ、尊大さに随ってしまったの 
でした。彼の財産は彼をつけあがらせ、滅 t の要因となり 
ました。 


そのうちに 力'—■ルンは、ム'—■サ' —■や ハール'^ ■ンの精神的 
な位階に嫉妬するようになりました。嫉妬のあまり ムーサ 
一の高潔さについて中傷を行うまでになり、その結果とし 
て、誇っていた財宝と共に地の底に沈み、滅じしました。 






屯の圍扇から最巧の息 


財産の所有者であるアッラーのことを忘れ、お産や富、 
地位といった畏のあるこの現世に固執することは、不注意 
さの中でも最も痛ましいものです。 

ベ ラム.ビン•バウラは、アッラーが 崇高な美《を教え 
られた、奇蹟の持ち主である誠実なしもべでした。 この 人 
物は、ユダヤ人の中で学者かつ聖人として知られていまし 
た。しかし後に、欲望や我欲からの欲求に傾き、その結果 
として この 精神状態を失い、さらには信仰のない者として 
死んだのでした。 この 出来事はク ルアー ンで次のように示 
されています。 


□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□回 

□ □□□田□□□□□□□□田□□□□□□□□□□□凹 

□ □□□□□□□□□□□□凹 

□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□田 □□ 

□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 

□ □□□□□□□□□□□□□□□□田□□□□□□□回 

□ □□□□□□□□□□□□田□□□□□□□□□□□□凹 

□ □田（高壁章第175節 一 176節） 


立派なしもべとしての生きホをしてきたにもかかわら 



ず、現世に欺かれて永遠の幸福を永遠の惨めさに変えてし 
まうという不運に陥ってしまった人についての、幸福な時 
代におけるもう一つの例は、 サーラ バの状態です。 サーラ 
バはもともと、モスクや預言者ムハンマドの説話から離れ 
ることのない人でした。しかし、財産を手にし、世界への 
愛情がむに芽生えると共に、7义第に信者集団から離れ、義 
務であるザカートすら支かわず、悲惨な結末へと至ったの 
でした。後に預言者ムハンマドの言葉に従わなかったこと 
に後‘時をしたものの、効果のないもがきの中で死んでいく 
時に、その耳には預言者ムハンマドの、 
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「サーラバよ、あなたが感謝を示したわずかな財産は、 
感謝を示さない豊かな財産よりも尊いのだ」という言葉が 
響いていました。4 

イスラーム神秘主義の歴史の中の偉大な人物であるスフ 
ヤーニ.サウリ師の次の状態も、教訓を含むものです。 

スフヤーニ.サウリ師は、若いころから腰が曲がってい 
ました。その理由を訊ねた人に、彼はこう答えました。 

「おが知識を得た、ある師がいた。彼の死の際に、おの 
勧めにも関わらず、彼は信仰告白の言葉を唱えることがで 
きなかった。この有様を見ることは、おの腰を曲げてしま 
つた」 


雜 

このように、結末は誰にもわかりません。フイルアウ 
ンの魔術師たちのように、逸脱の中を生きていても、生涯 
の最後に導きを得るをたちがいるように、カールンやべラ 
ム•ビン•バウラのように、導きをうけ歩んでいても、最 
後にそのノートを不遇のうちに閉じることになった者もい 
ます。従ってしもべがどのような精神的な立場、位階、優 
秀さを得ていたとしても、我欲とシャイターンは常に待ち 
伏せをしているのです。そして機会を得るや否や、その足 
を正しい道から滑らそうとしているのです。なぜならシャ 
イターンは、クルアーンで示されているように、アツラー 
に 

□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 

□ □ □ □ (高壁章第16節） 

と言い、復活の日までの猶予をホめたのです。そして試 
練の為、この猶予は彼に与えられました。 


4. 


参照： タベリー. 解釈 XIV ， 370-372; イブニ■カ シール- 解釈 11. 388. 
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この害から、イフラースを備えたしもべのみが例外とさ 
れることも、シャイターンはかのように語っています。 

□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□回け 
ード章第79 — 83節） 

預言者たちを除きどのしもべも、信仰という点で足を滑 
らせると言う危険から完全に守られてはいません。だから 
信者はそれぞれ、自分に与えられた寿命という恵みを、そ 
れにふさわしい形で活かすべく努力すべきなのです。死の 
冷たレ、恐怖から救われる為の唯一の手段はただ、誠実な生 
涯を送るべく努力することです。なぜなら死への備えがで 
きている人は、死を恐れる代わりに、それを永遠の出会い 
の為の要因と見なすからです。彼らは、「死を素晴らしい 
ものとする」ことによるをらぎに達した、幸運なしもべた 
ちです。しかし不注意な人生を送り、来世を台無しにする 
人々は、死の恐ろしい、闇の渦を前にして、冷たい恐怖を 
感じることから逃れることはできません。メヴラーナは非 
常に美しく表現しています。 


「それぞれの死は、それぞれの色を 持つ。 人をアッラー 
に出会わせるのだと考えることなく、死を憎悪する者、死 
を敵視する者には、死は恐ろしい敵のように見える。死を 
親友と見なす者には、それは親友のように現れる」 

「死を恐れて逃げる者よ！物事の本髓、言葉の正確なと 
ころを求めるなら、あなたはそもそも、死を恐れてはいな 
い。あなたはあなた自身を恐れているのだ」 




「なぜなら、死の鏡にあなたが見出し、あなたが恐れお 
ののいているのは、死の顔ではなく、あなた自身の醜い顔 
である。あなたの魂は木に似ている。死は、その木の葉で 
ある。葉は全て、その木の種類によったものになる」 
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そう、しもべは、この世巧での生で自らを乗り越え、 
その魂に秘められていた天使のような特性というホ向性の 
もとで多くの位階を超えれば、つまり「死ぬ前に、死ねこ 
と」という神秘に至ることができれば、死は生命を超越し 
た、崇高で気高いアツラーへの出会いの為の必要不可欠な 
最初の一歩として見なします。これにより、大多数の人々 
にとって激しい恐怖の原因となる死は、彼らのむでは最も 
崇高な友との出会いの喜びに変わるのです。 

アツラーの 使徒（彼の上に祝福と平安あれ）の最期の瞬 
間は、この喜びの頂点において実現した、出会いの瞬間と 
なりました。彼は生涯を通し、あらゆる場合において アツ 
ラーの 命令に従い、 アツラーを 愛していた為、死の前に死 
に、その死を宴の夜としたのです。実際、聖アー イシ ャと 
聖アリーから伝承されているところによるなら、預言者 ム 
ハンマドの 死の S 日 前、アツラーは 毎日ジブ ラーイ ールを 
遣わされ、預言者 ムハンマドの 様子を訊ねていました。最 
期の日にはジブ ラーイー ルは死の天使アズ ラーイー ルと共 
に訪れました。ジブ ラーイー ルは、 

「アツ ラーの 使徒よ。死の天使があなたのそばに寄る為 
に許しをホめています。しかし彼は、あなたな前には、ど 
の人間のそばに行く時でも許可をホめたことはありません 
でした。あなたな降にも、誰かのそばに行く為に許可をホ 
めることはないでしょう。彼に許可を与えてください」と 
言いました。 

死の天使は中に入り、預言者ムハンマドの前に来て、 

「アツ ラーの使徒よ。崇高なる アツ ラーがおをあなたに 
遣わされました。そしてあなたの全ての命令に従うよう、 
おに命じられました。あなたがホめれば、私はあなたの魂 
を取ります。あなたがそうホめれば、あなたに魂を残した 
ままにします」と言いました。 
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預言者ムハンマドは、 

「死の天使よ。あなたは本当にそのようにするのか」と 
言われました。 

アズラー- f ールは 

「おはあなたが命じたことに従うよう、命じられまし 
た」と答えました。 

ジブラーイールは、 

□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 
□ □ □ □ と言いました。 

預言者ムハンマドは、 

「アツラーの位階にあるものは、より尊く、より永続的 
である。死の天使よ、さあ、命じられたことを実行しなさ 
い。おの魂を、命を取りなさい」と言われたのでした。 

預言者ムハンマドは、そばにあった水のを器に両手を入 
れられ、濡れた手で顔をこすられ、 

「ラー- r ラーハイツラツラー。死には、知性を頭から取 
り除くほどの苦しみと激しさがある」と言われた後、両手 
をかかげられ、目を天井に向けられ、 

□ □□□□□田□□□□□□□□□凹 

と言われながら、アツラーへの愛情と熱情の現われであ 
った夕くの尊い思い出で満たされた生涯を後に遺し、この 
はかない世界から真の世巧へと移られたのでした。5 

豊かなしもべとしての生涯を送り、最期の息でアツラー 
との出会いの喜びをホわった偉大な神秘主義者メヴラーナ 


参照：イブニ-サァド:タバーカートゥ II . 229, 259;ベラーズーリ ー. 
アンサーブル.アシュラフ I , 565;アフマド.ビン.ハンバル VI ， 89. 
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の、この世界との別れの瞬間を、その弟子のフサマッデイ 
ン-チェレビが次のように伝えています。 

■ある時、シャイフ•サドレッデインは修道僧のうち 
の有力をたちと共に、メヴラーナの病床を訪問してきまし 
た。メヴラーナの状態を見て、彼らは悲しみました。シャ 
イフ•サドレッデインは、 

「ァッラーがすぐに治癒を与えられますように。完全な 
健康を取り戻されることを願います」と言いました。 

それにがしメヴラーナは、 

「もはや治癒はあなたホの為の祝福となりますように。 
愛する者と愛される者との間に、毛ほどの距離が残ってい 
ます。それも取り除かれ、光が光に重なることをあなたは 
望まないのですか」と言いました。6 

メヴラーナは、人間にとって大きな恐れと不をの原因で 
ある死を、苦しみとは見ていませんでした。逆に、死を異 
邦にあることからの救い、永遠の美の持ち主であられるア 
ッラーとの出会いであると見なしていました。彼自身はそ 
の死で、死への思いをかのように表現しています。 

「おが死んだ時、おのことを死んだとは言わないでほし 
い。おは死んでいた、死によってよみがえったのだ。おの 
親友が、おを連れて行ったのだ」 

この 為に メ ヴラー ナ は、 この 世界に別れを告げる時の こ 
とを「宴の巧」と呼んだのでした。 

纔 


6 . 


参照: 

歴史」 


E アブール.ハサン.アンーナダウィー 「イス ラームの 先達の 
l , p 449, 
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疑いの余地もなく、メヴ ラー ナ、 ユヌス •エ ムレ、 アジ 
ズ. マフムード.フ ダイ ン のような多くの アツラーの 親友 
たちのこの世界でのをらぎに満ちた生涯は墓の世界でも続 
くものです。下の詩は、まさにこのようなをらぎを表現し 
ています。 

死は、静かな春の国である 

也、はあらゆる場所で香炉のように何年も香る 

ひんやりとしたヒノキの下で眠る墓場で 

毎朝、バラが咲く、バラが咲く、毎晩、ナイチンゲール 

がさえずる 

ヤフヤ.ケマル 

死を、この素睛らしい形で迎えることができるよう、我 
執や野むから逃れ、神の命令に従った一生を過ごすこと、 
そして最期の息に備えることが必要です。アツラーはクル 
アーンで次のように語られています。 

糾 I おし:ぶ典 


□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□回 け 

ル•ヒ ジュル章第99節） 

そう、全てのアッラーの友の生涯から抽出された原則な 
のです。 


知性を備え、愛に満ちたむは、 ァツラーが 彼自身に託さ 
れた人生を、常に 正しい 道で、しもべとしての行動 やイバ 
ー ダで 飾りつつ、アツラーの しもべとなることの対価であ 
る□□□□□□□で過ごす為に努力しました。つまり預言 
をムハン マ ドが 最期の息で □ □□□□□□□□□□□□□□ 




という形で示されたしもべであることの顕現を、彼の後に 
続く学者たちも顕示し続けたのでした。 
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実際、このアッ ラーの 友たちのうち、生涯の全てを預言 
者ムハンマドのスンナに従って生きようと努力したサーミ 
師の、最期の息の際の状況も、おたちにとって素晴らしい 
例です。サーミ師は、むが預言者ムハンマドへの愛情で満 
たされた、アッ ラーの 友でした。雪の中を歩いた人が足音 
を残し、その後から来た人がそこに道を見出すように、サ 
ーミ師もまた、預言者ムハンマドの後をそのように辿って 
生きていました。その顕現として、最期の息を、生涯を通 
してその後を辿る喜びを感じ続けた預言者ムハンマドが付 
近で、タハッジュドの礼拝のアザーンを読み上げている瞬 
間に行うことがかなったのでした。最期の瞬間にそばにい 
た人は、彼の口から出る言葉がただ、 

「アツラー、アツラー、アツラー」 


であることを間いていました。 

そもそも、ただ舌だけではなく、全ての細胞と共にその 
体も魂も、常に「アッラー」と言っていたのでした。 


つまり、肝心なことは、良いしもべとして生きること、 
そして良いしもべとして死ねることです。アツラーが望ま 
れたことは、預言者ムハンマドの生涯から何かを得た、細 
やかで深く、繊細なしもべとなることだからです。アツラ 
一の「なんとすばらしいしもべであることか」という賛辞 
をいただくことはただ、アツラーに心から結びつくという 
愛情に没頭することの結果なのです。この神への愛情によ 
り、精神世界が勝る状態となること、ムがその巧れから清 
められることで可能となるのです。そのむで、アツラーと 
いう太陽の光が輝くのです。この状態の結果として、■イン 
シャツラー-おたちの全ての息が、最期の息の為の備えとな 
るのです。 
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またーホで、あらゆる精神的な損失や害は、アッラーを 
忘れることの結果です。 クルアーン では次のように語られ 
ています。 



□ □□□□□□田□□□□□□□□□□□□□□□□凹 

□ □□□□□□□□□□□□□□□□田（集合章第19節） 

実際、全ての罪は、アッラーを忘れた時に起こり始めま 
す。なぜならしもべが「アッラー」と言い、死の真実を語 
識している時には、イバーダや行為に注意をおい、人を傷 
つけない細やかさの中で生きるからです。つまり、みして 
誰にも、言葉や行動でとげを刺すことはないのです。この 
細やかさをユヌス-エムレはとても素晴らしく表現してい 
ます。 

むは神の玉座 
神は也、をご覧になった 
二つの世界は悲嘆にくれる 
そのむを攘したのであれば 

アッラーは、私たちの生涯が悲惨な結末を迎えること 
のないよう、私たちの呼吸や鼓動がどのようであるべきか 
を、クルアーンで何度も警告されています。この観点か 
ら、肝'。なのは、 


ぶにみ auUjiJl 1 jlil シ _^^1 お 1 b 
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□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 

DDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDD 

□ □ (イムラーン家章第10 2節） 

という言葉に従って生きることです。そうでなければ、 
このはかない世巧での寿命が長かろうと短かろうと、何も 
示すことはないのです。結果として、全ての生涯は、 

La 心ぶ I 兴 L: おぶが - 

□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□回 

□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□田（引さ離す者章 
第4 6節） 

という神の宣言の顕現の適用を受けるからです。 

従って、おたちがやるべきことは、マグレブの礼拝、も 
しくは午前の礼拝まで、しもべとして振る舞うこと、イバ 
ーダを行うこと、従うこと…この点についてジュナイド- 
バグダーデイのこの忠言は、大きな警告となっています。 

「この世巧での1時間は、最期の審判での千年よりもな 
お尊い。なぜならそこでは、救いを得る為の善行をおこな 
うことはできないからである」 

そう、今目の前にあるそれぞれの季節、日々、時間は、 
しもべとして振る舞い、イバーダを行い、従う為の大きな 
チャンスなのです。特にこの時期に行われる巡礼 7 は、それ 
自体が最期の息の為の鍛錬です。巡礼の光景は、マフシャ 
ル（死後の集合の場）のシーンのようです。そこで身に着 
けるイフラームは、墓場での布のようです。アラファトは 


7. この文章は巡礼の行われる月にあ表された為、この表現が用いられて 
いる。 

_ 
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悔悟と秘儀をホめる為の場所です。シャイターンへの投石 
は、世俗的、巧欲的な固執を離れ、おたちの内面にある我 
欲に、いかに石を投げる必要があるのかという意識に到達 
させるものです。そして生まれたばかりの赤ん坊のように 
罪のない状態となり、アツラーと出会うということを思い 
起こすこと。要するに、最期の息の為にどのように歩むベ 
きかを知る為の小さなリハーサルです。アツラーがこのよ 
うな巡礼を皆に与えられますように。 


□ □□□□□□□□□□田□□□□□□□□□□□□問 
□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 

DDDDDDDDDDD 

DDDDDD 







最期の息 

-3 - 



最期の息は、曇りもしみもない鏡のようで 
す。どの人もこの鏡で、良いことも悪いことも 
含め、その生涯全てをはっきりとみるのです。 
その瞬間、目や耳にはどのような反論や不注意 
の覆いもおりてはきません。逆に全ての覆いが 
あげられ、あらゆる種類の告白が、理性と良'巳、 
を後悔という場に引き入れます。従って、人生 
を後悔と共に流れる鏡が、最期の息となるべき 
ではないのです。 






…け 
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災いが身に降りかかると悪事をやめ、それが落ち着いた 
状態になるとまたな前のような態度に戻る人たちの、最期 
の息における覚醒、後悔、信仰への傾きは、この悲惨さで 


〇 


しかし既に、それは手遅れだったのです。が海の渦に溺 
れそうになり、自らも信仰者の輪に加わる必要性を感じた 
フイル アウンに、 アツラーは こう仰せられました。 


最期の息は、曇りのない透き通った鏡のようです。人 
間は自らを、最も正確な形で、最期の息において知るので 
す。生涯の会計表がむと目の前に示されます。だから人間 
にとって死の瞬間な上に教訓を含んだ光景はないのです。 

クルアー ンで示されているように、その生涯が アッラー 
への反発の中で過ぎた フィル アウンは 、紅海でァ ッラー か 
らの罰を受けた時にようやく、自分自身と無駄にしてしま 
った生涯を、真の意巧で知ったのです。この世界での我執 
に満ちた支配の内面が、実際にはいかに大きな悲惨さと不 
満で形成されているのかを最期の息で認識し、大きな後悔 
を感じました。 クルアー ンではこのことが次のように語ら 
れています。 


〇 
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成り立つものとなります。この観点から、悔悟や後‘陪を最 
期の息に残すことは、大きな欺瞒の要因です。従って、人 
生での予想外の出来事、上昇や下降にゆすぶられながら、 
死の深く静かな叫びに再を傾けないこと、いつか自分もそ 
の扉を通過することを考えずに生きることは、実に悲惨な 
不注意さとなるのです。 

ァッラーは多くの章で、現世での生を試練という目的で 
創造されたことを告げられています。不注意さのあまり、 
本来の目的を忘れると言う可能性に巧し、それぞれが神に 
よる教訓であるこれらのクルアーンの言葉で、かのように 
語られています。 

□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 

□ □□□□□□□□□□田□田□□□□□□□□□□□凹 

□ □正！（預言を章第3 5節） 

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□回 

□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹(大権 

章第2節） 

だから、この世界での生において行なったイバーダ、振 
る舞い、道徳と、おたちのすべえての息は、最期の息の為 
の一種の コンパスな のです。同時に、巧世での状態の、現 
世における通訳のようです。 

イマーム-ガッザーリは言われました。 

「この世巧で、アッラーを知るという喜びに到達でき 
なかった人は、来世での出会いの喜びをホわうことができ 
ない。人は現世で獲得し、もしくは対価をおってはいない 
ものを、来世で得ることはできない。 □□□□□□□□□□ 

□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 

□ □□□□□□□□□□□ この世界でアッラーを知り、善行を 
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□ □□□回 

□ □□□□□□皿 

(包み隠す章第12 - 


□ □□□□□田□□□□□□□□□□□□回 

(包み隠す章第2 6節） 


この観点から、人がそれぞれの進みホと、どこに行くベ 
く備えているのかを注意する必要があります。これも、最 
期の息まで待つのではなく、生涯を通してその注意深さで 
生きるべきなのです。なぜなら、利益と損失、得るものと 
失うもののを意性はこの世界だけのものだからです。墓場 
では、得るものも失うものももはやないのです。 

±の上のはかなく外見だけの、我執による支配や魅惑 
の欺瞒にひっかかり、それによって魂を弱いものとする人 
が、±の下では悲しみと恐怖に陥ることは確実です。さら 
に、±の下、すなわち墓での生が現世での生の何倍の長さ 
のものになるかもわからないのです。この観点から、冷静 
な知性を持つ人が果たすべき本来のつとめは、長い墓場で 
の生と、その後の終わりのない世界の為に、準備をするこ 
とです。 

またーホで、信者の屯、において信仰の光で明るく照らさ 
れる死の闇が、恐ろしい恐怖であることから脱し、永遠の 




イ于つといつ吾びをいかに得ることができたのであれ、来世 
ではその恵みをそれに応じて得るのだ。」 

従って皆、全ての息で、自分をアツラーの懲罰もしく 
は報償の為に用意しているのです。アツラーはクルアーン 
で、この点について次のように警告されています。 


□_ 

□ I 

□ I 

□ I 


□田 
□ □ 
□ □ 
□ □ 
□ 
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U D 
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U D 
U D 

U D 
U D 
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復活の吉報となるのです。配偶者や友の住所で満たされた 
墓地は、信仰を持つ人にとって闇の世界ではなく、静かな 
警告と導きの場です。意識を持った信者にとって人生は、 
死と入れ子状にある自然の真実なのです。この観点から真 
の信者とは、死となじんでいる人です。なぜならその為に 
備えをして生きている為、むがをらいでいるからです。要 
するに、最期の息が最良の瞬間となることは、アッラーへ 
の愛情で満たされたむを持っているかどうかにかかってい 
ます。逆に「現世への愛と死への憎悪」で終わる人生は、 
悲しレ、結末を迎えるのです。 


完全な来世への備えは、 アッ ラーが クルアー ンで示され 
ている「愛される特性」を持つこと、すなわち、篤信、禁 
欲主義、イフサーンの結果、慈悲、いたわり、奉仕、許す 
こと、自己犠牲、忍耐といった素晴らしい特性で飾られ、 
アッ ラーが愛されるしもべになると言う形でまとめること 
ができるでしょう。その為、信者は、 アッ ラーの気前の良 
さから何かを得て、気前の良い、イフサーンの持ち主とな 
るべきです。篤信と誠実さを自分の特性とすべきです。ま 
たーホで、 アッ ラーが愛されないもの、うねぼれ、自尊 
ふ、、浪費、迫害、扇動、陰口、悪口、中傷、嘘と言った地 
獄をもたらす特性からは遠ざかることも、最期の息の為の 
備えにおいて重要な位置を占めます。 

しもべは、最期の息を良い結末、つまり信仰と共に行う 
ことができるよう、特に‘巳、を覚醒させること、つまり醜い 
執着から清められ、崇高な慕情によって改良させることが 
必要です。なぜならこの形で心が篤信に至ることは、人生 
という旅路の最も重要な導きであるからです。メヴラーナ 
節の次の表現も、この状態を描いたものです。 



「墓を作るとは、おや岩、ホで行うものではない。けが 
れのないむで、自らの清められた内面で、自分の為に墓を 
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掘らなければならない。その為に、アッラーの崇高な存在 
の前で、自分の主張や自我を消しちらなければならないの 
だ」 


覚醒が完全な意ホで実現し、心が一定の状態に達する 
為には、アツラーへの愛情の念で満たされることが必要で 
す。アツラーへの愛情の最大のしるしはアツラーへの服従 
です。アツラーに逆らっているのに、アツラーを愛してい 
ると主張することは、自らをあざむくことです。 

クルアーンでは次のように語られています。 


□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 

□ □□□□□□□□□□□□□□□□田□□□□□□□□凹 

□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□回 

□ □□□□□田□□□□□□□□□□□□□□□□□□回 

□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□田□□□□□□凹 

□ □□□□□□田□□□□□□□□□□□□□□□□田 （I 時 
悟章第2 4節） 


だから、アッラーとアッラーの使徒への神聖な愛情は 
全てのものよりも優先させるべきであり、最期の息までそ 
れを続けると言う望みの中にいるべきです。心が、アッラ 
一と預言者ムハンマドへの愛情において一定の状態に達し 
ていることは、イバーダや善行の実行という形で現われま 
す。世俗的な愛着に固執し、神への愛から遠ざかっている 
しもべが示す、しもべとしての振る舞いと、神への愛に満 
ちた人が示す振る舞いとの間には、大きなレベルの違いが 
あります。 


なぜなら、アツラーとアツラーの使徒に真の愛情で結 
びついている信者の状態、行為は、人間的な愛情、イバー 
ダ、そしてしもべとしての態度を獲得させるからです。信 
者が、最期の息の為に備える際に最も気を付けるべき点 
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□ □□□□□□□□□□□□□□□□□回 

(慈善章第4 -5 節）と仰せられています。 




このようにアツラーはしもべたちが、むと肉体の均衡の 
中で、出会いの段階に達することのできるイバーダ生活を 
送ることを求めておられます。アツラーのこの求めは、疑 
いもなく、単にネ L 拝に特定されず、断を、巡ネし施しのよ 
うなすべてのイバーダの基盤を形成するものです。 

ある意ホで断をというイバーダは、恵みの真の尺度を 
知ること、おたちのむを悲しんでいる人のそばに近づける 
こと、困窮の中でましむ人の前で、感情の深みを身に着け 
ることを可能とします。同時に断をは、私たちを一定の時 
間に、ハラールであるものすら遠ざけさせるものである為 
に、疑わしいもの、ハラームであるものからどれほど遠ざ 
かっているべきかをまた別の形で示唆するものです。巡礼 
においては、アツラーの偉大さの前でしもベガムであるこ 
とを思い出させる、まさに死者にまかれる布をまとってい 
るという熟考と意識の中で、しもべとして過ごすべきで 
す。施しを行う信者は、その財産が実際にはアッラーのも 


は、 イ バー ダを熱意を持って実行するということです。ク 
ルアー ンで アツラーは、 救われることになる信をたちの特 
性を挙げられ、 

〇 _ ゲレ ;4 6'ぺ-1苗 ^ ^ jJ-A '.j jJl 0 心车^1 Jj 

□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 

□ □□□□ (信をたち章第 1-2 節）と仰せられているのです。 

この逆で、ネ L 拝を不注意に行う人については、 

心ム^ドシ_•叫 OcrUai-U Jj ぶ 


□田 
□ □ 
□ □ 
□ □ 
□ □ 
□ 
D 
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のであるという思い、自分は預かっているという地位にあ 
るのだという意識を持ているべきです。さらに、施しを行 
うという意識の中にある信者が、他人の財産を悪い目で見 
ることがあり得るでしようか？ただ、イ バー ダの根底にあ 
るしもべとしての意識は、むにある愛情の深さに応じたも 
のとなります。心がその巧れや曇りから清められるに従 
い、 イ バー ダがあるべき状態に達し、そこで アッラーとい 
う太陽の光が輝きます。 

イバー ダを敬虔さのうちにどのように行うことができる 
のかを、最も素睛らしい形で預言者 ムハンマ ドと サハーバ 
の模範的な生きホから知ることができます。人生のどのシ 
ーンも、来世の真実と異なるものとはされなかった預言者 
ムハンマドは、イバー ダにおいても、最期の息の際の精神 
状態に包まれていることが必要であると指摘されました。 

実際あるサハーバが預言をムハンマドのもとを訪れ、 

「アッ ラーの 使徒よ、おに訓戒を与えてください。短 
く、本質的なものにしてください」と言いました。そこで 
預言者ムハンマドは 


「ネ L 拝を、（人生に）別れを告げる者の礼拝のように行 
いなさい。許しを請わなければいけなくなるようなことを 
口にするのはやめなさい。人が手にしているものに巧して 
は希望を捨てなさい」と言われました。 


この観点から、死への備えの努力をしている信をとし 
て、イバーダ生活と同様に、私たちの振る舞い、人間的な 
態度も、預言をムハンマドの人生から恵みを得て、改善し 
ていくことが必要なのです。その手や言葉から、ウンマが 
益を得ているようなしもべであるべきであり、自分たちの 
為に求めたものを信をの兄弟たちのためにも求める、利他 
主義に到達するべきです。結果として、アッラーと預言者 
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ムハンマドに 巧し感じた愛情は、おたちの心から、あらゆ 
る被造物を包括する形であふれ、それらをアツラーのまな 
ざしで見ることを可能とすべきなのです。 


最期の息への備えにおいて重要なもう一つの点は、イフ 
サーンの感情を心に定着させることです。つまり、アツラ 
一と常に心が共にあることを可能とすること、自らを常に 
そのまなざしのもとにあると感じることです。しもべの最 
大の幸福は、アツラーと共にいられることです。しかし我 
欲に負け、心に従わない理性は、このことを認識する力が 
ありません。つまり、最大の幸福について不注意でいるの 
です。 

また信者は、アツラーを信頼し、忍耐深くあるべきで 
す。人生の嵐の前でも、その冷静さと節度を失ってはいけ 
ません。預言者ムハンマドが直面した重い試練について考 
え、6人の子供のうち5人を、自分が生きているうちになく 
したにも関わらず、その精神状態にわずかな揺らぎすら無 
く示していたその素晴らしい「甘受」の状態を思い出すベ 
きです。叔父のハムザと、とても愛していたムスアブが河 
教した際の忍耐と冷静さを忘れてはいけないのです。 

真実の道を行く旅人は、このはかない世界での試練や災 
いを忍耐で、忘れっぽさをズィクルで、恩知らずであるこ 
とを感謝で、反発を服従で、けちであることを気前の良さ 
で、利己主義を利他主義で、疑いを熟知することで、偽善 
をイフラースと謙虚さで、反抗を悔悟で、不注意さをズィ 
クルと熟考で乗り越え、あるべき状態に達することが必要 
なのです。 



さらに、神聖な日、夜、特にアッラーをズィクルするこ 
とで活かすことのできる晚の時間は、アッラーに近づく為 
のこの世巧における輝かしい瞬間なのです。来世の幸福の 
太陽は、晚の時間の魄光に秘められているのです。人生と 





最期の息一 3_ ■ 


巧军釈者は、この節で語られている危険が、「貧困への 
恐れもしくは世界への愛情の為に、教えの為の奉仕するこ 
と、もしくはアツラーの声を高める為の道における努力や 
献身、施しから遠ざかること」であると説いています。そ 
れによるなら、信者はいかなる場合でも、アツラーの道に 
おいて財産や声明で施しをする努力をしているべきです。 
なぜならこの生命と同様、おたちが所有する現世的なもの 
も、それぞれが預かりものです。この信託を正しい場所で 
用いることは永遠の利益となるーホ、けちであること、自 
分の快楽に固執することといった理由の為にこれらを集 
め、我欲にため込むことは、来世での悲しみの要因となる 
のです。 


信者は、施しについて次の教訓を、 
くべきです。 


常に頭にとどめてお 


死体が、葬儀の後、墓に入れられた後、化虫がその体 
にたかるまでに、親戚一同もその悔みの言葉を言い終えて 
いるでしょう。その後、遺産相続をたちが財産の分配の為 


〇 


死をあたかも一体として生きた全てのアツラーの友は、ア 
ツラーへの愛情と畏怖の念の中で、巧巧け前の闇の中でズ 
ィクルと熟考を行い、アツラーのご満悦をホめたのです。 
なぜならアツラーを愛するをにとって、ズィクルと熟考う 3 
ら遠ざかっている晚は、悲しみの時間となったからです。 

もう 一つの 重要な;なは、 アツラーの 道における施しで 
す。 クルアーン では 
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に話し合いを始めるころには、±は肉体をバラバラにし、 
無にし始めるのです。この二つの動きは、ある意ホで同時 
に行われ、終わります。一方で肉体が消えていく時、ーホ 
では財産が分配されます。この状況を驚いて眺める魂は、 
その多くの行いを悔やみ、手で膝を巧ちたいと思うでしよ 
う。しかしその時には手も、ひざもないのです。ただ、行 
為の身が例外です。この世巧で得ていた篤信とよい行為 
は、来世の生の為の最も尊い資本となります。 

預言者ムハンマドは次のように言われました。 

「墓は、（その行為により）天国の庭園の中の一つ、も 
しくは地獄の穴の 一つ トナ ル」（ティルミズィー、クヤーマ 26) 

つまり、最期の審キ Ij の日まで続く墓場での生は、この世 
界でのあり方、行為によって形作られるのです。 

そう、死が悲しいものであることからあわれ、一つの 
勝利と変えられること、それを喪失ではなく、宴の夜とす 
ることは死の備えをしてから死ぬことのできた人の利益で 
す。このホ向性を持って生きた豊かな生の後で、アツラー 
と出会うことのできた幸福な人々はおたちの誉れある歴史 
に、比類のない思い出を贈り物として与えた模範的な人物 
の一人が、 □□□□□□□□□□□ という《の兵±です。 

チャナツカレでの戦いで示された特別な努力によって大 
きな効果をもたらし、その顔が信仰で満たされていたこの 
若をは、チャナツカレの戦いの後もとどまることなく、祖 
国の防衛の為に今度は東部戦線へと向かいました。多くの 
血が流された衝突の際、深い傷を負いました。彼に続く世 
代に、第二の、そして尊い思い出を残し、河死しました。 
それはこのようなものでした。 



火器の中で戦い、その任務の最中に河死したザービト- 
ムザッフュル氏は、 最期の息で、もはや声が出ず、目でも 
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何も訴えることのできないその時に、ポケツトから封筒を 
出しました。そして地面からごみのかけらを拾い、傷から 
流れる血に浸して文字を書き始めました。 

□ □□□田□□□□□□□凹 

周囲の 人々 は、 アツラーのまの ホ角に向かい、 アツラー 
に魂を委ねたいと望んでいるムザツ フェル 氏をキ ブラの ホ 
に向け、彼のこの願いに応えました。顔が出会いの喜びに 
満たされていたザ ービト は、 その 崇高な魂を确教者として 
アツラーに 委ねたのでした。 

そう、しもべは、生涯をとしてどのような仕事につき、 

いかに忙しかったとしても、キブラのホ角から離れずにい 
たのであれば、最後の瞬間にアツラーも何らかの媒介を通 
し、彼がキブラを見出すことができるようにされるので 
す。仕事の中でも、家庭でも、人間関係の中でも、しもべ 
として生きる中でタウヒードの言葉に従ってキブラを見出 
している人は、多くの場合、最後の息においてもキブラの 
まらいだ空気の中にいるのです。ここでキブラによって意 
図されるものとは、ク ルアー ンとスンナのホ向性に従い、 

タウヒードの言葉に従って生きられた人生のことです。 

重要なのは、おたちの生涯、このはかない呼吸を、"じ4^1 
卜^ I 山 >^1" 正しい道において実行することです。そうで 
なければ、どの岩で粉砕されたのかも定かではない、航路 
を見失った船のように悲しみに満ちた結末を迎える可能性 
が非常に高いのです。アツラーが私たち皆を守られますよ 
ぅに。 

生涯をあたかも死の胸の中で生きるかのように過ごし、 

□ □□□□□□□□□□□ という神秘に到達したものは、 

アツ ラーの 友である、理性のあるしもべです。このような 
しもべたちが最後の審判で恐れや悲しみから救われること 
は、アツ ラーの 約束です。その背後に永遠の世界を隠す神 A 

- 
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秘の夕いである死は、人間の尊厳を守って生き、アッラー 
の恵みによって最期の息の為の備えのできたこのようなし 
もべたちの為の、大きな幸福です。真の智とは、アッラー 
が恵まれたこの命という信託を、最期の息において同じ細 
枠さ、完全さの特性のままで返すことです。詩人が語って 
いるように。 

その瞬間、覆いが上がり、覆いが降ろされる 

アズ ラーイー ルに「ようこそ！」ということも、 一つの 
智である 

(N . ファー ズィル.クサキュレック） 

実際、最期の息は、曇りもしみもない鏡のようです。 
どの人もこの鏡で、良いことも悪いことも含め、その生涯 
全てをはっきりとみるのです。その瞬間、目や耳にはどの 
ような反論や不注意の覆いもおりてはきません。逆に全て 
の覆いがあげられ、あらゆる種類の告白が、理性と良むを 
後悔という場に引き入れます。従って、人生を後悔と共に 
流れる鏡が、最期の息となるべきではないのです。この鏡 
は、ク ルアーンとスン ナというおで、また生きているうち 
におたちの人生に取り入れられるべきなのです。なぜな 
ら、真に幸福な人は、死と出会う前に自らを知ることので 
きる人であるからです。 


□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 

□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 



DDDDDD 





万物において 

アツラーをズイクルすること、そして巧の時 



ズィクルの為の最も恵み豊かな時間は、晚 
の時です。アツラーは夜のこの時刻に行われる 
ズィクルに、他の時間で行われるものよりもな 
お、価値をおかれています。晚の時間帯を生か 
すことは、しもべのアツラーに対する細粋な 
愛情と敬意の現れです。巧の礼拝とタスビーフ 
は、あたかも崇高な友に出会い、語り合うよう 
な本質を持っています。晚の時間帯は、豊かさ 
と精神性をその日一日中もたらす也、の高まりの 
中で生かすべきです。 
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□ □□□凹 

□ □□□□□□□□□□□□田 □□□□□ 


アツラーは、「アル•ハーイ」（生命を与えるおホ）と 
いう崇高な美ぶの顕示として、創造されたあらゆる存在に 
生命を与えられました。この世巧には本来、「生命を持た 
ないもの」といえるものは何もありません。植物や動物、 
人間のような生命体に注目し、生命を持つということはた 
だそれらに特有のものであるかのように見えたとしても原 
子の中の物質の力強いアツ ラーへの 愛情を視野に入れるな 
ら、生命を持たないと考えられる物質が実際には持ってい 
るその力強さに驚き、恐れを感じるでしよう。この恐れと 
は、ミクロの被造物からマクロの被造物へと次第に強く生 
じてきます。 

アツラーは、創造された生命体、非生命体全ての被造物 
にご自身を知らしめられ、それらに常にズィクルをするよ 
う、任命されました。その為に全ての被造物は、そのあり 
ホに応じた特有の形式でアツラーを知り、アツラーをズィ 
クルするのです。 

非生命体、植物、動物たちは同時に、預言者ムハンマ 
ドやその他の預言者の子とも知っています。この状態は、 
預言者の奇蹟において常に見られます。彼らは必要となれ 
ば、お、つえ、その他同様の非生命体に、アツラーの恵み 
により、あたかも魂を与えるかのようです。この為に、 
アブー.ジャフルが手にしていた石が、預言者ムハンマ 

- 
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ドの奇蹟として語り、その正しさを評価し、アッラーをズ 
ィクルしたのです。ムーサーの手にしていたつえは、アッ 
ラーの恵みにより、ドラゴンに変わり、 フィル アウンを恐 
れさせました。またある時にはが海が、アッラーの命令に 
従い、ムーサーとその仲間の為の道となりました。それに 
巧し、 フィル アウンやその仲間がそこを通ろうとした時に 
は、彼らのことを認識し、滅 t させたのでした。預言者モ 
スクのナツメヤシの切り株は、預言者ムハンマドへの別離 
と慕情の為に邮き、泣きました。さらに多くの動物も、彼 
らを迫害した持ち主たちを、被造物の光りであるお方（彼 
の上に祝福と平をあれ）に訴えたのでした。 

メヴラーナは次の短く意み深い言葉で、非生命体がア 
ッラーの命令に従っていることを素睛らしく表現していま 
す。 


「あなたホは見ないのか。雲、太陽、月、星は皆、ある 
秩序に基づいて動いている。この無数の星のそれぞれが、 
定められた時刻に生まれる。生まれる時間は遅れること 
も、早まることもない。 

こう言った素晴らしいことを、なぜ巧々は預言者たちの 
奇蹟だと知り、理巧军できなかったのか。彼らはおやつえに 
理性を持たせた。それらを見て、他の非生命体をつえや石 
と比べてみなさい。 


石のかけらが崇高な預言者ムハンマドに、つえがムーサ 
一に従ったことは、その他の非生命体と思っているあらゆ 
る被造物も、アッラーの命令にいかに従うかということを 
教えるものである。 



それらはこう言う。『おたちはアッラーを知っている 
し、アッラーに従っている。おたちは適当に創造された、 
無意ホなものではない。おたちは皆、化海に似ている。そ 
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れは海であるのに、鎮めることになる フイルア ウンと イス 
ラエルの 民を認識し、区別した』 


どこに木や石があろうと、ムーサーを見るとはっきりと 
挨ホ 多を送っていた。あなたが非生命体と思い込んでいる全 
てのものにも命があることを、ここから理解しなさい」 

つまり、ただ人間やジンたちだけではなく、動物たち、 
そして非生命体に至るまで全ての被造物は、自分たちの創 
造の要因であるおホ（彼の上に祝福と平をがありますよう 
に）を、秘められた形で認識しています。彼への無限の愛 
情により、無条件で彼に従うのです。しかし現世の生での 
試練という神秘、の為、人間の目に降ろされている目に見え 
ない世界という覆いは、このことへの気付きを多くの場 
合、妨げます。預言者ムハンマドの、おたちを不注意さか 
ら目覚めさせるかのハディースは、非常に深い教訓を含む 
ものです。 

□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□口 

□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 

□ □□□□□□ (アフマド.ビン.ハンべル， Musned , 111,310) 

このことは、7义のことを示します。アツラーと預言者ム 
ハンマドを知り従うという特性は、人間に特有のものでな 
いと言うことです。逆にこの点において他の被造物は、無 
意識のうちにより進んだ状態にあると言うことすらできる 
でしよう。 

ク ルアーンでアツラーは この真実が化の被造物にも現わ 
れることを次のように示されています。 


□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 

□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ □□ (預言 


者•章第79節) 
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アッラーはこの言葉で、不注意な人々を目覚めさせてい 
ます。創造された全てのものがアッラーを知り、私たちの 
認識していない、その態度による言葉で創造主アッラーを 
ズイクルしていると知らされています。被造物のズイクル 
を聞くことは、 イバー ダやズイクル、 タスビーフ、 そして 
誠実なしもべとしての生きホの結果として、屯、が純粋な状 
態になり、不注意さという覆いが取り除かれ、真実の世界 
に開かれることによって可能となります。 ユヌス •エ ムレ 
師の黄色い花との会話も、この力によるものです。偉大な 
アッラーの友である □□ □□□□□□ □□□□□□ 師の次の物 
語は、植物の世巧もアッラーのズイクルを行っていること 
を示すものです。 

ある時、ウフターデ師は、その弟子たちと共に田舎での 
説話に出かけました。その命令に従い、修行僧たちはその 
田舎の素晴らしい場所を歩き、彼らの師に花束を一っずっ 
持ってきました。ただ、カドウ•マフムード師の手には、 
茎が乾き、色あせた巧がありました。他の人々がその手に 
した花を元気よく師に紹介した後、カドゥ•マフムード師 
は頭を垂れ、乾き、色あせた花をウフターデ師に紹介しま 
した。ウフターデ師は、他の修行僧が興み深く見守る中 
で、こう尋ねました。 

「マフムードよ、皆、束にした巧を持ってきたのに、あ 
なたはなぜ、茎が折れ、色あせた花を持ってきたのだ？」 


カドゥ-マフムード師はその徳から、頭を深く垂れて答 
えました。 


「師よ、あなたをいかに評価しても、十分ではありませ 



ん。ただ、どの花を折ろうとして手を伸ばしても、その花 
ボアツラー、アツラーと言いつつ、アツラーをズィ クルし 
ているのが見えました。おの心は、彼らの ズィ クルの巧げ 
となることをよしとしませんでした。仕ホなく、この手に 
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しているズイクルを続けることのできないこの花を持って 
来ることになったのです。」 

メヴラーナは次のように語っています。 

「鳥たちの王はコウノトリである。その鳥がレク、レク 
と鳴くのはどういう意ホか、しっているか。それは、 

賞貧はあなたへ（レク）、感謝はあなたへ、富はあなた 
のものです、ムステアン（ご自身から救いが求められるお 
ホ）という意ホなのだ」 

ムヒイッデイン.アラビーは、このことについて次のよ 
うに語っています。 

「全ての被造物は、彼ら自身の特有の形でアッラーをズ 
イクルしている。しかしこの点において被造物はそれぞれ 
異なる段階にある」 

被造物の中で、不注意さから最も遠いのは、非生命体で 
す。なぜならそれらは、をべたり飲んだり空気を吸ったり 
と言ったニーズを持たないからです。 

非生命体に次いで、植物ボ挙げられます。しかしそれら 
にはニーズがあります。なぜなら、±、水、太陽から得て 
いる糧を、アッラーの割り当てによって合成し、色とりど 
りの花々、葉、そして果実を生じさせるからです。 

それについで、動物が挙げられます。これらの生命機能 
は動物よりも発達しています。その為、ニーズも多いので 
す。我欲が増しているのです。 

人の ニーズは、 尽きることもないものです。 エゴ、 空 
想、現世への強い愛着が、彼を常に不注意さへと追いやる 
のです。 


ク ルアー ンではかのように語られています。 
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□ □回 
□ □□□回 

DDDDDD 




ク ルアー ンの言葉は、おたちの則に この 上な く 雄大な景 
色を広げます。この光景においてサジュダは、陰もそこに 
加わった二重の状態となります。つまり 一つは 存在、もう 
一つは その存在の陰という形で、同時に二重のサジュダで 
す。万物の全ての細胞は、信じつつ、あるいは信じないま 
まに同時に アッラーにイバー ダの為にサジュダを行い、自 
らを創造主アッ ラーの 御前における務めの為に捧げたので 


この世界というページの神秘と英知を真の意ホで理解 
することは、ただんの世界で深みを増すことに結びついて 
いるものです。心の目で地上や天を見る信者は、心が全く 
異なる感情で満たされるのを感じます。ク ルアー ンは、天 
と地の、微粒子から天巧に至る全てのものが創造主アッラ 
一をズィクルし、貴美していることを告げています。天、 
地、山々、木々、草、太陽、月、星たち、動物たち、転が 
る石、さらには地面に落ちる影までもが、朝晩サジュダを 
行っていることを次のように示しています。 
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す。万物がサジュダを行ている時、さらに無神論者や不注 
意な 人々 の存在ですら、無意識にァッ ラーの 意志に従って 
いるのに、その不注意な者たちのむは、否定と反抗という 
不注意さや混迷の中にあると言うことは非常に残念なこと 
なのです。 

ァ ッ ラーな 外の神を持つ不注意な者たちは、彼らが偶像 
化させた物の陰に至るまで、全ての被造物が本当は、彼ら 
が否定している アッラーに 向かっており、 アッラーが 万物 
に与えられた秩序に従っているのだということを知りませ 
ん。これは実に大きな欺瞒であり、損失です。 

またこれらの章句で、陰、部室、生命体、そして天使で 
構成される 一つの シーンが描かれています。全てがイバー 
ダの喜び、敬虔さの中でその務めを果たしています。アッ 
ラーにイバーダを行うことを避け、その命令に従わない不 
幸は、ただ人間の混迷した不注意さ特有の状態となってい 
るのです。ク ルアー ンは、全ての被造 物、 さらにはその陰 
すらもアッラーに頭を垂れているということを、この不注 
意な者たちにあたかも嘲笑するかのようにその顔にぶつけ 
ています。 

実際に、おたちの周囲を教訓を含んだまなざしで見渡す 
ならば、地平線の深みにまで伸びる天が地の上に伏せられ 
ていること、山並みが続いていることは非常に特別なサジ 
ュダの形です。木々、花、草、動物、そして人間、左右か 
ら地面に伸びる影は、その興奮に満ちたサジュダの状態を 
実にすばらしく示しています。あたかも±は、全ての存在 
の陰の礼拝用減毯のようです。雨という事象も、あたかも 
天が泣いているかのようであり、稲光とその後に続く雷鳴 
は、天の顔から出る隠しようもない叫び声のようです。 

地と天における被造物の状態は、感受性を備えた心によ 
って非常に素晴らしい導きです。最も小さい虫の、針の先 
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ほどのふ、における願いから、大きく威厳のある動物のホ向 
に至るまで、全てがアツラーの力への流れの、それぞれに 
異なる顕現なのです。 

ナイチンゲールのごく小さなむからこぼれ出た嘆きの言 
葉、鳩たちから広がる「フ-フ」、コウノトリの「レク、 
レク」は、それを受け取ることのできるむにとってはどれ 
ほど,。のこもった賛美であることでしよう。 

クルアーンでは次のように語られています。 


□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 
□田□□□□□□田 □□□□□□□□□□□ □□□□□□□□ 

□ □□□□□□□□□□□田□□□□□□□□□□□□□問 

□ □□□□□田□□□□□□□□□□□□□□□□□□問 

□田（巡礼章、第22章、第け節） 

このように被造物、さらに非生命体は、常に貴美を行っ 
ています。残念なことに、人間の一部がアッラーをズイク 
ルすることに不注意であるという巧由で、罰を受けること 
になるのです。実際、この世界の微粒子から天球まで全て 
のものは、創造主アッラーを知っており、鳥たちですらイ 
バーダと懇願を知っており、山々や溪をはズイクルとタス 
ビーフを続けているのです。従って世界のこの雄大なズイ 
クル、タスビーフ、そしてイバーダのプログラムを前にし 
てすら、人間が覚醒しようとしないこと、この教訓に満ち 
た光景から何かを得ることもできず、散漫で無愛想な態度 
で、アッラーへのズイクルから遠ざかっていることは、人 
間の尊厳にふさわしくない、非常に痛ましい損失です。 



疑いの余地もなく、アツラーと近くなるためのホ法は、 
しもべがアツラーを忘れないことです。洞察力を備えた信 
者は、どの方角を見ても、アツラーのズィクルの光を見、 
何に耳を傾けても、アツラーの賛美の言葉を聞きます。私 
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たちもこの世界の生において、アツラーをどれほど念じた 
のであれ、それに応じた巧世での出会いがかなうのです。 

清らかな良心を持って生きること、信仰を持って死に、 
永遠のやすらぎやを泰を得ることの為の道は、アツラーを 
忘れないことです。なぜならアツラーを忘れた者の生涯 
は、不注意さの渦の中で損なわれ、失われるからです。そ 
の不注意さからは、ただ死によって目覚めます。しろ 3 しそ 
の時には全てが終わっており、大きな悲しみの中に落され 
るのです。 

ク ルアーン では次のように仰せられています。 

「あなたがたは、アツラーを忘れた者のようであって 
はならない。かれは、かれら自身の魂を忘れさせたのであ 
る。これらの者はアツラーの提に背く者たちである。」煤 
合章、第59章、第19節） 


サ ハーバの一人が、 

「アッラーの 使徒よ！ イスラームの 法が増えてきまし 
た。私に、 アッラーのご 満悦と来世での幸福を簡単に手に 
入れられるものを教えてください、私はそれを実行しまし 
よう」と言った時、預言者ムハンマドは彼に、 


「あなたの舌をアッラーのズィクルと賛美で常に忙し 
くしておきなさい」 （ティルミズィー，ダーワートゥ 4;イブニ-マジ 
ュ•アダブ， 53) と言われたのでした。 


アツラーをズィクルすることは、アツラーという言葉 
を、ただ単語として繰り返すことで成り立つものではあり 
ません。ズィクルはただ感覚、感情という力の中むである 
むに至った時に、意志と実行が一定の段階に達することの 
要因となります。そう、この特性でのズィクルは、アツラ 
一が魂を創造された時にしもべが「そうです、あなたは私 
たちのアツラーです」という形でアツラーと行った誓いに 
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忠実さを示すことであり、その誠実さでアッラーをみして 
忘れないことです。 

アッラーのズイ クルに おいて 不注意である ことの 大きな 
危険の為に、 アッラーは をたちしもべに、 この 点で多くの 
警告を与えられました。さらには預言者 ムーサーとハール 
ーンは それぞれが預言者であるにもかかわらず、 アッラー 
は彼らを フィルアウンの もとに遣わされる際に、 

□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□田□□□□凹 

□ □□□□□□□□□□□□□ け一- ハー章、第 20 章、第 42 節） 
と命じられ、彼らですら、警告の対象外とはされなかった 
のです。この形で、おそらくはおたちの為の模範と教訓と 
なることを望まれたのです。 

信者の'。が不注意さからのかたくなさから救われ、アッ 
ラーの ご満悦を得ることのできる細やかさへと至る為の道 
は、継続的なズィクルです。これも、一時的もしくはある 
季節だけではなく、生涯を通して全ての呼吸の際にズィク 
ルの意識を持っていることで可能となります。ただこれに 
よって、精神的な覚醒が実現するのです。 

アッラーはクルアーンで、 

叫 I クど ( j ! \j ： j>\ 典 

シ J タレ J 

田□□□□□□□□□□□田□□□□□□□田□□回 

□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□回 

□ □□ (鉄章、第57章、第16節）と言われました。 この 節は、 
マッカで苦しみや困難さの中で生きていたのにもかかわら 
ず、ヒジュラの後で豊かな糧や恵みを得たことで気が緩ん 
だ一部のサハーバへの警告として下されました。従って、 
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私たちもアツ ラーへの 無限の愛情という環境の中に蛾入 
り、世俗的な野むやはかない利益が揺さぶりをかけること 
のないような精神的な強さを得る為の努力をしていなけれ 
ばいけないのです。 

なぜなら、愛する者は、愛しているその巧手を常に'巳、 
に抱いており、みして忘れることはありません。愛情のな 
いむは、ただの±のようです。アツラーを知ることは、愛 
することにあります。なぜなら存在の理由は愛情であるか 
らです。アツラーはご自身への愛情によって知られること 
を求められ、この世界を創造されたのです。愛情の大きさ 
は、愛されるか象の為に行われる献身が基準となります。 
晚の時間邸に目覚め、アツラーに庇護を求めることも、こ 
の状態の最も明白な例の一つなのです。 

樂 

信者は常にアツラーを ズィクル するという意識を持って 
いなければいけないと同時に、またーホで、 ズィクルの 為 
の最も恵み豊かな時間は、晚、夜明け前です。アッラー 


は巧のこの時間に行われたズィクルに、他の時間に行わ 
れるものよりもなお、価値をおかれています。なぜなら、 
晚の時間帯にズィクルやイバーダをして過ごすことは、化 
の時間よりもより困難であるからです。この為に、晚の時 
間帯を活用することは、しもべがアッラーに対して感じて 
いる純粋な愛情と敬意の現われなのです。 

アッラーは、ご自身が満足されている幸福な信をたちに 
ついて 次のように語られました。 


□ □□□□□□□□□□□□田□□□□□□□田 □□□ 
□□□□□□□□□□□□□□□□□田□□□□□□□□回 
□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□田 □□□ 
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□ □□□□□□□□□□□□凹 

DDDDDDDDDDDDDD 

(詩人たち章、第26章、第 218-219 節) 


□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□回 
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□回 

□ □ □ □ □ (人間章、第76章、第26 — 27節） 


の 


□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 

nnn nn nnnnnnnnnnnnnnnn (アッ-ナジダ章、 

第32章、第16節） 

実際、完全さに到達した信者たちにとって巧とは、‘巳、 
の平穏さと発展という点で、特別な戦利品なのです。この 
戦利品の尊さをそれにふさわしいおで知る者、特に夜中な 
降、つまり世界が深い静けさに包まれた時に、ドウア ー、 
イバーダ、そしてアッラーへの燃えるような懇願が受け入 
れられるよう、アッラーヘと向かうことの豊かな±壌を見 


預言者ムハンマドは、この節が啓示されたことで、ある 
晚サ ハーバたち のま々の間を歩き、その家々がク ルアー ン 
の読誦、ズィクル、貴美の声によって蜂の巣のように常に 
鳴動しているのを聞かれました。 

そう、その心にある熱意とアッラーへ•の愛情の強さがど 
れほどのものであれ、確実に、巧の礼拝や賛美に、それに 
比例する形で現われます。この観点から、夜の化拝とタス 
ビーフは、あたかも崇高な友と出会い、会話するという內 
面を持つのです。 

ク ルアー ンではかのように語られています。 


□ □□□□□□□□□□□□ (撒き散らすを章、第51章、第15— 18 
節） 

また アッラーは 仰せられました。 


〇 D 
□ □ 
□ □ 

田 □ 
□ □ 
□ □ 
□ □ 
□ □ 
□正 

□ D 


D D 

□田 

D D 


□ □ □ 
□ □ □ 
□ □ □ 
□ □ □ 
□ □ 
D D 





万物においてアツラーをズイクルすること、そして晚の時 ■ 


出します。日中が肉体的な糧を得る為の労働の時間である 
ように、彼らにとっては巧もまた、魂に糧を与え、屯、をは 
みの恵みによって輝かせる為のチャンスの時なのです。 

アッラーの友である人にその弟子たちが、英知を巧ち军で 
きずにいるある問題を尋ねました。 

「師よ、周囲を見波せば、かのことが目に入ります。 
犬は、他の動物のようにその肉の為にほふられることはな 
く、寿命を迎えてから死にます。特に他の動物に比べ、多 
くの子を産んでいるにも関わらず、なかなか増えません。 

しかし、人間はイバーダを意図して、多くの場合羊を犠 
牲として捧げ、その肉から糧を得ます。羊たちはこれほど 
消費されているのにも関わらず、多くの場合一頭だけ子を 
産みます。しかしそれでも、その数は全く減らないし、逆 
に増えていっています。羊たちのこの恵みにおける英知と 
は何でしょうか？」 

その人物は、微笑みながらその質問を聞いた後、次のよ 
うな英知に満ちた返事をしたのでした。 


「動物たちの中であなたが見出したこの状態は、教訓を 
含むものであり、晚の時刻の豊かさについての明白なしる 
しです。なぜなら晚の時刻は、慈悲と豊かさが雨のように 
降り注ぐ、恵みの時であるからです。犬は、巧通しがえ続 
けています。しかし晚の時刻には眠ってしまいます。羊た 
ちは、巧明け前には起きています。その為に、晚の時刻の 
豊かさから、自分たちの取り分を得ているのです」 

このように、晚の時刻を眠りに費やしてしまう者は、砂 
漠、海、そして険しい岩に降る恵み深い4月の雨が無駄にな 
つてしまうように、この豊かさと恵みを得ることができな 
いのです。 


〇 
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□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 

□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 

□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 

□ □□□□□□□□□□□□□□□□田□□□□□□回 □□ 

□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□回 

□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□回 

□ □□□□□凹□□□□□□□□□凹 

DDDDDD 






クルアー ンと熟ち 



天が、最期の審半りの日まで、荘厳な力と偉 
大さの顕示であり続けるように、 クルアー ンも 
人間の幸ネ畐と未来の天のように、「百葉」とい 
う星と共に輝き、最期の審半りの日まで生き続け 
ます。従ってこの世界で最も尊く幸福な人々と 
は、 クルアー ンの陰のもとに集まり、その生命 
の光りによって育まれる人々なのです。 
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□□□□□□□□-□- 


アッラーの、神性という特性には、この世界で完全な意 
ホで兰つの顕現の場があります。 


□ □[□□□□□田□□□□凹 □ 

□□□ あらゆる美ぶの顕示からそれぞれ何かを得た存在 
として、この世界の真髓を形成しています。同じ美ぶの顕 
現が言葉という形で示されているものが、 □□ □ □ □ です。 

ク ルアー ンは人と比較するとより詳細です。しかしその本 
髓における等しさにより、 

「人間とクルアーンは双子のようである」と言われてい 
るのです。 


アツラーの 美《の= つめの 顕現である この Q □ □ □ □ 
は、 クルアー ンの一種のが釈本です。 この 世界は静かな ク 
ルアー ンであり、光の中で完全さを見出す、顕示の王と い 
えるものです。 この 観点から、□□□田 □□□□□□□□□ 
□ □□□□□□は、完全なタウヒードの系統なのです。 

天が、最期の審判の日まで、荘厳な力と偉大さの顕示で 
あり続けるように、クルアーンも人間の幸福と未巧の天の 
ように、「言葉」という星と共に輝き、最期の審半りの日ま 
で生き続けます。従ってこの世界で最も尊く幸福な人々と 
は、クルアーンの陰のもとに集まり、その生命の光りによ 
つて育まれる人々なのです。 


あらゆる神秘、英知、そしてその真実は クルアー ンに秘 
められており、あらゆる幸福は信仰に見受けられます。こ 


〇 
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の広大な世界は、アッラーが望まれれば微粒子に大海を、 
また望まれれば大海を微粒子に隠され、あるいは明白に見 
えるようにされるのだと言うことを示します。 

この真実ゆえにメヴラーナはかのように語っています。 

□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 
□ □□□□田□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 

DDDDDDDDDDDD 

ある意ホで、真実に到達する望みや熱意、真実における 
深さを表現するこの言葉が示している真実とは、人間を頂 
点に導く最大の要因が、 □□□□□□□□□ であるというこ 
とです。なぜなら、真実に至る為の唯一の要因、ある意み 
で大動脈とは、熟考と学びであるからです。 


この世界の万物を熟考することの細やかな意図は、細や 
かな英知を見出すことです。この世界が、試練の為の信仰 
の学び舎であることは巧らかです。神の指導や統治が実行 
されているこの世界で、異質さや否定を示す人間は、自我 
の、そして個人的な価値を、アツラーのご満悦に含まれな 
い生きホによって損ない、必須である永遠の資本を確保で 
きないという、大きな悲惨さの渦の中にいるのです。 



人間が、アツラーのしもべでいられることの尊厳とほ 
まれによって生き、未来の為の宴、すなわち死の不可解さ 
を解きほぐしていくべきです。それを啓示に基づいて熟考 
し、真実に結びつけるべきです。なぜなら、全ての人を人 
生という課題において火の渦のように包み込む死は、例外 
なく人々の身に起こる最も厳しい未来の現実であり、それ 
について熟考し、それに基づいて生き、をらぎを得ること 
は、人間的な目的よりも優先されるべきものだからです。 





クルアーンと熟考 _1_ ■ - 

従って人間はこの世界を知り、そこにおける神秘や神の 
英知を見出すと言うホ向において学びや熟考を正しく行う 
ために、ただクルアーンの導きを必要とします。 

なぜならク ルアー ンなしで人間の熟考が、完全な形で知 
性、理解力、認識を示すことができるのであれば、アッラ 
一はしもべたちに追加の援助として預言をたちを遣わされ 
ることも、啓典を下されることもなかったでしょう。つま 
り人間は、その天性のものとしてもっている学びや熟考の 
能力をあるべき形で発揮する為には、このような神の助け 
を必要としています。もし人がク ルアー ンを得ていなけれ 
ば、アッラーの □□□□□□□□□□□□□□□ という特性 
を知ることができたでしょうか？つまりク ルアー ンは、人 
間が、熟考や学びの基盤となるあらゆる真実の海に港ぎ出 
すことができるよう、無数の導きや警告によって、その天 
性の資本を最も正しく最も素晴らしい形で方向づけている 
のです。 

クルアーンが私たちに開いている熟考の扉がなければ、 

多くの真実の認識や表現ができないままだったでしょう。 

この為、クルアーンの無限の内をに関して頭を働かせるこ 
とは不可欠なのです。もちろんこれは、一定の基準、範禱 
の中でなされるべきです。なぜならクルアーンは、 □□□□ 

□ □□□□□□□□□□□□□□ その中に存在させていると 
いう宣言を行っているのであり、そこにおける真実の韻律 
詩は、この世巧の万物と同様、終わりに到達することが不 
可能なものであるからです。 

これは、かのことを意みします。熟考と学びをどのよう 
に用いるべきかという点で、クルアーンが無限の導きと警 
告により線引きをしている水平線があります。この点を十 
分に理解し、それがどの点まで存在するのかということを 
認識するべきです。なぜなら私たちに与えられた知性は、 

- 
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小さな巧のようなものであるからです。しかし計られるベ 
き真実は、カーフ山ほどのものであるからです。その為、 
巧性を啓示のつぼの中で溶かすこと、それを従順によって 
飾ることが不可欠です。 

この観点から、自分の無力さを認識し、分をわきまえた 
解釈学者たちは、何らかのクルアーンの言葉が持っている 
意巧をその価値に応じた形で説き明かした後、 


□ □□□□□□□□田□□□□□□□□□凹と言い、ァ 
ッラーの位階における真実が何であるにしろ、層であると 
信じることが必要であると告げているのです。 

なぜなら、どこかのをの台所のどれかの器に入っている 
水と、大洋の水の間には、成分としての差はなかったとし 
ても、量と体積の差は無限であるからです。 

また一方で、生まれつき目が見えない人に色について説 
明すれば、そのむに必ず何らかの痕跡は残すでしよう。し 
かしこの痕跡と入りの間には、どれほど大きな本質の差が 
あるでしようろ、これははかり知れないものです。 

従ってクルアーンが含んでいる全ての意義を、この論理 
の窓から見ること、そこから人間としての条件で把握でき 
る意巧ボ、完全な意みであると主張することを避けること 
が必要です。 

要するにこれらすベての状態は、真実に到達する為の熟 
考と学びの、人の認識によって把握できる境界に注意をひ 
いているのです。ここでは、このホ向で必要な知性につい 
て、クルアーンの警告や導きについていくつか紹介しまし 
よう。 



比類なき導きと幸福の為のガイドであるクルアーンは、 
その多くの節で、人の創造における英知、万物における驚 
くべき秩序、そしてクルアーンがその話法においても奇蹟 
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□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□口 
□田□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 □ 

(信をたち章、第23章、第115節） 

ぶ (ji 0じ 、 I 


□ □□□□□□□□□田□□□□□□□□□□□□回 

(復活章、第75章、第36節） 

人間が純粋無垢である時代は、思春期に入ることによっ 
て終わります。しもべとしての生きホをあるべき形で実践 
する努力にある信者たちには、この段階で新たな責任の時 


であることを考えることへと招きます。人間の尊厳にふさ 
わしい形で生きることを望む人々は、クルアーンがホ向づ 
けているこの熟考の世界に入るべきなのです。 

万物の事象について熟考する人の意識： 

「この世界は何であるのか。おはなぜ創造されたのか。 
はかない日々の真実、本質とは何か？幸福の道とはどれな 
のか」あるいは、「私は誰の何なのか？どのように生きる 
べきなのか？どう考えるべきなのか？このはかない世界と 
の別離の為にどのような備えをするべきなのか」といった 
問いへの答えをホめます。 

万物が、細やかな力の流れ、緻密な計算の中で動いてい 
るのに、万物の中で最も優れた存在であり、その飾りでも 
ある人間が、何の計算もなく、適当に、我欲に従うままに 
行動することはあり得るでしようか？ 

クルアーンでは次のように語られています。 

0兴か吗ぶ b 店主 ujI ^4-^1 


□しつ 

□ □口 

□ □ □ 
□ □ □ 

□ □ 
D D 
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この世界は、アッ ラーの 崇高な顕示の芸術的な奇蹟の展 
示場です。この美しい場で、意識を持って行動する信仰を 
持つ人々は、思想における覚醒やこの世巧での力の流れを 
前にしての驚嘆、そして強い精神的な喜びを得るのです。 



代が始まります。この成長巧においては、知識に加え、，巳、 
の目で熟考することが必要です。アッラーの神秘、神聖な 
る英知の真の色は、信仰を持つ屯、にのみ開かれます。クル 
アーン ではかのように示されています。 

□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□回 

□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 

□ □□□□□田□□□□□□□□□□□□□□□□□□□回 

□ □□□□□□□□□□□□□田□□□□□□□□□□□□田 

□ □田□□□□□□□□□□□□□□□田□□□□□□□凹 

□ □正！ □□□□□ (カーフ章、第 50 章、第 6 — 8 節） 

柱もない形で天に位置する太陽が沈むこと、昇ること、 
巧と昼に開いては閉じる星、=日月、満月を備えた、荘厳 
なこの天空のしたに、あらゆる種類の恵みと喜びの中で‘厌 
適に過ごしつつ、この世界を創造した芸術家、この恵みの 
真の持ち主を探すことを億劫に感じる恩知らずな者、そし 
て目を閉ざしたまま生涯を損なってしまう者についての節 
は、いかに厳しい警告であり、導きであることでしょう 
か。 

□ □□□□□□田□□□□□□□□□□□□□□□□凹 

□ □ □ □ (サード章、第 38 章、第 27 節） 
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ク ルアーン では次のように語られています。 
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アツラーの しもべでいられること、預言者 ムハンマドの 
ウンマでいられることが幸福であると知っている人々は、 
この愛情の結びつきにおいて列をなします。この崇高な戦 
列の《が、信仰です。信仰は、屯、で アツラーの 光が輝くこ 
とで、愛情がむを満たし、あふれることから生じる、神聖 
な勘定です。恵み豊かなむで万物を見る者は、実にすばら 
しい感情を抱き、そのまなざしにおいてはあたかも彼の上 
にある天空が素晴らしいクリスタルの シヤン デリアであ 

- 


実際、ものを見ることのできる目にとって、天空からは 
愛情の光りが降り注いでおり、地面からはエメラルドの愛 
情が噴出しているのです。天や地という二つの愛情の円に 
よって包まれた深い熟考を持つ人は誰でも、明白で深いそ 
の感覚をいやおうなくアツラーの愛情と共にまとめ、精神 
的に完成していくことを自らの任務とします。アツラーは 
仰せられています。 
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るかのように、アツラーの神秘から目もくらむような深み 
を与えているのです。地上は全ての木が、その葉と共に懇 
願の手をかかげ、心地よい畏怖と共にアツラーに懇願して 
いるのです。草は、あたかも預言者ムハンマドの信者集団 
の為のネ L 拝用の滅毯であり、その上で花々が素晴らしいウ 
ンマとして波打っているのです。力の動章である山々は、 
アツラーの御前でクイヤームの状態です。雲は、豊かさと 
恵みの動く泉として天空で動く海のようです。風は、アツ 
ラーのもたらす智の、目に見えない使者です。稲光は恐れ 
と希望の火花であり、轟きと稲妻はカツハール（征服する 
おホ）であるアツラーの統治の宣言であり、不注意さに対 
して警告する爆発です。昼間はその光の顕現であり、巧は 
神秘と英知が息づくのです。要するに世巧とは、魅力的な 
言葉で満たされた顕示と神秘の書物です。アツラーの美ぶ 
の実際の顕現であり、あたかも静かなクルアーンのようで 
す。クルアーンは、言葉に包まれた 一つの 世界です。人間 
は、この 二つの 交差点に存在する智の中む点であり、顕示 
の記念碑です。 

聖アーイシ ャ は、アツラーの使徒の心の細やかさに関す 
る光景を、次のように示しています。 


「ある晩、 アッラーの 使徒はおに、 

『アーイシャよ、許可を出してくれるなら、今晩おの主 
にイバーダをしながら過ごそう』と言われました。 

『アッラーに誓って、あなたと共にあることを私はとて 
もなみます。しかしあなたを喜ばせるものをさらに好みま 
す』と言いました。 



それから彼は立ち上がって、了寧にウドウーをし、化拝 
をしました。彼は泣いていました。あまりにも泣いた為に 
服やその神聖なひげ、さらにはサジュダを行った場所まで 
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がぬれていました。彼がその状態でいる時に、 ビラールが 
礼拝に呼びに来ました。彼が泣いているのを見て、 

『アッラーの 使徒よ、 アッラーが あなたの過ちと未来の 
罪を許されているのに、なぜ泣いておられるのですか』と 
言いました。それに対し預言者ムハンマドは、 

『アッラーに感謝するしもべであってはいけないかね？ 
今晩私にこのような章句が啓示された。それを読み、熟考し 
ない人々は残念だ』と言われ、この章句を読まれました。 

□ □□□□□□□□□□□□回 

□ □□□□□□□□田□□□□田□□□□田□□□□凹 
田□□□田□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□問 

□ □□□□□田□□□□□□田□□□□□□□□□□□凹 

□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 

□ □□□□□□□□ (イムラ-ン家章、第 3 章、第 190— 191 節）（イブ 
二.ヒツバーン，11，38 6) 

この章句が啓示された夜、ァッラーの使徒は天の星たち 
がうらやむほどの涙を流し、朝まで泣いていました。ァッ 
ラーの恵みにより信をの涙も、確実にはかない夜の装飾と 
なり、墓場の闇の灯りであり、来世の天国の庭園の結露の 
しずくなのです。 


纔 

アッラーの恵まれたいくつかの月、昼、夜は、出会いが 
適うチヤンスの瞬間です。アッラーが創られた天のカレン 
ダーに おいて、12の月のうちいくつかを よ り尊いものとさ 
れました。アッラーの月とも呼ばれる「ラジャブ月」はそ 
の一つです。8 


8 . 


この 文章は 3つの 里なる月 の 始まりであるラジャブ月に向けられたも 
のであり、その為 この, なに言及されている。 
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ジャージリーヤの時代にすら、 この 月には剣は稍に納め 
られ、血を流す野むに、平穏という覆いが引かれていまし 
た。イスラームがもたらされても、ラジャブ月に示された 
この 尊敬の念は続きました。 この 神聖な月は、最初の金曜 
日の夜が-天使たちの言葉により-ラガイブ、第27日目の巧が 
ミラージュとして、 二つのカンデイル （な巧祭）によって 
誉れを与えられています。 

これらの夜をアッラーの使徒の恵みと愛情によって飾る 
ことはおたちの最も重要な任務の一つであるはずです。な 
ぜならアッラーの使徒の愛情は、おたちの屯、の幸福な資本 
であるからです。そのおホに愛情を持って従い、彼にむか 
ら結びっく幸運な人とは、アッラーの恵みを受けた預言者 
たち、忠実な信者たち、河教者たち、そして誠実な者たち 
の隊列に加わる、永遠の旅人なのです。 

□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 

DDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDD 

□ □□□□□□□田□□□□□□□□□□□□□□□□□問 

□ □□田□□□□□□□□□□□□□□□□□□□田 □□□□ 

□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□回 

□ □□□□□□□□□□□□田□□□□□□□□□□□□回 □ 

□□□□□□□□□□□□ 

□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 

DDDDDDDDDDDDDD 


□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 
□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 
□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 
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□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 
□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□田 □□□ 
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 
DDDDDD 

DDDDDD 
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私たちの心は、ク ルアー ンの真実や預言者 
ムハンマド （彼の上に祝福と平をあれ）の スン 
ナヘの熱意や愛情で満たされるべきです。なぜ 
なら、ク ルアーンと 預言者 ムハンマドは、 私た 
ちを終わりのない幸福と導きの道へと招いてい 
るからです。啓典と書物とは、ただそれを守り 
ながら、実践しながら手にすることのできる、 
預言者からの信託であることを忘れてはいけま 
せん。 
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人間は、ただ肉と骨でできている存在ではありません。 
それは 一つの 芸術的な奇蹟であり、アッ ラーは ご自身との 
出会いという力を、被造物の中から人間に与えられたので 
す。創造によって与えられているぶ誉と尊厳を守りつつ、 
完成に達した人間は、アッ ラーの 恵みを得て、万物、知識 
に関する顕示の源であり、善への導管であり、崇高な価値 
ある存在です。なぜならアッ ラーは 人間を □□□□□□□ □ 
という特性に至らせられたからです。 

このような恵みを与えられた人間が、はかなく、預けら 
れたものであるその存在を疑いや無知の渦の中で損なうこ 
と、もっとはっきりと表現するなら、自分の為に懲罰の力 
フン（死者を包む白布）を織り上げることは、いかに悲し 
いことでしようか。 

人間は、巧執というち矢の前に並べられた試練の標的 
です。だから、水を一口飲むたびに溺れる可能性、あらゆ 
るものを口にする為にのどに詰まる可能性を見過ごさず、 
その生涯を心と共に覚醒の中で送ることが必要です。なぜ 
なら寿命は、はかない人生の限られた日々を含んだ、チヤ 
ンスのカレンダーの ようなものだからです。目に見えない 
手が、毎日1枚の ページを 破り、死の風に飛ばして いるので 
す。 


過ぎた日々はおたちの承認であり、未来の日々は私たち 
の客です。客である日々の為に、慎重な備えをすることが 
必要です。生涯は、永遠の書類です。記録の天使たちは行 
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われたことをみして違えることなく記録しています。その 
書類はいつの日かおたちの前に広げられ、私たちは 

じ一占 iJLiU aLJI iJ しふ，弁 il ' お叫 

• •• X *• I ゾ -•* « j ^ 

□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 

□ □□□□□□□□□□□ (巧の旅章、第17章、第14節）と告げ 
られるのです。 

私たちの帳面、つまり行動が記された行動の他に、おた 
ちが生きているこの地上も、おたちが行ったことの証人と 
なり、 アッラーの 御前で語るでしよう。ク ルアーン では次 
のように語られています。 

□ □□田 □□□□□□□□□□□□□□ (地震章、第99章、 

第 4 節） 

インシャッラー、その日には信者としておたちすベての 
顔が輝くでしよう。このことについてクルアーンは、おた 
ちを次のようにホ向づけています。 

□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 

□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ (アッ-サジダ章、 
第 32 章、第 16 節） 

□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□回 

□ □ (人間章、第 76 章、第 10 節） 

□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 

□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□ (階段章、第70章、第27 
@ - 痛 

- 
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DDDDDDDDDDDD 

DDDDDDDDDDDDD 

(高壁章、第7章、第99節） 


ア ツ ラーの 慈悲や援助に ついて 失望す るのは、 ただ不信 
仰者であることも告げています。 

DDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDD 

□ □□□□□□□□□田 □□□□□□□□□□□□□□問 

□ □ (ユースフ 章、第じ章、第 8 7 節） 

信者たちの'。は、恐れと希望という両極の間を、しもべ 
であるという喜びのうちに揺れ動きます。恐れと希望の愚 
情の間のこの均衡は、 □□□□□□□□□ の地位、として表 
現されるものであり、信者は常にドウア ー、 非力さ、そし 
て懇願という状態であり、死が来るまでこの均衡、バラン 
ス の確保の為に注意深く振る舞うべきなのです。 クルアー 
ンでは次のように語られています。 

□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□回 

□ □□□田 □□□□□□□□□□□□ (高壁章、第7章、第％節） 

従って信をは、 □□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 

□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 

□ □□□□□□□ (巧のちを章、第 17 章、第 57 節） 

という節での表現にふさわしレ、熟考の中で生きることが 
必要なのです。 

預言をたちと彼らが教えた者たちの化は誰も、永遠の救 
いの保証うえてはいません。アツラーはこの状態の確認の 
為に Q 

- 


クルアーン は、自分たちが アツラーの! 蓉罰を受けること 
はないとを屯、している人々が、ただ悲嘆にくれる集団とな 
ることを告げて います。 


D D 
□ 

□ 

D 


田 

D 
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また一部の不注意な人々が 

「あなたの罪を私のものにしよう」といったような、怖 
いもの知らずな態度を取り、愚かにも罪を背負おうとする 
ことは何と悲惨なことでしょ うか。 

不注意なをたちは、この世界では快適に過ごします。世 
俗的な恵みによって喜び、楽しみにふけています。誠実で 
熟考する者は、この世界での生を戦利品であると知り精神 
的な位階に到達する為の努力と活気の中で生きます。不注 
意な人々は運命、すなわちアツラーが定められたことにぶ 


アツ ラーへの 畏怖は、心の幸福の光です。ク ルアー ンは 
たくさんの懲罰についての言葉や、地獄についての知らせ 
で満たされています。それにもかかわらず、不注意な人々 
が、 

「アツラーは許されるおホである。愛されるおホであ 
り、恐れるべきおホではない」と表現していることに対 
し、クルアーンは次のように警告しています。 
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つかり、反発しています。「どうして」「何のために」と 
いう問いの袋小路の中で行き詰ってしまいます。誠実で熟 
考する人は、英知を見、その真実と共に深みを増していく 
為に努力をし、真のをらぎを手にするべく努め、また出来 
事を甘受している状態です。 

一部の人々が、あたかも自らに特別の神秘主義的な深み 
があるかのように振る舞うこと、もっと正確に言うなら、 
ムやその状態の点から到達できていない頂点という位階の 
そのありホや神秘を知りもしないのに、全く無駄に知って 
いるかのように話すこと、 メ ヴ ラー ナや ユヌス といった人 
々の位階には達していないのに、 

「私は天国も求めないし、地獄を恐れることもない。私 
はただアッラーを愛する、ただ、そのおちを愛する」とい 
った崇高な覆いに包まれた言葉を語ること、作り物の修道 
僧のように振る舞うことは、みして認められることではあ 
りません。 

アッラーの中に溶け込み消えていくような人のむでは、 
創造主な外のあらゆる道は閉ざされています。ただアッラ 
一へと向かう道が開かれているのです。アッラーへの愛情 
と敬意の完成した状態に達しています。アブドウルカデイ 
ル. ゲイラー ニの 表現を借りるなら、 この 状態に達してい 
る愛に満ちたしもべにとってアッラーはまさに愛する存在 
であり、天から地の底に至るまで全ての被造物への愛着 
は、彼の心から取り除かれます。それによって、現世のこ 
とも来世の子とも考えなくなるのです。自らについてすら 
恐れを感じ、ただアッラーとの親しみを求めます。ちょう 
ど、レイラとメジュヌンのような状態になります。 


レイラへの 愛情に夢中になり我を忘れてしまった若者 
は、人々と離れ、一人で暮らすようになります。活気づい 
ている町を離れ、砂漠で猛獣たちの中に紛れていました。 
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人々の賞實や罵倒を脇にどかし、それらを聞かなくなりま 
す。彼らが話しているのか繫っているのかの区別もつかな 
くなります。ある時彼自身に、人々が尋ねます。 

「あなたは誰ですか」 

「レイラです」 

また質問がなされます。 


「あなたはどこから来たのですか」 

「レイラからです」 

また質問がなされます。 

「どこに t 于くのですか」 

「レイラに」 

メジュヌンの目とむは、レイラへの愛の強さの為、全世 
界に対し閉じられてしまったのです。その再も、レイラな 
外の言葉すら聞かなくなったのです。 （アブドゥルカディル•ゲ 

イ ラー ニ， フエトウフルーラツバ ーニ P. 284) 

信者は、アッラーを愛と共に知り、そこに自らを埋没 
させた時、屯、は全ての被造物から離れます。ただ、アッラ 
一にって満たされます。現世的、人間的欲ホはそこでおき 
てしまいます。愛情の満ちたむは、孤独である時も群衆の 
中にいる時も、ただアツラーと結びついているのです。 

□ □□□□□□□田□□□□□□□□□□□□□□□□回 

□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□田（フー 
ド章、第11章、第112節）の威厳ある命令の中、つまりその方向 
性の中で幸福を見出します。アツラーはこのようなしもべ 
を、深い真実を知る者とされます。 



アッラーは、預言者ムハンマドを人間たちに、 □□□□ 
□ □□□ として贈られました。人間的な発展のあらゆる点 
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において信者の為の模範は、預言者 ムハンマド （彼の上に 
祝福と平をがありますように）です。 

伝承によると、預言者ムハンマドは人間としてのあり方 
が要するところとして、孫のハサンとフサインに巧しその 
ムで、あるべきな上の愛情を感じていました。それにがし 
てジブラーイールは預言者ムハンマドに訊ねました。 

「彼らをとても愛しているのですか」 

預言者ムハンマドは 

「はい、愛しています」 

と答えられました。その時ジブラーイールは次の知らせ 
を伝えたのでした。 

「彼らの一人は毒を飲まされ、もう1人は确教すること 
になります」 


この出お事の後、預言者 ムハン マドは心の目の光であ 
る孫たちへの愛情を、 バランスの とれたものとしたので し 
た。（アブドゥルカディル ■ ゲィラ' —二， Fethu’r - Rab 扣 n い. 314) 


これは、7火のことを示すものです。愛情を、アツラー 
な外のものに対しあるべきな上の形で向けることはアツラ 
一の位階において認められることではないのです。預言者 
ムハンマドは諸世界の創造の理由であるのに、この例での 
ようにアツラーの警告と導きの巧象とならなかったとすれ 
ば、ごくわずかでも過ちを犯したことになっていたでしよ 
う。従って、愛情において行き過ぎると言うことがいかに 
重要であるかをこの例から a 解すベきなのです。そして私 
たちが好むあらゆるものにがする愛着をバランスのとれた 
ものとし、それを一種の偶像としてしまうことを避けるベ 
く努力するべきです。なぜならおたちは、預言者ムハンマ 
ドのように保護されてはいないからです。 
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愛情において限度を気にしないことは、それはアッラ 
一に向けられたものでる場合にのみ、認められます。アッ 
ラーにかする恐れや希望の感情がこの均衡の中で続いて行 
けば、むは信仰という天空の慈悲の雲となります。なぜな 
ら、愛する者は常に、愛のが象である者を傷つけるという 
恐れと、その相手の愛情を失うと言う不安の中で生きるか 
らです。 

クルアーンではかのように語られています。 




aul jl \ p \ 山却がし: 


□ □□□□□□田□□□□□□□□□□□□□□□□凹 

□ □□□□□□□□□□□：□□□□□□□□□□□ (ムハンマ 

ド章、第47章、第7節） 


だから、これらのチャンスの瞬間に私たちの信仰の素晴 
らしいその外見と共に、行動が記録される帳面を、それぞ 
れに素晴らしい善行の展示といった状態にするべく、努力 
するべきです。忘れてはいけないことは、おたち信者は、 
アッラーの恵みとして天使がサジュダを命じられたよげん 
しやアーダムの子孫であり、神の美ぶの学び舎と預言をム 
ハンマドの真実の教室の生徒であるということです。クル 
アーンによって生命を見出し、正しい道にいるのです。 



従って私たちのむは、クルアーンの真実と預言者ムハン 
マドのスン ナヘの 熱意や愛情で満たされるべきなのです。 
なぜなら、クルアーンと預言者ムハンマドは、私たちを終 
わりのない幸福と導きの道へと招いているからです。アッ 
ラーはただ、正しい,巳、がその要因となり得ることを伝えら 
れました。だから、彼らの招きにがし何も感じず、熟考も 
しないということは、ただ鍵をかけられてしまったムの不 
注意さであり、悲しレ、状態なのです。 
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クルアーンで はかのように語られています。 

JJ> f\ jjjSai ： 

□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 

□ □□□□□□□□ (ムハンマド章、第 47 章、第24節） 

ク ルアーン はこの熟考を、それ自身の崇高さと比類のな 
さというおについても向けさせます。 

^ 1 4 U 1 Jj > alp jl 5 kJj 〇夕安ち 乂1! 

□ □□□□□□□□□□田□□□□□□□□□□□□凹 

□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□回 

□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□ (婦人章、第4章、第 
82節） 


14世紀前から存在しているク ルアー ンの知識に、科学 
にそぐわないもので構成された節を見出すことは不可能で 
す。逆に、それぞれの世紀で行われる発見や発明は、クル 
アーン の力を強めてきました。ク ルアーン は、1400年前の 
あ牧民に彼が探し求めていたものを与え満足させ、その生 
きホを最良の形でただしてきました。今日においても、最 
も優れたレベルにある学者たちをも包括する知識がその時 
がくるごとに明らかになるという形で、皆を驚嘆と恐れの 
中に残し、屈服させているのです。なぜならそれは、最後 
の審半りの日まで起こり、怒ってくる全ての学問上の発展を 
導く、最も完全な知識で満たされているからです。 


さらに、ク ルアーン における奇蹟的な知識に、学問上 
の発見によってより近づいて行けるということも、クルア 
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この神の宣言のホ向性における例はたくさんあります。 
その一部がな下の通りです。 

□ □□□□田□□□□□□□□□□□□□□□田 □□□ 

□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□回 

□ □□□□□□□□□□□□□□□□□田□□□□□□□回 
□田□□□□□□□□□皿□□□□□□□□□□□皿 □ 

□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□回 
□田□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□回 

□ □□□□□田□□□□□□□□□□□□□□□□□□□問 

□ □□田□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□回 

□ □□□□□□□□□□□□□田□□□□□□□□□□凹 

□ □□□□□□□□田□□□□□□□□□□□□□□□凹 

□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□口 

□ □ (巡礼章、第22章、第5節） 

□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 

□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□田 □□□□□□□□ 

□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□皿 

□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□口 

□ □□□□□□□□□□□□□田□□□□□□□□□□□凹 


ーンの言葉で示されている奇蹟としてアツラーが誓われた 
ことです。クルアーンのこの驚異の状態は、崇高な真実が 
アツラーの約束に基づき、その時が来れば実際に生じる、 
ということなのです。アツラーはかのように語られていま 
す。 
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□ □□□□□□□□□□□□□ (信をたち章、第23章、第12— 14 
節） 

カナダ 人のキース -L • ムーア教授は、発生学の分野で 
書いた作品の中で、子宮内での諸段階を説明した後、その 
知識をクルアーンを比較し、知識がクルアーンと一致して 
いること、さらにはクルアーンが与えている例や説明が、 
医学的知識よりも進んだ元であることを認めています。 

キースは、 ク ルアー ンにおけるしずく、血の巧、曠まれ 
た肉片という表現、すなわりこの兰つの段階の特性の全て 
が科学的な真実と一致していること、さらに医学の世界に 
大きな光を灯すものであることを語っています。しずくの 
状態として表現されている状態は、科学的な研究の内容の 
全てを含むものです。血の塊という段階は垂れた、動きの 
鈍い血液という状態です。胎児の生命の特性の全てが、こ 
のがの状態である血に蓄えられています。曠まれた肉片に 
ついては、その形状を見ると、あたかも曠まれた肉片であ 
るかのようです。あたかもそこに歯形がついているように 
見えます。これらの研究の結果 キースは、 ク ルアー ンと預 
言者ムハンマドについて大きな驚きを感じ、ク ルアー ンの 
1400年前の奇蹟を、大きな確信と共に評価し、 イスラーム 
によって誉れを与えられたのです。 

このような評価に ついて、 ク ルアーンは 奇蹟的に次のよ 
うに語っています。 


□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□回 

□ □□□□田□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 

□ □□□□□□□□□□田（サバア章、第34章、第6節） 


指紋を研究する学問分野においても、指紋が生涯変わら 
ないこと、誰の指紋も、他の人の指紋と同じではないこと 
を明らかにしています。この為、警察や法において最も信 
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頼できる同一性の証明は、指紋によてなされます。この真 
実は、19世紀の終盤に発見され、活用されるようになりま 
した。しかしクルアーンでは、 

□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 

DDDDDDDDDDDDDDmDDDDDDDDDDDDD 

□ □ (復活章、第 75 章、第 3-4 節）と語られ、指紋の繊細さを何 
世紀も前に指摘していたのです。 

つまりクルアーンが前に立ち、学問がその後に続いてい 
るのです。クルアーンでは次のように語られています。 

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 

□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 

□ □□□□□□□□□□□□□□□□in (巧の方を章、第17章、第 
88節） 


なぜならクルアーンは、無力な人間の知識ではなく、こ 
の世界のあらゆる知識の基盤を用意され、人間たちに恵ま 
れたアッ ラーの 知識であるからです。同時に知識の発見の 
要因となる認識を創造されるのもまた、気前の良いアッラ 
一な のです。 

全ての預言者や聖人たちは、その知識をクルアーンの真 
実から得ています。従ってな前の啓典に含まれているもの 
もまた、クルアーンのホ向性に従ったものです。人が宇を 
の小さな模型であるように、クルアーンも全世界を包括す 
る神の書です。従ってそれが含んでいる知識は、時や場所 
の制限がなく、永続的なものです。あらゆる時代を包括す 
るのです。 



この認識により、アツラーの友である人々はその全ての 
言葉、さらには全ての文字における様々な神秘の顕示を見 
ることができました。またアツラーの友たちは、全ての学 





クルアーンと熟考一 2_' 


9. この文章が発表されたのはラジャブ月のカンデイル（灯明祭）の夜 
であった為、この点にも言及がなされている。 

10. スイ ドラを覆うのは、天巧たちやアッラーの光であるという伝まも 
存在する。 

11. クルアーンにおけるこの 表現は、「預言を ムハンマドはアツラーに 




問や彼らが記した全ての作品は、クルアーンの光からの顕 
現であることを語っています。 

樂 

ここで、この機会にこのことをも指摘したいと思いま 
す。今おたちが迎えている月は、インシャッラー、その到 
来によっておたちが恵みを得る、ミラージュのような尊い 
巧を含んでいます。9 

ヒ ジュラの1年 半 前、ラジャブ月の27番目の夜に起こっ 
た「夜の旅」、すなわち預言者 ムハンマドのマッカのハラ 
ム.モスクから、エルサレムのアルアクサ.モスクまでの 
旅と「ミラージュ」すなわち無限の天への上昇は、時間と 
空間の条件の外で実現した、大きな神の顕示です。 

クルアーンでは、この神聖な旅いついて次のように語ら 
れています。 

□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□回 

□ □□□□□□□田□□□□□□田 □□□□□□ □□□□□□ 

□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□回 

□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□ (夜の旅章、第17章、第 

1節） 

□ □□□□□田□□□□回 DDDDDDDDDDD 
DDDDDDDDDDDD 


HP 


□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 
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□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□ ( a 章、第53章、第 
16—18節） 

ミラージュの 出来事は、 その 壮大さと共に熟考がなされ 
れば、次のことが明白に理解されます。巧のある一瞬に起 
こったこの 神の天元は、 アッラーの 使徒が アッラーの 無限 
の力を目撃する為に実行された、 □□□□□□□□□□□□ 
の面会です。 この 神聖な招きと承諾の深い英知、特別な細 
やかさと美しさは、理性の限界や人間の論理の境界線の内 
側で把握されるものではありません。 この 形で、 この 化大 
な旅の内なる英知は、教えられた限られた知識を除いて、 

□ □□□□□□□□□ の間の秘密とされたのです。 


この神聖な夜に、人差し指のように天に伸ばされたミナ 
ーレで輝く灯明は、その夜の神聖な記憶を今日に反映させ 
る輝かしい恵みであり、神の贈り物であることを忘れない 
ようにしましょう。 

ミラージュの夜の、ウンマにとっての最も崇高な記念品 
は、疑いもなくネ L 拝でしょう。礼拝は教えの柱であり、目 
の光であり、心の喜びであり、創造主との面会であり、つ 
まり信者の,。のミラージュであるのです。あっら一のしも 
ベ、預言をムハンマドのウンマであることに比例して、串ム 
たち皆は個人のミラージュを実行する力を持っています。 
しもべとしての生のミラージュが、特に礼拝によって生じ 
ることについては、明白なしるしがあります。従って、化 
拝のありホもミラージュのレベルの基準です。このミラー 
ジュ、すなわち崇高な出会いの旅に、おたちは日に5回、招 
かれているのです。 


この上なく集中しており、天で目にした無数の美は彼を引きつけなか 
つた」というおで解釈されている。 

0 ^^- 
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DDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDD 

□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□回 

□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□田□□□□□□回 

□ □□□□□□□□□□□□□□□□凹□… 

DDDDDD 



アツラーがこの神聖なイ欠を全てのムスリムの為の幸福の 

源とされますように。 


□ □ □ 

□ r □ 

□ r □ 
ddd 

□ □ □ 

□凹田 

コ □ 

ddd 

ddd 

DDE 

DDL 

DDL 

DDL 

DDL 

ddd 

ddd 

ddd 

□□口 
D D rL 

□ r □ 
ddd 
ddd 
ddd 
ddd 
ddd 
□ □ 
D D 
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□ □ 
□ □ 
□ □ 
□ □ 
□ □ 
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□ □ 
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□ □ 
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微粒子ほどの小さなプラタナスの種が肥沃 
な大地を要因として、巨大な木となり、獲得す 
る大きな栄光のように、おたちにある熟考や感 
覚の力も、 クルアーン によって養われ、力を与 
えられた結果として到達することのできる真実 
は、いかに荘厳なものであることでしようか。 
従って クルアーン の、無尽蔵の恵みと崇高な導 
きがなければ、熟考や感覚といった能力は、肥 
沃な±壌を得られないまま乾いてしまった種の 
ようになったでしよう。 
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人にしもべとして振る舞うことを責務として与えられ 
たアツラーは、、天や地に何があろうと全てを人の為に奉 
仕するのに備えのできている状態とされ、 n 意識の深みと共 
にしもべとして生きることができるよう、熟考する力とい 
ったと、の細やかさを与えられました。また人が信仰におい 
て完成に至り、アツラーの御目にかかることができるよう 
に、「最も素晴らしい模範と導きの為の人格」として預言 
者たちを派遣するという恵みをくだされたのです。 

預言者たちの媒介によって実現するアツラーの支援は、 
末世の預言者ムハンマドと、その媒介によって全人類に与 
えられたク ルアーン によって頂点に達しました。 

この為に、私たちに与えられているこれほどの恵みに 
加え、私たちが ムハンマドの ウン マで あること、ク ルアー 
ンを与えられていることによって、アツラーへの感謝はど 
れほど行っても足りないのです。なぜなら、微粒子ほどの 
小さなプラタナスの種が肥沃な大地を要因として、巨大な 
木となり、獲得する大きな栄光のように、私たちにある熟 
考や感覚の力も、ク ルアー ンによって養われ、力を与えら 
れた結果として到達することのできる真実は、いかに荘厳 
なものであることでしよう 力 \従ってク ルアー ンの、無尽 
蔵の恵みと崇高な導きがなければ、熟考や感覚といった能 
力は、肥沃な±壌を得られないまま乾いてしまった種のよ 
うになったでしよう。だから私たちしもべにとってクルア 




口.参照：跪く時章第13節 
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ーンのおかげで実現したアッラーの恵みの崇高さと無辺の 
偉大さを認識することな上に、大きな恵みはないのです。 
この真実は、宇をの時代であるこの21世紀においてアッラ 
一の布教を得ることのできていない人々の熟考や学びにお 
いて示しているレベルの低さを、より明白な形で示してい 
ます。いまだに、変をさせられてしまった宗教を信じる何 
百万人もの人々、さらにはおでできた仏像を崇拝する仏教 
徒、無力な動物である牛を神聖なものとするヒンズー教 
徒、同様に無力なものを神格化している何十億もの人々の 
存在は、おたちに与えられている預言者ムハンマドの恵み 
の偉大さを把握する為の警告に満ちた光景となります。し 
かし、それよりも悲しいものは、信仰の恵みを受けていな 
がら、我欲や世俗的な理由の為に、真実の大声での呼びか 
けに対し、驚くべき有様で耳をふさいでいることです。あ 
らゆる時代に存在するこのような人々にがし、クルアーン 
は、 


□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 

□ □□□ (雌牛章、第2章、第18節）と語っています。 

従ってァッラーは、これらの言葉に対し信者たちが覚 
匪し、理解力を持ち、感情の深みを持っことを求められま 
す。ク ルアーンで はかのように語られています。 

以峰 b みイ接 J 〇も b 夕じ!山斗 J 

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 

□ □□□□□□□□□□□□□□□□□ (識別章、第25章、第73 

節） 

このような時代には、ムスリムにとって二つの重要な役 
割があります。 

- 
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その一つは、岩の隙間の間からずを出すチヤンスを得 
たナディアの花のように、私たちに示されている恵みの価 
値を認識し、感謝の気持ちの中で生きることです。二つめ 
は、この神の恵み、もてなしを自然な形で産むことにな 
る、真実や事実を得られなかった人々への慈悲の気持ちと 
共に、その真実を伝える努力をすることです。 

ク ルアー ンではかのように語られています。 


□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 

□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□田 □ 

□ □□□□□□□□□□ (イムラーンま章、第3章、第104節） 


□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 

□ □□□□□□□□皿□□□□□□□□□□□□□回 □□ 

□ □ (フッスイラ章、第41章、第33節） 

布教の努力が、望まれたように実りあるものとなる為に 
は、広いク ルアーンの 内をにおいて、他の時よりもない、 
，巳、や頭を使い、ク ルアーン によってホ向づけを行い、クル 
アーン の道徳によって徳を身に着けることが条件となりま 
す。つまり、ク ルアーンの 広い精神性やそこに含まれるも 
のにおいて、自然科学者が物質的な世界を研究する際の洞 
察力や努力な上の努力やむの洞察力を身に着けることが必 
要なのです。 


物質主義の発展が人間を低俗にさせ、不幸を用意するよ 
りほかの結果を生じさせないということは明らかです。こ 
の悲惨な結果の理由は、人が真実をただ a 性によって捕え 
ることから生じます。 クルアーン は、啓示の中で、価値を 
得ている理性を示して16回、 


J ぶ L»D □□□□□□□ □ という呼びかけを行う 
一方、何度も □□□□□□□□□□□□□□□ □□□□□□ 
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□ □□□□□□□□□□□□□□ という形での警告を含んで 
います。 

あらゆる学問の前を行く クルアーン は、人間の熟考や学 
びへの傾向を満たすという点で、最後の審判まで毎日、新 
しい発見によりいかに尊い源であり、いかに恵み豊か泉で 
あるかという真実を示し続けるでしよう。 

私たち ムスリムは、 ク ルアー ンの完全さを 人々 に時、 
彼らに警告するという点で不十分であること、そして模範 
と成れていないことの責任を考え、恐れを感じるべきで 
す。特に、何世紀にもわたって実現化されてきた学問上の 
発見により、何百万回もク ルアー ンの正しさが確認された 
のに、この真実が信仰を求めるものであるという真実を、 

この世紀の様々な要因や可能性にもかかわらず、伝えるこ 
とができずにいることについて、世巧を地で生きる不注意 
な人々は、アッラーの御前においておたちへの原告となる 
でしよう。これもおたちの責任を増やすものです。なぜな 
ら、多くが形而上学的である真実を説き明かし、証明する 
ことにおいて、現代では学問上の発見は過去の世紀に比べ 
て格段に容易となっているからです。 

この世界における いくつかの 真実は、科学の レベルが そ 
れに適したものになった時に把握され得る形でク ルアー ン 
に含まれています。 つまり ク ルアー ンは、最後の審半りまで 
全ての世紀の科学 レベル、 人々の認識に応じて真実を示し 
ています。当然この性質も、アツラーの慈悲が要するもの 
なのです。 



なぜなら人間の創造における奇蹟的な特徴、大きな医 
学の発展、天の地図や地上における理性を驚嘆へと導く狭 
序や プログラム といったさらに多くの真実が、もし学問上 
で発見される前にクルアーンで明白に記されていたとすれ 
ば、人々が当時の理性や科学の レベルに 応じて こ れらを受 
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□ □□□□□□□□□□□□□□□田□□□□□□□□□凹 

□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 

□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 

□ □□□□□□□□ (雷電章、第13章、第4節） 

真の信者になることは、むが動くこと、その,巳、の熟考と 
愛情への欲求を目覚めさせることで始まります。 

人を人にするものは、脳とむの機能です。ただ脑に積み 
上げられ、屯、の世界が忘れられていた時には、人はこの世 
界の為の人間となるでしょう。逆に細やかで繊細な信者と 
なる為には、屯、も生地のようにやわらかに、薄くなり、思 
いの深さに包まれることが必須なのです。'巳、がこの状態で 
機能している人にとっては、あらゆるものは □□□□□□□ 

□ □□□で語っています。人そのもの、顔、目、その頭は展 
示台です。あらゆる存在には「その状態という言葉」と呼 




け入れ、認め、結果として信仰によって誉れを与えられる 
ことはみしてなかったでしよう。 

この点からもクルアーンは、あたかも風が吹くごとに埋 
められていたものが出てくる地面のようです。その広い巧 
容に対し、必要な形で‘。や頭を使うことができれば十分な 
のです。 

この世界を示す書によって感情の深みに到達し、この世 
界の英知と神秘を目撃することは、心を持つ人々の熟考の 
おかげなのです。アッラーは次の章句で、全ての人を この 
熟考へと招かれています。 
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□ □□□□□□□□□□皿□□□□□□□□□□□回 

□ □□□□□□□□□□□□□□田□□□□□□□□□□□回 
□田□□□□□□□□□□□□□□□田 □□□□□□□□□ 

□ □□□□□□□□□□田□□□□□□□□□□□□□田 □ 

□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□回 

□ □□□□□□□□□□□田□□□□□□□□□□□□□問 

(ヤー•スイーン章、第36章、第 37-40 節） 

□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□田 □ 

□ □□□□□□□正! □□□□□□□□ (蜘蛛章、第29章、第43 

節） 

人は障害を通して、どれほど熟考を行い、思いの深みに 
到達し、洞察力を得たのであれ、アツラーとの愛情の場か 


ばれる言葉があり、全てがこれらにとって語っているので 
す。 

生まれつき目が見えない人の目が突然見えるようになれ 
ば、その人はどれほど驚くことでしょうか。海や木、飛ぶ 
鳥を見ればどれほど驚くでしょうか。なぜなら全く見たこ 
とのないものだからです。 「アツ ラーは何と美しく創造さ 
れたのか」と言い、感嘆するでしょう。毎日何千ものこの 
美しさと出会う人間は、多くの場合、それに気が付かず、 
深い熟考や細やかな学びという道を見出すこともなく、あ 
たかも恵み豊かな4月の雨がその上を流れていくのに、そこ 
から何も得ることができない硬い岩のように、不注意さの 
中でそこを通り過ぎて行きます。 

ク ルアーン は、私たちを非常に素晴らしい覚醒へと招き 
ます。 


- 〇 

□ 

□ 

□敵 

□ 5 

□第 

□章 
I_15 

□載 
□ 、 

□掉 

田け 

□順 

□ 

□ □ 
□ □ 
□ □ 
□ □ 
□ □ 
□ □ 
□ □ 
□ □ 
□ □ 
□ □ 
D □ 
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らそれに応じただけのものを得ることができ、死の向こう 
の幸福もそれに比例して増します。歴史を通して預言者た 
ち、聖人、そして熟考を行った誠実な者たちは、この世界 
の把握での洞察力の生きた例です。人の本質と良心の深み 
にあるアツラーを屯、で知る力は、正しい思い、強い信仰と 
結びつきへのニーズに秘められています。 

理性が狭められてしまった不注意な人々、人生のま‘陪 
をホわった否定者たちは、庇護を受けることなく陥ってし 
まった恐ろしい孤独の中で、本質的に持っている性質の導 
きによりアツラーヘと戻ること、アツラーの力に助けをホ 
める必要を感じることは、人の創造の目的が要するもので 
す。しかしこの力をせらしてしまった者、この世界でのア 
ツラーの力の流れから、そして芸術の奇蹟から遠ざかり無 
関むのままでいる者、この警告に満ちた世界で愚かなまま 
で生きるものは、この世界で彼らが戯れていた目隠しおび 
を来世でも続けるでしよう。クルアーンでは次のように語 
られています。 

□ □□□□□□□□□□□□□□田□□□□□□凹 □ 

□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□回 

□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□ (巡ネ L 章、第％章、第 46 
節） 

□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 

□ □□□□□□田 □□□□□□□□□□□□□□ (夜の方を章、第 
17 章、第 72 節） 


潔 

ク ルアーン は、心が アッラーへの 愛情で満たされた誠実 
で善良な学者から学ぶ必要があります。 その 豊かな心から 
何かを羽いさせ、それを聞く人を思いの深みと熟考へと導 
くょぅに。 

_ 
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実際、 

「クルアーンの読誦の為にどの声や読み方がより美しい 
か」と尋ねた人に預言者ムハンマドは、 

「ク ルアー ンを読んでいるのを聞いた時に、 アッラー か 
ら恐れていることをあなたが感じた人の声、かつ読みホで 
ある」と答えられています。 （ダーリミー、ファダイ ルル クルアー 
ン、 34) 

逆に、のどから心に降りていない読み方が、人をクルア 
ーンの無限の熟考の地平線や思レ、の深みに導かないことは 
明らかです。 

この点で、次のような預言者さまの警告にすを傾けるこ 
とが必要です。預言者ムハンマドは言われました。 


「あなたホの中から、次のような一团が生じる。あなた 
ホの化拝を彼らの礼拝と比べて、あなたホの断をを彼らの 
断をと比べて、そしてその他の善行についても彼らの善行 
と比べて少ないと感じるだろう。彼らはクルァーンを読む 
が、しかし読んだものはのどから下には降りて行かない。 
彼らは矢がちから離れるように、教えを離れるだろう」ヴ 

ハーリー、 ファダイルルクルアーン、 36) 

この 災いに引き込まれない為にも、ク ルアー ンに関わ 
る時にはより注意深く振る舞い、その章句の熟考の世界に 
入り、それらの意巧をむで消化し、ク ルァー ンの道徳に包 
まれるよう、努力するべきなのです。なぜならク ルァー ン 
は、あらゆる機会に、ムスリムを常に考え、屯、を動かされ 
るよう招いているのです。ク ルアー ンではかのように語ら 
れています。 


□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 



(蜜蜂章第44 節) 
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実際 アッラーはクルアーン で、おたちしもべを、崇高な 
その存在の証拠、そして与えられた恵みの深い英知につい 
て熟考するよう招かれています。それらの中で、人々が様 
々な言葉や色を持つことにも注意をひいています。クルア 
ーンではかのように語られています。 

□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□回 

□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 

□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ (ビザ 
ンチン章、第30章、第22節） 

実際、人々の話す言葉は、その言葉を話す民族による妾 
員会が設けられてそこで形成されたものではありません。 
文法も単語も、共同作業の産物ではありません。一部の言 
葉では文章は動詞で始まり、また一部の言葉では文章はそ 
の動作をで始まり、動詞で終わります。これらは意識を持 
った選択ではなく、アッラーが下さったものです。この神 
の恵みと並んで、人間の肌の色の多様性や、様々に異なる 
民族として創造されたことも、また別の英知による作品で 
す。肌の色は地理的条件がもたらす結果であり、民族は創 
造の顕示です。この状態は、人々がより容易に知り合い、 
理解し合う為のものです。どれかが優れていて、どれかが 
劣っている民族、というようなものではありません。どの 
民族にも、清らかな人もいれば、災いをもたらす人もいま 
す。重要なのは篤信が優れているかどうかです。この真実 
をアッラーは次のように語っておられます。 


□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 

□ □□□□□□□□□□□田□□□□□□□□□□□□凹 □ 

□ □□□□□□□□□□□田□□□□□□□□□□□□□田 

□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 

□ □□□□□□□□□□□□□□□ 馆 15屋章、第49章、第 U 節） 
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また一方でアッラーは唯一性をご自身に特有のものとさ 
れ、あらゆる被造物を雌雄として互いに補完しあう形で創 
造されました。天国での聖アーダムと聖ハッヴァから始ま 
った夫婦生活は、アッラーが設けられた婚姻の法に基づい 
ておたち人間にも移行され、イスラームによって永遠のも 
のとされました。 

アツラーは 仰せられます。 


□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 

□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□田□□□□□回 

□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 

□ □□□□□□□□ (ビザンチン章、第30章、第21節） 

アッラーは婚姻を預言者ムハンマドのウンマの為の恵み 
とされ、啓典やスンナに基づいた婚姻を、現世での生にお 
ける一つの幸福の天国とされました。 


結婚において二人の他人が驚くほどの形でなじむことに 
も、知性を驚かせるような細やかな教訓やま知が秘められ 
ています。両親のもとから離れた他人同±である2人の若者 
が、アッラーが彼らの間に恵みとして与えられた愛情や慈 
悲によって互いの‘。を結びつけ、離れてきた親元の家を陰 
に残すほどに誠実で魅力的な環境で生きることは非常に崇 
高な権限であり、そのことについて深く深く熟考すべき、 
神聖な教訓なのです。 



人間は神の試練の要するものとして、努力し、真実を受 
け入れるにおいてはなかなかみ意ができないという本質を 
持っている為、クルアーンの章句は様々な宗派や学派の人 
々の為の様々な例を備えています。皆が自分の状態に応じ 
てそこから何かを得られる為にです。この真実はクルアー 
ンではかのように語られています。 
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□ .□□田□□回 
□ □□□□□□□□□ □□ 
□ □□□田□□□□凹 
章、第91章、第7—10節） 


DDDDD 
□ □□□□□□□ 
章、第68節） 


DDDDDDDDDD 

(ヤー■スイーン章、第36 


再び復活によりアッラーの崇高な力とそれに対する人 
間の無力さ、そしてその将巧で彼を待つ神の真実を示しま 
す。 


また別の章句では、人のありホにおける罪と篤信への傾 
向の真実をかのように指摘しています。 

，•^ ^zJlsI IaI Laj み i LaI じ j 

Li じ i こ^ 0 L >- Jij Lftlb j 


ク ルアー ンは人を、その性質の細やかさに注意をひきつ 
つ、熟考へと招きます。人に、人生について熟考するべき 
という点で次のように語っています。 

义ふ以 ' ‘ じみ!；；み^シ j 
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□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 
□田□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹け一•スィ- 
ン章、第36節、第77 — 79節） 

時間に追い立てられる人間に、時間が観念的なものでる 
ことを示します。 


La 心ぶ岭 I 兴 L イおお诗 

□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□回 
□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ (引さ圍隹すを 
章、第79章、第46節） 

人を常に熟考へと招くこれらの言葉は、次のことを示し 
ます。このような理性やんの活動が、アッラーが命じられ 
た一つの義務であるということです。預言者 ムハンマドは 

1400 年前に、 


「熟考にかなうイ バー ダはない」という意ホの ハディー 
スで、熟考とその結果として心が恵みを与えられることが、 
イ バー ダの レベルの ものであると見なしていることを示され 
ました。さらには、それがイ バー ダよりも前に存在する、必 
須事項であることを指摘されたということもできるでしよ 
う。なぜなら、イ バー ダと同様、他の善行の重要性と本質を 
把握することも、熟考によって可能となるからです。 

1400 年前にその重要性が無数のク ルアー ンの章句と ハ デ 
ィースで 指摘されていた熟考は、 この 世紀においては-前述 
によるなら-その重要性がさらに増していることが確実でし 
よう。 この 点における責任を正しく果たす為に、真実を伝 
え、善を勧めることにおいてどれほど努力すべきかという 
ことについては、語っても語りつくせない程です。 



雜 
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インシャッラー、その到来にとって私たちが誉れを与え 
られるシャーバン月の第 14 日を 15 日に結びつけるべラート 
の夜は、毎年誠実な信者によって、大きな信仰の喜びのう 
ちに活用されています 。 U 

この巧は、定めと識別の夜です。なぜならこの夜に 
は、1年の間に生まれる者、死ぬものが記され、恵みが下さ 
れ、善行がアッラーの位階に高められるからです。 

ハディースではかのように語られています。 

「シャーバン月のなかばの夜にはネ L 拝をし、日中には断 
ををしなさい。なぜならアッラーは日没と共に この 地上の 
天に慈悲の光と共に顕れ、巧明けまでしもべたちに次のよ 
うに呼びかけをなされるからである。 

『おに許しをホめる者はいないか。彼の罪を許そう。 
おに糧を求める者はいないか。彼に糧を与えよう。災いの 
中にいる者はいないか。ドウアーしなさい、彼に癒しを与 
えよう。このような者はいないか、あのような者はいない 
か』」 （イ ブニ.マジャ、 イ カーマトウ-サラートウ、 191) 

つまりアッラーは、この巧の為に特別な慈悲、恵み、 
受け入れの扉を朝になるまでいっぱいに開かれているので 
す。 


ベラートの夜を礼拝で、日中を断食で活用することが、 
信者に特別な価値を獲得させるということは、預言者ムハ 
ンマドの素晴らしい約束であり、吉報です。この巧を礼拝 
に加えてクルアーン、ズィクル、祝福析願や精神的な説話 
などによって活用すべく、努力するべきなのです。 


13. 


この文章の掲載はラマザーン月の前の月であるシャーバン月にあた 


つていた為、この月の特徴に簡単に触れられている。 
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ベラートの夜に続く日々や夜についても注意をおうこと 
ボ必要です。それらは光の源であるラマダーン月の神聖な 
招待状であるからです。ラマダーン月の喜びでおたちの興 
奮が精神的なものとなるべきであり、善行が増やされ、信 
仰上の愛情たアッラーへ■の誠実さが強められるべきです。 

特に化拝は、ムと体の バランスの 中で、喜びの空気の中 
で実行すべきです。なぜなら化拝は、アッラーとしもべの 
崇高な対話だからです。 

ある人が、預言をムハンマドを訪ね、 

「アッラーの使徒よ、おに有益で本質的な言葉を教えて 
ください」と言いました。預言者ムハンマドは次のように 
応えられました。 

「礼拝に立った時に、この世巧に別れを告げる人のよう 
でありなさい。言い訳を必要とするようなことを話すのは 
やめなさい。化人が手にしている現世的なものから希望を 
絶つ ことをみ意し、それに辛抱しなさい」（イブン .マジャ、 
ズフに IS ) 

信者は、行った礼拝の全ての得と報償を得る努力をすべ 
きです。この神の恵みを損なわないようにするべきなので 
す。なぜならアツラーの使徒は、ハディースで次のように 
語られています。 


「しもべがネ L 拝を行い、しかしその化拝の半分、 3分の1 
、 4みのし5みのし6みのし7みのし8みのし 9分のしさ 
らには W 分の J のみが彼の為に記録される」 （アブー-ダーウー 
ド、サラー ト、123、 口 4) 



要するに、慈悲と恵みの陰を私たちにかけるラマダーン 
月により、次のことを延べるべきでしよう。ラマダーン月 
で啓示されたク ルアーン は、信者たちに最後の審半 Ij の日ま 
で、長い、あるラマダーンを生きさせる為に下されたので 





DDDDDDDDDDDD 

□ □□□□□□□□□回 
□田□田□□□□□回 

□ (雌牛章、第2章、第185節) 


アッラーは、クルアーンが導きの為の証書であり、英知 
の基準で満たされた輝かしいガイドであることを告げられ 
た後、この神聖な月に至ることのできた人が、クルアーン 
の導きのもとに断をを行う責任を負うことを明らかにされ 
ています。 

忘れてはいけないことは、クルアーンについて、 

ただその呼びかけを間くこと、真実の地図を一瞥するこ 
とは十分ではありません。永遠の、すなわち来世での生を 
あう為の道を示している神聖な命令に対し、むの喜びと共 
に従うことを必要とするのです。なぜなら信者とは、我欲 
の攻撃に巧し、クルアーンの精神性と共に厳しい戦いを行 
う人であるからです。 

□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 

□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□回 

□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□回 

□ □□□田□□□□□□□□□□□□□□□□凹 
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す。ラマダーンとクルアーンは、行動においても生きホに 
おいても、生涯を鍛錬する存在なのです。 

クルアーンで はかのように語られています。 
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巧恒とお 



後悔の炎で満たされた，。と濡れた目で、ド 
ウアーと悔悟を行いなさい。なぜなら花々は、 
太陽があり、濡れた場所で咲くからである。 


メヴ ラーナ 



…け 




























































































































































































































































































D DDD 


仕立て屋が、誠実な信者である一人に、 

「アッ ラーの 使徒の、『アッ ラーは しもべの悔悟を、死 
ぬ寸前に至るまでは受け入れられる』（ティルミズィー） 
というハディースについて、あなたはどのように考えます 
か」と尋ねました。 

その人も、彼に訊ねました。 

「そう、その通りである。しかしあなたの職業は何か 

な？」 

「おは仕立て屋です。服を塗っています」 

「仕立てにおいて最も簡単な仕事な何か」 

レ、サミを持って布を切ることです」 

「あなたは何年、その仕事についているのか」 

「30年になります」 

「死が迫った時に、布を切ることはできるか」 


「いいえ、できません」 


「仕立て屋よ、苦劳して学び、30年間も簡単に行ってい 
たその仕事を、その瞬間にできないのであれば、その人生 
で一度も行ったことがなレ、悔悟を、その瞬間にどうやって 
行うことができよう力\今日、あなたの力がまだあるうち 
に、悔悟をしなさい。最期の息の下で悔悟すること、良い 
形で終えることはできないかもしれないのだ。あなたは一 
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度も、『死が訪れる前に、悔悟を行うことに急ぎなさい』 
という言葉を聞いたことはないのかね」 

それに対し、仕立て屋はイフラースのうちに悔悟を行 
い、自らも誠実なしもべとなったのでした。 

この物語で見られるように、しもべの前には何種類もの 
現世の、そして我欲の落とし穴がありあす。これらのうち 
最も危険なものが、ムからの悔悟をいつでも後回しにする 
ことです。悔悟を行うことは、この生涯全ての為の命綱で 
す。実際、預言者ムハンマドは、サ ハーバた ちに「最も大 
きな悩みとは罪の悩みであり、その薬は夜の闇の中での □ 
□ M である」ことを告げておられます。 

なぜならアッラーヘと向ろ A 、、 ムが崇高なレベルを得る 
為に重要な位置にある悔悟は、精神的な穂れから清められ 
るための唯一の媒介なのです。受け入れられる悔悟は、し 
もべとアッラーの間の妨げや覆いを取り除きます。誠実な 
行いの為にこの状態はこの上なく重要です。なぜなら、目 
的に達する為の妨げとなるものが取り除かれること、それ 
によてふ、が真の目的に適した状態になることが必要である 
からです。その為に、精神的な完成の為に、あらゆる神秘 
主義の道において、晚の時刻の‘陪悟が始点となるのです。 

最初の悔悟は、最初の預言者アーデムによって始まりま 
した。彼はその悔悟で、 


じ!。み卜! 0じ11^1じ^が 、 IS 
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参照：デイレーミ、ムスナド、1,136 
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(高壁章、第 
彼の時代な 
悔悟の模範 


アッラーに従う聖人たちは、悔悟を兰つに分類していま 


す。 


す。 


し一般の人々の悔悟：彼らはその罪の為に悔悟しま 


2. 選ばれたしもべたちの悔悟：彼らは不注意であるこ 
との為に悔悟します。 


3. 最も選びほかれた、純粹なしもべたちの悔悟 
はアッラーにより近しくなれるよう、悔悟します。 


彼ら 


ただし、善行の全てにおいてそうであるように、‘陪悟に 
も、誠実さとイフラースという条件があります。多くの、 
ァッラーに従う聖人たちは自分が行った悔悟についてすら 
悔悟を行いました。つまり、悔悟を必要とする悔悟からァ 
ッラーに庇護を求め、 クルアー ンで語られている 

「謙虚に悔悟してアッラーに帰れ」（禁止章第8節）の神 
秘に達することが必要です。なぜなら、我欲とシャイター 
ンは、むを逸脱させることができなければ、正しい道から 
現われます。そして素晴らしいもの、よいものを提案する 
師のように近づきます。それによってしもべを罵に陥れ、 
悔悟を台無しにするのです。悔悟したことをまた行うこと 
は、来世での生を巧す災いです。アッラーは次のように語 
られています。 


し (1)1 ^ 〇 1 
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なぜなら、悔悟したことをまた繰り返す人は、もはやシ 
ャイターンの道化師になっているということだからです。 
もはや、いつ悔悟をしたとしても、シャイターンやシャイ 
ターン化した不注意な者が一度「ああ、君には気の毒なこ 
とだ」というと即座にまた同じ過ちを犯すからです。その 
為にク ルアーンで はかのように語られています。 

c)\ I ふ ザ- 一斗 ' ■si' k 

□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 

□ □ (禁止章、第66章、第8節） 

この真実を示唆するものとして、詩人は悔悟に向かう人 
のむをかのように警告しています。 

「いくつかの言葉で介護を行う時、 

むが不注意なのであれば、我欲は無数のトンネルに潜っ 
ていく 

(ラフメティ） 

悔悟に関して、この点も注意をひくものです。 

「ジャミウツ.サウ ル」 という ハ ディースの本で、 人々 
の行いを記録する天使のうち、罪を記録する天使は、罪が 
行われてから6時間度に記すこと、その間に悔悟をするかも 
しれない、と待っていることが記されています。だから「 
私は悔悟したことを守ることができない。また罪を犯して 
しまう。だから悔悟はしない」とは言ってはいけないので 
す。常に、悔悟しているべきなのです。なぜならアツラー 
が恵みを下され、二度とそれを繰り返さないかもしれない 
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なぜなら □□ 、 アツラーの 愛情の結びつきに入った者の 
為の悔悟の泉であるからです。罪を洗い、清めます。 アツ 
ラーへの 感謝の表巧なのです。涙は、 アツラーの 希望の修 
道場です。全ての希望が失われた時に、この修道場の敷居 
で泣くことができる者は、真に幸福な者なのです。 




からです。ただ知っておくべきことは、悔悟とは許しをを: 
うことであり、心からの後悔がなされること、許しをホめ 
ている罪を二度と起こさないという点での強い意志を必要 
とするのです。 この こと について アッラーは次のように警 
告されています。 

□ □□□□□□□□□□□□□□□田□□□□□□□凹 

□ □□□□□ (ルクマーン章、第 31 章、第 33 節） 

そもそも、 

「罪についての悔悟は、後悔と纖悔から成り立る」 （ァフ 
マド.ビン-ハンバル、 V し 264) という ハ デ イースで、 再び 罪へ 
と陥ることのない悔悟を示しています。 

同時にこのハディースは、悔悟が後悔と共に始められる 
べきであることを告げています。これも、罪の稼れがむか 
らの涙によって清められることを意巧します。 

次のように伝承されています。 

悔悟と後悔の中にあったある罪人に、覚醒した状態の時 
にその罪のリストが渡され、 □□□□□□□□ と言われまし 
た。これに対し罪人は非常に泣き、涙でそのリストの罪が 
見えない程になりました。そしてこの心からの涙はその罪 
の全てを洗い流し、清めました。こうしてその罪人は許さ 
れました。 
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心からの涙によって世巧を眺める者にとって、そのしず 
くのそれぞれは、そこに無数の大洋を映す鏡のようです。 
あらゆる微粒子にアツラーの神秘が明白に、はっきりと映 
されているのです。読めなかった多くの英知のページが、 
それによって読めるようになります。なぜなら、涙は言葉 
が運ぶことのできない意ホを持ち、表現することのできる 
言語であり、しもべはそれによって、自分すら想像のでき 
なかったことを、アツラーから求めるのです。だから、愛 
情は涙の泉のほとりで顕れるのです。哀れな人々はその岸 
で休むのです。 

ア ツ ラーの 為に目から こ ぼれた一滴の涙の価値を、次の 
物語は非常に素晴らしく表現しています。 

ジュナイディ.バーダディはある時道を歩いている時、 
天から天使たちが降りてきたこと、何かを取ったことを目 
にしました。そのうちの一人の天使に 

「あなたホが取ったのは何ですか」と尋ねました。 

天使は応えて言いました。 

「アツラーの親友がここを通る時、心から『ああ』と嘆 
き、数敵の涙をこぼしました。その為にアツラーの慈悲と 
許しを得ようと、その涙を取りに来たのです」 

ハディースではかのように語られています。 

「二つの目があり、それらには地獄の炎は触れること 
がない。 アツラーの 為に泣く目と、 アツラーの 道において 
見張りに立ち、寝ずに朝を迎える目である（ティルミズィ 
一）」 



罪人が悔悟と涙でどのように清められるかということ 
の例としてメヴラーナは巧れてから蒸発し、そして地上に 
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再び透き通った恵みとして戻る水について言及されていま 
す。 

「清らかさと透明さがなくなると、つまり泥と混ざって 
濁ってしまうと、水もおたちのように地上で穂れたことに 
不まを感じ、驚く。叫び、アツラーに庇護を求め始める。 
この 叫び声と懇願にかし、ァツラーはそれを蒸発させ、天 
に戾される。そこで様々な経過をたどらせ、清められる。 
そして時には雨、時には雪、時にはみぞれとなって地上に 
降らせられる。最後には、岸のない広い海に到達させられ 
る」 

疑いもなく、この象徴はアツラーの救いに到達すること 
を望む罪を犯したしもべたちに対して示される慈悲と愛情 
を示すものです。実際、罪の穂れによりむが泥まみれにな 
った人に、悔悟の水と後‘陪の太陽が集まれば、ァツラーは 
そのんを天にあげられます。埃、±、そしてあらゆる我欲 
の巧れから清められます。再び、被造物の中で最も誉れあ 
るものとして、つまり一つの慈悲として、地上に戻されま 
す。この状態の、最も広い頭現は、礼拝において実現しま 
す。この観点から、正しく行われた礼拝を「信をのミラー 
ジュ」と呼ぶのです。 

しかし人間はこの真実を多くの場合理解せず、この世 
界に夢中になり、泣く代わりに笑いすぎてむせているので 
す。アツラーは、 
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□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□回 
□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ (惊臣章、第9 
章、第82節） 


つまりアッラーは、しもべに、悔悟と涙でその罪を清め 
ることを求めておられるのです。このことにおいてメヴラ 
ーナは、涙の重要性を次のように語っています。 

「ろうそくは、泣いて涙を流すと、より巧るくなる。木 
の枝も、泣く雲の恵みと太陽の熱で芽吹き、生き生きとす 
る。っまり、果実の成長の為に熱と水が必要なのだ」 

「同様に、側吾が受け入れられる為にも、雲、稲光、っ 
まり涙と心が焼かれることが必要である。」 

「もしむの稲妻が光らず、目の雲が雨を降らさなけれ 
ば、巧欲の怒りの火と罪の炎がどうやって消えるだろう 
か。出会いの恵み、すなわち神の顕現の光の輝きがどうや 
ってんに生じよう力\意義の泉がどうやって沸き立ち、流 
れようか。雨が降らなければバラの庭園はその木々にどう 
やって神秘を語ろうか。スミレはジャスミンとどうやって 
和巧军できるだろうか」 

「この世界は、そのまま、泣かせておきなさい。この± 
は水から離れれば乾いてしまう。川やおから遠い、遠ざか 
った水は黄変し、悪臭を放ち、濁り、真っ黒になる」 

「天国のように緑あふれる庭、庭園は水から離れてしま 
うと黄ばみ、枯れ、葉が乾き、散ってしまい、病気の巣と 
なる。（人もまた、同様である）」 

この状態から守られる為に、シュアイブの目は泣く余り 
に見えなくなったのです。預言者ムハンマドも、 



「おが知ったことをあなたホが知れば、わずかに笑い、 
たくさん泣くだろう。飲みをいする気にもならなかっただ 
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ろう」（スユーテイ、ジャーミウル-サギール II 、 P .10) と言われ まし 
た。 

なぜなら、心の中の罪でできているこの傷を、一生涙で 
洗って清める人は、天国に入ることのできる愛に満ちた人 
であるからです。その為、預言者ムハンマドを始めとして 
全ての聖人たち、誠実な信をたち、忠実な信者たちは困難 
な時も豊かな時も、悲しみにおいても喜びにおいても、常 
にアツラーに庇護を求め、懇願していたのです。なぜなら 
預言者たちにおいてすら、無意識に生じてしまうかもしれ 
ない過ちとして表現される「過ち」がある為に、悔悟や纖 
悔において十分だと言えるしもべは考えられないのです。 
悔悟と纖悔は、その本質が繊細な後悔と庇護であることか 
ら、アツラーに近づく為の最も効果的な媒介なのです。 

またーホでアツラーがしもべに与えられる苦しみ、苦難 
と共に、しもべたちにホめられた悔悟や涙は、永遠にかか 
わる取引なのです。これは非常に益のある取引であり、そ 
のことに気付いた人はどのような災難にも不満を言わず、 
無限の利益を手にするのです。そのような人々の一人とし 
て、メヴラーナは何と素晴らしく語っていることでしょ 
う。 


「アツラーは、この世巧であなたから、数敵の涙を取ら 
れる。しかしその対価として天国の無数の豊かさを与えら 
れる。アツラーはあなたから、愛情や苦しみで満たされた 
嘆き、叫びを受けられる。嘆きや叫びそれぞれの巧価とし 
て、何百もの精神的な高い地位、到達することのできない 
位階を与えられる」 


しかし知っておくべきことは、泣くということはどれも 
同じではないということです。それらの間には大きな差が 
あります。実際、冷たく、嘘っぽい、偽りである多くの嘆 
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きがあり、これらは不注意さと欺瞒で成り立っているので 
す。スフヤーン•サウリが次のように語っています。 

「泣くことは、10に分かれる。そのうちの9は偽善であ 
る。そのうちのただ1つが、アツラーの為である。アツラ 
一の為に泣くことは、一年に一度であったとしても一しも 
ベが地獄から救われる要因に、インシャツラー、なるであ 
ろぅ」 

伝承によれば、夫と喧唾をした女性が泣きながらシュレ 
イフを訪れました。その時、そこにいたシャービは彼にこ 
う言いました。 

「ウマイヤ！この女性は虐げられたように思える。いか 
に泣いているのか、見ないのか」 


それに巧しシュレイフはこう言いました。 

「シャービ ーよ、 ユースフの 兄弟たちも、無慈悲である 
のにも関わらず泣いて父親のそばにやってきた。泣いてい 
ることだけを見て判断を下すのは正しくない！」 

このような涙は、当然受け入れられない。もう一つの拒 
まれる涙は、怠惰や不服を示す涙である。これらは額に汗 
することもなく、欲求不満に陥っている人々の、空疎で空 
しい涙です。このような人々について故アーキフは次のよ 
うな警告をしています。 

「悲しむこと、嘆くことをやめなさい 

泣くことに益があるのなら、父が起きてきていただろう 

涙から何が出るというのか、なぜ汗を流さなかつたの 
か」 



私たちがここで言及しているのは、アツラーが求められ 
る「泣き」であり、親友や敵の前で自分を見下させるよう 
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な涙ではありません。逆に、天に上昇し、ふ、にミラージュ 
をさせるような「泣き」です。広い海がそこに多くのゴミ 
を浮かべ、それらを沈まないように守っているように、私 
たちの涙も、おたちが沈んでしまわないように守り、自分 
の上に載せ、目的の場所に到達させる水のようであるべき 
なのです。これらは目ではなく、むから流れ、人ではなく 
アツラーに示されるしずくでできているのです。 

涙に ついての もう 一つの 重要な問題は、 この 「泣き」 
が、不満の「泣き」ではあってはならないということで 
す。なぜなら不満には、受け入れないという状態があるの 
であり、これはみして認められないからです。なぜなら不 
満は人を反発にまで導き、 その 手にある 全ての 資本を無に 
するからです。これはアツ ラーの 懲罰を引き寄せるもので 
す。おたちがここで意図している「泣き」は、懲罰を引き 
寄せるものではなく、親友を満足させられたかどうかとい 
う不をであり、罪の穂れから清められる為の要因となるも 
のです。 

つまり、死が訪れた時には、眠っている者は全て目覚 
めます。目を開き、真実を見るのです。しかし最期の息で 
真実を見ることは、もはや何の役にも立ちません。ちょう 
ど、 フィル アウンにおいて役に立たなかったように。メヴ 
ラーナは大変素晴らしく語っています。 

「利口な者は先に泣く。何も知らないものは最後に息詰 
まり、嘆く。あなたは仕事の始めのうちに、その最後を見 
なさい。最後の審判の日に後悔しないように」 


「この点で、次の鳥の状態があなたの為の教訓となる 
ように。それは狐師の戻の麦を見て、我を忘れ、頭を使わ 
なくなる。こうして意識しないうちに麦を食べ、しかし畏 
にはまって閉じ込められる。今度はそこから救われる為に 
何度もヤー•スイーン章を読み、家畜章を読むが、何の役 
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にも立たない。災難が身に起こってから泣くこと、叫ぶこ 
と、しくしくと泣き続けることは何の役に立とうか。この 
嘆きや叫びは、昆に落ちる前に必要だったのだ」 

実際、ルート族は神の報復を引き寄せる怒りの為に滅 t 
させられることを知り、イブラヒームは彼らがどれだけ反 
発しているかを完全に知らない為に、彼らの為に慈悲と共 
にドウアーすることを望みました。その時天使たちは、 

「もう、ドウアーの時間は過ぎてしまった」と言ったの 
でした。 

アッラーの御望みによって、死がおたちにどこで、い 
つ、どのように訪れるかをおたちは知りません。その為、 
むが「死ぬ前に、死になさい」という神秘によって鑑錬さ 
れること、あらゆる瞬間にアッラーと出会うことに備えて 
行くことが必須なのです。そうでなければ、最期の息は「 
ああ、こうしてどこに行くのう S 」 という嘆きに満ちた悲し 
みの瞬間になります。 クルアーン では次のように語られて 
います。 


づ c-J" U J 45 一三 Jl ； 


□ □□□□□□回 □ 

□ □ □ □ □ (力-フ章、第50章、第19節） 



従ってしもべにとって最も重要な問題は、我欲の覚醒 
と、心の清めです。ここまで説明してきた悔悟や涙は、こ 
の状態に至る為の扉のようなものです。この扉から中に入 
った後、行うべき誠実な行為の全ての実行も、もちろん必 
須となります。ファルド、ワージブ、そしてスンナを作法 
に従って実行した後、特にしもべの権利、両親の権利、ア 
ッラーの為の施し、全ての被造物に対する慈悲、いたわ 
り、そして許しといった美点を備えることが必要です。例 
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えば、この美点のうち、許すことができるという状態に至 
ることのできた者は、アツラーの許しによりふさわしい状 
態となります。なぜなら、「おたちを哀れんでください」 
という叫びに心を寄せることのない、慈悲と愛情を持たな 
い人は、人生に迷い、悲嘆にくれる旅人であるからです。 

その為に、むは悔悟と涙の中で、あらゆる行為の美点を 
手にし、アツラーヘと向かわなければならないのです。こ 
のホ向付けは疑いもなく、人生のあらゆる瞬間を巧に含む 
べきです。同時に一部の特別な時間は、しもべの為の特別 
な利益の時期です。ちょうど、をの季節の、化の季節の中 
での価値や美しさのように、しもべに与えられる精神的な 
春が存在し、それらのうち最も尊いものは千の月よりもな 
お 尊い夜、つまりク ルアー ンが「秘められた銘板」から世 
界の天空に下され、この世界と人間が光を得た □□□□□ 

□ □を含む、□□□□□□です。 K この神聖な、そして特別 
な月は、巧のように暗くなってしまった心をその光で照ら 
す、輝かしい満月なのです。天から地へと、ミラージュの 
為に開かれた覆いです。この観点から、心が覚醒している 
信者に必要なものは、生涯を通してこのような特別な時に 
得ることのできる豊かさと恵みと共に、つまりラマダーン 
の繊細さと共に過ごすことです。なぜならこのような生き 
ホに飾られた誠実な心にとって、最後の審判は悲しみの日 
ではなく、イードの朝のようであるからです。 

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 

□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□回 
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15. この文章は ラマダー ン月にあ表されたものである。 








ドウアー 



ド ウアーは、 繰り返すごとに巧なる感情と 
して信者の魂に縫い付けられ、人格と混ざり合 
つて一つの個性となります。 この 為に、崇高な 
る魂を持つ人々は常にドウアーをして生きるの 
です。 
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人類への慈悲としてつかわされた全ての預言者とアツラ 
一の友たちは、困難な時でも豊かな時でも、苦しい時でも 
喜んでいる時でも、，。を常にアツラーに向け、懇願の空気 
の中で生きていました。彼らはどのような場合でもアツラ 
一に懇願することの必要性をその態度やおる舞いで示した 
永遠のガイドなのです。 

アツラーに巧護をホめることは、創造における法則とし 
もべであることが要するものです。地と天に何があろうと 
も、アツラーの定められたことに従っており、その無限の 
力の主に、その状態という言語でズィクルを行い、アツラ 
一に懇願しているのです。真の宗教上のしつけも、信者が 
常にドウアーをするようになることを目標とします。なぜ 
ならドウアーは、，巳、においてアツラーに開かれる、最も崇 
高な扉のドアであるからです。 

ドウアーは、繰り返すごとに內なる感情として信者の魂 
に縫い付けられ、人格と混ざり合って一っの個性となりま 
す。この為に、崇高なる魂を持つ 人々 は常にドウ アー をし 
て生きるのです。なぜなら彼らの屯、は、ドウアーに包まれ 
ることの重要性に関する、ク ルアー ンの次の警告に恐れお 
のの いている からです。 


アッラーは かのように語られています。 
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□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 

□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 

□ □□□□□正！ （識別章、第25章、第77節） 

そう、信者の魂において、アツラーへのドウアーと懇願 
の気持ちが常在することは、アツラーとしもべの間に精神 
的な結びつきをお成します。魂が高まった状態でのドウア 
一は、むがアツラーの慈悲と抱き合った瞬間なのです。 

ドウアーで求められるものは、アツラーの慈悲、慈しみ 
です。従って、ドウアーでは、屯、からアツラーの御前へと 
高められる最初の表現は、アツラーに従っていないこと、 
罪深いこと、無力であること、弱いことの訴えであるべき 
です。ドウアーは、無限の力の主であるアツラーに、無力 
さを自覚した上で向かい、その御前において服従し、静か 
に頭を垂れることです。事実、ドウアーを無力さや欠点を 
訴える形で始めることは、アツラーの慈悲を招き、ドウア 
一が受け入れられるものとなることに大きな影響を及ぼし 
ます。実際、アーダムとハツヴァは、クルアーンの言葉で 
示されているように、ドウアーにおいてかのようにアツラ 
一に告白しました。 

□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 

□ □田 □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 

□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□田 （高 1£章、第7 
章、第23節） 

別の章句では、預言者ユーヌスのアツラーへの懇願がか 
のように示されています。 



□ □□□□□□□□□□□田□□□□□□□□□□□回 

□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 

□ □□□□□田□□□□□□□□□□□□□□□□□□田 □ 
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□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□皿 □□ 

(預言を章、第21章、第87節） 

纔 


征服者スルタン•ムラッド.ハン1世のコソボを自リにし 
ての子のドウアーは、無力さの告白によって行われるドウ 
ァーの素晴らしい例です。 

「アッラーよ、富も、このしもべもあなたのものです。 
私は無力なしもべです。おの意志と秘めたことをあなたが 
最もよくご存じです。財産や富は私の目的ではありませ 
ん。ただ、あなたのご満悦をホめています。 

神よ、この信者の兵±たちを不信心者の手で倒され、滅 
t させないでください。彼らに、全てのムスリムがそれを 
祝日とできるような勝利をお恵み下さい。あなたがお望み 
なら、その祝日の日に、このムラッドというしもべをあな 
たの道で犠巧としてほふってください」 

実際、この,。からのドウアーの後、その瞬間まで次々と 
起こっていた嵐が静まり、2 • 3倍人数が多い軍隊に対し、8 
時間続いた流血の戦いの後、ついに勝利をおさめたので 
す。 

スルタン .ムラッド. ハンは、 戦いの後に戦±たちを訪 
問し、そのニーズに応えている際、負傷したサラエボ人の 
兵に卑怯にも刺され、河教しました。これにより、そのド 
ウアーは完全に受け入れられたのです。 

顯 

崇高な魂の言語や言葉のうち最も美しいものである誠実 
なドウァーは、光から、そして愛情から生まれます。失望 
している者に生命を与え、傷ついたふ、を慰めます。イフラ 
ースのうちに、誠実に涙と共に行われたドウアーは 、マツ 
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ラーの慈悲の顕現への招待状となります。ドウアーには、 
むにやすらぎを与える、アツラーへの服従の神秘が秘めら 
れているのです。 

おたちにドウアーを、その生きホによって最も素晴らし 
いおで教えられたのは預言をムハンマドです。彼は涙の中 
で、足が腫れるまで続けた礼拝に加えて行っていたドウア 
一の中でしばしば、 

「アツラーよ！あなたのお怒りからご満悦へと、懲罰 
から許しへと、そしてあなたからやはりあなたに、庇護を 
求めます。あなたをあなたにふさわしい形で賞賛し、褒め 
たたえることがおにはできません。あなたはご自身につい 
てどのように賞貴されているのであれ、その通りの御ホで 
す」と言い、無力であるという気持ちの中でアツラーに庇 
護をホめていました。さらに、ドウアーの重要性を次のよ 
うに説明されました。 

「ドウア ーは、 イ バー ダである。イ バー ダの本髓であ 
り、本質である。 アツラーの 位階において、 アツラーに ド 
ウアーす ることよりもなお尊いことはない。 アツラーはご 
自身から何かをホめない者を （ ドウアーすることを自分に 
受け入れさせられない者を）罰せられる。苦しく困難な状 
態にある時にそのドウアーが受け入れられるようホめる人 
は、豊かでを楽である時にも十分にドウアーをするべきで 
ある。 アツラーは 命を与えられるおホであり、気前のよい 
おホである。しもべが手を掲げれば、彼をそのままで放っ 
ておくことはない。ドウア ーは 慈悲の扉の鍵であり、信者 
の武器であり、教えの柱であり、地上の光である」 （る 一だ一 
に、ジャミーウル.ファヴァーイドウ92 19-20-21-22-25) 



雜 
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人々を迫害し、弱いものを蔑視し苦しめ、不注意な生活 
を送っている者よりも、失望の中で泣いている孤児の顔を 
微笑ませ、苦しんでいる人々にをむを与えられる人が行っ 
たドウアーのホが受け入れられるというのは一つの真実で 
す。実際、自らを何の罪もないと見なすうぬぼれた人のド 
ウアーではなく、その罪の許しの為に目や'。から常に涙を 
流すアッラーを愛する人々のドウアーが、受け入れられる 
のです。 

メヴラーナはドウアーの受け入れを得ることについて次 
のように語っています。 

「後悔の炎で満たされたむと、濡れた目と共にドウアー 
と悔悟を行いなさい。なぜなら、花は太陽と水があるとこ 
ろで咲くのである」 

従ってドウアーの受け入れの為には、要ホ事項をただ言 
葉で表現することは十分ではありません。ドウアーは、恐 
れと希望の間で行うよう努力すべきです。ムは、ドウアー 
が請け負ったその意義についての希望で震えるべきです。 
同時に、ドウアーが罪の許しの方向で行われるのであれ 
ば、その罪が二度と行われないという点で絶対的なみ意と 
意志表示を行うべきです。 

伝承によると、預言者ムーサーは困難な状態の中でドウ 
アーをしているある人に出会い、その外見を見て、彼のド 
ウアーが受け入れられることをんから望んでいました。そ 
の時、 アッ ラーからムーサーに次のような啓示がもたらさ 
れたのです。 


□ □□□□□□□□□□田□□□□□□□□□□□□凹 
□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□田□□□凹 
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預言者ムーサーがこのことを伝えると、その人は即座 
に注意を取り戻し、純粋なむでアッラーに向かったのでし 
た。 

またーホで、教えの上での兄弟の為に彼がいないところ 
で行われるドウアーも、すぐに応えられます。預言者ムハ 
ンマドは、 

「信者が他の信者の為に行うドウアーほどに、より早く 
受け入れられるドウアーはない」 

と語られました。 

人々は、そのドウアーが受け入れられると考えた人 
に、自分の為にドウアーするよう求めます。しかしドウア 
一の受け入れを確かなものとする真の要因は、イフラース 
と誠実さです。これはかのことを意みします。罪人のもの 
であれ、信者である兄弟の為に誠実に、むから行うドウア 
一は、アッラーの位階においては、地位が他の人よりも上 
であると思われている別の人の屯、を伴わないドウアーより 
も、もっと尊いのです。 

実際、メヴラーナの、慈悲といたわりの大洋であると、か 
ら湧き上がるこの叫びは非常に意ホ深いものです。 

「アッラーよ！もしあなたの慈悲に、誠実な者のみが望 
みをかけるべきであるなら、罪人は誰のもとに行って庇護 
を求めるべきなのでしよう！」 

「崇高なアッラーよ！もしあなたが、純粋なしもべのみ 
を受け入れられるなら、つび美とは誰に向かい、懇願すベ 
きなのでし よ うろ 3」 


潔 



実際、一人のしもべが罪人であったとしても、そのこと 
はアツラーが彼を放棄するという意ホにはなりません。だ 
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から人が、誰のドウアーのおかげで望みをかなえるかはた 
だアツラーのみがご存じです。従って誰であろうと、アツ 
ラーのしもべのうちの誰かの心からのドウアーを得られる 
ということの価値を理解するべきです。 

ある時マールフ.ケルヒー師が市場である水売りと出会 
いました。水売りは 

「アツラーのご満悦の為に私の水を飲んでください」と 
呼びかけました。 

マール フ.ケル ヒー 師は「アツラーのご満悦の為」とい 
うこの水売りのドウアーを得る為に、義務ではない断をを 
していたのにも関わらず、その水を買って飲みました。 

マール フ-ケル ヒーの 死後、聖人の一人が夢で、彼が良 
い地位にあるのを見ました。 

「アツラーはどの行為ゆえにあなたにこのようなものを 
与えられたのですか」と尋ねました。彼は、 

「水売りがアツラーのご満悦をホめて行ったドウアーに 
よって」と答えました。 

苦しめられ、'。が傷ついている人のドウアーを得ること 
と同様、彼らの晚いを避けることも、同じ位重要な事柄で 
す。 


七ルジューク朝のスルタン.アラッデイン.ケイクバー 
ドが、町の城を完成させたときメヴラーナの父である □ □ 
□ □□□□□□□□に、験担ぎとして城を見ること、城につい 
て意見を出すことを求めました。バハエッディン•ワラド 
師は出かけていってその造られたものを見、こう言いまし 
た。 


「あなたの城は、洪水の害や敵の攻撃を防ぐ為にはこの 
上なく素晴らしく、強いもののように見える。しかしあな 
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□ □回 

(高壁章、 




来世を救うための唯一の資本であるこのはかない世界で 
忘れてはいけない最も重要なドウアーの一つが、良い形で 


たは、統治下で虐げられている人々の化いの矢を防ぐ為に 
どのような予防策を取っているのですか。彼らの化いの矢 
は、あなたの城のような城だけでなく、何十万もの要塞を 
突き抜け、世界を戦いの場に変えるのです。 

一番よいのは、あなたは公正さと善という要塞を作りな 
さい。そして誠実な人々の中から、効果的なドウアーの兵 
を形成するようにしなさい。これはあなたの城壁よりもよ 
りを全である。なぜなら人々の、そして世巧のま全やま定 
はそのドウアーの兵と共に注がれるからである」 

実際、信をのあらゆる成就、成功、勝利は、そこで示さ 
れた努力と奮闘と並び、イフラースを伴うドウアーの恵み 
でもあるのです。 

実践し、感じることができる ものに 比例して、私たちの 
為の永遠の幸福へのガイドであるクルアーンは、ドウアー 
についての 最大の教えを含みます。崇高なるアッ ラーは ド 
ウア ーについて 次のよう に 語られています。 
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死ぬことを求めるものです。クルアーンでは次のように語 
られています。 


にみ auUjiJl 1 jlil 斗お ^ b 

6 jii-J い i ジ 、j 

□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 

DDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDD 

□ □ (イムラーン 家章、第3章、第102節） 

どの信者も、生涯を通して示す努力は、最期の息を良ぃ 
形で行うとぃう幸運を得る為です。なぜなら、預言者たち 
な外に誰も保証されてはぃなぃのです。聖人たちですら、 
常に最期の息につぃて不をを持ってぃたのです。 

誰がどの状態で死ねのかはわからなぃとはぃえ、一般的 
に人が生きてきたとおりに死ぬとぃうことも、一つの真実 
です。従って、最期の息を信仰のうちに行うことができる 
よう、正しぃ道にぃて、常にアツ ラーに ドウア ーと 悔悟を 
しつつ 生きることが必要なのです。 クルアー ンで示されて 
いるように、預言者 ユースフは 次のようにドウア ーを しま 
した。 


□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 

□ □□□□□□正！（ユースフ章、第12章、第101節） 

了、ソラーが 、正しい理性の持ち主として賞賛された誠実 
なしもべたちのドウアーは、クルアーンで次のように示さ 
れてぃます。 @ 

- 
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□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 

□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 

□ □正！（イムラーン家章、第3章、第193節） 

預言者ムーサーの奇蹟を前にして、信仰を得たばかりの 
魔術師たちがフィルアウンに拷問にかけて殺すという脅し 
にもひるまず、アツラーにその悲痛なドウアーで、拷問か 
ら救われることではなく、信仰が弱まることなくムスリム 
としてアツラーに召されることを願ったということは、串ム 
たちにとっていかに大きな警告であり、教訓でしょうか。 

雜 

またーホで、ドウアーによってアツラーの恵みに出会 
うのは、ひたすら大声で、見せかけの行為によって語られ 
た、偽善の、つくりものの、，。が伴わない輝かしい文章、 
内臓を破るかのような叫び声、見かけだけの言葉ではあり 
ません。もしそうであったなら、これらの逆である、うめ 
き声な上の声をあげられない、血の涙と共に懇願する哀れ 
な病人や、自分の我欲に言うことを聞かせられない程に弱 
い、無力な人々のドウアーが認められなかったでしょう。 
このような考えを持つことは、'巳、とその状態という言語を 
知らないこと、それを無であると見なすことなのです。 

ドウアーにおいてこのような行き過ぎた行為を行うこと 
は、ドゥアーの本質、精神性、神聖さを損ないます。預言 
者ムハンマドはこのようなドウアーをする者について、 


「集団に来て、ドウアーにおいて過度な行為をする」と 
され、このような状態に陥らないよう警告されました。 



またあるハディースではかのように語られています。 
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「あなたは、耳の聞こえない人にドウアーしているので 
はない。聞かれ、あなたホに非常に近いアツラーに懇願し 
ているのだ」（ブハー リ ー 、 ジ ハード 131) 

アツラーは、誠実なドウアーを拒まれません。しかし誠 
実さにも関わらず、絶対的なをめ、運命にふさわしくない 
いくつかの要求をも、認められません。従ってドウアーを 
する人は、みして疲れを感じることなく、ドウアーを続け 
るべきです。なぜなら、そのような場合、ドウアーの対価 
は来世に送られたということなのです。 

ドウ ア ーの 興奮に浸っている‘。は、最も崇高な扉に庇護 
を求めたのだということを認識するべきです。 ドウ ア ーの 
扉で良い結果を願って待っているんは、その慈悲の前で一 
生待つことになっても、それにうんざりしたりするべきで 
はありません。なぜなら彼らの世界ではドウアーと涙はア 
ツ ラーの 慈悲により生じるものであり、悲しんでいるむに 
慰めとをらぎを与える幸福の為の万能薬であり、アツ ラー 
への熱情に燃えるむが、飲むごとに楽になれる甘美な泉の 
ようであるからです。 

忘れてはいけないことは、人間であることの真の《誉と 
尊厳に、罪を許され、到達することです。死と共に永遠の 
許しの神秘、に到達し、アツラーの無限の恵みをホわうこと 
を望む者はまず、むの庭園のバラの、，。の高まりの状態に 
あるドウアーと懇願により許しの芳香を得る為の努力の中 
にいるべきであるということです。おたちも、無限の力と 
慈悲の主であるアツラーが私たちを哀れみ、許しという恵 
みを降り注いでくださることを願います。 
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ウンマであるというぶ誉と幸福を得ている 
預言者ムハンマドが、永遠への救いへの導きを 
人々に伝えようと懸命に示された努力を忘れる 
ことなく、彼のこのスンナをウンマとしてどれ 
ほど実践できるろ\そして「アッラーの、地上 
における証人」という特性にどれほどふさわし 
い状態であるかを、頻繁に確認すべきです。 
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□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 

□ □田□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 □ 

(信をたち章、第23章、第115節） 


と仰せられているからです。 

人はそれぞれ、「寿命」というぶでその取り分に合致し 
ている人生の流れ、つまり人と世界の間の結びつきと、ゆ 
りかごと棺の間のつながりを理解する必要がります。 

この世界を統治するアッラーの秩序と力の流れは、 a 性 
と良'。を備えた人を、英知を持つ創造主の受け入れへ、つ 




知性、認識、洞察力と言った天性の資本が損なわれてい 
ない人にとって、そこで暮らしている世界、万物をムの目 
で眺め、それが無駄に何の目的もなく、英知も伴わずに創 
造されたのではないと a がすることは困難なことではあり 
ません。深い英知と重大な目的で創造された人間が、この 
はかない世界で勝手に放っておかれているのではないこと 
は、巧白です。なぜならクルアーンでは、 

ピ13 ぶ 0! 0 じ) M こ 一^づ 

□ □□□□□□□□□田 □□□□□□□□□□□□□□□ 

(復活章、第75章、第36節） 
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まり□□へと導きます。しかしアッラーは、人々の信仰を 
完全な意ホで実現させるため、彼らに導きの為のガイドと 
して預言者たちを遣わされるという形で、さらなる恵みを 
下さったのです。 

この恵みにより得ることのできた「信仰」という恵みが 
人間に獲得させる最も重要な性質の一つは、疑いもなく 「 
慈悲」でしょう。慈悲は人間を利己主義から利他主義へと 
導く信仰の果実です。なぜなら信仰の恵みが心で完成に至 
るにつれて、信仰を得られていない人を哀れむ気持ちが増 
し、彼らの為の努力も極められていくからです。この為、 
完成された信者の魂は、周囲に導きを必要としている人々 
がいるのであれば、自分だけが信仰を持っているからと言 
って慰められることはないのです。 

疑いもなく人は、来世への旅に出たはかない旅人です。 
これを否定することは、目を閉じて太陽を否定することと 
同じ位、知性や論理、良心にそぐわないことです。だか 
ら、人生をこのホ向で改良していくことは、知性や論 a 、 
良心の観点から必要なことです。この人生というたびで、 
信者が持っている恵みを望むことなく、それを必要として 
いる人への導きの為に努力することは、その人の宗教と良 
むに関わる務めのうち、最も重要な者の一つです。なぜな 
ら人々を真実に、善に、徳に、信仰に、誠実な行いに、従 
って永遠の幸福へと招くこと、彼らが悪事から遠ざかるの 
を助けること、道徳的な弱さゆえに恥辱の穴や憎悪の闇に 
陥らないよう努力することは、現世と来世において最も尊 
い、報償の大きい務めであるからです。実際、預言者ムハ 
ンマドはハデイースで次のように語られています。 

「正しい道へと導く人は、彼に従った人たちの報償ほど 
の報償を得る。これは、彼に従った人たちの報償を減らす 
@ ものではない」 

0 ^^- 
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□□ □ 

(詩人た 


という言莱のように、 
ラーの言葉が存在します。 


この預言者の徳を示す多くのアッ 




「悪い道に導いた人は、彼に従った人たちの罪ほどの罪 
を受ける。これは、彼に従った人たちの罪を減らすもので 
はない」 

このようにハディースでは、真実と善を伝えるという 
に務めの徳と恵みについて、大きな預言者の吉報がありま 
す。ーホで悪へと招く人々についても、雪の玉が転がって 
雪崩になるように、どんどんと重なって増えていく責任と 
罪へと引きずられることを教えるものです。この状態は、 
真実と善への導きと、悪事から遠ざけさせるという務めと 
責任の重要性を示すのに十分なものです。 

またーホで、教えを伝える任務にある信者それぞれが、 
まず自分の人格を完成させることが必要です。なぜなら人 
々を真実や善に招く為に最も効果的な媒介は、真実、善、 
徳、正しさの生きた、具体的な例となることだからです。 
それによれば、導きへと招く人がまず自分自身が「正しい 
道」にいることが必須です。ボ教が完全な意巧で影響のあ 
るものになることは、 □□□□□□□□□ によって可能とな 
ります。なぜならこの精神的レベルに達した人々は、永遠 
のもたらす屯、の高まりの中で生きている為、彼らのまなざ 
しのなかでははかなレ、喜びや快感はその魅力を失っている 
からです。この為に布教の任務を、はかないものからの何 
らかの利益を期待したり、我欲を満たしたりする為ではな 
く、ただアツラーのご満悦の為、つまりイフラースで実行 
するのです。この状態は同時に、預言者たちの道徳の特徴 
でもあります。クルアーンは布教に関連して、 
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イスラームでは、善へと招き、悪事から遠ざけることを 
「善を命じ悪を禁じる」と呼びます。この点におけるアツ 
ラーの 命令は、ク ルアーン でかのように示されています。 

^乂み。し;山ザむ若^' (_4 がム^ j 

0 ^ dkJjlj J^\ jj^：j 

□ □□田□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 

□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□田 □ 

□ □□□□□□□□□□ (イムラーン ま 章、第 3 章、第 104 節） 

真実を迷信から、善を悪から、徳を不ぶ誉から、成熟 
を未熟から識別する為の唯一のを準は、イ スラームの 声、 
つま りアツラーと預言者ムハンマドの命令と奨励です。こ 
の声を高めることが、信者それぞれの優先的な務めなので 
す。 


アッラーは ク ルアーン で、布教の任務が「大きな聖戦」 
であることを次のように語っておられます。 


□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□田 □ 
□ □□□田 □□□□□□□□□□□□□□□ (識印 J 章、第 25 章、 
第 52 節） 



実際、この「大きな戦い」の命令が、まだ信者が多神教 
徒と戦うだけの力を持っていなかったマツカ時代に、つま 
り無知がはびこり、逸脱で沸き返り、悪事や混乱が再び起 
こり、教えへの憎悪や無神論が支配的であった時代にもた 
らされたものであることは、聖戦の最も重要な意義の一つ 
を示しています。これは、ク ルアー ンを広めることです。 
なぜなら当時ムスリムたちは、迫害者や敵たちに対し戦う 
だけの力はなく、またその為の装備も備えてはいませんで 
した。アツラーのお言葉な外、彼らの手には何もなかった 
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のです。だから、クルアーンで示されたこの大きな戦いと努 
力の唯一の道は、クルアーンを広めることだったのです。 

樂 

アツラーの 使徒は、 ハディースで 次の よう に語られて い 
ます。 

「ただ、次の二人の人がうらやましく感じられる。/人 
は、アツラーが彼自身にクルアーンを与えられ、巧も昼もそ 
れで忙しくしている（クルアーンと共に生き、それを伝えて 
いる）人、もう J 人が、アツラーが財産を与えられ、その財 
産を巧も昼もアツラーの道において施している人である」（ブ 
ハー リ ー 、イリム、15、 ムス リム、 ムサーフイリーン、 266) 

ク ルアー ンで忙しくしていることの最も徳のある状態 
は、それを学ぶこと、教えること、その道徳によって徳を身 
に着けること、命令や禁止事項に従った生涯を送ること、信 
仰を優雅で柔らかな言葉で説くことです。ク ルアー ンと布教 
が、ホめられるだけの素晴らしい影響を及ぼすことはただ、 

ク ルアー ンで忙しくしていることで、この感情の深みに達し 
た細やかな信者の益なのです。 

実際、預言者ムハンマドを殺害するという、凶悪な意志 
を持って出発した聖ウマルが導きを得る為の媒介となったの 
は、預言をムハンマドのドウアーの恵みに加え、その妹がま 
で、むの深みと共に読み、体現したクルアーンの伝達でし 
た。 


アッラーの 使徒とサ ハーバた ちは、ク ルアー ンと、 アッ 
ラーの 教えを伝えるという道であらゆる力と努力を発揮し、 
その為に財産や生命、あらゆる可能性と力を差し出したので 
す。預言者ムハンマドの、導きへと招く手紙を、死刑執行人 
の前で恐れることなく皇帝に読み上げ、差し出したサ ハーバ 
は、その務めの為に命すら差し出すことに禱踏しませんでし 
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た。預言者ムハンマドの有ぶな最後の説教を聞いた約12万 
人のサハーバのうち、約2万人のみがマツカとマデイーナで 
埋葬されたことを考えるなら、布教の招きがいかにサハー 
バによって国境を超える興奮の火巧として実践されたかと 
いうことがよりよく a 解できるでしょう。実際、中国から 
イスタンブールに、アフリカからコーカサスまで行ったサ 
ハーバたちは、行った先々で導きと慈悲を植え付け、イス 
ラームの運命において誉れある地位を獲得することができ 
たのでした。このようにいてマツカから始まった導きへの 
招きを、あらゆる時代と場所へと届けたのです 

特に預言者ムハンマドの、人類を導きへと招くアッラ 
一のメッ七ージを伝えるという点での超人的な努力や奮闘 
は、ーホで布教の任務や責任の大きさや重要性を示し、ま 
たーホで信者がこの点でどのような信仰の高まりの中で生 
きるべきかを示しています。 

アッラーが、おたちしもべに最も完成された例として 
遣わされた預言者ムハンマドは、その人生を布教の任務に 
捧げられました。多神教徒の、現世や我欲の観点からは非 
常に魅力的である提案を拒否したことでさらに強まった迫 
害、からかい、侮辱、そして不正を受けながらも、彼をそ 
の布教の道での努力から遠ざけることはありませんでし 
た。その道における最も小さな揺らぎすら受け入れないほ 
どに囲いみ意と、信仰によるむの高まりの中にいました。 
布教の任務を始めたばかりの、最も無力であった時期です 
ら、その布教を断念させる為に多神教徒が行った魅力的な 
提案に巧し答えたこの歴史的な返事も、そのことを示して 
います。 



「誓って言うが、アツラーの教えを伝えることを断念す 
るようにと、太陽を右手に、月を左手に載せたとしても、 
わたしはやはりこの布教を断念しない。崇高なるアツラー 
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がそれを世界に広げられ、それで私の任務が終わるか、あ 
るいは私が この 道で死ぬか、である」 化 

実際、預言者 ムハンマドはイスラームの 布教の為、人間 
にはとてもできないような苦おや迫害に耐え、あらゆる機 
会を活用されました。人々の心に導きの種をまくことがで 
きるよう、あらゆる手段を実行し、 ウン マに最良の模範と 
なったのです。 

実際、預言者としての最初の時期、多神教徒たちが巡礼 
の為にマッカに来ていた時に、自ら全ての部族を訪問し、 
彼らに何度も イス ラームを説きました。人々が集まってい 
る場所、しやべっている場所を常に動き、そこに居合わせ 
た人全て、自由民、奴隸、弱い人、強い人、豊かな人、貧 
しい人の区別をすることなく、まずアッラーの唯一性を信 
じるよう招いたのです。 

ジャービルは次のように語っています。 

「預言者ムハンマドは無明時代のある巡礼の時期に、ワ 
クファの場所で巡礼者たちに教えを伝え、 

『矛ふをその一族のもとに連れて行ってくれる人は誰も 
いないのか。クライシュ族はアッラーの言葉を伝えること 
を巧害するのだ』と言われた」 （ァブー.ダーゥー ド、 スンネッ 
卜、 19-20) 

さらに マッカに 設けられたウカーズ、 マ ジャンナ、ズル 
マジャズのような大きな巿場での部族の宿'泊場所にまで出 
向き、彼らに自分を紹介させ、彼らをアッラーの唯一性を 
認めること、ただアッラーにのみ崇拝行為を行うことへと 
招きました。 


16. 


参照：イブヌル.ェシル「アル.カーミルフイッ•ターリヒ」11，64 
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特にターイフで受けた侮辱と迫害にも関わらず、彼はや 
はりアツラーに彼らの救いを願いました。広大なターイフ 
でただアツダースという《のしもべのみが導きを得たこと 
ですら、その悲しいむに癒しをもたらすには十分でした。 
自分が受けた迫害や侮辱にも関わらず、怒りを感じること 
なく、その心において許しと慈悲がより強くあったことか 
ら、彼らの導きの為にドウアーをすることができたので 
す。 


預言者ムハンマドの屯、は、ターイフの人々が彼に行った 
迫害を悲しむーホで、彼を悩ませていた本来の問題は、布 
教の任務と責任において不足だったり、無力だったりする 
ことへの恐れでした。実際、その条件の中ですら、アツラ 
一に次のように巧護を求めています。 

「アツラーよ！私の力が及ばないこと、無策となって 
しまったこと、人々のまなざしにおいて侮辱され、軽視さ 
れることをあなたにお示しします。慈悲深い中でも慈悲深 
いおホよ。もしおに対して怒っておられるのでなければ、 
おは自分が受けた迫害や災難を苦にはしません。アツラー 
よ、おの民に導きをお与えください。彼らは知らないので 
す。アツラーよ、あなたがご満足してくださるまで、あな 
たの許しをホめます」 （イブ ニ-ヒ シャム、 II 、 30) 

このはかない生で無限の喜びをホわうことは、預言者ム 
ハンマドのように許しと慈悲の芳香を感じることで可能と 
なります。慈悲を、あらゆる熱情の上に高めることが必要 
です。おたちは慈悲深く振る舞い、アツラーの慈悲深さに 
ふさわしい状態になるのです。そしてアツラーの「ラフマ 
ーン」 の特性がおたちの上に顕示されるのです。 
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了 ッ ラーの 慈悲は大海のようであり、也、が満たされる為 
にはそこからのひとしずくで十分なのです。このしずくが 
ムに落ち、海のホわいを感じさせた瞬間に、その心は大海 
に出会います。それぞれが慈悲の海となったムは、懇願、 
ドウア ー、 布教によってあるべき状態に達します。このよ 
うな心はもはや、状態という言語によって「おたちを哀れ 
みください」と嘆く、創造の意図を知らないまま不注意に 
生きる人々の無言の嘆きを聞き取れるようになります。悲 
嘆にくれる人々の周囲にいるのです。ターイフは、この状 
態の最も明白な例です。太陽にとって暖めないこと、照ら 
さないことが不可能であるように、完全な魂にとっても憐 
みを感じないこと、それゆえに真実と善のボ教に無関むで 
いることは同様に不可能なのです。 

アッラーの 使徒は疑 レ 、もな く、 諸世巧への慈悲として遣 
わされました。一部の人々がその尊さをかつて a 解せず否 
定し、あらゆる種類の侮辱にふさわしいと見なしていたの 
にも関わらず、彼らのこの種の熱狂や粗暴な態度すら、預 
言者ムハンマドにおいて慈悲が怒りに 勝つ ことを妨げるこ 
とはありませんでした。逆に、彼らをより深く憐れまれる 
という結果を生じさせました。このようにして、自分たち 
が陥った悲惨さを幸福だと思い込んでいる多くの苦悩する 
魂が、広い慈悲、寛容、許しと慈しみの海のようである預 
言をの心の空気の中で、信仰という誉れに至ったのです。 

実際預言者ムハンマドの次の表現は、彼の布教任務にお 
ける魂の状態を明らかにするものです。 


「串ふとあなたホの状態は、かのものに似ている。ある人 
が火をつけ、その火が周囲を照らすと、蛾たち、そして巧る 
さを好む動物がその火に飛び込もうとする。その人は、それ 
を防ごうとする。しかし動物たちのホが勝ち、その多くが火 
に飛び込んでしまう。おはあなたホが火に飛び込まないよ 
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そう、私たちがこの章句で語られている「最良の共同 
体」という表現が含むものに加わることができる為には、 
預言者ムハンマドのように善、徳、価値あることを実践 
し、命じ、悪事や災いから遠ざかり、それを禁ずることが 
必要なのです。 

アッラーは 別の章句で、 

DDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDD 

□ □□□□□□□□皿□□□□□□□□□□□□□回 □□ 

□ □ (フッ スィ ラ 章、第41章、第33節）と語られ、 この 崇高な任 
務の、生涯における重要性を示しておられます。 

ウンマとなるあ誉と幸運に至ることのできた預言者ムハ 
ンマドが、永遠の救いへの招きを人々に伝える為になされ 
た超人的な努力を忘れず、彼の一つ一つの スン ナを、その 
ウンンマとしてどれだけ実践できているのかという点をし 
ばしば点検しなければなりません。なぜなら預言者ムハン 
マドは生涯を通して実践したこの任務が、ウンマによって 
もどういう形であれ継続されることを望んでおられたから 


う、あなたホの腰をつかんでいる。しかしあなたホは火に飛 
び込む為に走って行くのだ」 （ブハーリー、リカーク、 2 句 

畿 

アツラーはクルアーン でかのよう に 語られています。 
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です。彼はあらゆる機会にウンマに布教の任務と責任を思 
い出させ、それを奨励されていました。実際、あるハディ 
ース では、 


「一つの節でもおが伝えれば、それを人々に届けなさ 
い」 と言われました。（ブ ハーリー、エンビヤー、 50) また別 
のハデイースでは、 

「おたちから何かを聞き、それを聞いた通りに他の者に 
伝えるをの顔を、アッラーが明るくしてくださるように。 
なぜなら、彼自身に知識が伝えられた人々のうち、その知 
諭を伝えた者よりもよりよく巧がし、実行する人々が多く 
いるのだ」（テイルミズイー、イリム、 7) と言われ、ウンマ 
に布教の任務を奨励されました。 

さらに人間を悪事や災いから、良いこと、善行へと招く 
全てのこの布教と警告の任務は、おたちの信仰の一種の試 
金ちという地位にあることを警告している、次のような預 
言をの宣告は、大きな教訓を含むものです。 

預言をムハンマドは次のように語られています。 

「あなたホのうち誰かが悪事を目にしたのであれば、そ 
れを手で正しなさい。それができる力がなければ、舌で正 
しなさい。それにも力が足りなければ、むでそれを憎みな 
さい。これは信仰の最も弱い状態である」 （ムスリム、イーマー 
ン、 78) 

また別のハディースでは預言者ムハンマドは次のように 
語られています。 


「おに生命を下さったアッラーに誓って言うが、あな 
たホが善行を命じ、悪事を禁じるか、もしそれをしないの 
であればアッラーがその位階からあなたホに懲罰を与えら 
れ、あなた方が行うドウアーも受け入れられないか、であ 


る」 （テイルミズイー、フイテン、 9) 
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□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 
□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 

□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□回 

□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 

□□□□□□ 
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人間のうち最も幸福であるのは、ムをクル 
アーンとスンナの空気の中で精神的な作業をと 
して、被造物をそこに入れることのできる者で 
す。人の本質的な価値と尊厳は、むを豊かさで 
満たして生きること、そのむの状態で布教を行 
うことにあるからです。むボ精神的な意みでと 
げで満たされているのに布教を行おうとするこ 
とは、無駄に疲弊することであり、大きな損失 
となります。 
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アッラーの 啓典と預言者 ムハン マ ドのスン ナを人生にお 
いて実践する為には、真実を伝えること、人々に奉仕する 
ことという任務を、自分のむで熱情という状態にすること 
は不可欠です。なぜなら信者の人生は奉仕とボ教の一生で 
あるべきなのです。 

疑う余地もないことですが、真の信者を他の人々から区 
別する最も重要な特徴の一つが、彼がより慈悲深いという 
ことです。布教は、同時に一つの慈悲の産物です。慈悲の 
最も明白な形である真実への招きと善の奨励は、まずその 
人自身の自我において実現していることが条件となります。 

真実への招きと善行への奨励の為には、まずは真実と 
善行のありホについて正しく知っていることが必要です。 
なぜなら、無知な者の布教はただお式という点にとどまら 
ず、そこに含まれるものという点においても誤りとなって 
しまうことを避けられないからです。だからこの道におい 
て最初に必要なものは、 □□□□□□□□□□ です。なぜな 
ら、信仰としもべとしての生を知性と,。の均衡のうちに生 
きる為に、この二つの資本が必要であるからです。 


また一方で、宗教的な諸問題を □ □□□□□□□□□と 
して知ることは、学問上全てのムスリムの義務であること 
から、全ての信者は少なくともこの基本的な事柄を知って 
いることが必要です。知らない者は、「眉を整える際に目 
を取り出す」恐れで、知識上及び心における不十分さを迅 
速に取り除く努力をし、学んだ事柄をその生涯において実 





屯の圍扇から最胡の息 


践し、知識を□□□□□□□□□□□□とするべく努める 
べきです。なぜなら、真実と善への招きへの影響は、おた 
ちの心の地平線の深遠さによるものであり、それは内面世 
界を豊かさと精神的で満たしていることで可能となるので 
す。 

メヴラーナが言っているように、 

「袋をいっぱいに満たそうとするのであれば、下に開い 
た穴からこぼれないようにしなければならない」のです。 

実践することなく、知識も伴わず、後先を考えず、熱情 
や活気、心の高まりもなく、粗野な表現、低俗な方法で行 
われる布教について、あるべき効果をもたらすことを期待 
することは、悲しみの原因となるだけでなく、同時に重い 
責任の要因ともなります。 

だから信者は、 '巳、 の世巧を イス ラームの優美さ、細やか 
さ、そして美しさで飾るべきです。その状態、言葉、態度 
によって模範となりつつ、真実の布教と善の奨励において 
も例を示すべきです。なぜなら真実への招きという任務の 
真実は、 アツ ラーへの愛情、 アツ ラーに向かうことの中に 
秘められているからです。実際、ヒラーで最初の啓示を受 
けた預言者ムハンマドにおけるこの崇高な情熱は、彼の魂 
を布教の恵みと興奮によって満たし、彼をミラージュにお 
いて アツ ラーの御前まで高めたのです。 

クルアーンでは、アツラーは 次のように語られて いま 
す。 
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□ □□□□□□□□回 

□ □□□□□□□□□田□□□□□□□□□田□□□□回 
DDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDD ( 側'吾 

章、第9章、第 71-72 節） 

人間のうち最も幸福であるのは、心をク ルアー ンと スン 
ナの空気の中で精神的な作業をとして、被造物をそこに入 
れることのできる者です。また彼らは、ク ルアー ンの深み 
から得るべきものを得て、真の信仰生活を送り、そのむを 
最期の息まで我欲に従った理性のもたらす疑惑から守るこ 
とのできる人でもあります。なぜなら人の基本的な価値と 
尊厳は、心を豊かさで満たして生きること、その心の状態 
で布教を行うことにあるからです。が精神的な意ホでとげ 
で満たされているのに布教を行おうとすることは、無駄に 
疲弊することであり、大きな損失となります。 イスラーム 
は人間の魂にとっての癌である □ □□□□□□ を拒否し、 
ムに謙虚さ、愛情、そして慈悲を勧めます。信をのムの庭 
園は花畑のようであるべきであり、そこでは散漫でゆがん 
だ顔、落ち込んだむがをらぎを得て微笑むのです。だか 
ら、屯、と体のちょうどとげのようである感情、思い、振る 
舞いを清め、布教を行える状態となることが必要です。 

歴史上有をなハッジャージュ.ザーリムはその迫害をを 
声としていた人であったとはいえ、哲学的性質を持った人 
でした。ある時金曜化拝で彼を見かけた導師が「ァッラー 
の最も愛される行為は、迫害を行う統治者にその不正を訴 
えることである」という命令を取り上げ、非常に厳しい言 
葉を用いて語りました。ハッジャージュ.ザーリムは静か 
にそれを聞いていました。 

化拝の後、導師を呼び、彼に尋ねました。 

「あなたは説話で何を語ったのだ」 
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導師は、どちらにしても首を切られることになると考 
え、引きさがることなく、説話での話をもう少し厳しい表 
現で繰り返しました。ハッジャージュは 

「奇妙なことだ」と言いました。「あなたは知識のある 
人のように見える。しかしイスラームへの招きのやりホを 
知らない。あなたはクルアーンを全く読まないのか？確実 
にあなたよりもずっと徳を備えているムーサーが、おより 
も過ちが多く、さらには教えを否定する者であったことが 
確実な フィル アウンに手紙を送る時に、アッラーは彼に水 
の流れのように柔らかい言葉を用いるように命じられたの 
ではなかったか？」 

導師は過ちを理解し、許しをたい、ハッジャージュの許 
しと寛容のおかげで首を切られずに巧んだのでした。 

預言者 ムーサーに 巧し起こり、おたちに 一つの ホ法を示 
しているものは、この出来事での アッ ラーの宣言口のみでは 
ありません。 クルアー ンの多くの章句でも、布教を柔らか 
く英知に満ちた言葉で、相手を傷っけることなく行うべき 
であることが示されています。 

アッラーは 別のク ルアー ンの章句で、 

iJ も J\ 

□ □□□□□□□□□□□□□□田□□□□□回 □ 

□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□ (蜜蜂章、第16章、第 
125節）と仰せられ、布教の作法を示されています。だから、 
その生涯が生きたクルアーンのようであった預言者ムハン 



参照：ター.ハー章第 43 — 44節 
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マドの模範的な人格から得るべきものを得て、彼が示して 
いるホ法や作法を尊重することが必要です。 

従って信者は、まず自分の内面、外面の世界をイスラー 
ムの美点によって飾り、良い徳や振る舞いによって周囲に 
信頼を持たせる人格と性格を備えるべきです。実際、預言 

者ムハンマドは、 

□ □□□□□□□□□□□□□□□ (詩人たち章、第26章、 
第214節）という章句が啓示された時には、クライシュ族を 
サファーの五に呼び、高い岩の上から彼らに呼びかけまし 
た。 


「クライ シュの 人々よ！私があなたホに、 この 山のふも 
ともしくはその谷に敵の騎馬がいる、すぐにあなた方を攻 
撃し、お産を奪うだろうと言えば、おを信じますか」 

彼らは全くためらうことなく、 

「はい、信じます。あなたのことを今まで正しい人と見 
なしてきました。あなたが嘘をついたのを間いたことがあ 
りません」と言いました。 

預言をムハンマドはこのように、布教な前に彼らに、自 
分がみして嘘をつかないこと、信頼できる誠実な人である 
ということについて評価を受けていました。つまり、成熟 
した誠実な人格を備えていることを、周囲の人に認めさせ 
ていたのです。 イスラームの 否定を死守していたアブー. 

ジャフルで すら、預言者 ムハン マドのことを嘘つきだとは 
言わず、ただ次のような言葉で彼を批半りしていたのです。 

「ムハン マドよ、私たちはあなたが嘘つきだと言ってい 
るのではない。あなたの「信頼できる」という称号はこの 
マッカの民、つまりおたちが与えた。あなたは嘘をつかな 
い。この任務をあなたに与えた天使があなたを誤らせてい 
るのだろう」 ^ 

- 
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DDD D 

□ □ □□ 

(家畜章、 




このように、 アツラーの 使徒の最大の敵である アブ 
一-ジャフルですら、彼が特別な人であることを評価して 
いました。さらに、預言者ムハンマドに会うや否や、彼の 
そのありホという言葉の影響を受け、「この顔は嘘をつか 
ない」と言い、信仰によって誉れを得たをに加わったので 
す。そう、屯、をつかむうえでも、この性質が非常に必要で 
あることは否定ができないことなのです。 

私たちの歴史において特別な人物である征服王メフメ 
ツ ド. ハーンは、 イ スタンブールの 征服の10年後に ボスニ 
アを制服しました。しかし真の征服、つまり人々の心の制 
服は、外見 上の 鍵を開いた剣がしまわれてから実現しまし 
た。なぜなら、そこにアナトリアの大地で育った'。の兵± 
たちで構成された清らかな信者のま族が居住するという形 
で、 □□□□□□□□□□□□□□□ の行軍が始まったから 
です。その結果として ボスニア 人はそれほど時間が経過し 
ないうちに、イスラームによって誉れを得たのです。 

実際、武器は迫害を取り除く為に用いられます。しかし 
本来実現するべき真の征服は、 心の 征服なのです。これは 
イスラーム の道徳と細やかさを実際に体現し、模範的な人 
格という状態になることで可能となります。なぜなら、布 
教と招きの影響は、招いている人の生きホと精神生活に非 
常に結びついているからです。したがって真の布教者にと 
って、 アツラーの 均衡の英知を把握できないこと、被造物 
の状態による言葉を理解できないことは、むの状態が不十 


アツラーはこの 性質に ついて、クルアーンで 次のよつに 
語られています。 
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分でないことから生じています。中に細やかなむが入って 
いない乾いた衣装は、周囲にどのような形であれ、安らぎ 
や喜び、素晴らしさを広めることはできないのです。 

だから優先的に勝利することが必要である戦いとは、人 
間の内面世界での戦いです。アッラーはこの戦いをクルア 
ーンで、人の内面世界における「罪と篤信」として伝えて 
おられます。むが罪から救われ、篤信によって飾られるこ 
とは、人間の真の幸福と永遠の救いの資本です。心に影響 
を与え、永遠の幸福を植え付けることができる人とは、そ 
の内部での戦いに勝利し、アッラーに真の意巧の服従によ 
って従うをのみです。 

また一方で、布教で注意されるべきもう一つの点は、相 
手を尊重することです。なぜなら、ボ教の巧手が人間であ 
る故に、その人がアッラーが創造された誉れある存在であ 
るということを常に頭に入れておくべきです。布教におい 
てもし信仰から始めなければならないのであれば、巧手に 
それが不足していたとしても、その創造における真の価値 
ゆえに、相手に注意をおうべきです。その意ホは、怒りや 
暴力の代わりに希望、寛を、慈悲を持って振る舞うという 
ことです。そもそもこのように振る舞うことは、人の見方 
におけるこの基本的見解によりかなったものです。詩人は 
この点を表現する為に、 

「地に落ちることで」 （ N . ケマル）と書いたのです。 

ク ルアー ンは人に敬意を示す全ての章句で、それをこの 
真のありホと結びつけています。ク ルアー ンでは次のよう 
に語られています。 
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□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 
□ □□□□□□□□□ (夜の旅章、第17章、第70節） 

実際それはただ人間であるという尊厳により、ク ルアー 
ンではアツラーの代理者と評価されているのです。 

信仰とその後にもたらされる誠実な行為は、この本質的 
な誉れが要するものです。信仰と誠実な行いの欠乏は、こ 
の本質的な誉れ、すなわち人間であることの尊厳が要する 
ことを実現できないことは、その本質に恐怖を与える欠乏 
であり、屈辱です。行動の観点から不足があるをは、信仰 
ボ欠乏している者ほどではなかったとはしても、憐れまれ 
るにふさわしいのです。このような欠乏に至ってしまって 
いる者には、普通の人であれば立腹するかもしれません。 
しかし信仰の興奮、喜び、完全性に到達した者であるな 
ら、憐れむべきなのです。なぜならその価値から期待され 
るものはそれであるからです。この憐みの感情は、支援を 
必要であると見なします。支援の最も大きなものは、永遠 
の幸福への招きである布教によって、実現するのです。 

雜 

真の布教者は、魂に均衡と生命を植え付けることのでき 
る、道案内者としての人格です。あらゆる場面で布教を、 
愛着、愛情、慈悲と共に行うべきであることを知り、信仰 
の源となる人々です。言葉、文章、そして模範的な品のあ 
る行動によって、人々に幸福と平まへの道を示すこの道案 
内をは、あらゆる悲しみの周囲、身寄りのない人のそば、 
をしんでいる人の枕元にいるのです。彼らは、その周囲の 
不幸な人々の苦しみと、それに関する自分たちの責任を心 
で感じている為に、導きの光を待つ人々の援助に駆けつけ 
ゆ るのです。 

- 
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また彼らは、人々をアツラーからの信託として認識しま 
す。全ての被造物に愛情と慈悲を持って接する魂を獲得し 
ます。慈悲の種から芽生えた責任感がこのような形で彼ら 
を普通の人であることから離れさせ、永遠の出会いの為の 
旅人とちます。出会いの努力の為の苦劳を受け入れ、奉仕 
や導きの為に自らを捧げる者は、それによってこの真実の 
キャラバンに加わり、人々の心を永遠へと運びます。フダ 
ーイー、ユヌスのようなアツラーの友である人々の真の兄 
弟という位階に達するのです。 


纔 

アツラーがその光を最後の審半りまで完成させる、つまり 
イスラームが最後の審判まで続いていくことは、アツラー 
の約束です。しかし布教の任務は教えの継続の為の媒介で 
あり、要因であるという性質を持っているということも、 
忘れてはいけないことです。その教えは、アツラーがその 
真実に適った形で知られること、イバーダによって崇拝さ 
れることです。なぜなら、万物の存在の a 由がこれである 
からです。 


ある時巧、あるいはある地域で宗教的生きホが弱まり、 
人々が誤った道に滑っていることが見られるのであれば、 
そこでは布教活動が信仰に次いで最初に、そして最も重要 
な任務として現れます。真実と善を伝える上で成功がなさ 
れないのであれば、多くの合法な事柄においてもその合法 
性が失われます。例えば、母が授乳期の子供に授乳するこ 
とは、非常に尊く神聖なことです。しかし家が燃えている 
ことを目撃した母が、子供への授乳を続けていれば、それ 
は問題となります。なぜなら火事に巧して何かをすること 
が、その瞬間には子供に授乳することよりもずっと重要で 
あり、緊急性があるからです。このように、教えを体現す 
るということにおいて成功できていない時代には、真実を 
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善を勧め、布教を行う人々がいない限り、他のことに従事 
することは、それな外の時代と比べてより重い責任を生じ 
させます。 

かのことも忘れてはいけません。このイス ラームの 奉 
仕は1400年前からおたちに、無数の困難や苦しみと共に伝 
えられたものです。私たちがなすべきことは、この信託を 
私たちな降の世代にも同じ細やかさのうちに伝えることで 
す。この点で今の時代は、真実と善の勝利の為に献身的な 
努力をすることを必要とする時代です。これはそもそも、 
論理的な事実です。なぜなら、まのタイヤが泥にはまった 
時、それを押す人の苦劳は、車が平地にある時にそれを押 
そうとする人の苦劳とは比較できないからです。ここには 
もう一つの細やかなおがあります。それは、押されている 
車のタイヤが泥から出る為には、ただ子供の手頸の力ほど 
の力を出すことが必要とされているその重要な瞬間に、そ 
の小さな協力がさらに大きな重要性を持つのです。それに 
対し、その重要な瞬間に胳にいて眺めているだけの人、務 
めを果たさない人の罪はより重くなります。信仰が弱くな 
り、若者が多くのネガティブな流れに影響を受け、人々の 
多くが力に従い、我欲に支配されて生きるこの時代には、 
わずかな努力で大きな報償が、小さな軽視で大きな責任が 
生じることを考慮し、この時代の細やかさに応じた振る舞 
いをするべきなのです。 


潔 



宗教、施行、祖国、民族の為の奉仕で成巧することは、 
当然全ての人にとって大きな幸福です。しかし布教の任務 
における真の問題は、成功か失敗ではありません。重要な 
のは、アッ ラーの ご満悦を得るという望みで この 道ででき 
る限りの努力を行うことです。必要な要因の為になすべき 
ことをしたからと言って、行われる布教の全てに良い結果 
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その為、行った布教がをけ入れられなかったとしても、 
少なくとも災いの速度を遅め、おそらくは長い期間でその 
成果を示し、改善の要因になるかもしれないということも 
わすれてはいけないのです。さらに布教をは、何らかの結 
果を得ることができなくても、この義務の責任からは救わ 
れます。なぜなら、アツラーの道において加わり、勝利で 
きなかった戦いよりも、加わることができたのに加わらな 
かった、努力を示さなかった戦いにおいて責任を問われる 
ことは確実であるからです。アツラーのはかりで評価され 
るのは、この点において自分のなすべきことをやったかど 
うかなのです。 

実際、そう言った時代はあり、一人の預言者が来て、多 
くの人が彼に従い導きを得たことも、また預言者が来て、 




を期待すること、それが実現しなかつた場合に失望や悲し 
みに沈み、自らを疲弊させることも正しくないのです。な 
ぜなら、導きを与えられるのはアツラーであられるからで 
す。しもべがやるべきことは、倦むことなく、あきらめる 
ことなく、失望したりひるんだりすることもなくボ教を続 
けること、結果をアツラーに委ね、信頼していることで 
す。実際、諸世巧への慈悲として遣わされた預言者ムハン 
マドが「人をもう一人でも、炎からあう」という希望で自 
らをあまりにも疲弊させた時には、次のアツラーの警告が 
下されました。 

□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 

□ □□□□□□□□□□□□□田 □□□□□□□□ □□□□□□ 

DDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDD 

□ □ (詩人たち章、第％章、第 3-4 節） 
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その導きの顕現がわずかな信者の上にのみ見られたことも 
ありました。つまり導きは アツラーに よるものなのです。 
しかし預言者を始めとして、全てのウン マは、イスラーム 
を実践し、伝える責任を負うのです。 

布教を子供や家族から始め、ムスリムの本来の性質とい 
う状態にすることが必要です。信者それぞれがあらゆる状 
態で布教がなる道を探し、持っている力、知識、文化レべ 
ル、 心の成熟さ、その地位に応じて、自分がやるべき形で 
その任務を果たすこと、人々に意識を持たせる為に務める 
責任を負います。なぜならク ルアー ンで述べられているよ 
うに、アツラーはしもべたちに、その力な上のものはホめ 
られないからです。しかし、その力に応じてその務めを果 
たすことを義務付けられたのです。 


雜 

真実と善への招きという点で最も崇高で特別な模範は、 
疑いもなく預言者ムハンマドであり、次いでその崇高な存 
在の巧続者であるアッラーの友である人々です。彼らのあ 
らゆる状態にはそれぞれ固有の素晴らしさ、細やかさ、深 
さ、そして崇高さが含まれます。事実、この純粋なしもべ 
たちのうち、その導きを得ている □□ □ □ □ の模範的な性質 
で満たされた生涯は、あらゆる要因を通しておたちを真実 
と善にホ向づけるしるしや導きを示しています。 


ムーサー師は、死という結果につながった病気の際に 
も、「おに力があれば、町々を、国々を訪ね歩き、兄弟た 
ちの物質的、精神的な苦しみの為の薬となる為に努力をす 
るのだが」と強く願っていたのでした。 



なぜなら彼は生涯において、肉体的、経済的、そしてむ 
という点でしもべという意識の中で生きることを最大の原 
則としていたからです。その力に応じ、手が、もしくは,。 
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□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 
□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 
□田□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 

□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□田 

□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□回 

□ □□□□□□□田□□□□□□□□□□□□□□□□回 

□ □□□□□□□凹 

DDDDDD 



が届くあらゆる傷ついたもを、さらには全ての被造物を抱 
きしめていました。中央アジアに扉が最初に開かれた時に 
は、その老齢からは想像できないような活力、気力、巧奮 
と共にそこに走りました。またーホで南アフリカやヨーロ 
ッパに行き、そこでも精神的、社会的、そして心の美しさ 
を運ぶことに努めたのです。 

要するに、彼はその生涯全てを、み JI ドみの □ □ □ □ □ 
□ □□□□□□□□□けとクルアーンで賞貴されている、良 
い性質を備えたしもべとなる為の努力のうちに生きたので 
す。それにより、このはかないドームで、永遠に続くであ 
ろう素晴らしい声が残ったのです。素晴らしい誠実さ、素 
晴らしい救い、素晴らしいと、、素晴らしい呼びかけ、素晴 
らしい道徳、全てが素晴らしいもので満たされた、模範的 
な生涯が残されたのです。 

□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□回 

□□□□□□□□□□□□ 


□ □ 〔 
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18. 参照：サァド章第44節 







利他主義 



慈悲深さは、ムスリムのむでみして消える 
ことのない一つの炎です。慈悲深さは、人間性 
のこの世巧での最も特別な鉱石であり、むを通 
して私たちを アッ ラーとの出会いに導きます。 
慈悲を備えた信者は気前がよく、謙虚で、奉仕 
を行い、同時に人々の精神に秩序や生命を接種 
する、心の医師なのです。 




…け 




























































































































































































































































































□ □ □ □ 


アブドウラー.ビン.ジャーファルはある遠征の際、ナ 
ツメヤシの庭園に立ち寄りました。庭園で働くのは黒人の 
奴隸でした。奴隸には、3つのパンが与えられていました。 
その時、犬が一匹やってきました。奴隸は1つのパンを犬 
に投げ与えました。犬はそのパンををべました。もう一つ 
投げると、犬はそれもをベました。3つめのパンも投げ、犬 
もそれををべました。 

そこでアブドウラー.ビン-ジャーファルの間に、かの 
ような会話がなされました。 


「あなたの報償はいくらなのか」 


黒人の奴隸は、 

「あなたがご覧になっていた3つのパンです」と答えま 

した。 


「なぜ全てを犬に与えてしまったのだ？」 


奴隸は、 

「この辺りには犬は全くいませんでした。この犬は遠く 
から来たのです。飢えたままであることを、私の'。は受け 
入れなかったのです」と言いました。 


アブドウラー.ビン.ジャーファルは 


「しかし、今日君は何ををべるのだ？」と尋ねました。 
奴隸は、 
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「忍耐します。今日のおの取り分を、アッ ラーのこの 飢 
えた被造物に与えましたから」と言いました。 

「スブハーナッラー！串ムのことを気前が良いと人々は 
言うが、この奴隸はおな上に気前が良い」と言いました。 
そしてその奴隸とナツメヤシの庭園を購入し、奴隸を解放 
し、ナツメヤシの庭園を彼に与えたのでした。 

このように慈悲深く、慈愛にあふれ、深い感情を持つ人 
々をはぐくむイスラームは、化会的均衡において貧者と豊 
かな者の間の憎悪や敵意を取り除き、バランスを維持し、 
愛情をもたらす為にザカートを義務としました。イスラー 
ムの兄弟愛をより進んだ段階で実現化する為に、そしてす 
ベての ムスリムが「豊かな」心を持つことができるよう、 
良心に とっての 義務である施しを奨励し、それは □ □ □ □ 
□ □ で頂点に達したのです。 

なぜなら宗教の真の目的は、アッラーの唯一性の承認の 
あとは、立派な人、品格を備えた人、深い人を育てるとい 
うおで、その信者集团ををらぎが支配する状態にすること 
であるからです。 

この成熟はただ、ムに生じる慈しみと慈悲の感覚、そ 
してその最も素晴らしい表出として自分が手にしているも 
のを分かち合うこと、あるいはその先の、「利他主義」と 
表現される、自分がそれを必要としているのにもかかわら 
ず、自分が持っている恵みを断念し、それらを人に与える 
という徳、段階に達することです。 

慈悲深さは、ムスリムのムでかして消える こ とのない 
一つの炎です。慈悲深さは、人間性の この 世界での最も特 
別な鉱石であり、心を通して私たちをアッラーとの出会い 
に導きます。慈悲を備えた信者は気前がよく、謙虚で、奉 
仕を行い、同時に人々の精神に秩序や生命を接種する、心 
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の医師なのです。また慈悲深い信者は、あらゆる場面での 
奉仕を愛情と慈悲を持って行うことを知っている、希望と 
信仰の源となる存在です。彼は人々の魂にやすらぎを与え 
るあらゆる努力において最前列にいます。また言葉、义 
章、そしてその態度と共に、あらゆる悲しみの周囲、身寄 
りのない人のそば、苦しんでいる人の枕元にいるのです。 
なぜなら信者における信仰の最初の果実は慈悲と慈愛であ 
るからです。人の徳はクルアーンによって完成されます。 
実際、クルアーンを開いた時におたちの前に現れる最初の 
アツラーの特性は「慈悲」と「慈愛」です。アツラーは崇 
高なその特性を「慈悲深い中でも最も慈悲深い」という形 
で吉報を与えられ、しもべにもご自身の徳によって徳を身 
に着けることを命じておられます。したがって創造主アツ 
ラーへ•の愛情で満たされた信者のむは、アツラーのあらゆ 
る被造物を慈悲と慈愛で包むことが必要なのです。アツラ 
一を愛することの結果は、その被造物に愛情と慈悲を持っ 
て接することです。愛するをは、愛される者にがして、そ 
の愛情の度合いに応じて献身的に振る舞うことを一つの喜 
び、義務であると認識します。アツラーの被造物への施し 
は、アツラーへの愛情ということなのです。 

実際、アツラーの為に与えることの一般的な《称である 
サダカと施しには多くの種類があります。これらの頂点に 
位置するものが、利他主義です。これは、他者の ニーズを 
自分の ニーズより も優先するという徳です。成熟した信者 
が良心として責任を負う献身と細やかさの最も高い点での 
顕現です。 ムハンマド.ハーキミ■テイルミズ イーに 人々 
が 


「与えるとはどういうことですか」と尋ねました。師は 


「与えることは、他者の喜びにやすらぎを感じることで 
ある」と答えました。 
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利他主義の豊かな空気の中に入ることは、ただ細やかな 
ム、繊細な魂が得ることのできる益です。なぜなら真の利 
他主義は、貧窮を恐れることなく与えることができるとい 
うことです。この状態は、最良の、そして最も完成した形 
で、預言者たちやアツ ラーの 友である人たちの人生におい 
て見られます。当然このような頂点に達すること、その崇 
高な星に到達することは皆にできることではありません。 
ただ、その頂点に近づければ近づけるほど、それだけその 
尊い取り分を得ることができるという真実を考えるなら、 
利他主義に関する最も小さな歩みですらおたちにとっては 
断念することのできない永遠の利益なのです。 

アブー.フライラの 伝承によれば、ある人が預言者 ムハ 
ンマドの もとに来て、 

「アツラーの使徒よ、おは空腹です」と言いました。 

預言者ムハンマドは妻のうちの一人に知らせを送り、を 
ベるものを贈るよう求めました。 

しかし信者たちの母である彼女は、 

「あなたを預言者として遣わされたアツラーに誓って言 
いますボ、家には水な外のものは何もないのです」と答え 
ました。 

また他の妻たちも同じ状態であったことから、預言者ム 
ハンマ ドはサ ハーバた ちに向かい、 

「今晚この人をお客として迎えたい人は誰か」と尋ねま 

した。 

アンサール（マッカにもともと住んでいたムスリム）の 
一人が、 



「おがお迎えしましょう、 アッラーの 使徒よ」と答え、 
この貧者をまに連れていきました。まについて妻に、 
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「家には食べる者はあるか」と尋ねました。妻は、 

「いいえ、子供たちがをベるだけの量だけしかありませ 
ん」と言いました。サハーバは、 

「それなら、子供たちを何とかごまかしなさい。を卓に 
来たがるなら子供たちを寝かしなさい。客が家の中に入っ 
たらランプを消しなさい。私たちも食卓で食べているふり 
をしよう」と言いました。 

彼らはを卓につき、客は腹を満たすことができました。 
家の人々は空腹のまま寝ました。 

朝になって このサハーバが 預言者 ムハンマドの そばに行 
くと、彼を見た預言者 ムハンマド はこう言いました。 

「昨夜、客の為にあなたが行ったことにアッラーは非常 
に満足された。」 （ブハ ■ —リ'— 、 マナ'—イクブル.アンサ ■ —ル、 10; ム 
スリム、エシュリベ、 172) 

纔 


アツラーの 友である ラマダン オウル. マフムード.サー 
ミ師は、法学を学んだにも巧らず、しもべの権利を侵害す 
るという恐れを不をによりこの職業にはつかず、タフタカ 
レである職場の会計±として働くことを選択しました。師 
は職場に向かう為に、フエリーでカラキヨイに移動してい 
ました。カラキヨイからタフタカレまでは乗り合いバスに 
乗る代わりに、そのニーズを断念して歩いて通い、そのお 
金で施しをしていました。先人たちのこの崇高な徳やその 
状態は、おたちにとって素晴らしい模範です。 


実際、個人的な快適さ、快楽さ、家の飾り、日々の支出 
においてなされるほんの小さな自己犠牲によってであれ、 

この崇高な道徳からそれぞれが自分に適したものを得るベ 
きなのです。 
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□ □□田□□□□□□□□□□凹 

□ □□□□□□□□□□ (集合章、 

畿 




ヤムークの 遠征で、河死する間際であった3人の負傷し 
た戦±たちが、それぞれに与えられようとしていた水を断 
り、別の者に譲ろうとしたものの、結果として誰も死ね前 
に水を飲むことができませんでした。そしてそれぞれ、最 
期の息で一口の水をホめつつ、确死したのでした。 

イブニ.ウマルの伝承によると、サハーバの一 '人からあ 
る人に羊の頭が送られていました。その人は、 

「誰それは私よりもなお飢えている。彼に持って行きな 
さい」と言いました。その持って行った先の人も、同じこ 
とを言いました。こうしてこの頭は、7人の人の間を動いた 
後、最初の人のところに戻ってきました。なぜなら最も飢 
えているのはその人であったからです。 

また聖ウマルがダマスカスに行く際、ラクダに乗る順番 
が奴隸にまわってきた時、ちょうど町の門のところに到達 
するところでした。それにもかかわらず、強く主張して奴 


利他主義は、気自り良さの頂点でもあります。なぜなら気 
前の良さとは、財産の余分な部分のうち、自分にとって必 
要ではない部分を与えることです。利他主義とは、自分が 
必要としているものを自分から切り離して巧手に与えるこ 
とです。利他主義の精神的な報償は、しもべの献身に応じ 
たものになります。 アッラーはマッカのムハージル （移住 
を）たちに自分たちの資金を譲り、彼らの ニーズを 自分た 
ちの ニーズより 優先された アンサール （もともと マディー 
ナに住んでいたムスリム）についてかのように賞實されて 
います。 


〇 
□ 
□ 
□ 
□ 
-□ 
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隸をラクダに乗せたこと、自分は歩いて、奴隸がラクダに 
乗ってダマスカスに入ったことは、追従されることのない 
施しの顕現です。ここから考えるなら、施しは常に財産で 
行われるものではありません。このような振る舞いも、一 
種の施しなのです。 

施しの最も高いレベルである利他主義は、自らから取 
って与える、自分の権利を教えの兄弟に譲るという事象で 
す。預言者、サハーバ、アッ ラーの 友、そして誠実なしも 
ベたちに固有の崇高な段階における施しのありホなので 
す。 


聖アリーと聖ファーティマの次の状態は、利他主義の真 
実を素晴らしく表現しています。 

イブニ.アッバースが伝えているところによると、聖ア 
リーとその妻聖ファーティマは、子供である聖ハサンと聖 
フセインが病気から回復するようにと、3日間願掛けの断を 
を行いました。最初の日は、断を明けのを事として大麦か 
ら料理を作りました。ちょうど断をを終えようとしていた 
時、ドアがノックされました。やってきたのは飢えた、貧 
しい人でした。この神聖な家族は、手にしていたを事をふ、 
からアッラーの為にこの貧者に振る舞い、自分たちは水を 
飲んで、断を巧けのを事の代わりとしました。2日目の断食 
明けの時間になると、今度はそのドアに孤児がやってきま 
した。その日のを事も孤児に与え、彼らは水だけを飲んで 
いました。3日目の断を明けの時間には、捕虜が救いを求め 
てやってきた為、大きな忍耐と利他主義の模範を示し、断 
を明けのを事を捕虜に与えました。 


施しにおけるこの追従されることのない気前の良さ、他 
人を自分の我欲よりも優先したこと、そしてこの崇高な徳 
は、下されたク ルアー ンによって ア ッ ラーの 承認と祝福を 
受けることとなりました。 
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□ □□□□□□田□□□□□□□□□□□□□□□□回 

□ □□□□□□□□□□□□中□□□□□□田□□□□回 

□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 

□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 
□田□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 
□ □□□□□□□□□ (人間章、第76章、第 8-11 節） 

幸福の時代の、利他主義のもう一つの光景はな下のよう 
なものでした。 

バドウ ルの戦いの後で捕虜たちは2 . 3人ず つ、 サ ハーバ 
の間で分配され、預言者ムハンマドはこの捕虜たちによく 
振る舞うことを命じられました。 

その当時捕虜の一人であった、ムスアブ.ビン.ウマイ 
ルの兄弟アブー.ウザイルが語っています。 

「私が捕虜となっていたアンサールは、食事の時間に 
なると自分たちはナツメヤシで腹を満たし、パンやおかず 
をおに与えました。おはその状態を恥ずかしく感じ、彼ら 
にをベるよう申し出ました。しかし彼らは認めませんでし 
た。なぜなら預言者ムハンマドが彼らに、捕虜の世話をき 
ちんとするよう、命じられていたからでした。 （ラマザンォウ 
ル•マフムード•サーミ、レくドウルの戦い」 p . 93) 




被造物のうち誰も、その気前の良さた施し、利他主義に 
おいて預言者ムハンマドと比較することはできません。彼 
は気前の良さの頂点に達していました。 



アッラーの道においてその教えを説き、しもべたちを正 
しい道へと方向づけること、飢えている人に食事をさせる 
こと、無知である人々に忠言をあが得ること、助けを必要 
としている人の ニーズに 応えること、困難において忍耐す 





利化 主義" - 

ることといった、知識、財産、そして我欲に関わる気前の 
良さの全てが、彼には存在していました。 

クライシュ族の偽信者の重要人物であったサフワン•ビ 
ン•ウマイヤは、ムスリムではなかったものの、フナイン 
とターイフの戦いで預言者ムハンマドのそばにいたのでし 
た。 


ジュラ ーネで 集められた戦利品の間を歩き回り、サフワ 
ンがそれらを大きな驚嘆のうちに眺めているのを見て、預 
言者ムハンマドは 

「そんなに気に入ったかね？」と尋ねました。 

「はい」という返事が来たのに対し預言者ムハンマドは 

「その全てをあなたのものにしよう」と言われました。 

サフワンは自分を抑えることができず。 

「預言者のむな外、誰のムもここまで気前よくはあり得 
ない」と言い、信仰告白を行い、信仰を得たのでした。 

実際、利他主義は、もてなしの中でも最も栄光あるもの 
です。考えるべきことは、アッ ラーの 使徒、サ ハーバ、 誠 
実なしもべたちのこのようなもてなしを要因として、教え 
を否定することに固執する多くの人々が入信し、多くの敵 
が親友となり、導きを得たということです。そして多くの 
信をが、信者の兄弟に対する愛情を深めたのです。 

預言者ムハンマドはみして、自分から求められ、自分が 
巧応できる要求を拒むことはありませんでした。ある時に 
はご自身に9万ディルヘムの割り当てがありました。これを 
網細工の敷物の上に積み上げました。そしてそれを困窮者 
たちに全て分け与えたのでした。 



纔 
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ビツル 

クルアーンで□□□□□と表現される、「自分が好むも 
のを施すことができる」という徳も、ちょうど利他主義のよ 
うに高いレベルの施しの一種です。 

道徳の全てにおいて a 想的な模範である預言者ムハンマ 
ドは、疑いもなくこの点でも、追従されることのない頂点に 
ありました。彼が、小さなことにおいてすら信者の兄弟たち 
を自分の自我よりも優先させていたことにおける繊細さの例 
は、次のようなものです。 

ある時預言者ムハンマドは、ミスワークの木の枝か 
ら、2本のミスワークを作りました。ミスワークの 一つは 曲 
がっており、もう 一つは まっすぐで、立派なものでした。預 
言者ムハンマドはミスワークのうち良いホをそばにいたサハ 
ーバに与えられ、曲がったものを自分のものとしました。サ 
ハーバが「この立派なミスワークはあなたにふさわしいで 
す。アッラーの使徒よ」というと、預言者ムハンマドは、 

「1時間であったとしても、誰かと友人であった人に 
は、友としての権利を尊重したかどうかが問われる」と答え 
られ、この権利が利他主義とビッルの認識、すなわち信をで 
ある兄弟を自分の我欲よりも優先させ、愛するものを施すこ 
とで可能になるということを説明されました。 

火器の物語も、この状態における施しの徳の素晴らしい 
例です。 



ある時サハーバが、預言者モスクで集まり、預言者ムハ 
ンマドの恵み深い説話を間いていました。預言者ムハンマド 
はクルアーンの次の章句を読み上げられました。 
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1 一’’こ 

□ □□□□□□□□□□□田□□□□□□□□□□□回 

□ □□□□□□□□□□田□□□□田□□□□□□□□□凹 

□ □田 □□□□□□□□□□□□□ (イムラ-ン家章、第3章、第 
92節） 

深い,。の高まりの中で預言をムハンマドの話を聞いて 
いたサハーバたちは、この章句を自らの内面世巧の深みで 
感じることができているか、この巧言者の招きに含まれる 
範禱のものを何であれ全て施すことができているか、自己 
を確認していました。突然、一人のサハーバが立ち上がっ 
たのが見えました。その顔にアッラーの光が輝いているこ 
の神聖なサハーバは、アブー.タルハでした。、彼はこの 
モスクの近くに、中に600本のナツメヤシの木がある、貴重 
な庭園を持っていました。そしてそこを大変なんでいまし 
た。預言者ムハンマドをしばしば招き、振る舞い、庭園を 
より恵み豊かなものとしていました。 

アブー. タルハ—は次のように言いました。 

「アッラーの使徒よ、おの資産の中で最も尊く、おが最 
も愛しているものが、この町にある ベイル ハとして知られ 
る庭園です。この瞬間から、それを、アッラーとその使徒 
に捧げます。これによってアッラーがおを ビッル （善の完 
全な状態）に至らせてくださいますように。それを来世で 
の糧としてくださいますように。アツラーの使徒よ、この 
庭園をアッラーがあなたに示す形で活用してください」の 


19. 参照：ブハーリー、ワサーヤー、17 
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そう、アブー*タルハにこの献身を実行させた素晴らし 
い徳が魂に根付くことから生じる素晴らしいものが、人間 
性の表面においてその価値を発揮すれば、この地上で幸福 
の時代という雰囲気が形成されるであろうことは、想像に 
難くありません。 


潔 

アッラーの使徒は、何も持っていない人々ですら、施し 
に加わることを奨励しました。例えばアブー-ザッルはサ 
ハーバの 中で最も貧しい人でした が、 彼すらも施しへと招 
かれ、かのように語られたでした。 

「アブー.ザッルよ。あなたがスープを作る時には水を 
多めに入れ、隣人をも守ってやりなさい」 

信者は、暗い夜の月光のように輝き、深く、繊細で、細 
やかであり、利他主義であり、気前よく、慈悲深く、憐れ 
み深く、施しの興奮で満たされているべきなのです。 

現在においても、それぞれの力に応じた真剣な施しや利他 
主義が必要です。忘れてはいけないことは、苦難し、困窮のう 
ちにある人々の立場に、おたちもいたかもしれないということ 
です。だから、病人、困窮者、身寄りのない人、困難な状態に 
ある人、飢えている人に施しをし、利他主義を示すことは、ア 
ッラーに巧する感謝としてやるべきことなのです。私たちが手 
にしている恵みを、困窮者と分かち合いましょう。満足させ、 
喜ばせた屯、が、この世界でおたちの精神と、来世でおたちの助 
けと、天国でおたちの幸福となりますように。 

□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□回 

□ □□□□□□□□□□田□□□□□□□□□□□田□□回 

□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 

DDDDDDDDDDDDDD 
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足るを « ること 



足るを知ることは、その本質から救われ、 
完全性に到達した誠実なしもべと忠実な者たち 
のむのありホです。心の豊かさで手にしている 
ものに満足し、他の物を欲しがらないことで 
す。「満足は、無な蔵の宝庫である」というハ 
ディースに基づき、心が豊かさを得て安らぐこ 
とです。 
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マッカ出身の移住者であるアブドゥルラフマン.ビン. 
アウフは語っています。 

「おたちが全てをマッカに残してマデイーナに移住した 
時、預言者ムハンマドはおとアンサールのサアド.ビン. 
ラビを兄弟と宣言しました。そこでサアド•ビン.ラビが 
おに、 


「おは、資産という点ではアンサールのうち最も豊かな 
者です。私の財産の半分をあなたに与えましょう。これが 
私の財産です。どうぞ」 


と言いました」 

アブ ドウル ラフ マン.ビン- アウフはこれらを気にも留 
めていないような態度で彼に、 

「アッラーがあなたの資産と力をあなたの為に良いも 
の、神聖なものとしてくださるように。私にはこれは必要 
ありません。私に、市場への道を教えてください。それで 
十分です」と言いました。 

アブドゥルラフマン.ビン-アウフは巿場に行き、取引 
を始めました。それほど時間がたちもしないうちに彼は申目 
当の利益を稼ぎ、「感謝する金持ちたち」の仲間に加わっ 
たのです。 


それから1年がたち、ムスリムたちがイスラームが力を 
持ち、栄える時代を迎えていました。ある時断を明けのを 
事の時間に、アブドゥルラフマン.ビン.アウフの前に息 
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子が何種類かのを事を並べたのを見て、彼は悲しそうな様 
子で 


「ムスアブ. ビン. ウマイルは确死した時、その遺体を 
覆う布すらなかった。彼を包んだ布は短すぎて、頭を負お 
うと足が、足を覆うと頭が出ていた。最後には布を頭のホ 
に引き、足を良い香りの草で包んだ。聖ハムザが知死した 
時には、老女が着ている古いコートでその体を包んだ。ア 
ツラーはおに、この世界でこれほど豊かな恵みを与えてく 
ださる。来世では減らされるのだろうか？来世での権利を 
この世界で費やしているのだろうか？明日、アツラーの御 
前でこの恵みの勘定をどのように出すことができるだろう 
か」と言い、涙にぬれた目でを卓を放棄したのでした。 

そう、イスラームの偉人たちが真実の道においてと、で示 
した優れたしもべとしてのあり方と、現世に対する見ホを 
反映するズフド（禁欲主義）と足るを知ることの素晴らし 
い状態です。なぜなら彼らの世界ではズフドは、アツラー 
の愛情と恐れにより、アツラーな外のあらゆるものの価値 
がそのむで失われ、何の価値も持たなくなることであり、 
「足るを知ること」は、ズフドが高いレベルで屯、において 
実践されることだからです。 

従って足るを知ることは、その本質から救われ、完全 
性に到達した誠実なしもべと忠実な者たちの屯、のありホで 
す。屯、の豊かさで手にしているものに満足し、他の物を欲 
しがらないことです。 

「満足は、無尽蔵の宝庫である」 （デイレーミ、ムス ナ 
ド、 4699) というハディースに基づき、'巳、が豊かさを得てをら 
ぐことです。なぜなら満足によって豊かになるむは、現世 
の不まや恐れから救われるのです。魂は永遠を巧解し、こ 
うして信者においてははかない喜びの魅力はその寿命がお 

巧 きるのです。 

- 
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この状態を最良の完全さによって実践し、むが頂点に達 
していたアツラーの友たちの生涯は、足るを知ることの例 
で満たされています。 

聖ウマルがカリフであった時代に、シリア、 パレステイ 
ナ、エジプトといった地域が征服され、イランの±地の全 
てもイスラーム国家の域内に含まれていました。ビザンチ 
ンとイランの豊かな宝物が、イスラーム世界の中心であっ 
たマデイーナに流入してくるようになりました。信者の繁 
栄は頂点に達していました。しかし信者のカリフであるウ 
マルは、 この繁栄の レベルとは 無関係なむの極みにあり、 
国家の繁栄、国庫の豊かさにもかかわらず、っぎはぎの当 
たった服で説話をしていました。時には借金をし、困難な 
中で日々を過ごしました。なぜなら彼は、その国庫から何 
とか足りるだけの割り当てを得ることを選んでおり、それ 
によって困難な形で生計を立てていたからです。 

サハーバの有力者たちは彼のこの状態に忍耐ができませ 
んでした。カリフの報償を増やすことを考えていました。 
しかしこれを提案することに遠慮を感じていた為、聖ウマ 
ルの娘であり、預言者ムハンマドの妻であるハフサに提案 
をしました。彼らのを前を出さず、その父にこの提案を伝 
えるよう、ホめました。ハフサは、サハーバたちのこの提 
案を父に伝えました。預言をムハンマドが1日中空腹であ 
り、空腹をいやす為のナツメヤシーつすら見つけることが 
できずにいた日々を目にしていたウマルは 2 〇、娘のハフサ 
に、 


「娘よ！アッラーの使徒のを事や衣装の様子はどうであ 
つただろう力3」と尋ねました。 


20. 参照：ムスリム、ズフド、36 
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「何とか足りる程度でした」との返事を得ると、ウマル 
はこう続けたのでした。 


「二人の親友頒言者 ムハンマドと アブー. バクル） と 
私は、同じ道を行く3人の旅人のようである。 J 人目（預言 
を ムハンマド） はその地位に達した。もう一人（アブー- 
バクル） は同じ道を行き、一人目とお会いした。3人目であ 
るおも、友たちのところに到達したいのだ。もしあまりに 
も多くの荷を負って行けば、彼らに追いつけない。君は私 
が、 この 道での人目となることを望まない のかね？」リ 

疑いもなく、聖ウマルのこの態度は、崇高なむの感覚が 
生み出すものです。真実と法を実際に体現し、この世界に 
分配した聖ウマルの無数の徳の逸話は、精神の鍛練におい 
て模範とされるべき最も選び抜かれた見本なのです。 

実際、人は、芸術家や天才を評価します。しかし彼らの 
個人的な振る舞いを模做しようとはしません。模做される 
ものは、しっかりした性格、真剣でゆるがない人格です。 
このような人々の、崇高で頂点に達した人格が、その生涯 
が終わった後でもウンマへの忠言として示され、徳の鍛錬 
として伝えられるのです。 

アッラーの使徒の人格に驚嘆し、彼の道を進んだサハー 
バは、 

「イス ラームに 進み、自らに何とか足りるだけの糧によ 
って十分と見なすものは何と幸福なことか」と言われた、 
被造物の光であるおホの現世への見ホを自分の生き方にお 
いて支配的なものとしない限りは、その崇高な信仰集団に 
追いつくことはできないと認識しました。彼らは預言をの 
しつけによって教えられた為、ウンマに徳の基準を示す道 
案内者となったのです。自分が必要としているのに、それ 



.シェフベンデルザーデ.アフメド•ヒルミ、「イスラーム史」1，367 
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を必要としている他の兄弟を見た時には、我欲を断念し、 
信者である兄弟がその恵みによりふさわしいと見なすこと 
ができる、その条件を彼に譲ることができるという徳を人 
類に、彼らが教えたのです。 

聖アーイシャはかのように語っています。 

「アッ ラーの 使徒の家では、みして満腹するまでをベる 
ことはありませんでした。おたちが望めば、満腹すること 
はできました。しかし、（信者である兄弟を優先させ）利 
他主義を実践していました」 

聖ジャービルは壁壞の戦いの前に大きな壁壞が掘られ 
ていたその困難な時期の思い出を、次のように伝えていま 
す。 


「私たちが壁壞を掘る時、とても硬い岩に当たりまし 
た。サ ハーバた ちは預言者ム ハン マドのところに巧た状態 
を伝えると、預言者ム ハン マドは自ら壁壞の中に入られま 
した。ショベルを手に取られ、それを振り下ろすと、その 
固い岩は砂のように散りました。この奇跡的な状態の際に 
見たのですが、預言をム ハン マドは空腹のあまりお腹に石 
を巻きつけておられました。そこにいた3日間、何もをベて 
いなかったのです。そこで私は、 

『アッ ラーの 使徒よ、家にまで行くことをお許しくださ 
い』と言いました。許しが出されたのでおは家に戻り、妻 
に、 


『おはアッ ラーの 使徒の状態に耐えられない。まに何か 
食べるものはないか』と言いました。妻は、 


「大麦が少しと、ヤギの子供が」と言いました。おは子 
羊をほふり、家族は大麦でパンを作りました。巧を鍋に入 
れました。パンが焼け、鍋が煮立った頃、預言をムハンマ 
ドのもとに行き、 
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『少しですが、うちにをベ物があります。1人か2人の人 
と共にうちにいらしてください』と懇願しました。預言者 

ムハンマドは、 


『どれほど食べ物があるのですか』と尋ねました。おは 
あるものを告げました。 

『それはたくさんであるし、素晴らしい。あなたの家族 
に、私が来るまで鍋を火からおろすな、パンも窯から出す 
なと注意しておいてください』と言いました。サ ハーバた 
ちにも 


『立ちなさい』と命じました。ムハージルとアンサール 
が皆立ち上がりました。 

そこで私は戻り、（を事の少なさと、見かけ上それが足 
りないのではないかという不をにより、わずかな焦りの中 
で）『預言者ムハンマドが、ムハージルとアンサール、そ 
れに加わった他の人々と共に来られるぞ』と言いました。 

おのま族は、 

『預言者ムハンマドは、私たちが用意したものがどれだ 
けの量であるかを訊ねられなかったのですか』と聞きまし 
た。 


『訊ねられた』とおは応えました。家族は、 
『それなら、落ち着いて』と言いました。 



預言者ムハンマドはやってきた人々に、『入りなさい、 
押し合わないでください』と言われ、パンを切り、そこに 
巧を載せられ、肉汁をその上にかけられました。結果とし 
て全てのサハーバが満腹しました。を事は少し残ってすら 
いました。おは家族に呼びかけて、 





足るを知ること ■ 


『これををべて、隣人たちにも振る舞いなさい。飢え 
が蔓延しているのだ』と言ったのでした』 （ィマーム. ナ ワゥ ィ 
一、ハ ディースと 学ぶ イスラーム P 363) 

このハディースで示されているように、預言者ムハン 
マドは食事に数人と自分が招かれたことに巧してそのむが 
それを受け付けず、他のサハーバたちをも一緒に連れて行 
き、慈悲と慈愛に満ちた心の利他主義という特性を示し、 
「ウンマを、ウンマを」という神秘'を顕示させられまし 
た。さらに、招いたまについた時には、当然、全てのサハ 
ーバがまず彼がを事をすることを望んでいたのにもかかわ 
らず、まずサハーバたちにを事を配り、彼らとともにを事 
をしたこと、さらには彼らの為に奉仕をしたこと、全ての 
サハーバが食事をしてから、家族に残ったを事の分配をホ 
めたことは、彼のむの広い慈悲と慈愛の、追従を許さない 
無数の顕現の一つであり、おたちも彼のその慈悲に巧護を 
求め、「とりなしを、 アッ ラーの使徒よ！」と言うので 
す。 

諸世界への慈悲として遣わされた預言者ムハンマドが 
実践された禁欲主義と篤信による生により、困難な時と同 
様、豊かな時でも、わずかなものに満足し、アッラーに次 
のように庇護をホめていました。 


「アッラーよ、ムハンマドの家族のを事を、足りるだけ 
のものとしてください」（ブ ハーリ ー 、リカーク、 17) 


また聖アーイシャの説明によると、アンサールから彼の 
訪問に来たある女性が預言者ムハンマドの蒲団が重ねられ 
た薄いマットであることに気づき、走ってまに帰り、綿が 
詰まった布団を持ってきました。布団が変わっていること 
に気付いた預言者ムハンマドは、そのことを気に入らなか 


つたことを示し、アーイシャに、 
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「アーイシ ャ よ、その布团を返しなさい。アッラーに誓 
って言うが、もしおが望んでいれば、アッラーは金と銀で 
できた山をおと共に歩ませ、命令に従わせられただろう」 

と言われたのでした。 （ァフマド.ビン-ハンバリー、キターブッズ 
フド P . 30) 

人生や出来事を前にして、この預言者のやり方を自分の 
ものとしたしるしである □ □ □ □ □ □ と□□□□は、時に 
は誤って理がされます。それは世界の恵みや豊かさから完 
全に手を引くことであると考えられるのです。しかし財産 
によってのみ行われる、財産上のイバーダも、 アッ ラーの 
位階においてはとても貴重なのです。ク ルアーン では200か 
所で施しという言葉が用いられています。イスラームの5つ 
の原則のうちの2つである巡化とザカートの実行は、宗教上 
豊かさの最低基準とされているニサーブに相当する額の資 
本を持っていることで可能となります。さらに「与える」 
手は、「受け取る」手よりもより上にあるというイスラー 
ムの 条件 22 もこのイバーダを行うことができるだけの額を所 
有しておくことを奨励するものです。だから禁欲主義は、 
教えの奨励している項目に矛盾するものではあり得ないの 
です。 

罪や不注意に陥るという恐れで、現世的な恵みに固執せ 
ずに振る舞うことは、禁欲主義と篤信が要するものです。 
しかし□□□□□□□□田 □□□□□□□□□□□□□□□ 
□ □□□□□□□□□□□□つまり、禁欲主義や足るを知る 
ことは、現世の恵みに従事しつつも、それらをむには入れ 
ないことです。従って禁欲主義は貧しさのことではなく、 
豊かな人も貧しい人も全ての信者に必要な、屯、のありホな 
のです。アッラーの定めの結果として外見上、貧しさ、困 
難さの中に生きる人は、その‘。が現世の欲望の後を追って 



参照： ブハーリー、 ザカート 18. 
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引きずられているのであれば、禁欲主義者、足るを知る人 
とは見なされません。なぜなら禁欲主義と足るを知ること 
は、運命の流れに従って仕ホなくわずかなものに満足する 
ことではなく、意志的に、むが現世の捕虜とならないよう 
守ることなのです。 

次の物語は、この原則を素晴らしく表現しているもので 
す。 

シャフ-ナクシベンド師が育成した偉大なアツラーの友 
たちの一人であるムハンマド.パーリサー師は巡礼に行く 
途中で立ち寄ったバグダツドの町で、若い両替商に会いま 
した。若者は多くの客と常に取引し、彼は若者がその時間 
をあまりにも世俗的なことへの従事に費やしているのだと 
思い、悲しみました。心の中で、 

「残念なことだ！この若者はアツラーのしもべとなるの 
ではなく、世俗的なものに従事することに夢中になってい 
る」と言ったのでした。しかし若をの屯、を見てみて驚いた 
ことに、諸器官は現世的なことに従事していても、心はア 
ツラーと共にあり、ズィクルを行っていたのでした。 

今度は、 

「マアツシャツラー、手は利益を手にし、心はアツラー 
と主にある」と言い、若者を評価したのでした。 

ヒジャーズにつくと、カーバの覆いに包まれて泣いてい 
る白いひげの老人に会いました。最初に、その人がアッラ 
一に必死で懇願する様子と外見を見て、 


「おもあのように泣いて、アッラーに庇護をホめること 
ができれば」と言い、その人の様子をうらやましく思いま 


した。それから、彼の心の様子を見てみると、彼のドウア 
一も嘆きも、はかない世俗的なものへの要ホの為でした。 
それを見て彼の細やかな心は悲しみました。 
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この物語からも巧がされるように、大切なことは世俗的 
なものへの従事を、来世を忘れることなく続けられるとい 
うことです。 


メヴラーナも、現世での生を生きる人を、被造物の海を 
泳ぐ船に例え、次のように語っています。 

「もし海が船の中にあるのなら、それを頼ることができ 
る。しかし、波が船の中に入ってきはじめれば、それを滅 
t へと導く」 

実際、世界の恵みが心をアッラーから遠ざけ、自分に向 
けさせるという点での精神的な危険は否定することができ 
ません。そもそも、全ての信者は、 クルアー ンで この 危険 
から、「お産」と「子供」の為に用いられる「災い」とい 
う表現で警告を受けています。従って、現世に従事する時 
には屯、を不注意さから守るべきです。むが現世への愛着か 
ら守られなければ、現世の微粒子ですら拒まれるものとな 
るのです。 

預言者ムハンマドは、 

「（巧欲で満たされた）現世の快楽は来世をつらいもの 
とする。（試練である）この世界の辛さは、来世を屯、地よ 
いものとする」と言われています。 （ハーキム.ムステドゥレク 
IV 、 P '345) 


また別のハデイースでは、 

「現世は完備であり、その光景はむ地よい。疑いもな 
くアッラーは現世の統治をあなたに与えられ、どのように 
振る舞うか、どういった仕事を行うかをご覧になる。だか 
ら、現世には用心しなさい」と言われています。 （ムスリム、 
ズイクル、 99) 



雜 
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ある時、朝の礼拝の為にまを出ようとしている時、外 
で二匹の猫の必死な叫び声を聞きました。私は気になり、 
庭に出る時にそちらに注意を向けました。私が見ると、二 
匹の猫が向かい合い、攻撃する準備ができたライオンのよ 
うに瞻りながら、全く動くことなく相手を見つめていまし 
た。猫の毛は逆立っていました。わずかな攻撃で相手をバ 
ラバラにしようという心意気の中にいました。これほどの 
対立の理由は何であろうと考えていると、そこに一匹の死 
んだネズミがいるのを目にしました。猫たちはそのネズミ 
の死体を手にする為にこれほどの争いをしているのでし 
た。相手を引き裂くか引き裂かれるかという状態で、双方 
を待ら受ける害の原因は、小さなネズミの死骸だったので 
す。 


この状態は実は、ある警告を示していました。一つの死 
骸を失いたくないが為に陥った、そしてこれから陥るであ 
ろう悪い結果を反映していたのでした。ある意ホで、現世 
に従うものの無駄な愛着の為に、来世の失望を選択してい 
る様子を思い起こさせました。不注意な人々が必死にしが 
みっき、追いかけているはかない欲ホ、欲望、熱意と、一 
過性の地位、立場、権力争いなどが死骸でできているよう 
なものであることを説き、それらが永遠の地知世を損なう 
だけの価値のないものであることを示しているのです。こ 
の、損なってしまうということの基盤には、しもべの「足 
るを知る」こととそのニーズを誤った場所に向けてしまう 
ことがあります。このような人についてアッラーは次のよ 
うに語られています。 


一み夕却 J ^い i 占公1一 1〇じ夕1〇主が 






屯の圍扇から最胡の息 


□ □□□□□□□□□□□□田□□□□□□□□□□問 

□ □□□□□□□□□□□□□□□□田□□□□□□□□凹 

□ □□□□□ (凝血章、第％章、第 6-8 節） 

精神的に未熟な人は、世俗的な利益を求め、欲望のうち 
にあがき続けます。何かを手にした時には、不注意さに随 
ります。もし手にできなければ、今度は悲しみに溺れてし 
まいます。財産、地位、糧について必要な上に不をになる 
ことは、'巳、を現世に従属させ、そのしもべとするのです。 

このことに関連する次の預言をの言葉は、大きな警告で 
す。 

「誰であれその悲しみをたった一つの悲しみ、つまり 
来世の為の悲しみとするのであれば、アッラーは現世的な 
悲しみについて彼の保証人となられよう。誰であれ、世俗 
的な事柄について不まや悲しみを募らせるのであれば、ア 
ッラーはその人がどこの谷で滅じしょうと気にかけられな 

レ、」（イブニ-マジャ、ズフに 2) 

そう、世界がしもべとアッラーの間の覆いとなれば、し 
もべは精神的な滅 t へと引きずられます。この不注意さが 
続く限り、しもべは、外見上はそれをしめしていなかった 
としても、現実としては預言者ムハンマドが言われたよう 
に、 


「彼らのぶ誉は富であり、彼らの宗教はお金であり、 
彼らのキブラはお金である。彼らは被造物の中で最も災い 
深いものである。彼らはアッラーの位階において何も得る 
ものがな レ、」（アリー-アルムッターキ「ケン ズ ル.ウッマール」 XI， P 
192) という状態に酪ってしまっているのです。アッラーが私 
たち皆を守ってくださいますように。 



預言者 ムハンマ ドは サハーバた ちに、 





足るを知ること ■ 


「アツ ラーに誓って言うが、おはあなたホについて、貧 
困を恐れない。しかしあなたホな前の人々同様、あなたホの 
前にも現世が広げられ、彼らが現世の為に争ったように、あ 
なた方もその為に争うこと、現世が彼らを滅 t させたよう 
に、あなたホをも滅 t させることを恐れている。」 （ブハーリ 
一、リカー ク， の と言われました。 

だから、このはかない世巧には、それにふさわしいだけ 
の価値を置き、むをあまりにもそれで忙しくさせることを 
避けるべきです。 

この世界はその全てが、諸世界の王の富の中のひとしず 
くです。来世での生と比較すれば、現世での生は海に指を 
入れて出した人の、指先についている水ほどですらないの 
です。 23 

崇高なるアツラーは、 

5 il jl jJl ( jl 3 し Li-XJl oUstJI 0 Jjss じ j 

□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 
□ □□□□□□□□□田 □□□□□□□□□□□□□□ (蜘蛛 
章、第29章、第64靴と言われています。 

実際、このことを知る人々の,。の目において、この世界 
は無に過ぎません。彼らの唯一の求めはアツラーのご満悦 
です。ュヌス.ェムレは何と素晴らしく語っていることで 
しようか。 




23. 参照：ムスリム、ジャンナ扣. 
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「あることにも喜ばない 
ないことにも悲しまない 
あなたの愛のみを受け入れる 
おにはあなたのみが必要だ、あなたのみが」 

不注意な人々の目をくらませ、多くの場合しもべを逸脱 
させるの世界のお金、ぶ誉、地位、性欲は、正しいんを持 
った人にとってはかして重要性を持たないのです。アツラ 
一の使徒や誠実な信者たちは、常にアツラーのご満悦をホ 
め、そのホ向性をわずかでもをれることはありません。彼 
らは現世の欺瞒に巧し常に覚醒しています。 

ヤフヤ-ビン.ムアーズは次のように語っています。 

「アーリフは、来世を右手に、現世を左手に撮り、むを 
アツラーに 向けた。もはや何ものも、彼を アツラーな 外の 
もので忙しくすることはできない」 


メヴラーナはその「メスネヴ ィ」 という著書でかのよう 
に語っています。 

「現世とは、アツラーに ついて 不注意であることであ 
る。お金、布、女性、子供を持つことではない。あなたの 
気をそらさせ、アツラーにがし不注意にさせるものが何で 
あれ、それがあなたの現世である」 

つまり禁欲主義とは、財産、資本、富に対するものでは 
ありません。しもべを、アツラーに対して不注意とさせる 
全ての存在と、それに従事することを、むから避けること 
を必要とするのです。 



心を アッラーから 不注意と させる 最も強 レ 、影響力の 一つ 
が、人の上に立ちたいという願望、リーダーでありたい、 
支配したいという欲望です。世界の歴史は、欲望のうちに 
支配者になろうとした、あるいは支配的な地位を維持する 
為に迫害を行った残虐な人々で満たされています。ただ、 
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イスラー ム史においては、 ，。がアツラーに結びついて お 
り、支配欲の虜とならない、必要となれば手にしている力 
と支配を自らの希望や意志によって化者に譲ることもでき 
る成熟度に達していた記念碑的な人も存在しています。特 
に歴史上、兰人の存在があり、彼らは イスラームの 一体化 
の為に追従を許さない禁欲主義の模範を示し、後に完全な 
善と徳の記憶を遺したのでした。 

そのうちの1人目は、預言者ムハンマドの孫である聖ハ 
サンでした。ハサンは、国家が分裂しないよう、6か月間力 
リフの職に就いた後、それを心の深い成熟さと共にムアー 
ウィヤに譲り、政治的な対立を防ぎ、大きな二っの集団が 
互いと戦い、兄弟の血を洪水のように流すことを防いだの 
です。 

その2人目は、東部の地方を大きな愛情の洪水のよう 
に、全く剣を使うことなくオスマン帝国に結びつけたイド 
リシ*ビトウリシーでした。 

3人目は、バルバロス. ハイ レツ デイ ン将軍であり、 
広大なアルジェリアや多くの地域の王であったのに、統治 
下にあった国まの一体化と統一の為、オスマン帝国に従属 
する一つの州とし、自らもその大きな帝国の役人となるこ 
とを、一つの国の統治者であることよりも優先させたので 
す。 


スライマンも、財産や支配への愛着をむから取り出し放 
棄していており、自らを貧者と呼んでいました。朝起きる 
と、貧しく困窮した人々のそばに行き、謙虚さのうちに彼 
らと共に座り、 

「貧者には、貧をがふさわしい」と言っていました。 


要するに、この世界で他の人の重荷にならない為に働 
き、合法な手段で富を得ることは過ちではなく、逆に 
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「あなたホのうちの誰かが糸を持って山に行き、その背 
中に薪を積んでそれを売ること、アッラーがその為に彼の 
誉れを守られることは、人々に何かをホめることよりも尊 
い。 人々が与えたとしても与えなかったとしても」（ブ ハーリ 
— 、ザカート、 50-53; ナサイー、ザカート、 85) というハデイースに 
基づくならそれは美徳なのです。 

なぜなら、豊かで力のある信者はより多くの施しを巧 
い、より多くの人に仕事の可能性を提供し、善行にも尽力 
することができ、結果として 

「人々のうち最も尊いのは、人々に最も益を及ぼす者で 

ある」（スユーティー、「アル.ジャミーウル.サギール J 1し 8) とレ、 
うハディースの神秘に至ることができるのです。 

間違いなのは、この世巧からその取り分を得ることでは 
なく、むを現世で満たすこと、教えや良むに基づく義務を 
軽視すること、けちになり、現世の虜となることです。お 
金があるべき場所は金庫や財布であり、むではないという 
ことを忘れては行けないのです。 

この点において尊重すべき預言者の基準とは次のような 
ものです。 

「現世にむを結び付けてはいけない、そうすればアッラ 
一があなたを愛されるだろう。人々が手にしているものに 
目を向けてはいけない。そうすれば人々があなたを愛する 

だろう」 （イブニ.マジャ、ズフド、 1) 

□ □□□□□□□□□□□□田□□□□□□□□□凹 □ 

□ □□□□□□□□□□田□□□□□□□□□□□□□□回 

□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□口 

□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□回 

□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 
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巧売における巧 



おたちはお産を合法な手段で稼ぐことに責 
任を負っています。そして合法な場所でそれを 
費やすことも課せられています。知性を備えた 
商人は、現世での取引を続けながらも、より大 
きい来世での利益を忘れることなく、永遠の幸 
福を考え、アッ ラーの 道を逸れることはないの 
です。 
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□ □□□□凹 


預言者ムハンマドは、麦を売っている人に出会いまし 
た。売り手に、 

「何を売っているのですか」と尋ねました。売り手も返 
事をしました。その時預言者ムハンマドに、 

「手をその麦の中に入れなさい」という啓示が下りまし 
た。 

預言者ムハンマドはその手をそこに入れ、麦が湿ってい 
ることに気が付きました。そこで、 

「人々が見られるように、湿っている部分を上にすれ 
ばよかったのに。人を欺く者は我々の仲間ではない」 （ムス リ 
ム、ィ I —マ'— ン、 164) と言われたのでした。 

ハディースで 示されているように、 イスラームの 経済 シ 
ステムは、取引の基盤を正直、誠実に個人や集団の為に奉 
仕するという見解の上に置いています。 

資産が生産をから消費者へ移行することを意ホし、富を 
得る為に努力を必要とし、特に利益を出すと同じくらい、 
損害を出す可能性も秘めている商業活動は、その価値を増 
すという形で合法とされ、さらには奨励されているので 
す。預言者ムハンマドの神聖な言葉で、「利益の9割が商 
取引に寄る者」 24 という点について示されていることを考え 
るなら、この 


24. 参照：スューテイ、「アル.ジャミーウッサギール J I ，113 
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奨励のレベルがよりよく巧解できます。またーホで、 
イスラームの 信仰が基盤としている 日つ の基本的行為のう 
ち、巡礼とザカートという重要な2つの行為は、豊かであ 
る信者に固有のものであり、これもまた、合法な手段で豊 
かになることの奨励という意ホを持つものです。ハディー 
スで 語られているように、 

「与える手は、受け取る手よりも上にある」ヴハーリ 
-、ザカート、 18) という形で、与える手であるようホ向づける 
この判断も、このホ向において受け取ることができます。 

同時に、財産と資本を手にする為の最も重要な媒介であ 
る商売において、 

「全てのウンマにはそれぞれの災いがある。私のウンマ 
の災いは財産である」（イブニ-ハン ベル、 IV 、 160) というハデイ 
ースを 忘れてはいけないのです。 

なぜなら、商売におけるお金を稼ぐという野むは、我欲 
が執着してしまう恐ろしい弱みの一つなのです。野心を持 
った人は、壺に似ています。お腹がいっぱいであっても、 
口を閉じることはないのです。しかし、壺に腥を注ぎ込も 
うとしても、そのを量な上をどのように入れることができ 
るでしょう力\また野むを持った人は、がやストーブ、た 
き火のようであり、そこに薪や炭など燃える物を入れても 
入れても、それで満たされて消えるということはないので 
す。逆に炎と熱が強くなります。預言者ムハンマドは、野 
ムを持った人について次のように語られています。 


「人は、2つの谷を満たすお産を持っていたとしても、 

3 つめをホめる。人間の腹を満たすことができるのは±の 

みである」（ブハーリ ー 、リカーク、 10; ムスリム、ザカート、 116) 



この執着ゆえに、人が商売において行う計略や欺瞒は数 
えきれません。この為に多くの民が滅 t してきました。ま 
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たこの世巧は、知性を身につけない不注意な旅人でいっぱ 
いです。限りのない豊かさの為に、施し、ザカート、様々 
な善行によって貧者、困窮を、身寄りのない人、未 t 人、 
孤児、助けを必要としている人々を守るのではなく、彼ら 
の権利まで、吸血鬼のような食欲さで奪ってきた者は、歴 
史を通して常にたくさんいるのです。 

イスラームは、魂にとっての重荷である肉体に、幸福や 
快楽さをもたらすものではありません。逆に、魂を人間の 
巧体や我欲という側面で支配的とするためのものです。商 
売はある段階から、我欲や欲望に手綱をかけることである 
べきであり、分をわきまえずにいて、現世と来世で不幸と 
ならないようにしましょう。商人が暴利をむさぼり、検査 
機関が贈収賄を行う人で満たされた集団において、まらぎ 
を求めることは空巧な妄想にしかならないのです。 

アツ ラーはク ルアーン で、最後の審半りの時まで訪れるウ 
ン マへの警告として、 シュア イブの一族であるマドウ ヤン 
とアイカの人々の滅亡を 、商売上の道徳がこの上なく崩壊 
したことによって起こったものと教えています。だから、 
取引上で偽証を行いハラームが横行すること、弱者が捧取 
されることは、一族の滅 t の a 由となるほどに重い罪なの 
です。預言者ムハンマドは次のように語られています。 

「金と銀の金、うぬぼれと自尊むを載せた衣装のしも 
ベとなっている者に絵粒を。利益の追求ばかりしている人 
に、望みのものが与えられれば満足し、与えられなければ 
満足しない（アツラーの分配と定めに反発する）。」（ブ ハー 
リー、リカーク、10;ジハード、70;イブニ■マジャ、ズフド、 8) 

聖ウマルは、誰かが褒められた時には、褒めた人に3つ 
の事柄、つまり、 

- 
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「あなたは彼を、隣人ということで知ったのか、旅もし 
くは商売を行ったのか」と尋ねました。 

巧手はその3つともやってはいないと答えました。そこ 
で、 

「おそらくあなたは、彼がモスクでク ルアー ンを読んで 
いる時に頭を揺らしていたのを見たのだろう」と言いまし 
た。相手が、 

「そうです、ウマルよ！私が見たのはそれでした」と答 
えたのでウマルは、 

「それなら、彼を賞賛してはいけない。イフラースとは 
人の首にあるものではない」と言ったのでした。 

ここで聖ウマルが示している基準は、見かけに福されな 
いこと、人の行いや人との関係によって巧断することが必 
要であるということです。その利益の為に試験を提出し、 
合格点を取ることができなかった人の、賞貴の危険を示唆 
しているのです。 

このように商売は、人の内面世界を外に反映するもので 
す。つまり個人の内面世巧がどのようなものであれ、商売 
もその通りとなるのです。 

イスラームによれば売り手と買い手は、何かを買う時に 
それを意図的におめてはいけないし、売る時にもその価値 
がより優れているかのような表現を使うべきではないので 
す。相手の弱みを利用して、値段を基準な上に吊り上げて 
はいけないのです。欺瞒を行ってはいけないし、闇巿場、 
高利貸し、計量のごまかしを行うべきではありません。誓 
いを行うことを避け、化会に害を与えるハラームの品を売 
買してはいけません。 

- 
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取引の条件を、預言者ムハンマドは素晴らしく示してお 
られます。 

「商人の集団よ。疑いもなく、シャイターンと罪が商売 
に介入してくる。（起こったことへの誓い、不要な言葉な 
どの償いとなるよう）あなたホの商売を、サダカで清めな 
さい」 


「商人は最後の審巧の日に罪人として復活させられる。 

ただ、アツラーに対し篤信を持つを、善、誠実さ、正直さ 
を備えた者な外は」 （ティル ミズ ィー、 ブュ、 4 ) 

「販売の際の誓は、財産に価値を与えたとしても、お金 
の恵みをなくすものである」 （ブ ハー リ ー 、ブュ’， 26 ) 

資産の価値をならない売り手には、その資産の価値を教 
えることが必要です。彼の知識のなさ、経験のなさ、純枠 
さを利用しようとすることは、欺瞒に含まれます。心にア 
ツラーへの 恐れと、アツ ラーの ご満悦を得るという意図を 
持つ人は、この点で非常に注意深く、細やかです。イマー 
ム-アーザム師は、彼に売る為に絹の服を持ってきた女性 
に、その値段を尋ねました。女性は、 

「100ディルヘムです、イマームよ」と答えたのに対 
し、彼は抗議し、 

「いや、これはもっと高いはずだ」と言いました。女 
性は驚き、100ディル ヘム 値上げしました。 イマーム•アー 
ザムは それでも認めませんでした。女性は100ディル ヘム さ 
らに値上げしました。それからまた100ディル ヘム...イマー 
ム. アー ザムが、 

「いや、これは400ディルヘムな上のはずだ」というと 

か性は、 巧 

_ 
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「イマームよ、 あなたは私をからかっているので すか？ 
」 と 自分を抑えきれずに言ってしまったのでした。そこで 
いま一むは、女性が品物の価値を理解できるよう、その仕 
事をよく知る者を呼びました。呼ばれてきた人は、その服 
の価格を500ディル ヘムと しました。 イマーム.アーザムは 
その価格で服を購入したのでした。 

なぜなら彼は、正しさから逸脱すること、品物の欠点を 
隠すこと、特に計量に注意をおわないことが人をとても悲 
しい結末に陥れるものであることを知っていたからです。 

オスマン杜 会は、 この 道徳を身に着け、それによって 
集団のを定と幸福を、教えを否定する人々すら驚嘆するレ 
ベルで、獲得していました。ファーティフが イス タンブー 
ルを 征服した後、二人の神父が オスマンの 貿易商について 
調べる為に歩き回っていた時に体験した次の出来事は、こ 
の状態をとても素晴らしく伝えています。神父たちは朝早 
く、店に行って買い物をしようとしていました。店主は彼 
らに、 


「うちでは今日最初の売り上げがあった。まだ売り上げ 
ボない隣人から買ってください」と言いました。そこで彼 
らは隣の店に行きました。そこの店の人も同じように、 


「ここでは売り上げがありました。まだ売り上げがない 
隣の店から買ってください」と言いました。そこで神父た 
ちは他の店に行きました。彼らが得た答えはいつも同じで 
した。結局、最初の店で買い物をしたのでした。 



おたちの父祖はこのように、利他主義で献身的な道徳の 
基盤で育ったのです。イスラームの徳でできているこの基 
盤では、常に互いへの思いやりがあります。計略は、ムス 
リムにとって非常に重い罪です。ムスリムは嘘をつかず、 
福すことはないのです。，蕭されることは、愚かさのしるし 
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です。それも、ムスリムにはふさわしくないことです。人 
々の道案内者である預言者たちは、誠実さと理性を特性と 
して備えています。彼らの跡を辿るムスリムも、巧性を備 
え、覚醒しているべきです。アツラーは、福そうとする人 
に端されないという点について、かのように警告されてい 
ます。 


□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 

□ □□□□□□□ (婦人章、第4章、第5節） 

編すをにつぃては、次のハディースのネホ象とされてぃま 
す。預言者ムハンマドが 

い人の人が降り、最後の審半りの日にアッラーは彼らと 
話されなぃし、彼らを見られもしなぃし、彼らを無実だと 
されることもなぃ。彼らの為には重ぃ懲罰がある」とぃう 
表現を3度操り返したのを再にしたアブー‘ザッルは、 

「彼らのをが下げられ、彼らが望んだものを得ること 
ボなぃように。悲しぃ結果に至るように。彼らとは誰です 
か、 アッラーの 使徒よ」と尋ねました。 

預言者ムハンマドは、 


「服を（うぬぼれと自尊ムの為に）引きずって歩く者、 
与えたものについて恩着せがましく振る舞う者、嘘の誓を 
して品物を売りつける者」と言われました。 （ムスリム、 ィーマ 
-ン、171) 


またーホで、イス ラームの 経済秩序においてダフ屋行為 
を行う為に品物を倉庫にしまい、値上がりするのを待つこ 
とも、認められないことです。社会を経済的に捧取するこ 
とです。預言をムハンマドはダフ屋行為を行うをを化われ 
ています。ハディースでは次のように語られています。 
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DDDDDDDDDDDD 

□□□□□□□□□□□□田 
□ □□□□□□□田□□凹 

DDDDDDDDDDDDDD 

人章、第4章、第29節） 




□ □□□□□□□□□□□□口 □□□□の□□□□□の 
という表現は、重要で細やかな意ホを含んでいます。ここ 
に魂の世巧を駄目にしてしまい地獄の民となることを避け 
させる為の警告があります。また一方で喧唾や殺人の一部 
も府営にお産を捧取したり稼いだりしようという野心が原 
因となっているという真実に注意をひいています。これら 
の危険から身を守ることは、イスラームがをめている商業 
の条件に従うことで可能となります。特に利子を避けるこ 
とは、この項目で重要な点です。 

利子は、 リスク や努力を含まない為、資産の運用におけ 
る拷取となります。ただ金持ちのみがさらに力をつけ、困 
窮している人ボさらに苦しめられる要因となります。預言 
をムハン マドには、利子についての恐ろしい ハ デ イースが 
あります。別れの説教で預言を ムハン マドは、 


「品物を販売の為に提示した勇敢な商人は、糧を与えら 
れる。もっと高い値段で売ろうと品を貯めこみ、隠す商人 

は、化われる」（イブニ•マジャ、ティジャーラトウ、句 

イス ラームは、 商売に関する条件を、それが得られる、 
もしくは費やされる活動において示しています。 クルアー 
ンは、双ホの善意によって生じるべき商取引な外の活動を 
ノ、ラームと し、 

DDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDD 

□ □□□□□としています。 

ここでの節は次のようなものです。 
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万物の創造主と、万物がご自身の誉れの為に創造された 
預言者ムハンマドと戦って、誰が勝つことができるでしよ 
うか。 

もし信者が利子を取っているなら、その財産を失う 
か、信仰が弱くなるかという結果を導きます。罪人であれ 
ば、このような誤った道に進めば、彼が受けることになる 
罰に、よりふさわしい存在となるよう、その財産が増えま 
す。つまりその道は彼にとって、この世界においては利益 




□ □□□□□□□田□□□□田□□□□□田□□□田 □ 

□ □□□田□□□□□□□田□□□□□□□□□□□□凹 

□ □ □ □ (雌牛章、第2章、第 275-276 節） 

特に利子の為に神の怒りが示されることを告げる次の警 
告も恐ろしいものです。 


「あらゆる種類の利子が、私の足の下にある！」と言わ 
れ、全ての種類の利子をハラームとされました。 

クルアーン でも、 この 項目における アツラーの 警告を次 
のように示しています。 
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をもたらすものとなります。なぜならアツラーは放ってお 
かれることはなく、猶予を与えられるからです。このよう 
な人々は、彼にふさわしい罰を受ける瞬間まで、猶予され 
ることになるのです。この章句でのアツラーの警告に十分 
注意する必要があります。そうでなければ、状況はとても 
恐ろしいものとなります。ジャービルはかのように語って 
います。 

「預言者ムハンマドは利子を取る者、取らせる者、書 
記、証人を呢われた。そして『彼らは互いに等しいもので 
ある』と言われた。」 （ムスリム、ムサ'— か —トウ、 106) 

アブー.ハニー ファの 状態はとても素晴らしいもので 
す。彼は偉大なイマームであり、利子に類するような状況 
があってはならないと、債権者の木の陰で休むことすら避 
けていたのです。 

利子の禁止には当然、多くの理由と英知があります。こ 
の主なものとして、失業の増加、人為的な価格上昇の理由 
となること、助け合い、支え合い、愛情、慈悲、慈愛とい 
った人間的、道徳的な利点が弱まること、自己中心主義を 
さらにつよめ、お金や影響力を得たいという欲望に火をつ 
ける、というものがあります。 


これらの a 由の枠組みの中で利子を禁じているイスラー 
ムは、これに対応するものとして、 □□□□□□□□:□□□ 

□ □□□□□□□□ことを奨励し、 □□□□□□□□□□□ 

□ □□□□□□田□□□□□□□□□□□□□□□□凹 



これらすベての状況にも関わらず、高潔な仕事をする 
人、正しく誠実で信頼できる実業まや商人は、数の上では 
いつでも少数派となっているのです。預言者ムハンマドは 
おそらくそのために、誠実な商人への大きな報償について 
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告げられています。 ハディース では次のように語られてい 
ます。 


「正しい言葉を話し、誠実で信頼できるムスリム商人 
は、最後の審判の日、預言者たち、誠実な信者たち、そし 
て确教者たちと共にあるだろう」 （ティル ミズ ィー、 ブュ、 4; イブ 

二•マシャ、テイシャーラトウ、 1) 

アブー•ハニーファ 師は、商売で生計を立て、莫大な 
資産を持つ豊かな人でした。ただし、学問に従事していた 
為、商売を代 a 人を通して行っており、その取引が合法な 
範禱で行われているかどうかを確認していました。この点 
において彼は非常に注意深く、ある時、共同経営者のハフ 
ス.ビン. アブドゥルラフ マンをホの販売に行かせ、彼 
に、 


「ハフスよ、この品物にはこういう問題点がある。そ 
のことを購入をに話し、これだけの値下げをして売りなさ 
い」と指示していたのでした。 

ハ フスは その品物をイマームが指示した価格で売りま 
した。しかしその問題点を購入者に話すのを忘れてしまい 
ました。そのことを知ったアブー.ハニー ファ 師はハ フス 
に、 

「布を買った人のことを知っていますか」と聞きまし 
た。 

ハフスがその人のことを知らないというとイマームは、 
品物の全てをサダカとして分配したのでした。なぜなら彼 
はいつでも、預言者ムハンマドがアムルに言われた、 


「アムルよ、誠実な人の為に誠実なが産とは、何と素晴 


らしレ、ことろ文」（アフマド.ビン-ハンバル、ムスナド IV 、197、 202) 
との真実を体現しており、 ハラー ルと ハラーム という点に 
おいて篤信を基準にして行動していたからです。なぜな 
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ら、 ハラー ルと ハラームに 注意す る ことは、おたちに託さ 
れた財産を清め、巧世での勘をを出すという点で最も必要 
な義務であるからです。 

ハラールで ある食べ物の為に、商売に ハラームを 干渉さ 
せないという点の重要性と豊かさを、今は t き父、 ムーサ 
一師はかの出来事と共に説明していたものでした。 

「ムス リ ム となった アルメニア 人の隣人がいた。ある時 
彼に、入信の理由を尋ねると、次のように答えた。 

『アジュバーデムで隣の畑の持ち主であったレビ師の商 
売上の素睛らしい徳を通して入信しました。レビ師は牛き L 
を売って収入を得ている人でした。ある夜私たちのところ 
に来て『どうぞ、この牛乳があなたホのものです』と言い 
ました。おは驚いて、『どういうことです？おはあなたに 
牛乳を頼んではいませんよ』と言いました。その細やかで 
優しい人は『私が気ボつかないうちに、おの家畜の一頭が 
あなたの庭に入って草ををべているのを見ました。だから 
この牛乳はあなたのものです。それから、あの動物がをべ 
た草が体内から完全に排出されるまで、その乳をあなたホ 
に持ってきます』と言ったのでした。 

私は、 


『何と言うことを。牛がをべたのはただの草でしょう？ 
構いませんよ』と言いましたが、レビ師は 

『いえいえ、そうはいきません。あの牛の乳はあなたホ 
の権利です』と言い、牛が消化を終えるまで、牛乳をおた 
ちに持ってきたのです。 



この素晴らしい人のこの態度は、おに大きな影響を与 
えました。結果としておの目にあった不注意さの覆いが取 
り除かれ、導きの太陽がおの中に昇ったのです。『このよ 
うな崇高な道徳を持っ人の宗教こそ、疑いもなく最も崇高 
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な宗教だ』と考えたのです。これほど注意深く、真実を知 
り、完全で清らかな人を育てる教えが、正しいのかどうか 
など疑う余地もないと考え、信仰告白をし、ムスリムとな 
ったのです」 

この素晴らしさと共に、ハディースで語られていた、 

「人々には次のような時が訪れる。人はその財産が ハラ 
ール か ハラーム か、全く気にも留めなくなる」というおで 
不注意さが横行することは、どれほど悲しいことでしょう 
か。 

しかし教えが設けている条件を無視することから生じ 
る懲罰は個人的なものであり、多くの場合来世で与えられ 
るものであり、ハラームである財産を持つことから生じる 
災いは、その獲得に加わっていなかった子孫をも含むもの 
となります。さらにこの痛みはただ巧世におけるものとは 
ならず、現世においても必ず生じます。人々はこの点を見 
て、人のことを「祖父が青いブドウををべ、孫に歯がな 
い」ということわざにしたのです。ハラームである財産か 
ら遺産を引き継いだ者の多くう；、正しい道を歩んでいな 
い、というのも 一つの 真実です。なぜならお金には 一つの 
神秘があり、それは来た道を行くのです。それがハラーム 
の道から来た財産は遺産相続人をその背に結び付け、悪い 
道へと引きずって行きます。このような道は蛇に似ていま 
す。蛇が自分が出てきた穴に入る混むように、財産が費や 
される場所も、それが得られた場所に結びついているので 
す。 


信仰と篤信というホ向性において用いられない財産が、 
罪や教えの否をという結末に至ることが、クルアーンでは 
ムーサーの 言葉で、非常に素晴らしく表現されています。 
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□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□回 

□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□回 

DDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDD 

□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 

□ □田□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 

□正！ （ユ-ヌス章、第10章、第88節） 

奇妙なことに、一部の人々は正直に商売を行うと利益 
が出ないという考えを示しています。これは不注意さその 
ものであり、真実を見ないことであり、アッラーの分配プ 
ログラムを否定することです。この過ちに落ちた人の考え 
ではお産を何度もァッラーとその使徒の道において捧げ、 
資産をゼロにし、みして誠実な取引から離れることのなか 
った聖アブー.バクルがサハーバの中で最も貧しい人の一 
人であったはずでしょう。しかし歴史上明らかなこととし 
て、彼はいつでもサハーバのうちで最も裕福な人の一人だ 
ったのです。何度も、アッラーとその預言者の為に全てを 
捧げたのにもかかわらず、アッラーの恵みを得て、再び資 
産、財産を得ていたのです。 

だからおたちはが産を合法な手段で稼ぐことに責任を 
負っています。そして合法な場所でそれを費やすことも謀 
せられています。知性を備えた商人は、現世での取引を続 
けながらも、より大きい来世での利益を忘れることなく、 
永遠の幸福を考え、アッ ラーの 道を逸れることはないので 
す。次のクルアーンの言葉は、このような人の精神的な生 
を素晴らしく反映したものです。 
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□ □□□□皿□□□□□□□□□□□□□□□□回 

□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□回 

□ □□□□□□□□□□□正！ （御光章、第 24 章、第 37 節） 


□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 

□ □□□□田□□□□□□□□□□□□□□田□□□□□回 

□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□回 

□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□回 

DDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDD 


このような形での商売を行う人は、また別のク ルアー 
ンの節で語られている「みして損害を受けることのない利 
益」という神秘を実際に生きる人、つまり真の取引から得 
るべきものを得る人です。アツラーは次のように語られて 
います。 
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アツラーに差し出される美しい貸し一施し 



おたちに信託として与えられたこの体、 
命、お産は、私たちの手に永遠に残るもので 
はありません。必ず、いつかある日、突然この 
全てとおたちは永遠に別れるのです。そして全 
てが、資産の真の持ち主であられるアッラーに 
帰されるのです。従って、一度だけ与えられて 
いる生命という恵みにおいてこの信託をアッラ 
一の道で、あるべきところに届けるべきなので 
す。そうすれば永遠の報償を得ることができる 
でしよう。 












…け 




























































































































































































































































































DDDDDDDDDDDDDDDD-DD 


この 世巧が、力の手によってなされた無数の刺雜によっ 
て飾られた、皆の為の一過性の住居です。試練の場である 
この 世界で過ごす日々は、真剣さ、細やかな精神、深い認 
識と熟考を必要とします。なぜならおたちにとって本当に 
残る恵みとは、永遠の住居、つまり永遠の生へと持って行 
くことのできる美徳であるからです。しもべたちが このよ 
うな永遠の美徳と共にご自身のもとへとおることを望まれ 
るァッラーは、ご自身の位階における崇高な報償とご満悦 
のホ向性において行われる誠実な行いに与えられる価値に 
ついて、ク ルアーン はしばしば言及しています。 

ァッラーは、特に恵みと慈悲深さ、気前の良さ、恩恵の 
顕れであるサダカと施しについて繰り返し奨励しておられ 
ます。それができる状態、時期にあり、財産を持っている 
人にザカート、ア シャル（作物の 10 分の 1 を与えること）、犠牲と 
いった財産によるイバーダを絶対的なものとして命じられ 
ました。この義務的な援助に加え、人間性や信仰の喜びに 
基づいた徳があり、そのうちの 一つが □ Q Q Q Q Q です。 

アッラーは崇高なそのご満悦の為に与えられるサダカや 
施しを、ご自身に与えられた貸し（カルズ•ハサン）とし 
て認められ、その巧価として何倍も与えられることを誓わ 
れています。ク ルアー ンでは次のように語られています。 
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章、第57章、第11節） 


従って私たちのサダカが、助けを必要としている人を喜 
ばせると同様、いきなりおたちの前に立ちはだかる死に巧 
し、最期の息の為の保証となるという考えで、この点でさ 
らに努力をするべきなのです。 

私たちが知るべきことは、この世巧での苦痛もしくは快 
適さが、アツラーの定められたものに結びついているとい 
うことです。真の信者は、アツラーが恵みを与えられるご 
とにうぬぼれ、調子に乗り、アツラーが与えられた恵みを 
了 ツラーのご満悦の為に費やすことのない、不注意な人で 
はあり得ないのです。彼らは良い貸しを、二つの意ホで理 
解し、実行します。つまり、 

し 必要としているしもべにお金を貸す 

2. 同時に施しを行い、アツラーにも貸しを行う 

そう、良い貸しの 一つの 意ホは、 クルアー ンで言及され 
ている通り、、アツラーに貸し付けることです。これは助 
けを必要としている人に施しをすること、アツラーの道に 
おける努力や奉仕を支えることという形で行われます。ア 
ツラーはこの行為を、支持、奨励、報償を告げるごとに、 
「そのおホご自身に貸し付けられる貸し」と表現されてい 
るのです。つまり施しをアツラーご自身が、貸しとしてし 
もべたちに求めておられるのです。 クルアー ンでは次のよ 
うに語られています。 
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□ □□□□□□□□□□ 

(衣を纏うを章、第73章、第 


アツラーは崇高なるご満悦のホ向性においてしもべの施 
しを良い貸しとして認められ、人間に特別な恵みを与えら 
れています。もちろん、純粋な意志で、現世での個人的な 
利益を一切期待せず、見せかけやぶ誉を意図して施される 
ものではないことを条件としてです。その為、与えた後に 
感謝を期待するべきではなく、ただアツラーのご満悦の為 
に費やすべきなのです。 アリーと ファー トウ マの施しにつ 
いて、 クルアー ンで語られている、 

□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 

□ □□□□□□□□□□□□中□□□□□□田□□□□回 

DDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDD 

□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 
□田□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 
□ □□□□□□□□□ (人間章、第76章、第 8-11 節）という基準を 
尊重すべきなのです。 

この節の、施しに関する点はな下の通りです。 

し 信者である兄弟を、自分よりも優先する：利他主義 

2. はかない、世俗的な目的の為ではなく、アツ ラーの 
ご満悦の為に施しを行う 

3. 審判の日の激しさから、施しによって守られる 

4. イフラース によって行われる施しがアツ ラーの 位階 
で受け入れられること、それを行った人の顔を輝かせるこ 
と 

5. 信者に、このような誠実な行いを実行することが求 
められていること 
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そう、アツラーにこの形で与えられた貸しの為に、アツ 
ラーが何倍もの報償を与えられます。ある章句ではアツラ 
一は、このようなおで与えられた貸しについてかのように 
語られています。 

□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□回 

□ □□□□□□□□□□□□□□□田□□□□□□□□□凹 

□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□回 

□ □□□□□□□□□□□□□□□ (を卓章、第5章、第12節） 

イブン.マスードの伝承によると、アブー.ダフダ•ア 
ル.アンサールは、アツラーに良い貸しを貸し付けること 
に関するクルアーンの節が啓示された時、預言者ムハンマ 
ドに、 


「アッラーの 使徒よ、 アッラーは おたちに貸し付けを求 
められているのですか」と尋ねました。 


預言をムハンマドは、 

「そうだ、 アブー •ダフダ、 アッラーは 貸し付けを求め 
られておられる」 と 答えられました。そこで アブー •ダフ 
ダは預言者ムハンマドに手を伸ばすようホめ、その手を取 

つて 


「私は庭園をアッラーへの良い貸しとして差し出しま 
す」と言いました。 

イブ ニ. メスードは、アブー. ダフダの庭園に600本の 
ナツメ ヤシの木があったこと、彼が庭園の中にある家にま 
族と共に住んでいたことを語っています。この施し、つま 
りアッ ラーに 貸し付けをするという言葉の後、 アブー •ダ 
フダは家に戾り、妻に 



「ダフダの母よ。この庭園とまを引き松おう。おはこの 
庭園をアッラーへの貸し付けとしたのだ」と言いました。 
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疑いもないこととしてこの同いレベルは、ニーズや貧困 
が限界地点に達した瞬間での、そして困難な時においての 
施しの価値に注意をひくクルアーンの言葉の範禱で生きら 
れることの現世での報償であり、恵みです。アツラーはこ 
の点で気の緩みや不注意さが示されることを求められず、 
しもべへの警告と して かのように語られています。 


妻も彼に 

「アブー.ダフダ、あなたは利益の多い取引をしたので 
す」と答えました。それから、家具と子供たちをつえて庭 
園にあるまから引っ越しをしたのでした。 

この意識と徳が頂点であった時代には、信者の社会は常 
にをらぎに満ち、幸福に暮らしていました。そして現世と 
来世を守ったのでした。次の出来事も、この真実の目もく 
らむような顕れです。 

エリー.ケドリーが書いた、 オスマン 朝の最後の時期に 
イギリスの中東政策に関する書物の添付の中で説明されて 
いることによるなら、19世紀後半に東アナトリアでは深刻 
な干ばつが起こっていました。そこでイギリス人たちは、 
干ばつを理由として オスマン 朝にかする反発が起こすこと 
ができるかどうかを確認する為に、そこに一人のスパイを 
送り込みました。スパイが行った調査の結果として目にし 
た真実は、この上ない教訓を含むものでした。報告書では 
次のように書かれていました。 
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つまりアツラーは、特にイスラームとムスリムが困難 
な状況にある時に、しもべたちに献身を求められているの 
です。しもべたちのこの献身が、クルアーンの表現による 
と「良い貸し」なのです。実際、チャナツカレの戦いや独 
立戦争で献身がしもべたちの良い貸しとして示されたこと 
で、了 ツラーはそれに対して勝利を恵まれたのです。 

忘れてはいけないことは、私たちに信託として与えられ 
たこの体、命、財産は、おたちの手に永遠に残るものでは 
ないということです。必ず、いつかある日、突然この全て 
とおたちは永遠に別れるのです。そして全てが、資産の真 
の持ち主であられるアツラーに帰されるのです。従って、 
一度だけ与えられている生命という恵みにおいてこの信託 
をアツラーの道で、あるべきところに届けるべきなので 
す。そうすれば永遠の報償を得ることができるでしょう。 
私たちがあるべきところに届けなかったとしても、それら 
の真の持ち主であるアツラーは、私たちが現世と別れる際 
に、全てを元通り取り戻されるのです。しかしその二つの 
間には大きな違いがあります。一つめの形、つまり施しを 
行う場合アツラーは、地と天の宝庫が崇高なるおホのもの 
であるにもかかわらず、それをご自身に与えられた貸し付 
けであると見なされるという恵みを示され、その報償を何 
倍も与えられるのです。二つめの形、つまり施しを行わな 
かった場合、私たちの手には何も残らず、ただその財産の 
責任だけを負うことになるのです。預言者ムハンマドはそ 
の生涯を報償から遠ざかった状態で送る人について次のよ 
うに警告されています。 
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「人々は『私のお産、おの財産』と言い続けている。 
人々よ！あなたが食べて消費した、もしくは着用して着古 
した、あるいはサダカとして差し出して善行を得る為に送 
ったものの他に、あなたに財産などあるだろうか？」 （ムスリ 
ム、ズフド、 3-4; テイルミズイー、ズフド、 34) 

メヴラーナも、その「メスネヴィ」で非常に素晴らしく 
語っています。 

「死の天使が不注意な金持ちの再を引き（つまり、命を 
取り上げ）彼を人生という夢から醒めさせた時、実際には 
所有していない財産の為に金持ちが生きていた時に持って 
いたそれを失うかもしれないという恐れに、自分でも笑い 
たくなる」 

アーイシ ャ によって伝承されているところによると、預 
言者 ムハンマドの 家族が羊を屠りました。多くの人々に施 
しを行った後、預言者 ムハンマ ドはそのヒツジから何が残 
ったかを訊ねました。 

「肩甲骨だけが残りました」とアー^^ r シャが答えると、 
預言者ムハンマドは 

「肩甲骨な外の全てが、私たちのものになった、と言い 
なさ レ、」（ティルミズィー、スフアートウルクヤーマ、 35) と言い まし 

た。 

実際、人の真の資本は善行を行うという形で永遠の生の 
為に貯めたものなのです。 

現世の財産がら災いという形で生じ、也、の均衡を壊すは 
かない、我欲的な愛着から遠ざかっていることは、ただ気 
前の良さと献身の豊かさによって可能となります。 


アッラーは人間が現世と別れる際にやっておけばよかっ 
たと感じるイバーダとして特にサダカを挙げられ、それを 
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□田□□□田□□□□回 

(偽信を章、第63章、第10節） 




だから、けちであることや現世への愛着の為に施しから 
遠ざかり、ある時全ての財産を後に残る人たちに遺す時、 
それらの重い勘定や懲罰を負った来世での破産を とはなら 
ないようにしましょう。 

なぜなら、財産がどこで獲得され、どこで費やされた 
かという点は、来世での大きな裁きの中の最初の問いであ 
るからです。預言者ムハンマドはかのように語られていま 
す。 

「どのしもべも最後の審判の日、生涯をどこで費やした 
か、その知識によってどのようなことを行ったか、財産を 
どこで稼いでどこで使ったか、体をどこで疲弊させたかと 
レ、うことが問われることなく、その場所から動くことはで 
きない」 

この全ての真実を最も素晴らしい形で認識していたおた 
ちの父祖が、施しという点で示していた優れた努力宿の活 
動は、歴史に偉大な「ワクフ（宗教寄進財団）文明」を贈 
つたのです。彼らはあたかも善を競い合っており、この競 


軽視していたをが死を通過する際に経験する魂の状態を次 
のように語られています。 

ム >11 51 ji ^ おおじシ 

^がし4し占^-六' が令三 J 共 


D D 
D D 
□ □ 
□ □ 
□ □ 


D 

D 

D 

D 

D 

回の 

D D 
□ 
D 


〇 

□ □ 
□ □ 
□ □ 
□ 

□ 


D D 


g 

□ 


D 


D 

□ 


□ □ 

田凹 
□ □ 
□ □ 
□ □ 
□ □ 
□ □ 
D D 





アッラーに差し出される美しい貸し一施し ■ 


い合いの中であらゆる種類の存在、あらゆる種類のニーズ 
に応えることのできる組織、ワクフ（宗教寄進財団）を創 
設しました。それらに加え、高潔さや恥じらいの為に誰か 
にものを求めることができない人の'。を傷つけないよう、 
そして彼らが物たいをする必要に迫らないよう、昔のイス 
タンブールのいくつかの町に置かれていた □ □□□□□□は 
非常によく知られています。 

このサダカの石のうち、ウシュクダルのドアンジュラル 
通りの十字路、結婚局の向かいの歩道のそばに、約1メー 
トルの高さ、30七ンチの直径を持つ、歴史的な記録である 
ものの他は、今日、元々あった場所に存在しているものは 
ありません。 

しう 3 しこれらはかつて、非常に大きな奉仕と善行での競 
い合いの証人だったのです。それができる状態にある人た 
ちは、「右手が与えたものを左手が見ないような形で」施 
しを行う為、夜の闇の中、このおのてっべんにあるくぼみ 
の中にサダカを入れたのでした。 

その後、この地域の徳を備えた貧者たちが、それぞれに 
必要なだけをそこから取って行きました。必要な上のもの 
には手を出しませんでした。特に、困窮している状態であ 
るのに人に求めることを禱蹲する人たちは、夜遅くにこの 
石のところにお金を取りにおました。17世紀のイスタンブ 
ールを説明しているフランス人の旅行者は、上にお金が載 
っているサダカのおを一週間観察し、そこにサダカを取り 
に来た人を誰も見なかったと書いています。 

伝承によれば、イスタンブールには4か所にサダカの 
石がありました。ウシュクダルのギュルフュム.ハートウ 
ン.モスクの中庭、またウシュクダルのドアンジュラル、 
カラアフメット、そしてコダムスタファパシヤにありまし 
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というク ルアー ンの言おなのです。 

結果として、施しであれ良い貸しというおで行われる素 
晴らしいイバーダや行為は、そもそもァッラーが私たちに 
与えられた恵みのおかげで実現するものです。つまりあつ 
ら一が私たちに与えられた恵みによって私たちが行う善行 




25. .参照：撒き散らすを章第19節、階段章第24 — 25節） 


光栄ある先祖たちがこのような奉仕をなぜ行ったのか 
は、ご存じのとおりです。ただ、それぞれの社会、それぞ 
れの時代に貧困者、困窮者は必ず存在します。従ってクル 
アーンで示されている、 

「豊かな者の財産には、貧者の権利がある」なという原 
則をんでのスローガンとすべきであり、サダカの石からワ 
クフへと続いた善行の競レ、合いをおたちも続けるべきなの 
です。高潔な貧者たちの尊厳を維持することも必要なので 
す。時には与え、時には受け取る為に、 □□□□□□□□ 

DDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDD 

□田 □□□□□□□ □□□□□□□□□□□□□□□ 困ってい 
る人々ボおたちに、母の胸の暖かさを感じながら近づける 
ようであるべきです。おたちもその恵みと気前の良さで「 
糧を与えるおホ」であるアツラーのしもべとして、感謝の 
サジュダを行うべきです。現世と来世での基準は、 

「人々のうち最も尊いのは、人々の為に最も役立つ人で 
ある」（スユーテイ、「アル.ジャミーウツサギール」 II 、 8) と レ、う宣 

言と、 
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を、ご自身への貸し付けと見なされるのです。この観点か 
らこの状態は、アツラーがおたちに与えられた恵みを、さ 
らなる恵みによって極めることなのです。 

つまり、実際に無数の恵みを与えられるのは アツラーで 
あり、それらを得て利益をえるのはしもべです。従って実 
際に借りがあるのは人間であり、受け取る権利がある側が 
アツラーなのです。 

メヴラーナは次のように語っています。 

「天と地に存在するものは、全てをアツラーに求める。 
なぜなら全ての存在においてアッラーに借りを負っている 
からである」 


ここでとくに人間は、彼自身に与えられた被造物の中 
で最も尊いものという特性、それから イスラーム と信仰と 
いう恵みを与えられたこと、預言者 ム ハンマドのウンマと 
なったという恵みを得たことなど、数えきれないほどの恵 
み、贈り物を前にしてアッラーに借りを負っているので 
す。さらには全てのむは、創造の要因であり永遠の道にお 
ける唯一の導きの為の案内者である預言者ムハンマドに借 
りを負っています。彼が巧らかな、あるいは秘められた形 
で人間に送られた イ バーダ、行為、振る舞いの完全性と美 
しさを星のように 屯、 に反映させるサハーバたち、そして全 
ての イスラームの 偉人たちに借りを負っています。両親に 
も借りを負っています。ま族にも借りを負っています。 


これらの借りを返すことはアッラーと預言者 ムハンマド 
の道徳によって徳を身に着けるという形で、生きたクルア 
ーンとして暮らすこと、スンナの空気の中で芽吹くバラと 
して、アッラーとの出会いの場に歩を進めることで可能と 
なります。さらにアッラーに感謝をすることは、全てのし 
もべが果たすべきことなのです。 
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知っておくべきことは、アツラーのこれほどの無数の 
恵み、贈り物に対し、人々の,。がもし、アツラーのご満悦 
をもたらさない、っまり現世的ではかない長において損な 
われてしまうのであれば、人間はその誉れと尊厳を失いは 
じめます。このような形で神の基準の範禱外で生き、一過 
性の素睛らしさをその目で誇張させるものは、常に卑小な 
もの、低俗なものに従うことになる、ということです。こ 
の観点から、その本質にある「最も素晴らしい被造物」と 
いう神秘を忘れ、自分たちよりもずっと低俗でずっと無力 
な、より困窮してより弱い被造物から貸し付けをホめる哀 
れな存在となるのです。結果として、気が付かないでいた 
真の宝おを駄目にすることになるのです。このような人の 
状態に非常に驚いたメヴラーナは、次のように語っていま 
す。 


「これは何と驚くべきことか。太陽は J つの微粒子に貸 
しをホめるだろうか？金星が小さな杯に酒をホめるだろう 
か」 


「あなたは何であるかがわからない魂であり、その特性 
が完全な意巧で知られていない命である。性質や特性の世 
界に閉じ込められている。あなたは太陽である。一つの結 
び目に引つかかってしまっている。何と残念なことか」 



この詩でメヴラーナは人を、精神的な太陽に似せていま 
す。世界は、その太陽の光で輝き、それを反射し、微動す 
る微粒子のようです。従って人がアッラーから恵みを得る 
ことを考えず、この世巧のはかない喜びを追いかけ、そこ 
に喜びを求めることは、ある意ホで太陽が微粒子に貸しを 
ホめることを体現するようなものです。太陽がどうして微 
粒子を必要とするのでしようか。 
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人の魂も、アツラーのクルアーンにおける表現を用い 
るなら □□□□□□□□□□□□□□□□□□ 26とされて 
いる、神の光です。しかし人々の多くは魂の崇高さや価値 
を知らず、その真実について何も知らないまま生きるので 
す。彼らは、彼らに与えられた崇高で神聖な恵みであり、 
神の信託を物質的で一過性の喜びの犠牲にし、ただ肉体の 
為のプランを実行することを愛する人々です。怒り、性 
欲、《誉、肉体的な快楽の渦に陥ってしまっているので 
す。おいしい食べ物や摸楽の虜となってしまっているので 
す。あたかもこの太陽が天の事象に従って「罪を生み出す 
こと」にしばりつけられ、日をとなり、光を放てない状態 
となったかのようです。この状態にあるしもべは、自分の 
位階を知るべきです。アツラーが与えられた無数の恵み、 
特に「最も美しい被造物」という神秘を知るべきです。一 
過性の、どうしても満たされることのない喜びの虜となっ 
てはいけないのです。喜びを、我欲の欲望やはかない愛情 
の中で探してはいけないのです。全てを自分の中で、自分 
のむで探すベきなのです。 

要するに、この世界から強制的に出される前に、アツラ 
一の恵みによって信仰の保証と意志と共に、来世への旅に 
出る準備をしておかなければならないのです。 

□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 

□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□田□□□□□回 

□ □□□□□□□□□□田□□□□□□□□□□□□□□凹 

□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□回 
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□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□田 □□ 

□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□田 □□ 

□ □□□□□□□□□□□□□□□□□田□□□凹 



%.参照：サアド章第72節、アル.ヒジュル章第29節 
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他のイス ラームの 美徳と同様、お金を貸す 
というイバーダも、おたちは実行しなければな 
りません。いつか永遠の住居に移された時に 
は、豊かな人にもこのような機会はなく、貧し 
い人にはそのような ニーズは なくなるのです。 
それができる状況にある人は、いくつかの言い 
訳でお金を貸すというイバーダを放棄するべき 
ではありません。また逆に、お金を借りた人も 
様々な苦ちを前面に出して借りたお金を返すこ 
とを軽視してはいけません。この徳を伴う社会 
的なイバーダを損なってはいけないのです。 
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□□□□□□□□□□□□□□□正 □□□ 


どのような善行であれ、その真の素晴らしさはその実行 
における完成度、成熟度、そしてそのイフラースの結果と 
して生じます。その為にクルアーンでは、 

シこ ■>5^ ^1 〇11占 ■ wP -1 


□ □□□□□□□□□□□田□□□□□□□□□□□凹 

□ □□□□□□田□田□□□□□□□□□□□□□□□凹 
□田□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 

□ □□□□ (雌牛章、第2章、第195節）と言われているのです。 

従って、示される全ての良い行為、振る舞い、言葉、イ 
バーダなどは、常にそこにおける素晴らしさを反映する崇 
高さと完全さのを準の中で、人生に影響を与えるべきであ 
り、全てがただんから生じるものであるべきなのです。そ 
うでなければ最も美しいと考えられている振る舞いやイバ 
ーダすら、我欲の渦の中でもまれ、害と悲しみのうちに終 
わるのです。 


この深い真実への尊重においてこの上なく必須となる最 
も重要な項目の一つが、疑いの余地もなく、 □□□□□□□ 
に関する細かい基準です。なぜならお金を貸すイバーダの 
継続性は、お金を借りた人、貸した人という両ホの側にと 
って義務となる原則の尊重に結びついたものであるからで 
す。これらは魂における徳の泉を沸き立たせ、多くの乾き 
きったムを、愛情や利他主義、気前良さの海に出会わせま 
す。このようにしてアッラーのご満悦を得る媒介となる振 
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る舞いという段階に、つまり天使たちですらうらやむ崇高 
な道徳へと至るのです。この真実の反映という観点でアブ 
一.フライラボ伝えているかのハディースは、教訓深いも 
のです。 

預言者ム ハン マドは、 イスラエルの 民の時代にある人に 
千ディナールの借金をホめた人について話をされました。 
借金がホめられた人は、 

「おに証人を連れてきてください、彼らの前で与えまし 
ょう。証人となって貴いましょう」と言いました。 

借金を求めた人は、 

「証人は、アツラーだけで十分でしょう」と言いまし 
た。 

借金を与える側の人は、 

「それでは、保証人を連れてきてください」と言いまし 
た。借金を求めた人は、 

「保証人は、アツラーだけで十分でしょう」と言いまし 
た。 

借金を与える側の人は、 

「あなたは正しいことを言った」と言い、一定の期限を 
つけてそのお金を与えました。 



受け取った人は海を旅し、その ニーズを 満たしました。 
それから借金を期限内に返す目的で戻る為に船を捜しまし 
た。しかし、見つけることができませんでした。その為、 
他にどうすることもできず、薪を一つ買って中をくりぬ 
き、千ディナールを、持ち主に呼びかける手紙と共にその 
薪の空洞に入れました。そしてその空洞にふたをし、整え 
ました。それから海岸に来て、 
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「アツラーよ、ご存じのように私はこれこれの人から 
千ディナールのお金を借りました。証人をホめられた時に 
は、おは『証人は、アツラーだけで十分です』と言いまし 
た。彼も、証人としてあなたを認めました。保証人が求め 
られた時には、おは「保証人は、アツラーだけで十分で 
す」と言いました。彼も、保証人としてあなたを認めまし 
た。おは今、船を見つけようと努力しました。しかし見つ 
けることができませんでした。これをあなたに委ねます」 
といい、その薪を海に投げました。薪は海を流れて行き、 
見えなくなりました。 

その後その人は、そこから離れ、自分が乗る船を捜しに 
行きました。 

その頃、お金を貸した人は、お金を持って来るはずの船 
を待っていました。船は見つからなかったものの、中にお 
金が入っているその薪を見つけました。それを、まで薪と 
して使う為に持って帰りました。斧でそれを割ると、中か 
らお金と手紙が出てきたのでした。 

しばらくして、お金を借りた人も船を見つけ、自分の国 
に戻ってきました。薪に入れて送ったお金を、貸した人が 
受け取っていない可能性を考え、すぐに千ディナールを持 
ってその人を訪ねました。 

「あなたのお金を持って来る為にずっと船を探していま 
した。しかし、おを乗せてきた船より前に出る船は見つか 
らなかったのです」と言いました。 

お金を貸した人は、 

「あなたはおに何かを送りましたか」と聞きました。 


借りた人は、 
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「私は、これより早い船を見つけることができなかった 
と知らせました」と言いました。 

貸した人は、 

「アッラーは、薪の中に入れて送ったお金を、あなたの 
代わりにおに支払われました。、{つまり、イフラースの 
対価としてアッラーはあなたの保証人としておに届けられ 
ました。だからあなたが今持ってきた千ディナールはあな 
たの手に残りました。だから、をむして}千ディナールを 
得たものとして、お帰りなさい」と言いました。 

このハディースは、 ア ッラーのえに おいてされた約束 
や、それを実行する為の努力における大きな誠実さが、ア 
ッ ラーに よっていかに認められ、守られるものであるかと 
いう真実を示しています。 この ことも、貸し借りという点 
で双ホが理がを示し、 イフラー スを備え、均衡を保ってい 
ることが必要であることを示します。その取引の中に捧取 
が 関わっていない限り、アッ ラーは 双方に慈悲を持って対 
応されます。 この 真実を反映する、英知に満ちた次の物語 
も、教訓深いものです。 

イフタールの 時間が近づいていました。パン屋の入り口 
に、他の人々の目が見ることのできない品格を備えた人が 
やってきました。パン屋に近づき、混雑していた人々がい 
なくなった後、パン屋に、 

「今日は糧を得ることができなかった。寿命がおきなけ 
れば明日支かうから、4分の1のパンを頂けないか」と言い 
ました。声が震え、顔が赤くなっていました。 

「何と言うことを。4分の1ではなく、1つ丸ごと差し上 
げますよ。お金はいりません」と言いました。しかしその 
m 困窮した人は、 

- 





社会的なつながりにおける借金と、借り入れ ■ 


「いや、4分の1で十分です。もしかしたらあと3人、 
貧者が来るかもしれない。それに4分の1だけの分しか、顔 
を染めることもできない。これな上のものには耐えられな 
い。4分の1を受け取る条件は、明日その借りを返すことで 
す」と言いました。 

パン屋は驚きながらも、4分の1のパンを与えました。キ 
スをしながらパンを受け取ったこの人は、ゆっくりと静か 
な足取りでその場をちりました。その先に、通りの角に犬 
がいました。懇願するような目で、空腹を訴えるかのよう 
な目でその老人を見ていました。輝かしい顔をしたこの祝 
福された人は、 

「半分はおまえのものだったということだ」と言い、4 
分の1のパンの半分をその犬に与えました。それからモス 
クに歩いて行きました。手に残った一口のパンと数口の水 
で、断を明けのを事を済ませました。この恵みを与えられ 
たアッ ラーに 感謝しました。 


翌日、ある店の持ち主が、 

「親父さん、そこの向かいにある水汲み場で、この水入 
れに水を汲んできてくれ。それから新しく来たこの商品を 
中に運んでくれ」と言い、その対価として彼に1リラを支あ 
いました。 

この男性はすぐにパン屋に走り、4分の1のパンの値段で 
ある250クルシュを支おいました。パン屋はそれを受け取る 
ことを望みませんでしたが、この輝かしい顔の人が何度も 
懇願する為、それな上は言えず、目に涙を貯めながらその 
代金を受け取らざるを得なかったのでした。 


この例であったように、誠実に支おう意思を持って借金 
をする人には、ァッラーはその支かいを容易にされます。 
借金を負う人が、その困難さに忍耐し、拷取したり悪用し 
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たりといったことをせず、借金をイフラースのうちに支あ 
う努力をしていれば、アツラーはその努力に応じて容易さ 
と出口を与えられます。 

自分の管 a 下である財産を持っている人が、それを支お 
わず、借金を返さないのであれば、責任を問われます。つ 
まり借金をしている人は、他に手段が見つけられなかった 
場合、命にかかわるようなものではない動産、不動産を売 
ってその借金を支がう手段を選ぶべきです。人が、借金を 
しておきながら、その暮らしをぜいたくさと浪費の中で送 
り、結果としてその借金を返せないのであれば、この状態 
はしもべの権利と責任を侵害しているものになります。借 
金をしている人は、その支出においていくつかの制限をつ 
け、多額の出費を行うことは避けるべきです。借金を返す 
まで、わずかでも金を貯め、お金を貸してくれた人の権利 
を尊重するべきです。それを行わず、我欲による計算がそ 
こに入ってくれば、神の慈悲はそこから取り除かれ、しも 
ベとしての権利が生じます。これはアツラーが許されない 
ことなのです。つまり、□□□□□□田 □□□□□□□□□ 
□ □□□□□ 口というクルアーンの言葉が示すように許され 
るおホであるアツラーは、しもべの権利についてはその許 
しの対象外とされているのです。 

また一方で、借金を返すのを送らせている人の程は、 
ハラームが交ざっていることになります。特に、返さない 
つもりでお金を借りることは、来世の大きな災いとなりま 
す。このような罪を犯す人は、預言者ムハンマドが 

「誰であれ、返さないつもりで借金をする者は、アツラ 
一の御前に泥棒として出ることになる」 （イブニ-マジャ、サダ 
一カ トウ、 11/2410) 



参照：相談章第25節、悔悟章第104節 
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という形で示された危険の中に随ることになります。ま 
た別の ハディース では、 この 点のア ッラーの 位階における 
重要性を非常に巧白なおで示しています。 

「誰であれ、支おうつもりで人々から何かを得たのであ 
れば、アッラーがその人の借金を返される（返済を容易に 
される）。誰であれ、損なうつもりで人々から何かを得た 
のであれば、ア ッ ラーはその人の財産をまだ この 世にいる 
間に損なわれる」（ブ ハー リ ー 、 イスティクラ ズ、 2) 

借金に関して、預言者ムハンマドの次の奨励と実行は、 
非常に素晴らしい模範です。 

ザートゥリッカの遠征から戻る際、預言者ムハンマド 
は、ジャービルと話をされていました。結婚したばかりだ 
ということ、その為にたくさんの借金があることを知り、 
何を持っているのかを訪ねました。彼はただ1頭だけラク 
ダを持っていると答えました。預言者ムハンマドは借金か 
ら救われる為にラクダをご自身に売るようホめました。そ 
こで取引がなされ、預言者ムハンマドはマディーナに到着 
した時にその代金をがう約束で、ジャービルのラクダを買 
ったのでした。マディーナに到着するとジャービルがラク 
ダを連れて行き、預言者ムハンマドは示された代金をかい 
ました。取引の誓約が終わった後、預言をムハンマドはラ 
クダをジャービルに贈り物とされました。追従を許さない 
この崇高な優しさと道徳はムスリムを非常に感動させまし 
た。この出来事が起こった夜を「ラクダの巧」と呼んでい 
たのでした。その夜、預言をムハンマドはジャービルの為 
に 25 回、許しを求められたのでした。 （リャーズッサーリヒーン 
し P 104-105) 


ジャービルは次のように語っています。 
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「道で、ユダヤ人に会いました。おはこの出来事を説明 
しました。彼は大いに驚き、『ラクダを購入し、お金をお 
い、それからそれをあなたに贈ったのか？』と言っていま 
した。おも『そうだ』と答えました。」 

この素晴らしく、崇高な道徳の範禱には、 

し 借金をしている人は、自分が持っている財産やそれ 
に類するものを売り、借金を返すべきである 

2. それができる状態にある人は、借金を負っている人 
を助けるべきである 


3. 借金を負っている人の為に許しをたい、ドウアーす 
るべきである 


ことが読み取れます。 

ハディースでは次のように語られています。 

「アッラーがしもべに恵みを与えられ、それを最も美し 
いおで完成させられ、その後、人々のニーズを彼に委ねら 
れ、もしその人がそれを不快に感じるのであれば、手にし 
ている恵みを壊滅へと投げたことになる」 （ムンズィリ、ァッタ 
リギブ4/170) 


ある時預言者ムハンマドは、 

「破産者とは誰であるか、知っていますか」と尋ねまし 
た。 サハーバた ちは、 

「破産者とは、私たちの中で、お金がなく、財産もない 
をのことです」と答えると、預言者ムハンマドは次のよう 
に続けられました。 



「おのウンマにおける破産者とは、最後の審判の日、礼 
拝、断を、ザカートの善行と、（この善行と共に行動が記録 
された帳面で）この人を傷つけた、この人が赛淫したと中傷 
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した、この人の財産を横取りした、この人の血を流した、こ 
の人を殴った（と記されている）ひとである。彼の善行の報 
償から、（権利を持っている）人々にそれが与えられる。も 
し、自分が負っている借りをかえすことなく、イバーダと善 
行の報償がおきてしまえば、借りを返すべき相手の罪から取 
られた分の罪が、その人の上に加えられる。それから（彼ら 
の罪と共に）地獄に投げ入れられる」 （ムスリム.ビッル 9; ァフマ 
ド.ビン.ハンバル、1し 303、324、 372) 

また別の ハ デ ィースで はかのように語られています。 

りディナール、もしくは/ディルヘムでも借金をしたま 
まで死んだ人の借金は、その人の善行から支払われる。そこ 
では（集合の場では）ディナールもディルヘムもない」（ィブ 
二-マジャ、サダーカトウ、 12/2414) 

この観点から預言者ムハンマドは、借金を始めとして化 
のしもべの権利を負っている人が、まだこの世界にいる時 
にそれを相手との間で解みすることを、 7 义のように命じら 
れています。 


「誰であれ、その上に兄弟に対する貞操もしくはその 
他の理由で権利があるのであれば、 ディナール や ディルへ 
ムの存在しない（世界の終りと審巧がある）日が巧るまで 
に、まだここにいる間にがみするようにしなさい。そうで 
なければその日、誠実な行為がある場合はその害に応じて 
彼自身からそれが取りちられる。もし誠実な行為がなけれ 
ば、友人の罪が取られ、彼の上に積まれる」 （ブハーリー、 メザ 
ー リム 10、 リ カーク48;テイル ミズ イー、 2) 


もちろん、その本質という点から、ここでの「解み」 
は、受け取る側の権利や法を守り、借金を来世に遺さず、 
この世界で支払うということです。預言をムハンマドの実 
行もそのように行われました。彼はご自身の前に借金を 
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負った人の遺体が運ばれてくると、彼の為の化拝は行わせ 
ず、ただその借金が支払われた場合、イマームとして前に 
出られました。アブー.カターダはかのように語っていま 
す。 


「預言者ムハンマドにネ L 拝をして賞う為にある人（の遺 
体）が運ばれてきました。ただし預言者ムハンマドは、 

『彼は借金を負ったままである。あなたホの仲間のネけ手 
をあなたホが行いなさい』と言われました。 

おは、 

『ではその借金は私が負いましょう、アツ ラーの 使徒 
よ』と言いました。彼は 

『忠誠を誓って言うのか」と尋ねられました。 

『忠誠を誓って言います』とおは答えました。そこで預 
言者ム ハン マドは葬儀の化拝を行われました」 （ティル ミズ ィ 
' 一、ジャナ’ーイズ、69;ネサーイ、ジャナ’ーイズ、 67) 

この細やかな基準の中で、預言者ムハンマドは言われて 
います。 


「アツラーの 観点からは、しもべが アツラーによって禁 
じられている大罪についで、共にたずさえてくる可能性の 
ある最大の罪の一つは、人が支かうべきお金を残すことな 
く、借金を負ったまま死ぬことである」 （アブー■ダー ウード、 
ブユ ' 9) 



借金をした人、与えた人が注意をすべき点を簡潔にまと 
めるのであれば、これらを2つのカテゴリに分けることがで 
きます。それに基づけば、借金を与える人は、 
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し ただアツラーのご満悦の為に、信者である兄弟の苦 
労•を取り除くことを目的とすべきです。ハディースでは次 
のように語られています。 

「誰であれ、（宗教上の）兄弟のニーズを満たすなら、 
アツラーも彼の苦労を取り除かれる（彼に援助をなされ 
る）誰であれ、ムスリムの悩みや悲しみの解み策となるん 
であれば（彼をま泰へと導けば）、アツラーもその為に最 
後の審判の日の苦痛から、その苦痛を取り除かれる（彼を 
喜びへ と至らせる）」 （ブハーリー、メザーリム、 3; ムスリム、ビツ 
ル、 58) 

2. 貸すお金に、何らかの利益を混入させないこと。 

3. できる限り、容易となるようにすること。特に、借 
金のある人が誠実に支払いをしようと努力しているのに、 
それがうまくいかないのであれば、彼の為に猶予期間を与 
えるべきです。 ハ デ イースでは 次のように語られていま 
す。 


「誰であれ、お金を貸している相手に猶予期間を与えれ 
ば、その一日分ごとに善行を得る。誰であれ、その借金を 
巧間が巧た後で遅らせれば、遅らせている限り、毎日（受 
け取る財産だけの）サダカが記録される」 （イブニ-マジャ、サ 
ダー カトウ、 14/2418) 

「あなたホな前に生きていたある人のところに、その魂 
を取る為に天使が巧て、尋ねた。 


『あなたは何か良いことをしました力 \ j ] 


男は、 

『わかりません』と答えました。彼に再度、 

『考えなさい、もしかしたら思い出すかもしれない』と 
声がかけられた。 

_ 
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男は、 

『何も思い出せない。ただおは生きている時に、人々と 
取引を行っていました。その行為をする際に、金持ちには 
支おい期限を長くし、貧しい人には（支かいにおいて寛容 
を示し、不足部分を許すという形で）彼らの仕事をを易に 
していました』と答えた。アッラーは彼を（この善行を a 
由として）天国に入れられた」 （ブハーリー、ブュ、 17-18; ムス リ 
ム、ムサ ーカ ートウ、 26-31) 

4. もし、自分の状況がよく、またそれにがして相手が 
非常に貧しく困窮していれば、与えた借金をサダカと見な 
すこと。 

5. 借金をしている相手を傷つけないこと。ハディース 
にた i フる 


「相手が与えても与えなくても、自分の権利を求める人 
は、高潔さの範禱でその権利を要求しなさい」という原則 
に基づき、良い振る舞いを示すべきです。 （ィブ ニ-マジャ、サ 
ダーカトウ、 15) 

実際、別の ハディース でも預言者 ムハンマ ドは次のよう 
に語られています。 

「アッラーはあなたホな前に生きたある人に、慈悲を持 
って振る舞われた。なぜならその人は、何かを売った時、 
あるいは買った時に相手の仕事を容易にし、買ったものを 
求める際にも（粗暴ではなく、理解を示し）容易にしてい 
たのだ」 

これらすべてにかし、お金を借りた人は、 

し やむを得ない巧由がない限り、借金をするべきでは 
⑩ ぁりません。 

- 
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2. 非常に重大なニーズがある場合にのみ、必要なだけ 
のお金を借りるべきです。 

3. 賛沢、浪費をするべきではありません。 

4. 支化い意志、努力、そのみ意において誠実であるべ 
きです。 

5. お金を借りている人は、貸してくれた人のいい意志 
や良い振る舞いから捧取したり、悪用したりするべきでは 
ありません。なぜならこのように振る舞う人は、真に助け 
を必要としている人が借金をする際の妨げとなり、他の人 
々に害を及ぼすからです。 

6. 借りた金額の価値が目減りするような形でお金を借 
りるべきではありません。特に長期間借りる場合は、借り 
たお金の価値が目減りしないような形で借りるべきです （ 
もちろん、お金を貸す側の寛容が示されている場合を除い 
て） 


7. 支払いの期限を遅らせてはいけません。特に借金を 
負っている側が、支かいができるだけの資産を持っている 
のであれば、期限通りに支私いを行うべきです。支かう状 
況にない場合は理由を知らせて猶予を求めなければなりま 
せん。ハディースではかのように語られています。 


「借金を返すことができる豊かな人が、支払いを遅らせ 
ることは、迫害である」 （ブハーリー、イスティクラズ、 12; ハワー 
ラー トウ、 1-2; ムスリム、ムサーカートウ、 33) 

8. 借金はみして、来世に持ち越してはいけません。 


ただし、これらす ベての 基準に注意をおったにも関わ 
らず、どうしてもやむを得ない理由で借金を支かう前に来 
世へと移ってしまった場合、かの3つの状況では、借金をし 
ている人の支私いをアッラーがご自身でなされることを誓 
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つておられます。ハディースではかのように語られていま 
す。 


「疑いもなく、借金をした人が死んだ場合、その借りは 
最後の審巧の日、その人から取られる。しかし次の3つの理 
由で借金を負った人は、この範禱には含まれない。 

し 人の力がアツラーの道において（戦いで）弱り、そ 
の人がアツラーの敵に巧し、そして彼自身の敵に対し、力 
をつける為に借金をする場合。 

2. 誰かのそばでムスリムが t くなり、彼を白布で包ん 
で埋めるお金がなく、その為に借金をする場合。 

3. 誰かが、独身であることからアツラーに巧し我欲に 
恐れを感じ、自分の教えに害を及ぼさないよう、（借金を 
して）結婚する場合。 

アツラーは最後の審半りの日、この人々の借金をご自身が 
支かわれる」（イブ ニ-マジャ、 サダーカトゥ， 21) 


疑いもなく、アッラーがその借金を審半 Ij の日に支かわれ 
ることは、受け取る側に何倍もの恵みを与えらえるという 
ことを意みします。しかも、来世における気前の良さで、 
決:して損なわれることのない報償と永遠の利益によって。 
このような対価は、確実に、受け取る側にとって宝庫より 
も尊い報償となります。 



ただし当然、借金を負っている人が、 ハディースで 挙げ 
られている状態に含まれるかどうかが、この点では最も重 
要な要素となります。もし借金において何らかの掉取がふ 
くまれていれば、その人がアツ ラーの 道において、もしく 
は宗教上の兄弟の為、あるいは教えに害を及ぼさないよう 
にという意志で結婚する為に費やしたとしても、やはりそ 
れは咳印を問われるものとなり、その借りを審半 Ij の日であ 
れ必ず自分で支おうことになるのです。 
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だから、どのような理由であれ、借金をする人は、足り 
るだけの額で十分と見なし、その借金を必ず返すという努 
力の中にあるべきです。受け取る側も、お金を貸すという 
特に新たな徳を付け加えるように、寛容を示すべきなので 
す。 


借金という点で、貸す側と借りる側の事情をかんがみる 
形で考えることが必要です。なぜなら、貸す側の権利が守 
られることが、この素晴らしい行為の継続を可能とする最 
も重要な要素であるからです。そうでなければ集団の中で 
お金を貸すという徳が継続することは不可能なのです。 

貸す側の権利をかんがみることに関連する次のハディー 
スは、非常に教訓深いものです。 

「ある人が預言者ムハンマドのそばにきて、彼から借り 
を返すことを求めた。それを行う際、親切とは言えない、 
粗野で不適切な言葉を用いた。この人の、預言者ムハンマ 
ドに対する不遜な態度の為、サハーバたちは彼に分をわき 
まえさせようとした。しかし預言をムハンマドはそれを許 
さず、 

『やめなさい。お金を貸した側は、その権利を得るま 
で、 借りた側にものをいう権利がある』と言われた」 （ブハー 
リ ー、 イステイクラズ、7;ムスリム、ムサーカートウ、 118-122/1600-1601) 

この出来事の別の例について、アブー-サイディ•フド 
ゥリが次のように語っています。 

「ある遊牧民が預言者ムハンマドのところに来て、預言 
者ムハンマドに貸したものを返すよう求めた。その際、厳 
しい態度を示した。さらには、 


千こ。 


『借金を返すまではあんたを不快にし続ける』と言つ 
サ ハーバた ちは遊牧民を叱り、 
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『何と言うことを。あんたは誰と話しているのか知らな 
いのだな』と言った。 


その人は、 

『おは、私の権利を求めているのだ』と言った。預言者 
ムハンマ ドはサ ハーバた ちに、 

『あなたホはなぜ、権利の持ち主の見ホをしないのか』 
と言われ、ハウラ-ビン テイ- カイスに人を送られ、 

『あなたに乾燥ナツメヤシがあれば、おの借りを支キムい 
なさい。おたちのナツメヤシが来れば、おの借りをあなた 
に返そう』と言われた。 

ハウラは、 

『もちろんです、わが父をあなたに捧げましょう、アッ 
ラーの 使徒よ！』と言った。 

預言者ムハンマドは遊牧民への借りを返され、さらに彼 
にを事を振る舞われた。（この態度に満足した遊牧民は） 

『あんたは借金を立派に返してくれた。アッラーもあん 
たに報償を完全な形で与えられるように』と言い、満足し 
ていることを示した。それにかして預言者ムハンマドは 


『そう、この人々（借金を正しく支おう人々）は、人々 
の中で尊いものである。そこに含まれている弱者が、傷つ 
けられることなくその権利を得ることができない集団は、 
栄えることはない』と言われた」 ."（イブ ニ-マジ ャ、サダーカ ト 
ウ、 17) 



アッラーの使徒は、お金を貸した人がその貸しを期限 
が来る前に受け取ることをホめた場合ですら、常に彼らの 
側に立って行動され、人類史の中でどの指導者も想像すら 
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したことのない、権利と法に関する徳を示されました。彼 
が、ご自分のホホになったサハーバたちを 


「あなたホはなぜ、権利の持ち主のホホをしないのか」 

と言って警告したことは、まさに涙を誘い、人々の心に多 
くの公正さの芽を芽吹かせる、人権の為の授業となったの 
です。おそらく、彼な降の人々の最大の弱みの一つとなる 
という®由で、預言をムハンマドがウンマに模範を示され 
るという英知に基づいて、この点において示されている例 
は非常に多くあります。 

実際、ユダヤ人の学をであるザイド•イブニ-サアナ 
は、預言者の特性として「律法」で記されている事柄が預 
言者ムハンマドに存在するかどうかを調べていました。あ 
る時、預言者ムハンマドのそばに聖アリーがいる状態でま 
から出たのを見かけ、追跡をしていました。その時、遊牧 
民の衣装を着た人が預言者ムハンマドに近づき、 

「アッラーの使徒よ！おはこれこれの部族の民に、もし 
彼らがムスリムとなれば、彼らにアッラーが豊かな糧を与 
えられるだろうと話しました。彼らもムスリムとなりまし 
た。しかし残念なことに、その部族を干ばつが襲っていま 
す。人々は非常に困難な状態にあります。世俗的な望みで 
ムスリムとなったこの人々が、期待したものを得られない 
為に再びな前の教えに戻るかもしれないと恐れています。 

もし彼らに援助することを望まれるのなら、おがそれを運 
びます」と言いました。 

この会話を聞いていたザイド•イブニ.サアナは、預言 
をムハンマドを試すのにちょうどいい機会を得たと考え、 
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「ムハンマドよ、 もしその人に援助をすることを考えて 
いるのなら、ここでのやりとりであなたにお金を貸すこと 
ができます」と言いました。 

預言者ムハンマドも彼に80ディナールのお金を借り、必 
要な援助をする為にそのサハーバに与え、 

「急いで彼らのそばに行きなさい、彼らを助けなさい」 
と言われました。 

また別の日、預言者ムハンマドのそばに聖アブー.バ 
クル、聖ウマルと数人のサハーバが永遠の墓地にある遺体 
を運んでいました。預言者ムハンマドが葬儀の礼拝を先導 
し、ザイドは彼に近づいていきました。そしてその神聖な 
背中の衣装をありったけの力で引きました。彼がなぜその 
ようなことをしたのか、その時点で理ができていなかった 
預言者ムハンマドは、地面に落ちた衣装とザイドのしかめ 
っ面を驚いて見ていました。ザイドは計画した通りに話し 
始めました。 

「借金を返さないつもりか、 ムハンマドよ。 あなたホア 
ブ ド ウルムッタリブまの者はいつも借金を遅らせるのだ」 

と言いました。 

しかし、預言者ムハンマドがザイドに借りたお金の期限 
はまだ来ていませんでした。 

この出来事を説明するザイドは、かのように語っていま 
す。 


「私はその時振り返ってウマルを見た。その胸が蛇腹の 
ように膨らんではしぼむのを見て、私は非常に怖かった。 
ウマルは私の顔を厳しく見つめながら、 



『アッラーの 敵よ！お前は この 言葉を アッラーの 使徒に 
向けているというのだな？彼に非常に失化に振る舞い、ま 
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た徳に欠ける話し方をしている。彼を預言者として遣わさ 
れたおホに誓って言うが、もしアッラーの使徒がおまえに 
借金をされていなければ、おはおまえの頭をはね飛ばして 
いたところだ』と叫んだ。 

自分のそばで、ユダヤ人がアッ ラーの 使徒を侮辱する こ 
とに耐えられなかったウマルがその怒りで沸き立っている 
時、預言をムハンマドは彼に微笑され、 

『落ち着きなさい、ウマルよ。今、私もその人も、あな 
たに別に態度を期待している。あなたはおに、借金を立派 
に支払うこと、彼にももっと適切な言葉で支払いをホめる 
ことを勧めるべきであったのだ。支お期限までまだ3日ある 
が、さあ、彼におたちの借金を支拉いなさい。彼を怖がら 
せたのだから、その分も少し余計にあいなさい』と言われ 
た。」 

ザイドはお金を受け取った後で、ウマルに次のように告 
白しました。 


「ウマルよ、 預言者 ムハンマドの 顔を見るたびに、そこ 
に預言者であるしるしの全てを見出していた。しかし、彼 
にあるべき二つの特性を備えているかどうかを今まで把握 
できずにきた。彼自身に対して粗野に振る舞う人を許すだ 
ろうか？彼に対してなされる粗暴なふるまいがひどくなる 
につれて、彼の優しい言葉や寛容はそれに比例してより増 
していくのか？今日、おはそれを試した。そして彼が待た 
れていた預言者であることを巧がした。アッ ラーを 神と、 
イスラームを 教えと、 ムハン マドを預言者とおが認めるこ 
と、財産の半分を ムハンマドのウン マにサダカとして寄付 
することの証人となってほしい」 


ザイドがムスリムとなったことを喜んだウマルは、彼に 
注意も行いました。 
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「あなたのが産は、全ムスリムには足りない。せめて、 
ムスリムの一部に寄付すると言うべきだ」 

ザイドは「その通りだ、私の財産の半分を、一部のム 
スリムに寄付します」と言い、言葉を修正しました。 （ハキ ー 
ム、ムステドウレク、111、 700/6547) 

このハディースは、借金をした人がアツラーの為に示す 
ムの細やかさと、お金を貸した人の権利が注意深く守られ 
た結果生じた、アツラーの恵みと素晴らしい出来事の、預 
言者としての例です。預言をムハンマドが時々借金をされ 
ていたことの英知も、お金を貸してくれた人に対する行動 
の素晴らしさを示し、ウンマの模範となることでした。 

これらの例から a がされるように、お金の貸し借りの問 
題は非常にセンシティブな項目です。だからこのような関 
係がある人たちは、行ったこのイバーダの豊かさ、恵みを 
得ることができないという事態に瞄らないよう、いくつか 
の基準に注意をキムうことが必須となるのです。 


残念なことに、今日お金を貸すという徳のあるイバー 
ダが次第に減っていること、お金を貸す人によって損害も 
しくは損失であるかのように見られること、多くの人がこ 
の尊いイバーダを行おうとしないことは、上記で挙げた基 
準が尊重されなかったことから生じているものです。つま 



り、取引において信頼が失われること、嘘や誓への不誠実 
さが広まっていること、約束した時に支かわないことが普 
通のようになっていることといった不誠実さが、このイバ 
ーダをほとんど忘れられたものとしたのです。しかしこの 
問題の原則、基盤を見るなら、この障害が乗り越えられる 
ことが必要です。つまり、それができる状況にある人は、 
いくっかの言い訳でお金を貸すというイバーダを放棄する 
べきではありません。また逆に、お金を借りた人も様々な 
苦おを前面に出して借りたお金を返すことを軽視してはい 
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けません。この徳を伴う社会的なイバーダを損なってはい 
けないのです。そうでなければ、豊かな人はァッラーが信 
託として与えられた恵みの感謝を行わなかったことにな 
り、また困窮している側も、この基準に注意を拉わなかっ 
た結果として、お金を借りることができなくなり、また本 
当に必要になった場合でも、利子のある借金をしなければ 
いけないと感じる追い詰められた状態から救われることが 
できなくなるのです。 

しかし、お金を貸すことが偉大な徳であることは、多く 
の章句や ハディースで 確実なことです。誤った振る舞いを 
する者、その作法を尊重せず、この偉大な徳の実行の妨げ 
となる者は大きな責任を負います。なぜならそのやりホや 
作法を尊重して与えられた借金は、信者にとって巧世での 
資本となるからです。 

アナス.ビン.マーリクは次のように語っています。 

「預言者ムハンマドは言われました。 

『ミラージュの巧、天国の門にかのような忠言が書かれ 
ているのを見た。 

サダカには W 倍の報償が与えられる。貸したお金には W 
倍の報償...。おは、 

『ジブリールよ、貸されたものは、サダカよりもなぜよ 
り尊いとされているのですか』と尋ねた。 


ジブリールは、 


『なぜなら、他の者はたいてい、お金があるのにサダ 
力をホめる。借金を求める者は、自分の必要性の為に求め 
ているからである』と答えた』」 （イブ ニ■マジ ャ、 サダーカト 


ウ、 19/2431) 
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疑いもなく、サダカを与えることはイスラームで奨励さ 
れているイバーダです。、ただし、困っている人の自我に 
触れ、傷ついてしまうのであれば、サダカではなく借金と 
して与えることがより適切とされています。あるハディー 
スでは 


「何かを貸すことは、それをサダカとして与えることよ 
りもなお 尊い」 とされています。 （アル■アズーズィ、アッシラー 
ジュル.ムニール、 III , 57) 


この項目におけるアッラーの、そして預言者の奨励に従 
い、一部の誠実な信者たちは、貸したお金が返ってきた時 
にはそのお金には一切手を付けず、困窮した人たちが自分 
たちに再び借金を申し込んだ時に喜んで再度貸していまし 
た。っまりある意巧で、自分に固有の「良い貸し」の為の 
貯金箱を用意していたのです。 

実際、カイス.ビン•ルーミーはかのように語っていま 
す。 

「スライマン.ビン.ウズナーンは、サ ハーバの イブ 
二.マスードの弟子であるアルカマ.ビン.カイスに支ホム 
うお金が車で、千ディル ハムの お金を貸していました。ア 
ルカマにお金が入るとそのお金を返すようにホめ、またそ 
の際に少しきつい態度をとりました。アルカマはすぐにお 
金を返しましたが、このきつい態度の為にスライマンに怒 
っていました。数か月後、アルカマはまた、彼に千ディル 
ハムの お金を借りるより他に仕方のない状況となりまし 
た。スライマンは 

『わかりました、喜んで』と言い、家族に向かって、 



『ウンム•ウト ウノく よ、そこにある封印された袋を持っ 
てきてくれないか』と呼びかけました。彼女は袋を持って 
きました。 スライマンはアルカマに、 
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『これはあなたが支かったお金です。私はそのうちの1 
ディルハムにすら手を付けていません』と言いました。そ 
れに巧してアルカマは、 

『アッラーがあなたの父にご満悦くださいますよう！し 
かし、お金を返す際のおへのあのきつい態度の理由は何だ 
ったのですか？』と尋ねました。 

スライマンは、 

『あなたから聞いたハディースゆえです』と答えまし 
た。アルカマは不思議に思い、 

『おから何を聞いたのですか』と尋ねました。スライマ 
ンはかのように答えました。 

『あなたはイブニ. マスー ドから、アッ ラーの 使徒が こ 
う語ったと伝えていました。 

『一人のムスリムに、同じものを2度貸したムスリム 
で、彼のその振る舞いが（良い貸しの報償に加え）そのも 
のを一度サダカとして与えられただけの善行とされない者 
はいない』 


それに巧しアルカマは、 

「そう、イブニ-マスードはおにそのように告げまし 
た」と言い、それを確認しました。 


この素晴らしい徳を、イスラームの偉人としてのありホ 
を身につけられていた親愛なる父ムーサー師も、細やかな 
形で実行されていました。彼も、個人的な「良い貸し」の 
予算を持っていました。そこから、助けを必要としている 
人に分配していました。返すことができない状態の人の借 
りは、サダカと見なし、返されたお金は別のことに費やさ 
ず、また同じ目的の為に用いていました。アツラーの為に 
与えていたこの素晴らしい貸しは、こうして継続していっ 
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ていました。この種の善行はイスラームの道徳に属する振 
る舞いの素晴らしさの、特別な顕れなのです。 

借金は、それを貸す人にとってこのように尊い徳であ 
ると同時に、それを借りる人にとっても奨励されるもので 
す。そうでなければ、借金ができない状態にある困窮した 
人は、もし真剣な困窮状態に陥れば、謝った道、そして罪 
に巧されてしまう可能性が高まるのです。実際、非常に困 
窮した為に、今日信者の中で、望んでのことではないとは 
いえ、利子という泥沼に陥ってしまった困窮者は少数では 
ないからです。このような人々が誤った道、罪へと向かわ 
ず、お金を借りるという道を選択することを奨励する為、 
預言者ムハンマドはかのように語られています。 

「借金が、アッラーが望まれないものの為でない限り、 
アッラーはその借りたお金を支おうまで、借りた人と共に 
あられる」（イブ ニ-マジャ、サダーカトウ、 10) 


つまり、その他の イスラームの 徳と同様に、今日におい 
てもあらゆる細かな点に注意をあいつつ、このお金を貸す 
という イバー ダを実行するべきなのです。 このイスラーム 
の美徳を生きた形で継続させる為にも、その基準と原則の 
深みを認識し、実践することが条件となります。いつか永 
遠の住居に移された時には、豊かな人にもこのような機会 
はなく、貧しい人にはそのようなニーズはなくなるという 
ことを忘れないようにしましょう。 


纔 



要するに、おたちがやってきたこのはかない世界はチ 
ヤンスの世界であり、善行を施す為の場です。特にこのラ 
マダーン 月とイード（イス ラームの 祝日） の日々 は、 アツ 
ラーの 特別な恵みの時であり、私たちが失ったものを補填 
し、過ちを償う機会なのです。 
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28. この文章はラマダーン月にあ表されたものである。 




はかない日々をラマダーン 28 やイードとする英知と神秘 
は、信仰とその喜びをホわうこと、特にイバーダ、ズイク 
ル、社会的相互援助、困窮者や身寄りのない人、孤児へと 
伸ばされたと、によって飾られる瞬間であり、これらは死の 
向こうにある楽しい日々の為の慈悲の灯火なのです。 

特に、十分に従っていなかったことから許され、ラマ 
ダーンからイードに至ることは世親的な勝利を祝うもので 
す。神による勝利により、集団の喜びが一度に実現するこ 
とです。 

またーホで、この世巧での生がちょうど短いラマダー 
ン月であるということを認識し、 安らぎ 、平穏といった崇 
高な勘定を生活すべてにおいて持っているべきなのです。 
なぜならこの日々は、私たちのはかない生涯の中で最も需 
要なチャンスの瞬間だからです。もしこのチャンスの瞬間 
が、ラマダーン月の恵みと精神によって巧用されれば、疑 
いもなく、審判の日は私たちにとって真の、永遠のイード 
の朝となるのです。イードのうち最も素晴らしいものが、 
これなのです。 

ベ フルール.ダー ナー師は非常に素睛らしく語っていま 
す。 

「イードは、美しく新しい服を着る人たちのものではな 
く、アッラーの懲罰から救われ、永遠の悲しみからの救い 
に至った人たちのものである。またイードは、立派な動物 
に乗る人たちのものではなく、過ちや不足を放棄し、純粋 
なしもべという状態になることのできた人たちのためのも 
のである」 


U 〇 
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U □ 
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□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□田□□回 

□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□回 

□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□回 

DDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDD 

□□□□□□ 






ち情 



「真実の旅人よ、その日が来る前に、世界 
が終わる前に、真の統治者（であられるアッラ 
一）と友情を築きなさい。その恐ろしい日にあ 
なたの手を取って下さるように。なぜならその 
日、そのおホの許しなくあなたの手を取る人は 
誰もいない。その日、人は兄弟から、母から、 
父から、妻から、息子たちから逃げる。だから 
アッラーとの 友情に ついて よく 巧巧牵 しなさい。 
この友情は、最期の息の為の種となることを知 
りなさい」メヴ ラー ナ 





…け 




























































































































































































































































































□ □ 


伝承によると、ある日預言をムハンマドは病気になりま 
した。それを聞いた、預言者への愛に満ちた聖アブー.バ 
クルは、すぐにその御様子を知ろうと預言者ムハンマドを 
訪問しに走りました。しかし預言者ムハンマドが病気でま 
しんでいるのを見て耐えることができず、家に帰ると悲し 
みのあまり寝付いてしまいました。 

数日後、回復した預言者ムハンマドは、アブー.バクル 
も病気になったことを知り、そのお見舞いに行きました。 
アブー.バクルに人々が 


「アッラーの使徒があなたのお見舞いに来られる！」と 
伝えました。 

預言者ムハンマドを愛するその彼は、すぐに寝床から 
飛び上がり、この上ない活力と表現できない喜びの中でド 
アへと走りました。彼は病から救われていました。諸世巧 
の王をドアで迎え、中に招き入れました。彼がこのような 
健康で元気な状態で喜んでいるのを見た預言者ムハンマド 
は、驚きのうちに 

「あなたが病気だと言っていたが、アブー.バクルよ」 

と言いました。 


預言者ムハンマドへの愛情、情熱という点で他の人より 
も優れていたアブー.バクルは、預言者ムハンマドの訪問 
に歓喜しながら次のように答えました。 
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□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□田□□□回 
□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 
□ □ 


アブー.バクルの このような友情や愛情の顕れは、彼を 
クルアー ンで「二人の中の、二人目」と表現されるぶ誉に 
至らせたのです。だから全ては、アッラーが喜ばれ、私た 
ちをホ向づけられたむの愛着を、最も親しい友情の結びっ 
きによって強めること、このようにしてアッラーへの愛情 
の喜びから何かを得ることにかかっているのです。なぜな 
らただこのような友情が、真の意ホでの愛情や情熱から取 
り分を得ることができるのです。 

イマーム.アリーユル.ルザーは非常に素晴らしく表現 
しています。 

「アッラーがその友たちに与えられた精神的なシャーべ 
ットがあり、かれらはそのシャーベットを飲むと巧を忘れ 
る。我を忘れて喜び、喜びのあまり清らかな状態となる。 
清らかな状態となって溶けこむ。溶けこむと、イフラース 
に到達する。イフラースに到達すると、その友と出会う。 
その友と出会うと、愛するおホとの間に分離はもはやなく 
なる」 

この状態は、友情に溶けこむという状態です。この状態 
を体現していたアブー.バクルにとって病気は、親友の状 
態を分かち合っている為に、健康よりもなお好ましいもの 
でした。なぜなら友達と共にいるのなら、最も苦い果実で 
も甘くなるからです。メヴラーナの表現によると、 



「親友と共にいる人は、炉の炎の中にいたとしても、バ 
ラの庭園で座っていると思っている」 
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「親友たちよ！もし形や形状から離れ、意義の世界に入 
つていくなら、そこが天国であり、バラの庭園の中にもつ 
と美しいバラの庭園があるのを目にするだろう」 


友情は、肯定的もしくは否定的な特性の共通点から生じ 
るものです。真の友情は、ただ誠実な魂に存在します。こ 
の特性は、人の人格のうち最も崇局な段階のものに見ちけ 
られます。あらゆる出来事を前に、二人の人が同じ感情を 
持つことにより、友情が生じます。真の友情は、二つのム 
の間に生じるラインなのです。これが生じること、つまり 
愛情の流れの結果として、愛される人の全ての状態が愛す 
る側にも移行します。そのむでの愛情の大海がわきたち、 
熱情の太陽に焼かれ始めます。 

実際、メヴラーナは、セルジューク朝の神学校で学長 
であった時、むが愛情で満ちたシャムスというをの修行僧 
のまなざしから火花を得て燃えたことの結果、彼の中で見 
せかけの書物はその寿命を終え、この世巧が一つの書物の 
ようになったのです。その後、人間、世界、ク ルアー ンを 
神秘的に説き明かす嘆きの書、メスネヴィが書かれたので 
す。その状態を自らの状態としてアッラーの友となること 
はただ、信者の本おにある愛する力を、アッラーのご満悦 
のホ向に向けることのできる度合によるものとなります。 


そうでなければしもべは、見かけ上はバラの庭園の中に 
いたとしても、親友から遠いという巧由で穂内面的には炎 
の中にいるということなのです。従って、同じ感情を分か 
ち合わない、親戚や兄弟といった見かけ上、偶然の近しさ 
は、友情とは関係はありません。なぜならあぶ•ラハブは 
預言者ムハンマドの叔父でありながら、彼から最も遠い人 
の一人だったのです。 


魂の世界には無限の秘密と謎があります。これらは肉体 
や化会の型にはおさまりません。友情は魂の深みからもた 
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らされる吉報であり、 一つの インスピレーションです。ヒ 
ラーの 洞窟で最初の啓示を迎えた預言者 ムハン マドにおけ 
る神の愛と友情は、後に、その愛されるおホを ミラージュ 
で 崇高 な 御前へ と 高めた のです。 

人類を孤独から救う友情は、 アッラーの 恵みです。 アー 
デムとハッヴァがこの世界に下された後、40年間別々の場 
所で生かされ、友情への慕情を巧わいました。ちょうど友 
情とは、一つの魂を 二つに 割り、自分のザ割れを見つける 
状態のようです。ハ デイースでの、 

「人は、親友たちの宗教に影響を受ける。だから皆、誰 
と友達となっているのか、十分に注意しなさい」 （ァフ マド. 
ビン.ハンバル、1し303、 334) 

「人は愛する人と共にいる」 （ブハーリー、ァーダーブ Bu 、96) 

という宣告は、親友たちにおけるその深部にまで及ぶ影 
響、浸透力の表現として十分なものです。 

またーホでこのハディースは、次の点についても述べて 
います。 

人が愛する人と共にいるということは、その人と言葉 
で、本質で、行為で同じ態度、考え、感覚、生き方をして 
いるということです。つまり、「愛していること」を反映 
させる同一性と一体化が存在しているという意ホです。そ 
うでなければ、本質も言葉も、行為も感覚も常に常にトゲ 
と共にある人が、バラを愛していると主張することはどれ 
ほど正しいでしょうか？同様に感情、考え、行いによって 
アッラーとその崇高な預言をと共にいない人は、真の愛の 
人とは見なされないのです。 



そう、愛する者と共にいるということをこのホ面からも 
評価するべきであり、不注意な生活を送り、無駄に「おは 
アッラーとその預言者を愛している」と言い、ハディース 
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の吉報の対象に自分も含まれていると思い込んではいけな 
いのです。知っておくべきことは、ただ、状態として共に 
あることが実現化した時に、愛情として共にあることが実 
現化するということです。アッラーはこのような親友たち 
の心に、精神的な庭園と庭を植え付けられます。この恵み 
を得た者の筆頭に挙げられるアブー-バクルの状態は、多 
くの英知で満たされているのです。 

彼は、預言者ムハンマドとの友情、そしてその説話に 
おいて非常に活気づいた状態でした。愛情と慕情が抑えら 
れるべき場所ですらそれはさらに増していました。ある時 
預言者ムハンマドは、アッラーの道に全てのが産を持って 
きたアブー•バクルに、賞賛に満ちた言葉をかけました。 

しかしアブー-バクルは余りにも我欲を超越し、預言をム 
ハンマドに溶け込んでいた為、賞貴という形であっても、 

呼びかけられたということを対話の巧手と見なされたと感 
じ、また対話の巧手と見なされたということから、別々と 
見なされているという気持ちに包まれました。この気持に 
より、魂の深いところで別離の炎に似た、焼けつくような 
痛みを感じました。他者であると認識される不をの中で、 

「アッラーの使徒よ！おの財産と命は、ただ、ただ、あ 
なたのものではないのですか」と言いました。 （ィブ ニ •マジ 

ャ、ムカッディマ、 11) 

財産、命、全てはあなたの為のものではないのですか、 

と言ったのです。このような崇高な魂の真実を理がする 
為、メヴラーナはかのように語っています。 

「アッラーと共に存在すること、アッラーと共にいるこ 
とを求める人は、アッラーの友である聖人たちの前に座り 
なさぃ」 @ 

- 
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「なぜなら、親友が親友と一緒に座れば、何十万もの秘 
められた銘板が開かれ、読まれる」 

またある詩人も、次のように語っています。 

「数人が、わずかな時間の為であれ、集まって、アッラ 
一や真実について語りあうなら、彼らがいる場所に天がサ 
ジュダを行う」 

シャイ フ •サアディ も、 アッラーの 顕現に至り、自らを 
完全な意ホで世俗的な要求から清めた親友について次のよ 
うに書いています。 

「親友たちの顔を見ることは、傷口から鮮血が流れ出る 
むからの信をにとって、軟膏のようである」 

アッラーは、その集団に含まれる親友たちを、かのよう 
に教えておられます。 

わじ ill 山却 I ム I aj^jj UJl 

jjA 斗 三 5 l 5 jjl jypj 

□ □□□□□□□田□□□□□田 □□□□□□□□□□□ 

□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 

□ □□□□□□□□□□□□ (食卓章、第5章、第55節） 

このような人々は何と幸福なことでしょうろ\はかない 
親友や愛情の買から自らを救い、まだこの世界にいるうち 
に、永遠の親友である真の愛する存在であるアッラーを見 
出すのです。預言者 ムハンマドに むから結びつき、信仰を 
持つ者として生きるのです。友情におけるこの神秘に至る 
ことのできない心に、メヴラーナはかのように呼びかけて 

破 ぃます。 

- 
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「このことをよく知っておきなさい。この世界のはかな 
く偽りの友情、偽者の愛情は最後には全てがあなたの敵と 
なる。頭を夕りねる敵となる」 

「しかしあなたは、嘆きの中で墓場で『アッラーよ、私 
を一人にしないでください』とアッラーに懇願することに 
なる」 

物の見ホや考えホが高いレベルを獲得すること、この世 
界という ページの 神秘と英知を、真の意巧で理解すること 
は、ただ心の世巧で深みを増し、真の友情を実現すること 
ができた、神の愛情と活気の勇者にのみできることなので 
す。 


イブ ラーヒー ムは、レ、 リール」 すなわち親友であった 
為、非常に困難な状態であるのにも関わらず、友情の条件 
として大きな従順さと信頼の中にいました。その'。には最 
も小さな恐れや不をすらありませんでした。火に投げ入れ 
られる時、彼を助けようと申し出た天使たちに、 


「親友と親友の間に入らないでください。アッラーが何 
を望まれようと、おはそれに満足しています。あわれるの 
ならその恵みからであり、焼かれるのなら私の欠点からで 
す。おは忍耐する者となるでしよう、インシャラー」と答 
えた後、続けて、 

「アッラーはおの状態をご存じです。答えてください、 

火は誰の命令で燃えますか、燃やすことは誰のわざです 
か？」と尋ねたのです。 

ついに、 その偉大な親友、すなわち アッラーから もたら 
された命令により火はイブ ラーヒームを 焼かず、彼に平を 
を もたらしました。 この おで友情の壮大さが示されたので 
した。 アッラーは イブ ラーヒームを、この 誠実 さ ゆえに ク 

ルァーンで、 か 

- 
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ぶピ斗卜? W じ 

□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 
(星章、第53章、第37節）という表現で評価され、敬意を示さ 
れたのです。 

この 忠実さ、誠実さが、皆に全てを反映させるのです。 
人々が互いに友情の基準を尊重する こと も、 この 状態に結 
びついたものです。むが友情という特性に至った人々は、 
宗教上及び歴史上の観点から、人類の中でもよく知られた 
人となったのです。歴史の書物で語られているように、 イ 
スラームへの 反発ゆえに殺された シャフザー デ. コルクッ 
卜 には、ピヤーレというえの非常に誠実な従者がいまし 
た。ヤ ヴズ.スルタン.七リム.ハンは 彼の この 特性を知 
り、彼を呼び、 

「あなたの誠実さの報償として、あなたを望む通りの地 
位に任命しよう。望むなら、宰相となりなさい」と提案し 
ました。 

彼は感謝し、誠実さをさらに強めて、 

「スルタンよ、 これからの私の任務は、 シャフ ザ ー デ- 
コ ルクット の墓守と なること です」 と答えました。 

ピヤーレのこの状態は、友情の概念の頂点を形成するも 
のです。友情における作法の、具体的な教育なのです。英 
知の観点から、あらゆる親友や友情への教訓を示す動章で 
す。 


アブー-ウスマーン.ヒリー師は語っています。 



「アツラーとの友情は、よい徳と継続的な自己の点検、 
つまりあらゆる瞬間に自らをアツラーの監督下に感じるこ 
とであり、預言者 □□□□□ との友情は、そのスンナに従う 
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こと、愛情に満ちた服従、従順さで包まれていること、 □ 
□ □□ との友情は敬意と奉仕によってなされ、□□との友 
情は、彼らが罪を犯していない限り、いつでも笑顔を見せ 
ることによってなされ、 □□ との友情は良い性質によって 
なされ、 □□ な人々との友情は彼らの為にドウアーするこ 
と、アッラーの慈悲に至ることができるよう願うことでな 
されます。 


それぞれの友情と巧話に、それぞれに固有のありホとや 
りホがあります。ただこれらを尊重した場合にのみ、その 
友情と巧話が継続し、それぞれのむにある愛情の宮殿は揺 
らがないのです。友情と巧話の作法が尊重されなければ、 
あらゆる種類の愛情のきずなは、敵意の結び目に変わって 
しまいます。この観点から、親友たちと話す時には非常に 
注意深く、慎重に行動することが必要です。なぜなら、鋭 
い劍のような言葉があり、友情を切り、殺してしまうので 
す。また春の雨のように周りを美しくし、無数の効果をも 
たらす言葉もあるのです。 

それとは逆に、友情と思い込まれている礼儀の欠かした 
近しさ、あるいは近しさを化儀の欠かという形で示すこと 
を真の友情と愛情として考えることは不可能です。なぜな 
ら礼儀の欠如や世俗性に汚染された友情は、鋭い刀の刃先 
に当てられている細い糸のようなものであり、それは刀の 
刃に最高でも3度か5度耐え、ついには切れてしまうでしょ 
う。疑いもなくこのような友情は現世でも巧世でも益をも 
たらすものではありません。逆に、両方の世界において害 
の上に害をもたらすでしよう。だから、ふさわしい人と友 
達になることが重要であるように、この友情を守ることも 
また必須となるのです。 


この範禱でのむの愛情が、全ての被造物を包括する性質 
のものであれば、その持ち主を完全な信を、言い换えるな 
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ら真の愛情、つまりアッラーの友とするのです。愛情は、 
つぼみをつけた花のようにある程度はかない愛情や執着に 
よって始まったとしても、被造物に、その創造主ゆえの包 
括性に達した時に、 □□□ となり始めるのです。 

しかし、アッラーな外の被造物という障害物に引っか 
かってしまう者は、 この 状態には到達できません。なぜな 
らしもべはただ、アッラーな外の被造物という障害物を超 
越した場合に、愛情と友情の喜びをホわうことができるの 
です。そうでなければ、それは不可能なのです。実際、ナ 
フシ； n ビー師 はこの ような障害物に引っかかるをの例とし 
て、次のような話を伝承しています。 

「ある若をが、皇帝の娘の門に巧て、自分が彼女に恋を 
していることを告げました。その知らせが皇帝の娘に伝え 
られ、妃は門のところまで巧て若者に、 

『この千デイルヘムを受け取りなさい。二度と、私にも 
あなたにも害を及ぼすことを言わないでください』と言い 
ました。 

若者があきらめることができずにいると、 

『それなら、二千ディルヘムを受け取りなさい』と提案 
しました。 

この取引がついに1万 デイル ヘムに達したところで、若 
者はそれを認めました。この状態を見ていた皇帝の娘は、 

『あなたは私をどういう形で愛しているというのです 
ろあなたの目はお金でくらんで、おのことが見えなくな 
りました。私な外の誰かを私よりも優先させる人の罰は何 
であるかしていますか。首をはねられることです！』とい 
い、その偽りの愛情の為にその人を自分から遠ざけさせた 
@ のでした。 

- 
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このことを聞いたある学者は気絶して倒れ、我に返った 
時、次のように言いました。 

「人々よ！見なさい、現世での偽りの愛情にどのような 
ものが起こったか。ましてやアッラーを愛していると主張 
して、それな外のものに向きを変える人の身に、来世で何 
が起こらないと言えようか」 

愛情の大きさは、必要な時にその愛される者の為にな 
される献身や、引き受けることのできるリスクで計ること 
ができます。深く愛している人は、必要とあらばその親友 
の為に自分の生命を与えても、献身を行ったとは感じませ 
ん。愛情や友情を完成させ、その愛や友情から何かを得る 
ことができずにいる人は、完成への道に入ることができ 
ず、我欲と共に生きているということなのです。なぜなら 
愛することを知らないむは、±壌のようであるからです。 
アッラーを知ることとは、愛することです。なぜなら、存 
在の理由は愛情であるからです。実際、聖ハディースとし 
て示されている有をな伝承によるならアッラーは次のよう 
に語られています。 

「私は秘められた宝庫だった。知られることを望んだ。 
そして存在を創造した」の 

だから、アッ ラーの 神秘の顕現も、友情と愛情に属する 
性質のものとなります。だから、アッ ラーの 友となった人 
々は、友情の顔をただ人間にではなく、この世界で生命と 
いう形で広げられた全ての植物や動物にも見出すのです。 

おの父ムーサー師は、被造物と親友となるという点で、 
身に起こったある出巧事をかのように説明していました。 


29. 参照：アジュルーニ、「ケシュフル•ハファー」 II ， 
イ、「カンズイ.マフフ」 


132;、ブルセヴ 
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「おそらくは40年前、親愛なる師サーミ師と共に、マデ 
イーナで家を借りた。その当時の条件として、まは揀瓦造 
りだった。彼の休憩の為に用意した部屋に入ると、部屋の 
隅でとぐろ巻いている蛇がいて、私たちは思わず緊張して 
しまった。彼は平穏とをらぎの中で、 

『このアツラーの 創造されたものを、そのままにしてお 
きなさい、それに手を出してはいけない』と言われた。し 
ばらくして動物はそこからいなくなった。」 



これも、かのことを示しています。友情の源に、アツラ 
一と預言者において到達する者は、全ての被造物の親友と 
なるのです。ユーヌスの黄色い花への愛情は、この友情の 
素晴らしい作品です。自然界の中に隠された親友の顔を見 
ることができないんは、盲目なのです。自然と話すことの 
できない人間の魂は、言葉を持たないのです。親友を求め 
る‘。は、それを人間という存在で見出すことができなかっ 
たとしても、自然巧の中で見出します。川、緑、山、花、 
庭園は、親友をホめる人のむに、無数の友情の誌をささや 
きます。この素睛らしい歌声で捏ねられたむは、アツラー 
の芸術またちの芸術の奇蹟に感動します。それらと、状態 
という言葉で語り合います。このような友情という感覚に 
満たされたむの深みには、無数のアツラーの秘、密が開か 
れ、結果としてその崇高な出会いが明らかに示されるので 
す。このようにして、望郷の病への癒しが期待されます。 
その内部の慕情は治療がなされます。自然におけるこの力 
の流れや、神秘、や謎と親友になることは、むの感性を細や 
かなものとします。アツラーの親友となることの豊かさと 
恵みの基盤をお成します。なぜなら、自然界や被造物にお 
ける無数の刺鐘は、その親友たちの親友である偉大な親 
友、すなわち全ての美の創造者に到達する為の一つの階段 
なのです。この階段を上るひとは、アツラーとの対話へと 
局められます。もはやこの段階では信者は、あらゆる場ホ 
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でアツラーと共にあるのです。その顔には常に、この共に 
あるということがもたらすアツラーの光が輝いています。 

このような輝かしい、幸福な顔は、ウンマや諸世界の為 
に物質的、精神的な慈悲と恵みの源となります。 

マーリク.ビン.ディナールは次のように語っていま 
す。 

「 ウマル. ビン.アブドウ ル アジズがカリフの階級につ 
いた時、山々にいる羊飼いたちが 

『人間の統'冶を、誠実な人が引き受けた』と話していま 

した。 

彼らに、 

『それをどうして知っているのか』と尋ねられました。 
彼らは、 

『動物たちですら、をらぎと落ち着きの中にいる』と答 
えました。 


ムハンマド.ビン.ウヤイナは次のように語っていま 

す。 


「ウマル-ビン.アブドウルアジズがカリフだった時、 
キルマンでヒツジの放牧を行っていました。カリフの精神 
性や公正さゆえに、おには羊とオオカミが一緒にウロウロ 
しているように見えました。ある晩、突然オオカミたちが 
羊を襲っているのを目にしました。私は驚きました。あた 
かもこの世界が全てのをらぎと平穏さを失っていくかのよ 
うでした。おは心の中で、『この公正な、アツラーの親友 
であるカリフが死んだに違いない』と言いました。私は調 
ベてみました。ウマル.ビン.アブドゥルアジズがその巧 
t くなったことを知りました。」 
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人間の完成度というページを満たすこのような模範的な 
人々によって、屯、の世界を捏ね上げるべきである人間は、 
アツラーの親友たちのむで開いた洞察力の目で、時々巧巧 
け前の時刻に頭を上げて地平線を満たす太陽を、その教訓 
と共に見っめるべきです。天空に描かれる様々な、色々な 
光景を眺めるべきです。熟練した芸術家の光景におたちは 
驚嘆します。そのはかない力に応じてそこに示した画像に 
愛着を感じ、その芸術を祝福します。この細やかさで触れ 
るなら、この世巧のあらゆる光景、形状の絶対的な描き手 
であるアツラーが私たちの目の前に描かれたこの世界の光 
景において動かしている力のブラシと色とりどりの刺縮は 
どれほど教訓に満ちたものでしょうか。バラを、スミレを 
見てください。それらはこの色を、黒い±壌のどこから見 
つけてくるのでしょうか。この世界で数えきれない細やか 
なもの、美しいもの、力の流れ、芸術の奇蹟があるので 
す。見ることのできる心にとって万物は、奇蹟の展示場な 
のです。なぜなら全ての美は、アツラーの美の素晴らしさ 
からにじみ出る流れであるからです。だから、この世界の 
教訓に満ちた光景と共に旅に出る目と耳は、驚嘆のまなざ 
しによって戾ってくるのです。 

しかし残念なことに、 a 性と論理はたいていの場合、こ 
の奇跡の前を、上を転がる雨のしずくから何の取り分も得 
ることのできない岩のように、何も得ずに通り過ぎるので 
す。 


アッラーが神の芸術のこの世巧での力と崇高さの顕現か 
ら、私たちの心に熟考と感覚の深みを与えてくださいます 
ように。 



真剣な形で熟考と自己の点検を行えば、7火のことが見え 
てきます。この世界における力の流れがあらゆる瞬間を包 
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括しているにもかかわらず、むは、自我の妨げによって覆 
われており、アッ ラーの 愛情と友情を得られることができ 
ずにいます。この喪失に気づいていない人を、詩人は次の 
ように警告します。 


「この異邦から、『親友よ』と言って来世に行くことが 
できないのなら 

その出会いの日は、二つめの異邦となる」 


(ラフメティ） 


この事柄についてメヴラーナも次のように語っていま 
す。 

「「真実の旅人よ、その日が巧る前に、世巧が終わる前 
に、真の統治者（であられるアッラー）と友情を築きなさ 
い。その恐ろしい日にあなたの手を取って下さるように。 
なぜならその日、そのおホの許しなくあなたの手を取る人 
は誰もいない。その日、人は兄弟から、母から、父から、 
妻から、息子たちから逃げる」 

「だからアッラーとの友情に ついて よく理解しなさい。 
この友情は、最期の息の為の種となることを失日りなさい。 
つまり最後の審半りの日のためである。アッラーのご満悦の 
為である」 

生涯を通して この 愛の神秘と共に生きた ユヌス .エ ムレ 
師は、燃える愛の嘆きにより、こことに呼びかけ、『最も 
崇高な親友へと』呼んでいます。 

「さあ、行きましょう、止まることなく 
道が消失する前に 
間に敵が入ってくる前に 
さあ、親友へと向かいましょう、ムよ！ 
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この世界でとどまるのはやめましょう 
これははかないものです。編されてはいけない 
一体であるのに、別れてしまうのはやめましょう 
さあ、親友へと向かいましょう、むよ！ 

おたちはこの世界から移りましょう 

親友になりなさい、その±地へと飛びましょう 

欲望や欲ホからちりましょう 

さあ、親友へと向かいましょう、ムよ 

死の知らせが来る前に 
寿命が首根っこをつかむ前に 
ァズラーイールがやってくる前に 
さあ、親友へと向かいましょう、ムよ」 

この招きは、実際に預言者ムハンマドの死の瞬間にその 
口からこぼれた、 

「ァッラーよ、最も崇高な友よ、最も崇高な友よ」とい 
う表現における情熱と愛情を反映したものです。 

この反映から、あるべき形で得るものを得ることのでき 
たむは、神の友情の頂点に到達し、永遠の旅路において、 

ぶ^ んわ斗^ 、みおぶ' 

□ □□□□田□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 

□ □□□□□ (ユーヌス 章、第 10 章、第 62 節）における、アツラー 
の約束の神秘に到達するのです。 

□ □□□□□□□□□□□田□□□□□□□□□□□凹 

□ □□□□□□□□□□□□□□□□田 □□□□□□□□□□□ 

□ □□□□□□□□□□□□田□□剛 



□□□□□□ 





巧実さ 



アツ ラーへの 忠実はただひとえに、その命 
令への尊重により実現します。この忠実はアツ 
ラーに結びつくという感情や行動の頂点です。 
なぜなら創造され、生かされ、あらゆる瞬間に 
必要とされる唯一の存在がアツラーであるから 
です。生も死も、アツラーの手にあります。こ 
の形でアツラーへの愛情と、あらゆる呼吸にお 
いてアツラーに従順でいることができるという 
性質は、しもべであることの最も崇高な地平線 
であり、忠実が必要とするものです。 
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□ □□ 


故メフメッド-アーキフは娘の婚姻式に深く愛してい 
る友人であるボスニア人のアリ.シュヴキ師を招待しまし 
た。年老いた師はこの招きに少し遅れてきました。その遅 
刻の巧由として、ヴェファ（忠実）の坂（イスタンブール 
のヴ卫ファ地区にある坂）を登ってきたことを上げまし 
た。故ァーキフは弁がを真実を混ぜ合わせ、微笑みっっ、 
意巧深い様子でこう言いました。 

「どのヴュ ファ （忠実）の坂のことですか？今の世代の 
人々はその坂をとっくに平らにしてしまいましたよ」 

故人が悲しみの中に言及し、あたかも「ああ、忠実さ 
よ...」と言わんばかりに表現した真実は、人間が最も必要 
としている、不可欠な性質です。この性質を実現させるこ 
との困難さを表現する為に、ヴュファ（忠実）の坂を登る 
ことが困難であるという言葉を利用し、引き合いに出した 
故人ァーキフは、今日の信者たちの様子を見ればどれほど 
嘆くことでしょうか。今日人々はその痕跡の残っていない 
善行を思い起こすことすらなく、多くの場合ヴュファ（忠 
実）という言葉は、イスタンブールにある地区の《として 
のみ用いられているのです。 


しかし忠実さは、 イスラーム 法の 一つで あり、おそら 
くは最たる基盤となるものです。 イスラームの 観点に おい 
て、基盤の中の基盤は、信仰です。しかし信仰は同時に、 
忠実さを示す者であることも真実です。なぜなら忠実さと 
は約束への尊重、すなわち自分がした約束を守ることであ 
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るからです。信仰も、魂の世巧でアツラーを認め、その公 
言にこの世界において誠実さを示すことであり、すなわち 
結果として一つの忠実さであるからです。 

同時に忠実さは、ただ単に約束を守るという状態を意み 
するものではありません。それはアツラーへの誠実さ、'巳、 
の状態を変化しないことであり、血縁者、親戚、宗教上の 
兄弟たちから両親に至るまで、信仰の恵みをおたちに伝え 
る上で奉仕を行った学者や誠実なしもべたちから預言をた 
ちに至るまで、行動もしくは感情という形でおたちが素晴 
らしいつながりを持つべき相手への恩義や‘。の結びつきを 
実現化させること、この状態を一過性のものではなく、良 
い時にも悪い時にも生涯維持することです。 

忠実さという言葉は、恩義、誠実さ、ホ向性という性質 
全てにおいて1枚のホの片面であるかのように、一体性や同 
一性を示すものです。この基本的な観点によるなら、信仰 
が必要とするあらゆる態度や行為は、同時に忠実さを示す 
ものであり、これらの態度や行動の逆は「不誠実さ」と見 
なされるのです。 

忠実さは、預言者たちやアツラーの親友たち、徳を持つ 
人々の特性として、人間の生を最も崇高な段階で称える精 
神的な性質です。従って一部のが釈学者はイスラームを、 
言葉での公言と共にむでの承認、そしてアツラーの全ての 
運命、定めへの従順さ、そして忠実さであると説いていま 
す。 



そのむに、忠実さの源泉から何かを得させることがで 
きる人々は、炎のような我欲をバラの庭園のような状態に 
した、ということなのです。その庭園には、内部にはズィ 
クルのバラ、賛美のナイチンゲール、信仰と英知のを、ア 
ッラーの恵みの花、誠実な行為の川が存在します。このよ 
うなむの報償はどの状態にふさわしいものとなり、それは 





忠実さ ■ 


崇高な天国とアッラーの美なのです。このような'。の前で 
は、炎ですら性質を変え、バラの庭園と化すのです。実際 
イブラーヒームがネムルードに山のような炎の中に投げ入 
れられた時、 


卜^ 蝴少じお J 若非し: 


田□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□田 □□凹 
nnnnnnnnn mn (預言者章、第 2i 章、第69節）の命令に 
より、炎はバラの庭園となったのです。なぜならイブラー 
ヒームは、火に投げ入れられる前に我欲の炎が忠実さの水 
によって消され、アッラーへの誠実さをあらゆる形で顕し 
てレ、た預言者であったからです。 

預言者ムハンマドの最も素晴らしい模範であるその生涯 
は、最初から最後までまさに忠実さの展示のようです。被 
造物の光であるそのおホは、征服後のマッカに15日間滞在 
しました。それに対してアンサールの一部が不をになり、 
預言者ムハンマドが二度とマデイーナに戻らないのではな 
いかという考えが生まれ、彼らの間でも悲しみのうちにそ 
のことが話されるようになっていました。なぜならアッラ 
一は、彼が生まれ育った神聖で祝福された都巿の征服を、 
彼に許されたからです。アンサールたちの不をな様子を見 
た預言者ムハンマドは、彼らのもとに行き、 

「あなたホが話していることな何ですか？」と尋ねまし 
た。彼らの屯、おを知ると、忠実さの偉大な模範としてかの 
ように語られたのでした。 


「アンサールよ！そのようなことを行うことから、私 
はアッラーに庇護を求めます。おはあなたホの祖国に移住 
をしました。私の人生は、あなたホの人生もであります。 
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私の死も、あなたホと共にあるでしよう」 （ムスリム、ジ ハー 

ド、86;アフマド.ビン-ハンバル、ムスナド、 II 、 538) 

この忠実さを、死へとつながる病にかかり、モスクを最 
後に訪問した時、説教台に上がってムハージル（移住をた 
ち）に対■し、 

「あなたホにアンサールに良く振る舞うことを勧めま 
す。彼らはおの信者集団であり、仲間であり、おを信じる 
人々です。彼らは自分たちの任務を正しく実行しました。 
彼らの奉仕への見返りはいまだに完全に与えられてはいま 
せん（来世で豊かに与えられるでしよう）。従ってアンサ 
ールの善行に、善行で応えなさい。悪いことを行う者は許 
しなさい」 （ブハーリ ー 、マナークブル.アンサール、 11) と言われる 
という形で、最後の瞬間にすら、繰り返されたのです。 

全ての預言者たちは、ある意巧で人々に忠実さを最も 
崇高な形で教える案巧者であるということができるでしよ 
う。アッラーの愛情に至ることができるしもべとなる為 
に、導きの案内者である預言者ムハンマドが忠実さの点で 
示した原則を、、おたちのむの最も特別な基準として生き 
るべきなのです。これらを簡潔に、7义のように挙げること 
ボできるでしよう。 


1.DDDDDDDDDDDDDDDDD 

最初の要素であり、その結果でもある忠実さは、アッラ 
一への忠実さです。なぜならアッラーは創造された魂たち 
に 
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田□□□□□□□□□□□田□□□田□□□□□問 
□ □□□□]□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 
□ □□正！（高壁章、第7章、第172節） 

とされ、また宣言がなされたからです。 

この宣言は、アツラーの神性と人間のしもべであること 
を認める証言です。これを認めるをは、宣言によって誠実 
さを示し、しもべとしての振る舞いを生涯を通して最善の 
形で続けることにより、その忠実さを示したことになりま 
す。なぜならこの忠実さの為には、宣言だけでは十分では 
ないからです。この承認が生み出す、一定の知性と良むの 
責任があります。それは、アツラーの命令を尊重し、禁じ 
られていることを避けることです。 

だからアツラーへの忠実はただひとえに、その命令へ 
の尊重により実現します。この忠実はアツラーに結びつく 
という感情や行動の頂点です。なぜなら創造され、生かさ 
れ、あらゆる瞬間に必要とされる唯一の存在がアツラーで 
あるからです。生も死も、アツラーの手にあります。この 
形でアツラーへの愛情と、あらゆる呼吸においてアツラー 
に従順でいることができるという性質は、しもべであるこ 
との最も崇高な地平線であり、忠実が必要とするもので 
す。フィルアウンが、信仰を持ったという理由でひどい迫 
害により、腕や足を互い違いに切ってナツメヤシの木につ 
るした魔術師たちが、この状況において 

「アツラーよ、私たちをこの災いから救ってください、 
楽にしてください」という形ではなく、 
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□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 
□ □□田（高壁章、第7章、第126節）と懇願したことは、いかに 
崇高なしもべの忠実さでしょ うか。 

このような忠実さと誠実さの模範となるしもべたちに 
ついてアツ ラーは、ク ルアー ンでかのように語られて いま 
す。 

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 

ほ B 族連合章、第35章、第24節） 

また別の章句では、忠実さを示す信者を次のように賞貴 
されておられます。 


•wi じ Lp iU' 'jJjtiLe- Li 1 一ん i 

みこ IjJl: レ j 非みシ ト^ j 苗^ピぶ 




□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□回 

□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 

□ □□□□□□□□□□□□□□□□□田□□□□□□□□回 

□ □ □ 馆 15 族連合章、第35章、第23節） 

この真実故にメヴラーナは、真実の旅人たちに、このは 
かない世巧での試練や災いへの忍耐とアッラーへの忠実さ 
の為に、比喩を用いて次のように呼びかけています。 



「ナイチンゲールよ。黒い冬の為にいつまで嘆いている 
のか。ナイチンゲールよ！いつまでも苦しみについて語る 
のは適切なことか？もしあなたのむが愛するおホに本当に 
結びついているのなら、目を開いて感謝しなさい、その忠 
実さについて語りなさい！トゲではなく、バラについて語 
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このはかなレ、世界で、諸世界の主であるアツラーに忠 
実さを示す者は、来世で忠実さが示されるのです。なぜな 
ら、忠実さの最も崇高なものは、アツラーのものであるか 
らです。 

□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ (お.居章、 
第9章、第 Ill 触 

という神の呼びかけも、これを示すものです。だから、 
これら全ての逆で、現世で不注意さに陥り、アツラーを忘 
れる者は、最もわずかな善や援助ですら必要とされるそ 




りなさい。バラの茎や根の特徴ではなく、その本質を見な 
さい。このはかない世巧で、なぜこれほど忙しいのか。あ 
なたが行くことを望む場所は、彼ホのさらに彼ホではない 
のか？」 

メヴラーナが表現しているように、本巧到達すべき永遠 
の地を、はかなく一過性の熱情の後を追うことで忘れてし 
まう不誠実さの結果は、大きな悲しみです。アッラーはし 
もべがこの不注意さに陥ることを警告する為、かのように 
仰せられています。 
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の恐ろしい審半りの日に、この不誠実さの対価を非常につら 
いおで支私うことになります。なぜなら忠実さとは、しも 
ベとしての行為を始めとして、友情や要するにあらゆる事 
柄において求められ、望まれる性質であり、その対価もま 
た、忠実さなのです。メヴラーナはこの点をとても素晴ら 
しく説いています。 

「愛着、愛情、友情と言ったものの全ては、忠実さに結 
びついており、それらは常に忠実な人を求める。それらは 
忠実でない也、にはみして近づかない。 

「ペンは、『忠実さの巧価は忠実さであり、苦悩の対価 
も苦瞄である』と書いた。そしてそのインクは乾いた」 

「皇帝は、自分を裏切る者は息子であったとしても、 
彼の頭をはね飛ばす。しかしインド人の奴隸が皇帝に忠実 
さを示せば、その手はその奴隸に『よくやった』と拍手す 
る。彼が示された敬意は、何百もの宰相が見ることのでき 
ないものである」 


「奴隸どころではない。もし門前で忠実さを示す者が犬 
であったとしても、その持ち主のむにはその犬への何百も 
の承認、何百もの満足の気持ちがず生える。持ち主はその 
犬を、愛情をこめて撫でる」 


2. □□□□□□□田□□□□□□□□□□□□□凹 □ 
□田□□凹 



ァツラ ーへの忠実さの次に最も崇高で必須である忠実さ 
とは、諸世界の王である預言者ムハンマドへのものです。 
この忠実さは、「ウン マよ、 ウン マよ」 と言い、 アツラー 
への懇願、嘆願においてまずウンマの為に願いを訴えてお 
られた預言をムハンマドへのものです。 
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預言者ムハンマドへの愛情、親愛の情を深めることで 
始まるこの忠実さは、そのスンナの範禱で生きることで可 
能になります。この崇高な預言者は、おたちをアッラーへ 
と導き、生と死を前にして正しい道を示し、無限の幸福へ 
の道を照らす唯一の灯明となられたのです。彼への忠実さ 
と、また彼の忠実さへの対応を示す次の出来事は非常に教 
訓深いものです。 

ウフドの戦いが信者にとって良くない流れになってい 
た段階で、多神教徒たちは預言者ムハンマドを殺すつもり 
で全力で攻撃を仕掛けていました。預言者ムハンマドの神 
聖な歯を、彼らは确教させたほどでした。その恐ろしい混 
乱の中で、預言者ムハンマドのそばにいたサハーバたちの 
献身や忠実さは、追従を許さない、それぞれが伝説のよう 
なおで示されていました。ある人は自分の体を預言者ムハ 
ンマドの為の盾とし、ある人は飛んでくる矢にがし、その 
手を盾にしていました。ある人は敵に矢を放ち、彼らを撃 
退しようとしていました。その日預言者ムハンマドのそば 
で千本もの矢を放ったと伝承されるサアド•イブニ-アブ 
一•ワッカースも献身的な努力の中にありました。彼のこ 
の忠実さと献身的な状態を前に、預言者ムハンマドはその 
満足からかのように呼びかけられました。 

「両親をあなたに捧げましょう、サアドよ」 

聖アリーは語っています。 

「おは預言者が、サアド-イブ ニ.アブー•ワッカース 
な外の人に、両親を捧げようと呼びかけているのを聞いた 
ことがありません」（ブハーリ ー 、ジハード、80;ムスリム、ファダー 
イ ル ツサハーバ、 41/1876) 


また別の例では； 
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フダイビーヤの日、聖ウスマーンは預言者ムハンマドに 
よって使者としてマッカに派遣されました。ウスマーンは 
多神教徒に、彼らの意志がウムラを行って戻ることである 
ことを伝えました。しかし多神教徒はその年については許 
可を出しませんでした。ウスマーンに、 

「あなたは今、周回を行ってもいい」と言いました。 
しかし自らをアッラーとその使徒に捧げていたウスマーン 
は、 

「預言者ムハンマドがカーバの周回を行えないのであれ 
ば、おもそれを巧えない。私はアッラーの家を、彼の後に 
ついてのみ、訪問できる。彼が認められていない場には、 
私もいないのだ」と答え、アッラーの使徒への誠実さを示 
しました。 

その時、預言者ムハンマドは、その時の事態ゆえに、サ 
ハーバが誓約を結ぶことを承認していました。ウスマーン 
はその場にいなかったことから、預言者ムハンマドは片手 
でもう片方の手をつかみ、 

「アッラーよ、これもウスマーンの誓約です」と言われ 
ました。（ブハーリ_、アスハーブン.ナビー、7;ティルミズィー、マナ 
ークブ、 18) 

ウスマーンが達することのできたこの預言者の親愛の情 
は、その忠実さや誠実さにしっかりと結びつくことを条件 
に、全てのウンマを包括するものです。私たちも心の中の 
忠実さで、「誓約」を結んだサハーバたちとんで共にいる 
ことができるでしよう。そして、 
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□ □□ (勝利章、第48章、第10節）という章句の伝える吉報に至 
ることができるでしよう。 

そこに至る為に、そのおホをふさわしい形で愛し、忠実 
さを示す為の道は、クルアーンで、 

け'^ 占]^^ お ■!' 

□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ (部お連合 
章、第33章、第6節）という形で示されています。 

こういった多くの結びつきや忠実さの表現の範禱で、預 
言者を愛する人々は、その神聖な髪、ひげ、そして足跡ま 
で、そのお方のあらゆる信託を自分たちの宝冠としたので 
す。彼の外套からつえ、剣から矢、そしてその巧に至るま 
で、今日まで残されている全ての信託は、この感情により 
続けられ、預言者ムハンマドに属する全てのものが、「神 
聖な信託」と見なされてきたのです。この点で特にオスマ 
ン朝の人々が示した細やかさ、敬意、忠実さは、伝説とな 
るものです。一部の思想まは、オスマン朝が約 600 年の化大 
な寿命を手に入れたことを、クルアーンやスンナに従った 
ことに加え、預言者ムハンマドからウンマへの崇高な記憶 
として遺された神聖な信託に巧し示した、驚くべき敬意に 
も結び付けています。 


3. DDDDDDDDDDDDDDD 


全ての信をは、イスラームの偉人に対しても、忠実さの 
気持ちで満たされるべきです。アッラーと預言者ムハンマ 
ドがもたらされた命令と禁止事項、良い徳、そして二つの 
世巧を照らす崇高な灯明をおたちにまで運んだのは、イス 
ラームの偉人たちです。信を集団は、彼らの導きと教育に 
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よって方向づけられ、精神的な世界を改良させ、将巧へと 
歩くのです。その為に、 

「学者たちの死は、世界の死のようである」と言われて 
いるのです。 

また一方でアツラーの、 

ぅじ J 1 と1^1 1> T シ_却がし： 

□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 
□田 □□□□□□□□□□□□ (お悟章、第9章、第119節）での 
「誠実な者」という語を、一部の解釈者たちは「忠実さの 
持ち主」と巧军釈し、この章句を 

「信仰とイスラームの道においては、忠実さの持ち主と 
共にありなさい。そしてあなたホも忠実さの持ち主となり 
なさい。現世と来世で救いを得ることができるように」と 
いう形で解釈しています。 


4. DDDDDDDDDDDDDD 

両親への 権利は、最も注目される項目の一つです。彼ら 
への 奉仕、良い言葉、もてなしは、特に彼らが年老いた時 
には子供たちにとって最大の忠実さを要するものです。ク 
ルアーン では、 アツラーへのイバー ダにかいで、 両親への 
愛情と奉仕が奨励されています。 

アツラーは かのように語られています。 
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□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□田！] □ 

□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□回 

□ □□□□□□□ □正 D □□□□□□□□□□ (夜の方を章、第17 
章、第23 — 24節） 

預言をムハンマドの神聖な生涯は、多くの忠実さの模範 
で満たされています。 

聖アリーの母、 ファ トウマ.ビン テイ. アサドは、若 
い頃、預言者ムハンマドに実際の母親であるかのように奉 
仕していました。この誠実な女性が t くなった時、預言者 
ムハンマドは遺体のそばに来て枕元に座り、その献身的な 
奉仕をアッラーの位階で証言し、7义のように語られていま 
す。 


「母よ！アツラーがあなたに慈悲をかけられますよう 
に。あなたは私の産みの母につぐ、私の母でした。あなた 
自身は空腹のままでおにをベさせてくれました。自分は着 
なくても、私に着させてくれました。自分をごちそうから 
遠ざけ、おにをベさせてくれました。そしてこれらを行う 
際には、アツラーのご満悦と巧世を求めていました」 

それから預言をムハンマドは遺体を3度洗うよう命じら 
れました。順番が、カフールと呼ばれる良い香りのする水 
になった時、預言者ムハンマドはこの水を自分自身の手で 
かけられました。それから自分のシャツを脱いで、彼女に 
着せられました。遺体はこのシャツの上から、白布で包ま 
れました。 


墓が開かれ、遺体を入れる場所を掘る時には、預言者ム 
ハンマドはご自身の手で掘り、±を自ら運び出しました。 
この作業を終えた後、そこに横たわり、こう言われまし 


た。 
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「生かされるのも殺されるのもアツラーである。彼は 
巧して死ぬことなく、生きておられる。アツラーよ。わが 
母、ファトウマ‘ビンテ イ •アサドをお許し下さい。彼女 
にタウヒードの言葉を勧め、彼女が入る場所を彼女の為に 
広げてください。あなたの預言者、そしておな前の預言者 
たちの権利にかけて、ネムのドウアーを認めてください。疑 
いもなく、あなたは慈悲深い者の中でも最も慈悲深いおホ 
です」 

それから預言者ムハンマドは遺体の為に4回、タクビー 
ルを行い、続いてアツバースやアブー.バクルと共にご自 
身で遺体を墓に入れられました。 （タベラーニ、ムジャームル-力 
ビール、 XXIV 、 351-2) 

預言者ムハンマドの模範的な生活において、このような 
忠実さの気持ちでなされた多くの、追従を許さない例があ 
ります。最後の審半りの日まで、あらゆる人間に与えられた 
比類のない美徳の授業という意巧を持つものです。 

実際、フ ナインの 事件の後、 ハ ワーズ インの 部族からの 
一団が、アツラーの使徒を訪れ、自分たちが入信したこと 
を知らせ、その捕虜を解放するよう求めました。その中の 
一人が、 

「我々の中には、あなたの乳母や子供の時に世話をした 
女性がいます」と呼びかけました。 


そこで預言者ムハンマドは忠実さの気持ちにより、 

「おと、アブドゥルムッタリブの息子たちに割り当てら 
れた奴隸を、あなたホに返却します」と言いました。 

サハーバも、同じ徳を得られるよう、心から気持よく、 



「おたちも自分たちの捕虜を、預言者ムハンマドに差し 
出しました」と言ったのでした。 
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このようにしてその日、6千人の捕虜が、世俗的な何ら 
かの対価を伴うことなくが放されました。この比類ない美 
徳の結果として、全てのハワーズィンたちが集団でイスラ 
ームを 受け入れたのでした。 


樂 

両親にかいで、血縁者や親類への愛情や彼らへの忠実さ 
があります。親族であることは、二種類に分類できます。 
一つめ は広い意ホでの、信仰や徳の近しさです。もう 一つ 
の個別の近しさは、親戚関係による近しさです。イスラー 
ム上の表現では親戚を「子宮の人々」、親戚づきあいを「 
子宮との出会い」と表現します。親戚との付き合いを絶つ 
ことは、醜悪で罪となる行為です。それにより、 

「親戚との付き合いを絶っている人がいる場には、慈悲 
は下されない」と言われています。 

イスラームでは、親族をみして善行や親しさから遠ざけ 
ないこと、近い親戚から遠い親戚まで、その程度に応じて 
彼らの権利を尊重することを命じ、それを非常に重要な任 
務をしておたちの背に負わせています。 


家族構成と親戚づきあいの顕現は、アッラーの驚嘆すベ 
き、感嘆すべき顕現の一つです。他人同±を、婚姻という 
影の下でお互いの命という状態にし、彼らを親戚という形 
で愛情の枝のようにまとめる血縁と親族のありホは、アッ 
ラーの恵み、贈り物そのものなのです。血族の結びつきを 
絶つことは非常に醜い不誠実さです。見かけ上の距離は、 
アー デムと ハッヴァ の人間としての婚姻により一つにされ 
ています。篤信の喜びと、忠実さの気持ちと徳が、血筋や 
血統の発展の上にあることは確かなことなのです。 






屯の圍扇から最胡の息 


現世での幸福は、 イスラームに おける家族や親族の結び 
つきを強めます。この世巧における親しさと、その親しさ 
の先にある忠実さの気持ちは、来世の幸福でもあります。 

忠実さが示されるべきなのは、ただここで挙げたものの 
みではありません。特に親友や、教えにおける兄弟たちへ 
の忠実さも、むに植え付けるべきです。またーホで、祖先 
への忠実さ、生きている、もしくは死んだ目上の人への忠 
実さ、祖国への忠実さ、集団における全ての信託への忠実 
さも、しっかりした性格や人格の特性の一つです。 

しもべにおいては、ただ篤信と□□□□□□□□ろ;、神 
の境界ボ軽視されること、愛情の城が壊されることを認め 
ないのだということを知っておくべきです。逆に巧欲は、 
分裂や不注意さの道をうろつき、むを崖から崖へと引きず 
ります。事実、アツラーの激しい怒りを受けた多くの民の 
滅 t の a 由は常に、アツラーとの約束を守らなかったこと 
でした。彼らは約束に忠実であることが人間の義務であり 
必須であるのにもかかわらず、それに近づこうとしなかっ 
たのです。こうして知識や認識、アツラーについての智、 
理解を得ることができず、滅 t したのです。彼らの様子を 
目にした人、そして後から生まれてくる人への教訓と、罪 
を避け、アツラーの命令を守る人々への忠言への要因とな 
つたのでした。ク ルアー ンではかのように語られていま 
す。 


□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□回 

□ □□□□□□□□□□□□ (高壁章、第7章、第102節） 

アッラーが自分に与えられた恵みを忘れ、単純な我欲の 
傾きの虜となって不誠実さを示す人々の状態を、フ rn リー 
ドウッデイン-アッタール師は次の物語で素晴らしく伝え 
@ てぃます。 

- 
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皇帝に、特別に気に入られている狐犬がいました。孤に 
おいては才能があり、熟練していました。皇帝はその犬に 
この上なく価値を与えており、おに出るたびに必ずその犬 
を連れていました。首輪はま石で飾られ、足には金や銀で 
造られた輪や、腕輪がはめられていました。その背中は、 
金メツキされた糸で刺雜されたサテンの布で覆われていま 
した。 

ある時皇帝は、その犬を連れ、宮殿の兵たちと共に狐に 
出ました。首輪についている絹の糸を手にし、馬に乗って 
優雅に進んでいた皇帝は、非常に上機嫌でした。しかし突 
然、この機嫌を損ねるものが目に飛び込んできました。と 
ても愛していた犬が、皇帝のことを忘れ、他のものに気を 
ひかれていたのでした。皇帝はまず悲しげに、手にした絹 
の犬をひきましたが、犬は抵抗しました。目の前にある骨 
のかけらをかみ砕き続けていました。この状態を前にした 
皇帝は、驚きと怒りの感情の間で叫びました。 

「おの目の前で私のことを忘れ、他のことをしている！ 
これは何と言うことだ！」 

彼はこの上なく悲しんでいました。犬のこの恩知らずな 
態度、不誠実さ、そして無関ムさは、彼に大きな影響を与 
えました。犬であろうと、それを言い訳として許す気には 
なりませんでした。あれだけの誉れ、恵み、もてなしに巧 
し、犬が一瞬にして、しかも骨のせいで自分を忘れること 
は‘。を傷つけ、忠実さを損なう行為として、みして許され 
るものではありませんでした。激怒しつつ、 


「この卑劣な者をまらせなさい！」と言いました 


犬はこの激しい怒りの意ホを理解したものの、既に手遅 
れでした。出来ることは何もありませんでした。周りの人 
々は皇帝に、 
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「皇帝よ、この犬が身に着けている宝石や金、銀、全 
てを取りましょう。それから放しましょう」と言ったもの 
の、皇帝は、 

「いいや！そのままにしておきなさい、そのまま行かせ 
なさい」と言いました。それから付け加えて言いました。 

「そのままにしておきなさい、そのまま行かせなさい。 
誰もいない、焼けた、何もない砂漠で、孤独で、空腹で渴 
きの中にいればいい。それらを見て、失ったもてなしや恵 
みの痛みをいつでも感じればよい」 

アッラーの無数の恵みの価値を理解せず、単純ではか 
ない、低俗な利益を追い求め、滅 t した不誠実な人々の状 
態を伝えるこの物語はいかに教訓に満ちているものでしょ 
うう 3 。この状態に陥った人は、最後にはこのはかない追及 
が全く無駄な者であることを目にします。しかし、全てが 
終わっているのです。メヴラーナはかのように語っていま 
す。 

「不誠実さは、犬によってすら巧点であり、恥であるの 
に、あなたはどうして、人間として不誠実さを示している 
のか」 


だから偉大な先人たちは、正しい道の旅人たちに次のよ 
うに呼びかけているのです。 

「不注意な者からも、誠実なをからも、その様子からあ 
るべき斤さで教訓を得なさい。そしてアツラーに忠実なしも 
ベとなるようにしなさい」 

□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 

□ □□□ □ D 



おたちを、このようなしもべの近くに何年もいるという 
《誉と恵みに至らせてくださったことに、アッラーに限り 
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のない感謝を捧げます。この特別な人、1999年の7月にアツ 
ラーの慈悲にお返しした、サフラーユ.ジュディード墓地 
に埋葬された信頼なるおたちの父、ムーサー師です。 

道徳という点で、アブー •バクル•スツド ウークの、今 
日における完全な代 a 人であるおたちの父、そして巧は、 
彼を愛する人々の間で □ □□□□□□□□として知られてい 
ました。この表現は、この偉大な人物の為に、何の理由も 
なく用いられていたのではないことには疑いの余地もあり 
ません。なぜならアツラーの友であるこの人は、生涯を通 
して特別な忠実さ、誠実さの記念碑として生きた、心の地 
平線であり、おたちの日々の太陽であり、巧の月でした。 
彼は極であり、賢者の中の王でした。 

彼はここまで説明した忠実さのあらゆる顕現をその'。に 
集約しており、その為に □□□□□□□□□ と呼ばれる権利 
を得ていた、ァツラーとの出会いを待つつぼみでした。彼 
の死後に過ぎたこれだけの時間は、私たちのんでの別離の 
傷をわずかでも癒してはくれませんでした。逆に、より強 
いものとなりました。なぜなら彼の言葉で説明できない忠 
実さと、遺されたその心のもたらす空気は私たちにとって 
常に、誠実さと結びつき、親愛の情と愛情の特別な学びの 
場であったからです。 

アツラーはひとりのしもべに、誉れある奉仕を認められ 
た時、彼にその仕事の能力をも恵まれます。この観点から 
見るなら、ムーサー師の人格における外面、内面の完全さ 
は、あらゆる点で目にされるものでした。彼は非常に困難 
で難解な事件や出来事すら、最も細かい細部に至るまで、 
深く覚醒した理解と慎重さで把握していました。 


彼が、忠実さのもたらす空気の中で示した広場にたバラ 
や カーネーション、スイセン、ヒヤシンス は、おたちの, 巳、 
を活気づかせる、枯れることのない美です。彼におけるァ 
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ツラーへの誠実さ、聖典や スンナヘの 結びつき、行った施 
しや祖先の信託への尊重、親戚や親友、さらには親友たち 
の親友に対する親しい関係や振る舞い、ワクフ（宗教寄進 
財団）への奉仕における努力など、たくさんの美徳で満た 
されたその状態は、常に私たちに、魂の世界でのアツラー 
との問答の際のアツラーへの誓いをどのように実行すべき 
かというおで、最良の模範なのです。 

ムーサー師の限りのない忠実さのうちのいくつかを、次 
のように示すことができるでしよう。 

彼は信者集团において、不誠実にも孤独へと追いやら 
れ、苦痛の中に残された身寄りもない老人に巧し、この上 
なく深レ、感情を示されました。 


「おたちはこの困窮した人たちを、本来なら家で保護す 
べきだ。しかしそれは私たちにはできない。だから、老人 
たちの家を建設しなければならない」と言い、数人の近し 
い人々と共に、この素晴らしい考えを実行に移したのでし 
た。時には身寄りのない人を訪問され、彼らのニーズに自 
ら対応していました。 

彼の屯、は、その庭にいる猫の性格にまで伸ばされ、彼ら 
にその特性に応じたぶを付けられ、子猫たちへの忠実さや 
慈悲に応じて、それぞれに別の対応をしていました。 

おがまだおくるみに包まれている年齢だった頃に私に奉 
仕してくれた看護婦を、55年後になって探し、見つけださ 
せ、彼女にぶ誉ともてなしを与えました。 



特に彼の、彼の師であるサーミ師への忠実さは、人々の 
伝説となりました。イードの日に最初に訪問する場所は、 
サーミ師の家でした。最初の動物を、彼の為に捧げまし 
た。特にその誉れある魂の為にクルアーンが読まれる為の 
要因となり、毎年彼を愛する人々によって師の為に読まれ 





忠実さ ■ 


る何万ものクルアーンの最初から最後までの読誦レ、ティ 
ム）は、その忠実さに満ちたむをこの上なく喜ばせていま 
した。 

つまり彼は、その生涯全てを包み込む振る舞いと生き方 
によって私たちに、「愛する者の忠実さとは何であるべき 
か、 どのようにあるべき力3」という項目で、アブー•バク 
ルのように愛情と親愛の情の教師となったのです。今、愛 
を持つ人がなすべきこととは、その愛情と親愛の情の王が 
育まれた忠実さの±壌で、預言者のつぼみとなることです。 

DDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDD 

□ □ 

□ □□□□□□□□□□□田田□□□□□□□田 □□□ 

□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 
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□ □□□□□□□□□□□□□□□□□田□□□田□□回 

□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 
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□田□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 
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模薛的な信仰をとなること 



アツラーの 友たちは、 アツラーの 愛情や親 
愛の情の顕現のもとにある為、虫眼鏡のレンズ 
の下の紙が燃えるように、我欲の傾きは彼らに 
おいてはその寿命がなきているのです。このよ 
うに輝かしい魅力の中ムとなり、他の人々も自 
発的にではなくても、彼らの輝かしい美に引き 
込まれるのです。 
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アツラーは、しもべたちを導きへと至らせる為に、性格 
や人格を持ち、特別な天性を備えた誠実な人々を道案内と 
して任命し、しもべたちが幸福に至ることを助けられてい 
るのです。 

人は天性のものとして、性格や人格に驚嘆します。つ 
まり、その人が事実や真実にホ向づけられること、そして 
精神的な鍛練において知性や‘。に影響を与える実際の模範 
が必要なのです。だからこそ、アツラーはただ啓典ではな 
く、人間的な導きの為に、彼らの上にあらゆる観点から深 
い痕跡や影響を残す崇高な人格と性格を持った人々、すな 
わち預言者たちを派遣され、彼らの足跡をたどるアツラー 
の友たちを恵まれたのです。預言者たちや聖人たちは、素 
晴らしくない何らかの特性をその敵ですら見出すことがで 
きないような人物でした。そのおかげで多くの人々が事実 
と真実に気づき、信仰によって誉れを得たのです。実際、 
サハーバたちも預言者ムハンマドの生きたクルアーンと言 
えるその特別な人格と性格に驚嘆し、信仰し、彼の周囲に 
集っていたのです。女の子たちを生きたまま埋めていた野 
蛮な人々は溶けて消えてしまい、彼らの代わりにイスラー 
ム史の最高の記念碑的な人々が現れたのです。 


だから信仰、イフラース、そして篤信の道を進む信仰者 
の最も重要な特性は、その預言者たちにふさわしい人格を 
構成することです。このような性質、特性を持つ信者は、 
それぞれがあたかも導きの磁石となります。それを得られ 
ない人は、気が付かないうちに導きを受けている人々をす 
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らうんざりさせ、その道から逸脱させる役割を負うことに 
なります。この真実をメヴラーナはかのように語っていま 
す。 

「ベヤズィディ.ビスターミ師の時代、火を拝んでいる 
人がいた。ある時信仰を持つ人は彼にこう言った。 

『あなたがムスリムになって、平巧を得ればいいのに。 
誉れと崇高さを手にすればいいのに』 

火を拝む人は次のように答えた。 

『おが救いを得ることを望む人よ。私の口に確固たる印 
があるとはいえ、つまりおが信仰を明白に口に出してはい 
なかったにしろ、実は密かに、おはべヤズィツドの信むを 
信じている。なぜなら彼には特別の素晴らしさと深さがあ 
る。おはまたイスラームや信仰に完全にむを捧げてはいな 
いが、彼の信仰‘巳、にある崇高さに驚嘆している。彼は皆と 
は異なり、細やかで注意深い魂を持ち、繊細で輝かしい、 
非常に崇高な模範的な人である。 



しかしもし、あなたがおを招いている信仰が、あなたの 
信仰であるなら、私はその信仰には存在しない。私はあな 
たの信仰にはふ、も傾かないし、ホめる気持ちもない。なぜ 
なら、誰かの'巳、に信仰しようという何百もの傾きがあり、 
信仰しようとホめたとしても、あなたの厳しさ、かたくな 
さのせいで強張ってしまい、その気持ちが冷めてしまう。 
その人の、信仰を持とうというむの傾斜は弱まってしま 
う。なぜならそれはあなたにおいて、イス ラームの ぶにお 
ける、意ホもないぶ称とまさに乾ききったブランドを見る 
ことになるからだ。この状況は水もない砂漠を、バラや果 
物、野菜を育てる肥沃な±地と見なすことと同じくらい奇 
妙であり、無意ホである。 
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おが見た限りでは、信仰のあらゆる魅力や輝かしさはべ 
ヤズィツドの信仰にある。彼の信仰の細胞の一つがしずく 
となって落ちれば、それは大海と化す。 

あなたの信仰は殻の中でとどまっており、偽善や見せ 
かけにとらわれている。巧てはまる信仰は、醜い声のと、の 
伴わないムアツズィン（アザーンを唱える人）のようであ 
り、人々に愛させるべきであるのに、遠ざける。つまりあ 
なたの信仰がバラの庭園に入れば、バラへのトゲとなり、 
それらをしおれさせる。 

しかしべヤズィツド師の信仰の太陽が、その神聖な魂の 
豊かな空に昇り、この世界で輝けば、この無価値な世界は 
地面の底までエメラルドとなり、天国と化す。信者たちの 
むの世界も豊かさの源となる。だからべヤズィツドの信仰 
と誠実さはおの心、生命に、信仰に対する言葉にできない 
深み、渴望や願望を生じさせたのだ」 

そう、べヤズィツディ-ビスターミの、拝火教徒に影響 
を及ぼした崇高な人格と、教えを奨励しようとする人々の 
為の教訓に満ちた光景です。 

この偉大なアツラーの友は、この人格を何によって構 
成したのでしょうか？疑いもなくアツラーと預言者ムハン 
マドへの親愛の情と結びつきによってです。創造主のまな 
ざしで被造物を見るというものの見ホ、すなわち □ □ □ □ 
□ □□□□□□□□□□□□□□□ の顕現に至ることによって 
です。次の例も、アツラーの友であるべヤズ イツ ドのむの 
世界を伝えるという観点から、非常に教訓に満ちたもので 
す。 


べヤズイッデイ-ビスターミは、ある旅の途中、木の下 
で少し休んでから、旅を続けていました。 
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途中で、休憩していた場所で袋に上っていた数匹のアリ 
が、袋の上で動いているのを目にしました。彼らをその祖 
国から遠ざけ、異邦での暮らしを強いることがないように 
と彼は長い距離を戻り、休んだ場所にまで来て、アリたち 
をもといた場所に放したのでした。 

べヤズィッ ディ. ビスター ミは時に アッラーとの 愛情に 
非常に繊細になり、細やかさを増していました。創造主ゆ 
えに被造物の全ての苦痛をその'。に感じていました。 

ある時、彼の目の前で人々がロバを酷く殴っていまし 
た。どの動物の背中から血があふれていました。その時、 
べヤズィッディ-ビスターミのふくらはぎからも血が流れ 
始めました。 

この状態は、預言者ムハンマドのかの素晴らしい徳の反 
映でした。 

預言者ム ハンマ ドは マディーナで、ナツメヤシの 木々 の 
間で休憩し、熟考する為に、 アンサー ルの一人の庭でお客 
となっていました。そこにいたラクダは、預言者ム ハン マ 
ドを見ると鳴き、人間の無く様子に似た形でその目から涙 
が流れました。預言者ム ハン マドはロバに近づきました。 
涙をふき、撫で、動物を落ち着かせました。それからラク 
ダの持ち主を、 


「アッラーがあなたの財産とされた この ラクダについ 
て、アッラーを恐れないのですか。見なさい、 この ラクダ 
はおに不満を訴えている。あなたは彼を空腹のままにし、 
過度に働かせ、疲れさせているらしいい」と警告されまし 
た。（アブー-ダーウード、ジハード、 44) 



このような預言者の道徳によって鍛錬されたべヤズィッ 
ディ*ビスターミのような人々は、完成されたむに到達し 
ていた為、あらゆる状態において預言者ムハンマドの後を 
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歩いていました。従って彼らや、彼らの後を行く者も、あ 
らゆる状態において模範的な信仰をです。彼らの微笑みは 
春の季節のように人々のむに喜びとをらぎを与えます。そ 
のまなざしは魂への微風となります。その輝かしい顔によ 
り、常にアツラーを思い起こさせます。なぜなら彼らは、 
預言者ムハンマドから常に影響や豊かさを得ているからで 
す。かの例は、この影響や豊かさを素晴らしく示すもので 
す。 


メヴラーナを経済的に支援していたギュルジュ.ハト 
ゥンの、将軍である夫がカイ七リに赴任しました。ギュル 
ジュ•ハトゥンは、七ルジュークの宮殿の有ぶな画家であ 
り、装飾家であるアイヌドゥダウラを、こっそりと絵を描 
き、持って来る為にメヴラーナのもとに送りました。画家 
は不注意なままで彼の前に出て、その状況をメヴラーナに 
伝えました。彼は微笑み、 

「あなたに命じられたことを、あなたが望むとおりに実 
行してください」と言いました。 

画家は絵を描き始めました。しかしその結果、目の前に 
ある顔が描いた絵と全く別の巧をに包まれていることに気 
づき、再び描き始めました。こうしてメヴラーナの絵を描 
いている間に20回形を変えていたのを彼は目にしました。 
自分の無力さを理がし、その仕事を断念せざるを得なくな 
りました。なぜならその芸術は、その線の中に消えてしま 
つていたからです。 


この出来事は画家を目覚めさせました。驚き、恐怖、棵 
きの中で深レ、考えに沈み、主観的な思考の世界を旅してい 
ました。その中で画家は、 
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「ある宗教における聖人がこのようであるならば、その 
預言者とはどのような者だろうう S 」 と考え、メヴラーナの 
手に伏したのでした。 


また別の例があります。 

故サーミ自巧と、その付添をしていた t き父ムーサー師 
と共に、おたちはブルサからイスタンブールに戻る所でし 
た。ヤロワでフュリーに乗る為に自分たちのまと共に列に 
並びました。車が混雑することなく秩序正しく列に並ぶよ 
う対応していた一般人である係員が、おたちのをにも場所 
を示す際、その目が後ろの席に座っていたサーミ師とムー 
サー師に向けられました。驚いたようにそこで止まり、そ 
れから近づいてきました。車の窓から中をより注意深く司見 
き、深いため息をついて言いました。 

「何と奇妙な世界だ。天使のような顔がある。ネムルー 
卜のような顔がある」 

この状態は疑いもなく、文字や言葉を伴わず、ただその 
顔でアッラーヘと招いていることの素睛らしレ、顕示です。 

信者それぞれとして私たちがなすべきことは、このよう 
な幸福な誠実なしもべたちの‘。の世巧から取り分や豊かさ 
を得て、自分たちの人格を発展させることです。特に人々 
の前を歩く人々はこの点に、つまり導きのマグネットとな 
ることのできる崇高な性格や人格に、より注意をあうこと 
が必要です。なぜなら車の後ろの車輪が前のを輪の後を追 
うように人々も、自分たちの前にいる人の模範によって形 
成され、生きるのです。 



世界の均衡の継続と道徳的な構成の調整は、ただ敏智、 
すなわちむの深みによって可能となります。誠実な人々 
は、その国の幸福やをらぎの地平線における慈悲の太陽で 
す。不注意な人々は、闇と残酷さの穴です。アブマド■ジ 
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ヤウダト.パシヤのかの表現は、この現実を非常に明快に 
示しています。 

「ウマイヤ朝のカリフであるワリド.ビン.アブドウ 
ルメリクは、新しく造られた建物や農園に興ホがあった。 
人々も建物や農地に興ホを持つようになった。集まりや会 
議では常に建築や農地について語られるようになった。ス 
ライマン.ビン.アブドウルメリクは道楽にはまり、ハレ 
ムの生活やを事に夢中になっていた。彼の時代には装飾や 
眼やかな音、煌めきを伴う宴、淫行が求められ、盛り上が 
っていた。換楽がその時代の流行となっていた。ウマル- 
ビン. アブドウルアジズは崇高なカリフであり、イバーダ 
を行い、禁欲主義者だった。彼の時代には人々は、ィバー 
ダやアッラーへの従順さの道を進んでいました。モスクで 
は、 


『今巧はどのドウ アーを 行ったのか。 クルアー ンのいく 
っの節を暗記したのか。今月は何日断ををしたのか。（何 
人の困窮者や身寄りのない人のそばにいたのか）』と言っ 
た精神的なやりとりがなされていた」 


完全な人格が人間に与えるこれほどに肯定的な影響や 
豊かさは、疑いもなく彼らが、光の周りを飛び回る蛾のよ 
うにアツラーへの愛情で満たされていることによるもので 
す。アッラーは彼らの見る目、聞く耳となられるのです。 


つまり アッラーの 友たちは、 アッラーの 愛情や親愛の 
情の顕現のもとにある為、虫眼鏡の レンズの 下の紙が燃え 
るように、我欲の傾きは彼らにおいてはその寿命が尽きて 
いるのです。このように輝かしい魅力の中心となり、他の 
人々も自発的にではなくても、彼らの輝かしい美に引き込 
まれるのです。ただ彼らは、一過性の貴辞や関わり合いの 


嫉妬から自らを救っている人々であり、うぬぼれ、プライ 
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世#はこのようなしもべに奉仕し、従うことを命じられ 
ています。 

ハディースではかのように語られています。 

「人の不まが来世であれば、アツラーはその豊かさを心 
におかれ、仕事を乱雑から救われ、この世界が彼に頭を下 
げつつ彼のもとに来る。人の不をが現世であれば、アツラ 
一は貧しさを彼の目の前におかれ、彼を乱し、この世巧か 
らもただ自らに定められたもののみがもたらされる」 


ド、自尊むといった不適切な特性の渦に瞄らない為の努力 
の中で生きるのです。 

彼らの全ての目標、意図はアッラーのご満悦です。だ 
から少ないことと多いこと、冷たいことと熱いこと、豊か 
であることと貧しいこと、つまりはかない地位や相対的な 
条件は、彼らにとって何も変わらないのです。なぜなら全 
て、消えてしまう影であるからです。 

この 幸福な人々は、その息を タスビーフ （貧美）とし、 
自分たちを常に点検しています。他人の欠点や責任はその 
目には見えないのです。 

この世界での一過性の見解にむを捧げず、誰からも何の 
利益も期待しない生涯を送り、他をによって時にどれほど 
非難をされても、クルアーンで語られているように、 

じみ ofj (_5 じ沖 
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偉大な人々は、非常に完全な道徳や性質を持ってお 
り、-アッラーの為の場合を除いて-誰も傷つけず、誰にも傷 
つけられません。彼らは、 


ム^' (1? づ与切 


□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 

DDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDD 

□ □□□□□□□□□□□□□□□□ (イムラーン 家章、第 3 章、 
第134節）という神の宣言の神秘を体現するのです。 

ジャーフェリ•サード ゥ ック師は、自分に食事をこぼし 
た召使を、この節の内容を実行し、許しました。さらには 
彼を解放するという善行を示しました。ハサヌ.バスリ師 
も、彼の陰口を言っていた人々を許し、彼らに贈り物を送 
り、善行を示すという形で、彼らを教育したのでした。 

このイスラームの偉人の立派な態度を反映させたユヌ 
ス.エムレは何と素晴らしく語っていることでしょうか。 

断食と化拝と断食で 

鍛錬の為の行いが終わったと思うな 

完全な人間になる為に 

必要なものは、敏智なのだ 


要するに、全ての人々の模範となり、信仰を持った誠実 
なしもべたちは、あらゆる状態において被造物への慈悲、 
尊いこと、善行、そして創造主にがする秘められたイバー 
ダを行っています。彼らの呼吸はタスビーフ（貴美）で 
す。彼らと会話を行うのは、彼らがホわっている神聖なホ 
わいや喜びと共に、愛のうちに行きます。なぜならその純 
枠なしもべたちのむは、預言者ムハンマドを感じることに 
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よって満たされており、その対話巧手にも、その能力に応 
じて多くの精神的な取り分や恵みを分け与えるのです。 

従ってアッラーの友から益を得る為に、彼らとこの世界 
で一緒にいることに加え、永遠の世巧に移った際にも共に 
いる、ということについて預言者ムハンマドはかのように 
語られています。 


「あなたホの仲間で死んだものを、誠実な人々の間に埋 
葬しなさい」（デイレーミ、ムスナド、し1〇 2 ) 

誠実なしもべたちにっいて、アッラーはその人格や徳 
により、その死後、遺体を±に腐をさせません。ジャービ 
ル-ビン.アブドウッラーは語っています。 

「ウフドの戦いの前の巧、父は私を呼び、 

『預言者のサハーバのうち、最初に河死するのが私であ 
ると考えている。預言者な外に、おが遺す最も尊い人はあ 
なただ。おには借金ボある。それを支払ってほしい。兄弟 
たちには常に良く振る舞いなさい』と言いました。 

朝になって、 勺つ ドで最初に确死したのは父でした。 
どうしようもない理由があり、他の商死をと共に彼を一つ 
の墓に埋葬しました。それから、彼を他の人と同じ墓地に 
埋めたことが自分で納得できないようになりました。6か月 
後、父を墓から出しました。驚いたことに、耳の一部を除 
いてその全身が父を墓に入れた日のままのようでした。彼 
を単独で一つの墓に埋め直しました」 


そう、誠実な信仰者の模範的な、崇高な態度なのです。 


この状態の、近年の見本が、アダナ出身の正しい道を行 
く人、クルアーンを 暗記した ムアッズイン（アザーンを 唱 
える人）です。 アツラーの 友である マフムード.サーミ. 



ラマザンオールは、アダナでこの属性のうちに死 t したハ 
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ーフズ （ク ルアー ンを暗記している人）の墓を30年後に道 
路が通るというやむを得ない a 由で移動させる為に開けた 
ところ、ただその人の遺体が全く腐っていなかったこと、 
特にその白布がとてもきれいであったことが証言として伝 
えられています。 

イスラー ム史においてこのような、また類似する伝承や 
証言はかなり見られます。これらは、アッ ラーの、 一部の 
誠実なしもべへの特別な顕示であり、教訓、導き、そして 
警告の為のものです。他の人と同じように、死 t した誠実 
なしもべたちの遺体も、±となります。一部の誠実なしも 
ベたちの死後、その遺体が腐らないこと、といったアッラ 
一の恵みは、アツ ラーの ある英知によるものであり、崇高 
なその意志に属する状態です。 


重要なのはおたちが永遠に獲得するものであり、それは 
一方でこのような崇高な人々のようになろうという努力、 
またーホは自分たちの子供たちを誠実な人々として育てる 
ことによって可能となります。ハディースではかのように 
語られています。 

「アッラーは天国にいる誠実なしもべたちの位階を高め 
られ、それに驚いたしもべは『アッラーよ、こうして位階 
が高められたのはどのような巧由の為ですか』と尋ねる。 
アッラーも、『あなたの子供があなたに行った悔悟やドウ 
アーゆえである』と答えられる」 

この項目に関し、別の ハディースで はかのように語られ 
ています。 


「人が死ねと、全ての行為の善行が閉じられる。しかし 
次の兰つのものは例外である。次世代に残されるサダカ、 
役に立つ知識、その死後にドウアーする誠実な子供」 （ァフマ 


ド-ビン •ハン バル、11、509;イブ ニ •マジ ャ、アーダー ブ、 1) 
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霊的なむを伴って生きられる生涯は、地上を天国に変え 
ます。アッラーの慈悲と恵みは、罪を避け、命令を守る人 
々の上にあります。預言者ムハンマドの愛情と共に、預言 
をムハンマドの春の空気の中で生きられることは、現世で 
の生の幸福の頂点であり、永遠の幸福の始まりです。預言 
者ムハンマドのウンマであるという尊厳を維持すること、 
そのおホの後を歩く人々の後をついていくことは、生涯を 
通しておたちの義務です。 

□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 

□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 

□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□回 

□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□田□□□□□□回 

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 

□□□□□□ 






カダル（アツラーの意志の元でまてが起 
こること、運お）とその»巧 



目の見る力や、耳の聞く力は、一定の距離 
までに限られています。その距離よりも遠い 
ものを見ること、聞くことはできません。同 
様に、カダー（アッラーがみ定された通りに全 
てが実現すること）やカダル（アッラーの意志 
の元で全てが起こること、運命）についてそれ 
にふさわしい形で認識することも、人間の力を 
超越したものです。なぜならおたちは、出巧事 
の理由、要因を知り、それを解かしようとしま 
す。その背後にある英知は、たいていの場合認 
識できないのです。 
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□ □中□□□□□□□□□□□□□□□回 
□中□中 □□□□ 


この世界では、微粒子から天体まで、ハツべり ディルへ 
ムの 48 々の 1) から丸天井に至るまで、 「ミクロ」 の世界、「 
マクロ」 の世巧から将来の 「ノルモ」 （基準値）の世界ま 
で、あらゆる事象において時間、場所、形状、理由が定め 
られ、最も細かな詳細と共に定められた定めの時が来ると 
実現するカダー（アツラーがみ定された通りに全てが実現 
すること）は、アツラーのを厳さにふさわしい偉大さでそ 
の働きを続けています。 

アツラーは 存在を 一つの カダル （アツラーの 意志の元 
で全てが起こること、運命）により創造され、カダルによ 
り実行されます。生きる道における出来事の痕跡は、まさ 
に運命のラインなのです。月、太陽、星、植物、人間、動 
物、全ての被造物の動きは、このカダルのプログラムに含 
まれています。枝から落ちつ1枚の葉すら、このプログラム 
から外れてはいないのです。も し 被造物がカダルのプログ 
ラムに従わなければ、この世界では大きな騒動が起こるこ 
とでし よう。 


あらゆる芸術作品は、芸術家の力とその可能性により、 
存在するようになります。例えば画家は絵を、 アラビア 書 
道家は書の作品を、自分の意志と能力に応じて作り出しま 
す。アッラーはこの世界の創造から滅じまで、そこで示さ 
れる力の流れ、芸術の奇蹟である人間の神秘と英知、その 
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他の生物が誕生から死まで手にする特性をそのご意志によ 
りあらかじめ定められ、確定されたのです。 

そう、カダルは アツラーの 意志から生じたこの調整のあ 
り ホのえ称です。この真実を アツラーはクルアーン でかの 
ように語られています。 

「本当にわれは凡ての事物を、きちんと計って創造し 
た」（月章、第54章第49節） 

C 5? おづ^ シ〇レ1レ 

5^： > iiJ > 〇1 み: 51 ^ ^ 

□ □□□□□□□□□□□□田□□□□□□□□□回 

□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 

□ □□□□□□□□□□田□□□□□□□□□□□□□□凹 

□ □ □ □ (鉄章、第57章、第22節） 

要するに、アッラーがまだ生じていない出来事を前もっ 
て失日られ、整えられること、保護された銘板で確定される 
ことが□□□□□であり、確定された形でその時が来れば実 
現することが □ □ □ □ □ なのです。 

アツラーが、これから生じる出来事を、まだ起こる前 
に □ QQ という特性で知られることは、その神性が必要と 
するものです。時間と空間を超越しているという形で、ア 
ツラーがこれらの知識を得られることはごく自然なことで 
す。なぜならおたちがカダルとカダーを把握することを困 
難とする条件は、アッラーにとっては問題ではないからで 
す。 



この世界では全てがアツラーのペンのラインによって生 
じているということを信じることは必須条件です。カダル 
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は、信仰の6つの条件のうち最も抽象的なものであるにもか 
かわらず、実は皆が一致して受け入れている真実です。こ 
の点では、信仰を持たない人々すら、常に自分の力を超え 
たある力の影響を □ □ □ □ □ といい、暗繫のうちに受け入 
れているのです。さらにはイスラームを否定する人々の □ 

□ □□□□□□ もし <»□□□□□□□□□ という形での表 
現は、全ての人が間接的にではあっても、無意識のうちに 
カダルの真実を認めていることを示しています。 

ナジップ-フアズルの劇から引用された次の文章は、知 
られざるカダルの真実を熟考する人に、カダルが自らをど 
のように認めさせるのかという点を何と素晴らしく表現し 
ているでしようか。 

「例えばある日、エミノニュ広場で車が人をひいた。こ 
の出来事の10分前に戻ってみよう。この人はギュルハーネ 
公園の前にいる。車は、仮にタクシムからおているとしよ 
う。この光景を見ているか？ほら、来る！千もの車の中で 
このまが、そして10万もの人の中でこの人が。この人は車 
にひかれることを知らないし、この車も人をひくことを知 
らない。双方とも、多くの偶然 （！） の中で、知らないう 
ちに相手に近づいていく。例えば、この人はある店の前で 
立ち止まる。人はこのマッチを買う。数歩進む。友達と話 
す。飾り棚を眺める。こうした罪もない動きさえも、数分 
後に起こる悲劇の為にそれぞれの役割を果たしている。こ 
れらで出来事は全て、互いに秘められた形で起こり、つい 
にはその悲劇の瞬間を生じさせる。その瞬間は、非常に単 
純な最後の要因によっている。何かの物思いにふけってい 
ること、情報がないこと...偶然 （！） には、どうやって、 
どこから支配されているのかわからないこの上なく複雑で 
そこから抜け出ることのない計算がある」 （ 「人を創造するこ 
と J p ") m 

_ 
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このよに、人生における出来事をそれにふさわしい形で 
熟考することができる人は、世巧という舞台で繰り広げら 
れる無数のシナリオが、 アツ ラーのペンによるラインに沿 
って生じていることを信じざるを得なくなるのです。 

ただし、目が見えない人に色を説明することができない 
ように、この世界から得た印象でものを考え、時間や空間 
の制約に従っている人間の見解では、カダーやカダルと言 
った崇高な性質の神秘には、それにふさわしい形で到達す 
ることはできません。この状況は、人が絶えることのない 
秘密を知り、不をに陥ってしまわないように、といった英 
知によるものです。 

実際アツラーは、カダルを全ての被造物に対し、知るこ 
とができないものとされ、それがカダーとなるまえに知る 
ことを、■あたかも-不可能とされたのです。ここではただア 
ツラーが幽玄巧から知らせを与えられるをたちのみがその 
いくらかを得ることができるのです。 

アツラーの無限の慈悲の要するところとして、カダルが 
未知のもの、知ることのできないものとされたことは、人 
の思考力の前に超えることのできない壁として立ちはだか 
っています。ただしこれもまたアツラーの恵みにより、こ 
の障壁を超えて壁の向こうが見えるという例外的な状況も 
存在します。その一つが正夢です。実際、誠実な人々が夢 
で見た、将来に対する知らせが正しかったということは非 
常に多く見られます。これらは「保護された銘板」から、 
彼らの‘。に反射した煌めきなのです。 


纔 



人が、肯定的なこともしくは否定的なこと、善いことも 
しくは悪いことを行うか行わないかという選択を行う能力 
を □□□□□□□□ と言います。□□□□□□□□は、ただ 
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アッラーに属するものです。したがってしもべには、完全 
な意ホの自由はあり得ないのです。生まれること、死ぬこ 
と、寿命、性別、民族、能力といった人が干渉できない事 
柄は、絶対的なカダルに含まれるものであり、人は否応な 
しにしたがっているこれらの行為の責任は問われません。 

アッラーはしもべに与えられた能力に応じ、彼に責任を 
負わせます。その為、人の意志の範禱ではないところで起 
こっている行動には、報償も懲罰もありません。断を中の 
人が無意識に、忘れていてをベたり飲んだりすることは断 
をを無効にしません。またこのことで何らかの罰を受ける 
こともありません。 


アツラーはクルアーンで □ □□□ □ □□□□□□□□□ 
□ □□□□□□□□□□□□田（雌牛章、第2章、第286節）と語 
られ、人にはその能力な上のものを負わせられなかったの 
です。しかし全ての人を、その能力に応じた程度には、責 
任を持つものとされたのです。能力があるのにもかかわら 
ず、そのやるべきことを実行せず、その罪をカダルのせい 
とすることは、人の不注意さと無知の産物です。 

ァッラーは試練を受け、責任を負う存在であることか 
ら、人の我欲に罪と篤信の基本を与えられ、意志をその双 
ホに自由に用いる上で、彼自身に選択権を与えられまし 
た。つまりこのはかない世界で、しもべに一定の範囲内で 
の自由を与えられました。これはちょうど、子供が父親か 
ら得たおこづかいをいいこと、悪いことに使うことの選択 
権を与えられているようなものです。この選択権は、永遠 
の幸福もしくは災いへの、最も重要な資本となるのです。 


この世界では1枚の葉すら、アッラーの意志がなけれ 
ば動くこともありません。つまりあらゆることにおいてア 
ッラーの意志があるーホで、そのご満悦はただ良いものに 
のみ与えられます。一人の教師の目的は、その生徒が良い 
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メヴラーナも、あたかもこの節の解釈の為であるかのよ 
うに、部分的な意志に応じて人々が責任を負うこと、罪を 
カダルの着せるべきではないことを、「メスネヴ ィ」 で次 
のように示しています。 


成績を得て試験に合格することです。生徒が勉強しなけれ 
ば、教師にはできることはありません。また一人の医師の 
任務は、病人を回復させることです。病人が与えられた処 
力■筆に従わなければ、そこから生じる悪い結果は、本人の 
責任になります。医師が何かの罪に問われることはありま 
せん。 

だから、誰かが悪い道に贿り、「仕ホがない、私の力 
ダルがこうだったのだ」ということは、ただ不注意さのも 
たらすものです。礼拝を行うことを望む人に、アツラーは 
礼拝を行う為の要因を与えられます。礼拝をしたがらない 
人にも、その巧げとなる要因を与えられ、それを行わせな 
い、という形で顕現を示されます。だから人がカダルを中 
傷して自分が無実であると見せようとすることは、事実や 
真実に対してなされる不正な行いなのです。 

アツラーはクルアーン でかのように語られています。 

□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹偏人 
章、第4章、第40節） 
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「もしあなたにとげが刺さったのであれば、そのとげ 
を刺したのはあなたであることを知りなさい。もし柔らか 
く、屯、地の良い布に包まれているのなら、その布を織った 
のもあなたである」 

目の見る力や、耳の聞く力は、一定の距離までに限られ 
ています。その距離よりも遠いものを見ること、聞くこと 
はできません。同様に、カダー（アッラーがみ定された通 
りに全てが実現すること）やカダル（アッラーの意志の元 
で全てが起こること、運命）についてそれにふさわしい形 
で認識することも、人間の力を超越したものです。なぜな 
らおたちは、出来事の理由、要因を知り、それを解かしよ 
うとします。その背後にある英知は、たいていの場合認識 
できないのです。カダーとカダルの神秘について質問した 
人に、聖アリーは、 

「その項目は、深い海である」と答えています。 

自分の理性を信頼してその海を泳ごうとした人の大多 
数は、しもべには何の意志もないことを主張する「宿命論 
者」もしくはあらゆる点において絶対的な意志の持ち主が 
いることを主張する「運命論者」のように、逸脱の渦に巻 
き込まれていったのです。そしてその底もなければ岸もな 
い海でおぼれてしまったのです。 


だから、人の責任の源を構成する意志の範禱を正しい形 
で確定できない限り、誤りへと引きずられていくことから 
は救われないのです。しもべを、その行為の創造者と見な 
して、意志と選択の力を崇めることと同様に、部分的な意 
志を否定し、人を自動化された機械のような存在と見なす 
ことも、イス ラームの 基本的な条件に反するものです。正 
しいのは、人にこの意志と選択があること、ただそれもア 
ッラーに よって与えられている、ということなのです。 
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理性や認識が無力となってしまうこのような項目におい 
ては、服従によってむの世界で少し前進することは可能で 
あったとしても、このことの神秘を完全な意ホで解くこと 
は不可能です。これを把握し、分をわきまえること、それ 
な上のことをしないことが、完全なしもべとして要される 
ものです。 


纔 

メヴラーナはカダルの神秘を理性で説き明かし、理解す 
ることの不可能性と、この秘密が実は大きな恵みであると 
いうことを、メスネヴィーのかの話で素晴らしく表現して 
います。 

「ある人が聖 ムーサーを 訪れ、 

『アツラーの言葉である人よ。おに動物たちの言葉を教 
えてください。彼らの言葉を理がし、その様子から教訓を 
得たいのです。アツラーの偉大さを認識したいのです』と 
言った。 

ムーサーは 彼に こ う言った。 

『あなたはその望みを捨てなさい。自分の力な上のこと 
を学ぼうとしてはいけない。アリが湖から、自分のを量な 
上の水を飲もうとすれば、溺れて滅びてしまう。つまり、 
あなたに与えられている知識な上のものを無 a にホめる 
な。そこには多くの危険がある。あなたはこの世界のアツ 
ラーの統治から、あなたの理解力でかなうだけの教訓を得 
るようにしなさい。'巳、をアツラーに向けなさい。アツラー 
の顕示の神秘は、完全なむに示されることを知りなさい』 



それにネホして男は、 
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『せめて、巧の前に横たわり、門番の役目を果たして 
いる犬と、かごの中にいる動物たちの言葉を教えてくださ 
い』と言った。 

どうしてもこの男に、その願いを断念させることがで 
きないと理がしたムーサーは、彼の最後の要求を受け入れ 
た。ただ、 

『気を確かにしていなさい。この神秘、の海でおぼれては 
いけない』と警告を行った。 

この男は朝になると、 

「どうだろう、本当におはこの動物たちの言葉を学んだ 
のだろうか』と言い、試す為に門のそばで待っていた。 

その時、巧使の女性がテーブルカバーをはたき、ひとか 
けらの乾いたパンが地面に落ちた。 


そこにいた雄鶏はそのパンのかけらをすぐに食べてしま 
った。犬は彼に、 

『あなたはおたちを迫害している。あなたは麦の粒でも 
食べることができる。しかし私にはそれはをべられない。 
どうして私の取り分であるパンのかけらを取ってしまった 
のか』と言った。雄鶏は犬に、 

『気にするな。明日になればこのまの持ち主の馬が死 
ぬ。あなたもお腹いっぱいになるまでその肉ををベるだろ 
う』と言った。 

雄鶏が幽玄巧から知らせを得ているのだと考えた家主 
は、その言葉を聞いてすぐに馬を打った。雄鶏は犬に対し 
て立場が悪くなってしまった。 


雄鶏と犬のこの分け前争いはそこから巧続いた。け目 
は馬、2日目はラバ、3日目には奴隸が死ねことを雄鶏の会 
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話から知ったこの男は、死ぬ前に馬を売ったように、ラバ 
と奴隸も-利口なことをしていると考えつつ-売りがってしま 
った。こうして犬は、そのどれからも期待した利益を得る 
ことはなかった。雄鶏が毎回、犬をだましたことになって 
しまった。このことのせいで度、犬に巧して恥をかいた雄 
鶏は、ついにィ日目に犬にこう言った。 

『実際のところ、あの用む深い男があなたのものを奪っ 
ていたのだ。しかしこの行為の生で、自分を滅ぼすことに 
なった。明日にはついに彼自身が死ぬのだ。遺産相続人た 
ちは大いに泣くだろう。そして牛を巧月屠り、皆そこから益 
を得るだろう。おたちも、あなたも。馬やラバ、奴隸の死 
は、この未熟な男の身を襲うカダーの盾であり、錫だった 
のだ。しかし彼は財産を失い、損害を出すという災いから 
逃げ、自らを滅ぼしたのだ』 


愚かな男は雄鶏のこの話にも耳をそばだてていた。再 
にした事実を前に、真青になった。恐ろしい恐怖に襲われ 
た。 ムーサーのと ころまでいちもくさんに行き、彼に、 

『アッ ラーの 言葉である人よ！私の嘆き、苦悩を鎮めて 
ください』と言い、懇願した。ムーサーは彼に言った。 

「あなたは自分を超越している仕事に取り組んだのだ。 
それで今は袋小路に入ってしまっている。あなたはあの動 
物を売って、利益をあげられると思ったのか？あなたに、 

カダルとカダーの神秘に無 a 押しをしないよう繰り返し言 
っていた。利口な人には、後で見えるものが最初に見える 
が愚かな人には最後に見えるのだ。しかしもう、手遅れ 
だ。取引や商売であなたは熟練している。今度は自分の命 
を売って救われるがよ い」 

この男が深い後悔のうちに懇願したので、ムーサーは彼 

かこ、 

- 
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「もはや、矢はちから放たれたのだ。それが元に戻るの 
は不可能なのだ。しかし恵みの主アツラーに、せめて死ぬ 
時には信仰を持っていられるように願おう』と言った。 

ムーサーはアツラーに 懇願を行った。これによりその男 
は 信仰と共に死ぬことがそのドウ アーの 恵みによりかなっ 
た。さらに アツラーは 聖 ムーサーに、 

『ムーサーよ、あなたが望むなら、彼を蘇らせよう」と 
言われたが、ムーサーは、 

『主よ、あなたを賞賛します。彼を巧世で、その輝かし 
く崇高な世界で蘇らせてください。そこは永遠であり、力 
ダーとカダルの神秘が巧らかにされる場であるからです』 

と言った」 

この物語からも理解されるように、時に人は自分にと 
ってよくないものを強く求め続けます。しかし彼が願って 
いるものは、彼自身を滅 t へと導くものなのです。結果と 
してこのような結末に陥った人が、それを不注意さによっ 
て強く求めていたにも関わらず、後悔することをやめられ 
ず、嘆きます。この為、この世界でふ、のまらぎと来世での 
永遠の幸福の為に最も適切であるものは、この神の崇高さ 
を認識し、信頼（タワツクル）し、従順さを示すことで 
す。しかしこれも、皆にできることではありません。しも 
ベが自らが無であると把握できるということは、無限の資 
本です。つまり、カダーやカダルを前にした唯一の手段 
は、アツラーに服従することなのです。なぜなら信頼と服 
従は、カダルを喜びに変える慈悲の扉であるからです。 

実際、預言者ムハンマドは、 

「カダルを信じることは、あらゆる種類の悲しみ、痛み 
を 取り除く」（スユーテイ、「ジャミー ウツ サギール」し 107) と 言わ 
れてぃます。 @ 

- 
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ただ、甘受や服従、信頼を、何の用心もしないこと、訪 
れるかもしれない災いを防ぐ為に何の努力もしないこと、 
という形で、受け身で怠惰な態度であると理がすることも 
誤りです。この信頼は、良いことを引き寄せ、災いを遠ざ 
ける為にあらゆる手段をとった後で、その結果についてア 
ツラーに従い、アツラーに庇護を求めることです。要因の 
為にやるべきことをやらないしもべの信頼は認められない 
し、この状態は真の信頼（タワツクル）の精神にも反する 
ものです。 

実際、聖ウマルがある旅の途中、行く予定であったダマ 
スカスで伝染病が発生していることを知り、必要な相談の 
結果として、ダマスカスに行くことを断念しました。そも 
そも、アツラーと預言者ムハンマドの命令により適してい 
たこの用'。、巧策に巧してサハーバの一人アブー.ウバイ 
ダ.ビン.ジヤッラフはウマルに、 


「アツラーのカダルから逃げるのか」と尋ねました。ウ 
マルはこの知識豊かで徳のあるサハーバからこのような問 
いかけを予想しておらず、 

「これをあなたな外の別のをが言っていればよかった 
のだが、アブー•ウバイダよ。そう、アツラーのカダルか 
ら、やはりアツラーのカダルへと逃げるのだ。あなたがラ 
クダを持っていて、片側が豊かな±地、もうが側が不毛な 
±地であるをに降りていき、あなたは彼らを豊かな±地の 
ホで放牧させるなら、アツラーのカダルによって放牧させ 
たことになる。不毛な±地で放牧させれば、やはりアツラ 
一のカダルによって放牧させたことにはならないのか」と 
答えました。 



このように、カダルから逃れることはできません。だか 
らしもべがなすべきことは、対策や努力なのです。それか 
ら、アツラーが定められた結果を甘受することです。 
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英知のをから見る人々にとって、カダルが秘められてい 
ること、しもべがそれを、それにふさわしい形で認識でき 
ないという状況は、悲しみの要因ではなく、逆にこの上な 
く大きな恵みの媒介なのです。なぜなら、人間がカダルを 
知った場合、そこから抜け出ることのできない多くの危険 
や災いに随ることは、否定することのできない真実である 
からです。 

例えば、不治の病にかかり、命を落とすことになる人 
が、死の瞬間まで不まを感じないことは、カダルが知られ 
ないものであることのおかげです。しかし、誰であれ自分 
が死ぬ時を知っていれば、死が自分に近づいてくる時期に 
はその悲しみで手足がとられ、何も手につかなくなり、何 
度も死んでは蘇るような状態になるでしょう。子供が自分 
より先に死ぬことを知った母親も、その何年も前からそれ 
を悲しむでしょう。結果としてこの状態は人生における調 
和の必要性に反するものとなり、バランスが崩れてしまう 
でしよう。 

近年増加している ストレス、 醫状態、そして自殺は、 
精神的な喪失感がもたらす悲しい結果です。なぜなら精神 
的な教育から遠い心が、自我の欲望、熱情の虜となること 
はごく自然であるからです。人生における予想外の出来事 
を、辛抱強さや静けさのうちに迎えることのできるような 
服従の状態が実行されることはただ、人を「幽玄巧」にホ 
向づけるカダルを信じることによって可能となるのです。 


幸福のゆるぎのない条件は、理性を啓示に従わせ、むを 
良い徳で飾り、それによって人生の予想外の出来事を甘受 
することです。また真の幸福は、人生の上昇下降を受け入 
れ、困難さに忍耐を示すこと、全ての良い側を見て、諸世 
界の主に服従することです。 
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アッラーは時に、恵みを悲しみとして、時には悲しみを 
恵みとして示されます。これらすベての状態が人間に知ら 
されないことは、この世界が試練の場であることゆえなの 
です。 

アッラーはかのように語られています。 

lip 14 ^ o' jJtij up 1 jl 
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□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 

□ □□田□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 

□ □□□□□□□□田 □□□□□□□□□□□□ (雌牛章、第 2 
章、第216節） 

また別の節では次のように語られています。 

じ、。み凹加 l 1 ぶじ 、I 11^こジぶ 



□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□問 

□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□口 
□□□□□□□□□□□□□田□□□□□□□□□□□□回 

□ □□□□□田（お悟章、第9章、第51節） 

実際、この世界での生という観点から、例えば目が見 
えないことは大きな損失のように見えます。どの恵みであ 
れ、見える目とは比べ物にならない、と考えられます。し 
かしこの世界に視覚障害者として生まれてきた人は、この 
障害が妨げになることにより、罪の沼に落ちることから救 
われるのであれば、外見上は悲しみの要因であるかのよう 
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に見える この 状態は、真実においては喜びに変わるので 
す。貧しさと豊かさも同様です。貧しい人がその状態に不 
満を言わず、アッラーの定めを甘受していれば、これは彼 
にとっておそらくは永遠の豊かさへの要因となるもので 
す。しかしも しこの 貧しい人が現世で金持ちになっていれ 
ば、手にした力が自我を唆し、我欲に力の幻影をいだか 
せ、もしかしたら不注意さの中で性欲や怠惰にふけり、永 
遠の幸福を損なっていたかもしれません。もちろん、 この 
逆も考えられます。要するに信者は、自分がいるあらゆる 
状態を良いものと見なし、アッラーの定めと調整に満足 
し、それが永遠を得る為の機会であることを知るべきで 
す。忍耐、感謝、服従の中で生きるよう、努力するべきな 
のです。 

あるハディースでは次のように語られています。 

「信者の状態は、まさに羡望され、驚嘆されるにふさわ 
しい。なぜならあらゆる状態が彼にとっては善の為の媒介 
である。このような状態はただ信者にのみある。信者は、 
喜んだ時には感謝し、これは彼にとって良いものとなる。 
その身に災いが降りかかってきた時には忍耐し、これも彼 
にとつて良いものとなる」 （ムスリム、 ズフ ド、6 4 ) 

雜 


カダルに関してここまで述べてきた根本的な原則が深 
められていくと、非常に多くの問題に出会うことになりま 
す。これらは学問上の論議の元となるばかりです。だから 
預言者ムハンマドは、カダルを信じることで十分とするよ 
う命じられ、この項目についての不毛な論議を拒まれまし 
た。カダルについて話し合っている一団に出会った時、彼 


らに 
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「あなたホはそのような命令を受けているのですか？あ 
るいは私はあなたホにこの為に遣わされたのですか？あな 
たホな前の人々も、この問題について論議をしたために滅 
じした。みしてこの問題を議論してはいけない」と言われ 
たのでした。 （ティルミズィー、カダル、 1) 

詩人のズィヤー • パシヤも、人間の能力を超越した事実 
について次のように語っています。 

その意ホの把握を行うことは、その小さな理性では、不 
要である 

なぜならこのはかりは、これほどの重さを乗せられない 

□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□田 □□ 
□ □□□□田□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 □□ 
□□□□□□□□田□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 
□□□□□□□□□□ 

DDDDDD 






信仰からイフサーン 

(アツラーがまるでおおにおられるかのよラに崇めること）へ 

ムーサー師 （1917—1999) 



「アツラーの、しもべへの最大の恵みの 一 
つは、そのしもべに彼の無力さを知らされるこ 
とである。この精神的な道においておが得たお 
そらく最大の恵みは、自分の過ちを目にしたこ 
とである。アツラーに巧し、自分が破綻してい 
ることを認識した。これによって、他者の過ち 
を目にしたり、それに関わったりする力は残ら 
なかった。おはこれらすべてへの感謝の中にい 
る。」ムーサー 師 

(アツラーの慈悲がありますように） 
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□ □□□□□□□田□□□□□□□□□□凹 
□□□□□□□□□□□□□中 

□ □□□中1917- 1999 D 


信者が常に、アッラーがご覧になっているということを 
認識し、その状態を心に定着させるという意みである □□ □ 
□ □は、同時に、何らかの仕事や行為を最も完全な基準に基 
づいて行うことでもあります。 

1999年7月16日にアッ ラーの 慈悲に委ねた □ □ □ □ □ 
の生きホ、そのホ法は人間的なっながりや振る舞いという 
観点からも特別な繊細さ、優美さ、細やかさの例で満たさ 
れていました、つまり彼の生涯は簡潔に言うと「イフサー 
ン」 の状態だったのです。 

彼は冗談を言う時にすら、アッラーがご覧になっている 
という点での認識や注意を弱めることがないよう、努力さ 
れていました。彼のこの素晴らしい状態は、周囲の人々に 
常にイフサーンの感覚を思い起こさせるものでした。 


この偉大な人物は □□□□□□□□□□□□ と向かうそ 
のち法と内をを全ての振る舞いや言葉で、完全な形で実現 
化する為に努力していました。その輝かしい生涯は、この 
振る舞いの細やかさや完全さの、この時代の最も完成され 
た模範の一つです。彼は常に、その態度や言葉で、途切れ 
なく光を放ち温める太陽のように周囲にこの奨励の豊かさ 
と恵みを広めていました。 
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彼自身といくらかでも、近しくもしくは遠くからの関わ 
りを持った全ての人は、特別な豊かさの媒体であるアッラ 
一の友は、この世界における神の均衡の要するところであ 
る調巧が損なわれることにむを痛めていました。目にした 
過ちや不足を取り除く際にも、深い注意や細やかさの中で 
行動していました。例えば最も単純なものとして、壁にか 
けられたプレートがゆがんでいること、あるいは礼拝用の 
滅毯が適当に床の上に置かれていることにすら、ムにち痛 
を感じていました。誰かにそれを直させるか、彼自身の手 
で直していました。集まりの場や説話において部屋が整っ 
ていないこと、やってきた人たちが適当に座ること、ドア 
のところに人がたまることも、彼の注意から逃れることは 
なく、その完成された心に苦痛を与えました。 

アッラーの 友たちの行動の完全さとその細やかさを、 こ 
の節は実に素晴らしく表現しています。 


卜^^じ P じ扣引じ0夕^山み钟 
じも1^4=^ ク L ? 叫1 


□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□田 

□ □□□田□□□□□□□□□□□□□□□□□皿 □□□ 

□ □□□□□□□田 □□□□□□□□ □□□□□□□□□□□□ 

□ □ □ □ □ (識別章、第25章、第63 -64 節） 

この節やこの後に続く他の節でアッラーは、誠実なしも 
ベの特性を8つの性質としてまとめておられます。 



し 地上の歩きホや行動の仕ホは穏やかであり、うぬぼ 
れや傲慢さからは程遠く、謙虚で真劍です。無知な人々が 
彼らにからんできたとしても、穏やかさで締めく くられる 
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ような言葉を語ります。周囲の人に慈悲深く忍耐強い人と 
して信頼とまらぎを与えます。（参照：識別章第的節） 

2. 夜をイバーダで活用します。寝ることも起きること 
も全てアッラーの為です。（参照：識別章第64節） 

3. 次のようにドウアーします。「主よ、地獄の懲罰を 
わたしたちから追払って下さい。本当にあの懲罰は、苦し 
みの極みです」（参照：識別章第65節） 

4. 財産を使う際に浪費もせず、けちでもありません。 
その二つの間の中道を保ちます。（参照：識別章第67節） 

5. アッラーとならべて、外のどんな神にもネ斤りませ 
ん。アッラーが禁じられた殺生を犯すことなく、また赛姪 
しません、（参照：識別章第第68節） 

6. 嘘の証言をせず、また無駄話をしている側を通る時 
も自重して通り過ぎます。（参照：識別章第72節） 

7. 話題が主の印に及べば聲哑者か盲人であるかのよう 
に、戯らに知らないふりをしません、（参照：識別章第73節） 

8. そして、「主よ、心の慰めとなる妻と子孫をわたし 
たちに与え、主を畏れる者の模範にして下さい。」と懇願 
し、家庭生活や子孫が現世と来世で顔を輝かせる信仰、敦 
智、道徳の中にあること、育ち、成熟していくことを願い 
ます。そして自分たちの為の願いも、篤信において最前列 
にある者となることなのです。（参照：識別章第74節） 

アッラーはこういった誠実な信者たちが得る永遠の幸福 
について、次のように知らされています。 


□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□回 

□ □□□□田□□□□□田□□□□田□□□□□□□□凹 

□ □□□□□□□□□□□□ (識別章、第25章、第75節） 
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心は、この形で清められるごとに、人間的な、そして 
神秘主義的な鍛練に加えられるアッラーの恵みと気前の良 
さにより、その道の最後ではかのような状態に達するので 
す。その持ち主を形の上では人間のまま残す一方で、内面 
はあたかも天使の位階にまで上昇するのです。この状態に 
ある人の一部は、宇をにある無数の星のどれか一つのよう 
に、自分の世界で、そして外部にかしては完全に秘、められ 
た中で生きます。このような人は知られることがありませ 
ん。実際、聖ハディースとして伝承されている、 

「聖人たちはおの丸天井の下にいる。彼らのことを、お 
な外の誰も知ることはない」という形での言及は、この集 
团についてのものなのです。 

アッラーの友のうち一部は、その責任の範禱に委ねら 
れた導きの任務の為に-一定の基準で-知られており、彼自身 
の時代から未来に向けて、導きの灯明として、人間として 
の生においてその奉仕を続ける為、「永遠」の神秘からそ 
の取り分を得ます。出来事の覆いの背後に存在する秘密、 
敦智、アッラーの望みを理解します。その為にアッラーの 
意志を知ったことによるまらぎと平穏さの中で生きるので 
す。彼らは焦りや不まといった多くの人間的な弱さから守 
られているのです。 

彼らにとってもはや「無駄」なことは存在しません。「 
被造物をよく受け止めなさい。その創造主ゆえに」という 
基準と共に始まる精神的な発展において、アッラーの英知 
を尊重することにより、全世界を警告、愛情、そして驚嘆 
の気持ちで満たされた状態で旅し始めます。 



これらすベての素晴らしい、そして崇高な状態と特性 
を、その本人の生涯を通して目にしてきたムーサー師の振 
る舞いにおける細やかさと優美さの完全性の一つの顕現 
が、日々の生活の流れの中でアッラーのあらゆる被造物に 
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慈悲と愛情を持って目を向けることでした。周囲にいる 
猫、そして庭の上で飛んでいる鳩も、もてなしや恵みによ 
ってこの広い慈悲から得るものを得ていました。 

おたちも、「与えられた恵みを感謝のうちに皆に告げ 
る」という形でのズイクルを行いましょう。そしておたち 
に与えられている概念的、実体的な恵みの真の影響である 
そのアッラーの友の生活を支配していた一つの行動様式で 
ある「信仰からイフサーンへ」という概念を、最新の作品 
である「イスラーム神秘主義」の見出しに用い、それを「 
信仰からイフサーンヘイスラーム神秘主義」とぶ付けたの 
です。 

この 機会に、あのアッ ラーの 友について、彼を愛する 
全ての人やその弟子たちの《において、ここで最も深い敬 
意、愛情、屯、からのドウアーと感謝の気持ちで思い起こす 
必要があると感じています。 

読者の皆さんに、彼の為にファーテイハ章を読んでくだ 
さるよう、お願いします。 


- □□□□□□- 

故ムーサー師がその弟子に書いた手紙における忠言の一 
部を紹介します。 

「信者のむの世界とその完全性は振る舞いによって示さ 
れます。この美点のうち最たるものは次の通りです。 


いつでも謙虚であること、自分の時間とその呼吸の価値 
を知り、浪費しないこと、アッ ラーの しもべたちを愛し、 
彼らと争わないこと、聞き手の宗教的な段階に応じて振る 
舞うこと、過ちを覆い隠す人であること、非合法なものと 
合法なものに注意すること、人々が軽視している不服従に 
ついてもそれを大きくとらえることです。なぜなら罪を軽 
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視する人は-絶対にないことであるが-アツラーの命令を軽視 
することになるのです。 

アツラーのご満悦を得る為の道において、特に晚の時 
間帯をネし拝、ズィクル、ドウアーで彩りましょう。家族の 
一員である人々や、ま族の中の目上の人に奉仕を行いまし 
ょう。世俗主義者、つまり不注意さにふけっている人との 
親交を減らし、誠実な人と共にいるようにしましょう。そ 
の他の親戚や助けを必要としている人々の為に奉仕し、言 
葉でも、物質的にも援助を行いましょう。最も重要なこと 
は、禁じられているもの、合法であるものに注意深くあり 
ましょう。さらに市場、商店街などでのやりとりにおいて 
も注意深く振る舞いましょう。しもべとしてのふるまいを 
不足させないようにしましょう。 

しもべは、その慈悲や道徳に応じてアツラーに近くなり 
ます。アッラーに近いしもべは、 


ぶう。 L>i 三 I 


「私をアツラーがしつけられた。おのしつけを素晴らし 
く 行われた」 （スユーティ、「ジャミーウッサギール J 、 し 12) とい 
うハディースの神秘に至るのです。つまりアツラーの道徳 
によって徳を身に着けるのであり、これな上に誉れ高く、 
徳のあることは何もあり得ないのです。 



全ての過ち、忘却、ゆらぎはズィクルに巧して不注意で 
あった時、つまりアッラーを忘れた瞬間に生じています。 
ズィクルの精神的な状態を継続させる者には、この世界の 
悩み、悲しみ、さらには必要な上の世俗的な喜びも存在し 
ないのです。常にまらぎ、気前の良さ、そして被造物に慈 
悲を抱いていることは、その空いた隙間を満たします。つ 
まり愛情、恒常的な愛情なのです。アッラーはご自身を愛 
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するしもべを、愛情の海に入れます。もはやその人はアッ 
ラーが愛させられる割合に応じ、愛されるのにふさわしい 
対■象を愛するのです。 

賢明な人は、アッラーの神性の偉大さと自分に恵まれた 
現世的、来世的恵みを考えるごとに、その謙虚さ、っっま 
しさが増します。皆をその位階に応じて愛します。自分が 
正しい場合も、誰とも言い争いは行いません。 

またーホで賢明な人は、この世巧が一過性であることを 
知っています。そして、アッラーのご満悦を考えます。こ 
の為にまだこの世界にいる間に、そのんにある抑圧や苦悩 
はまらぎと喜びに変容します。要するに、現世にいる間に 
天国の生に入ったことになるのです。 

人は、自分が属する信者集団に対し、アッラーのご満悦 
の為に立派に奉仕することが、非常に尊い価値であると知 
るべきです。ある信者集団の生活、秩序、発展の為に奉仕 
を行う人は、その集団にとって非常に重要な存在であると 
いうことです。その結果として、その報償、対価もそれに 
応じて大きいものとなります。 

聖ハディースでは、 

「人々に奉仕する人は（その報償と対価を得るというこ 
とから）彼らのうちで最も偉大なものである」とされてい 
ます。 


多くの人は、イバーダや従順さに意欲を示すのに、 アッ 
ラーの 特性でもある 「七ッタール.ル. ウ ユーブ」 すなわ 
ち恥を覆い、過ちを許すという特性には無関んでいます。 
その為に、完全に求められている形では発展することがで 
きずにいます。しかし、許すこと、過ちを覆うことは美徳 
の中でも最も重要なものの一つです。 アッ ラーがわたした 
ちしもべの無数の欠点や過ちを覆い、許してくださってい 
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るように、私たちも許す者であるべきです。なぜならアツ 
ラーの愛情を持つ者は、許すことを知っているからです。 
許しましよう、インシャツラー、許されるように。 

楽であること、快くあることの唯一の鍵は、服従です。 
つまりアツラーの割り当てに満足し、合法なもの、禁じら 
れたものに注意することです。 

この道を行くをは、それぞれに異なっています。一部 
は、習慣という状態にしているズィクルを行い、その巧価 
として疑いもなく報償が与えられます。別の一部は、ズィ 
クルと行うと共に、常にアツラーの御前にいることを認識 
しています。クルアーンの判断に従い、カダーやカダルの 
判断を前にしてアツラーに服従を示します。彼の全ての行 
動はアツラーのご満悦にかなったものになります。彼の,。 
と魂の世界も、それにより評価されます。しかしこの人々 
は少数派です。少数派の中の少数派です。 

全ての能力は、この世界の喧騒や無数の種類のやるべき 
ことの中でアツラーと共にいられることです。これは非常 
に素晴らしい状態であり、アツラーの、しもべへの一つの 
贈り物です。この崇高な任務を十分に考えることができれ 
ば、この世界のはかない玩具に福されることからも救われ 
るでしよう。 

アツラーの、しもべへの最大の恵みの一つは、そのし 
もべに彼の無力さを知らされることです。この精神的な道 
においておが得たおそらく最大の恵みは、自分の過ちを目 
にしたことです。アツラーに対し、自分が破綻しているこ 
とを認識しました。これによって、化者の過ちを目にした 
り、それに関わったりする力は残らなかったのです。私は 
これらすべてへの感謝の中にいます」 



樂 
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これら全ての愛情、慈悲、そしてホ向性に満ちた警告 
や忠言は、彼の「ィフサーン」の状態に達していた生涯か 
ら、おたちにももたらされていた豊かさのしずくなのです。 


□ □□□田□□□□□□□□□□□□□問 







[信抑からイフサーンへ 
イスラーム神挽主義 J といラ書物に巧して 

これは、がのひとしず<でず… 



神秘主義は、啓典やスンナに含まれている 
事柄の範禱で、自己の点検やイフサーンの気持 
ちと共にしもべとしてのありホを最善の形で実 
践することです。神秘主義は、しもべとしての 
あり方を妨げる障害物を取り除き、しもべであ 
ることへの媒介となる可能性を確保することに 
他ならないのです。 





…け 




























































































































































































































































































□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 

□ □□□□□□□□3。 

□ □□中 


□ □□□□□□□の □□□□□□□□□□ イスラーム神秘 
主義」という本を書かれました。今日まで、神秘主義に関 
する非常に多くの本が書かれてきましたが、ここで新しい 
本を書くことの必要性はどこから感じられたのですか？ 

一その通りで、神秘、主義に関する非常に多くの本が書か 
れてきました。しかし、ダイナミックな生活の流れの中で 
起こる出来事、つまり社会が物質的なものに従い、社会的 
な平をや平穏さが損なわれた時代というものは、人々の前 
に毎日新しいニーズを作り出します。諸問題の本髓は同じ 
であっても、時と共に新しい見解や要ホが生まれます。こ 
れらを評価し、このようなニーズに応じる為、法学に関す 
る本や歴史に関する作品においてそうであるように、神秘 
主義に関する問題も、それぞれの時代の求めるもの、ニー 
ズに応じた精神の鍛錬の為の必須条件として、新たに本と 
して書かれる必要性があるのです。つまり、神秘主義の真 
実、事実がいつでも正しい形で書かれ、表現されること、 
誤った見解や行き過ぎである部分を修正することは非常に 
重要なニーズです。もちろん、このニーズだけではなく、 
神秘主義が含む深遠な素晴らしさも、時代や場所の条件に 
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応じて全てのむに分け与えられる為に、神秘主義の分野は 
あたかも、作品でできた海のようになっているのです。 

私たちもこの大海で、同じ目的を持った無力なむのひ 
としずくを与えようと努力しました。ひとしずくです。な 
ぜなら神秘主義とは言葉な上に「状態」であり、私たちの 
作品がふ、を崇高な御前に方向づける為の橋という役割を果 
たすことができれば、自分たちを幸福だと見なします。つ 
まりこの作品を、今まで書かれたものよりもいいものにす 
るという主張の中で書いたのではないのです。そのような 
状態には恥を感じます。おたちが行ったことは、今まで書 
かれた神秘主義に関する作品と、アツ ラーの 友たちの豊か 
な生きホを始点とし、神秘主義をこの時代の条件にあわせ 
て、概説として、その意図に適った形で改めて言及したと 
いうことです。そもそもこの作品は、アツ ラーの 友たちの 
神秘主義の遺産から滴り、今日の人々に差し出された一瓶 
の水なのです。 

アツラーの友たちは昇った太陽を、光線が日没の際に描 
く色とりどりの光景を、驚嘆のうちに眺めます。あらゆる 
機会に、アツラーを知るという地平線へと翼を羽ばたかせ 
ます。彼らはへびですら慈悲のまなざしで見つける為、化 
の者が感じる嫌悪感の代わりに、この動物の皮の模様や足 
がないのにも関わらずその動きの素早さを賞賛します。つ 
まりこの純粋なしもべたちは、全ての被造物を愛情と英知 
のまなざしで見つめる為、凶暴な動物の威嚇にネホしても穏 
やかでいるのです。 



またこの作品は、神秘主義を イスラームと は異なる規 
律、 スタイルで あるかのように見る見解が正しくないこと 
を示すことで、 イスラームが 外面的、内面的に 一つの 完全 
体として豊かさとをらぎの中で実践されることの必要性を 
はっきりと示すという目的によって書かれました。この目 
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的を乱しとして強調する為に、この本には「信仰からイフ 
サーンへイスラーム神秘主義」というぶが付けられたので 
す。 


この作品が書かれた目的は、信仰とイスラームを「イフ 
サーン」によってさらに高めること、つまりアッラーがご 
覧になっているという感覚を、屯、に意識として定着させる 
よう、支えることです。 

なぜなら真の神秘主義は、啓典やスンナの感覚の深みに 
おける神秘や英知から、得るべきものを得て実践すること 
だからです。 □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 
□ □□□□□□□□□□□□□ この真実を示す為に、「コンパ 
スの固定された足は、イスラーム法である」と言われてき 
たのです。メヴラーナは次のように語っています。 


「おたちはコンパスのようである。固定された足はイス 
ラーム法にあり、もうーホの足で72の民族へと動く」 


「イスラーム 法はろうそくに似ている。光を灯し、道を 
示す。ろうそくを手にしたからといって、その道を制□し 
たことにはならない。しかしそれを手にすることなくその 
道を行こうとすることもできない。 イスラーム 法の光の中 
でこの道を行きはじめたのであれば、その行程が神秘主義 
である」 


また一方でしもべが、アツラーをあらゆる瞬間に見てい 
るかのように自らに秩序を与え、その道でその人生をただ 
すこと、アツラーがご覧になっているということを心に定 
着させ、意識という形にすることを意巧する□□□□□は、 
アツラーに近いしもべたちの魂の遺産です。それは精神 
の、魂の、神秘的な、そして神性な真実です。神秘主義者 
の目標はこの真実に到達することです。これもアツラーと 
しもべの間に築かれた魂の、心の結びつきを意巧します。 
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健やかなおでこの結びつきを築いた人は、アッラーの友で 
あるしもべとなります。このようにして彼は、アッラーの 
徳によって徳を身につけます。 

この状態は、アッラーに最良の斤さでしもべとして振る 
舞うことであり、永遠の世巧への重大な準備となります。 
つまり神秘主義は、しもべとして最も良い形で生きること 
です。なぜならアッラーは人を、ご自身にしもべとして振 
る舞う為に創造されたからです。従って神秘主義は、しも 
ベとして振る舞うことを妨げるものを取り除き、またしも 
ベとして振る舞うことへの媒介となるものを確保すること 
に他ならないのです。彼は多くの傷を包み込み、また不毛 
の±地を緑色の、豊かな庭園と変えます。そして多くの荒 
廃したむを、活気づいた宮殿とします。要するに神秘主義 
はこの異邦の世巧から限りのない出会いの世巧へと向かう 
しもべたちを、アッラーの位階において《 ^ »D D D D 

□ □□□□□□□□□□□□□ 31という地位と報償へと至らせ 
る、輝かしい道なのです。これも、疑いもなく、信仰をイ 
フサーンの状態にすることで可能となるのです。 

アルト ウン オルック：あなたがお話になられたことは、 
同時に本の内容や範囲をも反映するものでしょうね？この 
観点から、今回の本では全体としてどのようなことに言及 
されていますか？特にどのようなことが取り上げられてい 
ますか？ 


■この作品では、神秘主義について全体的な内容を示し 
た後、その主な項目を構成するアッラーへの智、アッラー 
への愛情、我欲を清めること、心を清めること、神秘主義 
の方法といった点を説き明かそうと努力しました。預言者 
ムハンマドを始めとして、その素晴らしい存在の後継者で 
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あるイスラームの偉人の行動からの例を示しました。とこ 
ろどころで、神秘主義の深みや細やかさに関する一部の不 
ま視する、もしくは反発する意見への返答として、■個人を 
標的にするのではなく、ただ考えホとして一知識を提供し 
ました。 

さら にこの 作品では、神秘主義の不している精神的な 
鍛練から遠い一部の人々が良い意志で、しかし無知なゆえ 
に、あるいは不注意さゆえに行っている不十分で不備のあ 
る、不適切な実践が、 この 崇高な道とは何の関係もないと 
いう点にも触れています。なぜなら神秘主義は、 クルアー 
ンやハディースで特に言及されている、我欲を清めるとい 
う形で人を成熟させること、それによって永遠の幸福に至 
らせることを目的とするのです。 この 点はアツラーが何度 
も誓いを行われ、注意をひかれている真実です。太陽章で 
はかのように語られています。 


□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□回 

□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□回 

□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□回 
□田□田□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 

□ □□田田□田□□□□□□□□□田□□皿□□□田 
□田 □□□□□□□□ □□□□□□□□□□□□ (ホ陽章、第 
91章、第1…10節） 


アッラーが誓われることは、誓いをかけられた存在の価 
値と誉れを知らせることと同時に、そもそもその誓いの後 
で述べられる神の意図ともお望みの崇高さ、偉大さ、重要 
性を示す為のものです。この章における誓胃においてもそ 
れは同様です。しかしかの違いがあります。 


アッラーはこの章で、か々と合計7回、誓いを行われ、 
その後でもその意巧をよりいつ読める為に。ぶ’ □ □□□□と 
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いう前置詞を用いられています。この力強い強調や確認の 
後で、次のように告げられています。 

□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□回 

DDDDDDDDDDDDD 

注意をひくのは、ク ルアー ンで アツラーは 魂を清めるこ 
とな外のどの項目についても、このように重ねて7度も誓い 
をされていない、という点です。この事実は、人の救いの 
為に魂を清めることがいかに重要で、不可欠であるかの説 
明の為に十分なものでしょう。 

□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□日というぶ 
で執筆した この 作品は、アツ ラーの 友たち のこの 真実、す 
なわち我欲を清めるということを、言葉、状態、行動の素 
晴らしさによって説き明かすことで構成されています。 

□ これらすべては、疑いもなく 「ど 
のような神秘主義か」という問いへの答えでもあります。 
それによるなら、個人、集団、外部について精神的な形 
で、神秘主義においてはどのように説明するべきでしょう 
か？この問いを先人の「神秘主義のを義もしくはそこにお 
ける評価」という形で考えていただいても結構です。 

■神秘主義は、実践するに連れてホわうことができ、理 
解され得る学問である為に、それについて皆が一般的にホ 
わい、 S 解している面や項目を取り上げました。その結果 
として、当然ですが多くの定義が現れました。この道にお 
いて前を行く人々は、ちょうとあらゆる断面から様々な光 
を反がするクリスタルが、ただ彼ら自身に対して反射して 
いる部分を取り上げるという道を選んでいた、ということ 
A ができるでしよう。 

- 
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アッラーの友たちが到達していた魂の顕現によって彼ら 
が行った無数の神秘主義の定義のうちの一部はな下のよう 
なものです。 

•神秘主義とは、良い徳、良識である 

■神秘主義とは、我欲を清め、ムを美しくすることであ 
る 

■神秘主義とは、停戦のない、むの戦いである 

•神秘'主義とは、イフラースである 

•神秘主義とは、ホ向性である 

■神秘主義とは、甘受と服従である 

■神秘主義とは、皆を助け、重荷とならないことであ 
る。つまり、皆の荷を負うこと、それに対して誰の重荷に 
もならないことである 

これら様々な定義の共通する面をとたえるなら、 □□□ 

□ □□□□□□□□□□□□□ 

□ □□□□□□□□□□□□□□田□□□□□□□□□□回 

□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□田□□□□凹 

□□□□□□□ 

アクサライ.オランラル 修行場の シャイフ•イブラヒム 
師の有ぶな「神秘主義の詩」は、最初から最後まで非常に 
素晴らしい神秘主義の定義で満ちています。その一部はこ 
のようなものです。 

「神秘主義の始点は、物質的な存在から離れ、自身で何 
かの存在を見ることのない、つまりその意志をアッラーに 
従わせる スーフィー （神秘主義者）となることである。そ 
の終点は、神性な美の全てを獲得して心の玉座の王となる 

ことでぁる」 巧 

- 
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「神秘主義は、アッラーが人に負わせられた神性の信託 
であるクルアーンとそれがもたらす責任を、全身で担うこ 
とである。神秘主義は、神の許しを吉報として伝えるクル 
アーンの章句の顕現となることである」 

「神秘主義は、万物を『アッラーの美ぶ』によって用い 
ることである。また神秘主義は、クルアーンの半 Ij 断をその 
むに集約すること、すなわち生きたクルアーンとなること 
である」 


これらの表現によると神秘、主義は、心が物質的、精神 
的な汚れから清められ、良い徳と性質を獲得し、教えをそ 
の本質に適した形でイフラースと豊かさのうちに実践する 
為の努力です。従って神秘主義は、ただ巧性では解みする 
のに十分ではない物質的、精神的な出来事の神秘的な成り 
立ち、英知、そして崇高な意ホを包括するものの見方の成 
熟度に到達することです。むが、無限の魂の喜びに夢中に 
なるという形で、その前にあるあたかも足伽のような我欲 
の妨げを取り除こうと努力することです。つまり神秘主義 
は、まず魂が閉じ込められている肉体の、我欲的な傾きを 
超越することです。それから全ての事象の本髓にある秘め 
られた真実と、その真実の背後に現れる教訓と英知の位申目 
に、賢明な手段によって触れることを可能にする一部の知 
識であり、精神的な状態であり、むの感覚であり、屯、にも 
たらされるものであり、その顕れなのです。 


従って神秘主義は、預言者ムハンマドのしんせいな生き 
ホに外面的にも内面的にも一体化し、深いその愛情と融合 
することです。なぜならそれは、 □□□□□□□□□□□□ 


□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 



□ □□□ だからこそ、預言者ムハンマドの魂から何かを得る 
こと、魂という形でそのおホに交じることであるのです。 
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言い換えるならば □□□□□□□□□□□□□□□□□□ 
□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 
つまり神秘主義は、アーダムに魂が吹き込まれたことによ 
つて始まるこの崇高な取り分を、預言者ムハンマドの完全 
な顕示から、愛情に満ちたむに反射される恵みの露なので 
す。 


□ □□□□□□□□□歴史を通して、神秘主義の分野に向 
けられている深い関むは、おたちが行った定義に従って実 
践された誠実な信仰と敦智による生き方によって実現化し 
た者であると考えることはできますか？実際に、過ちにそ 
うであったように今日においても神秘主義は、-時に意図的 
な非難の為に軽視されることがあったとしても-日が経つに 
つれてより関むを持たれる イスラームの 分野となっていま 
す。 ムスリムの 間から、あるいは イスラームの 外部から「 
イスラームの 精神的な か 元」と呼ぶことのできるこの分野 
には深い関んが寄せられているのが見られます。この関心 
の巧由にはどのようなものがあるでしようか。 

■神秘主義は、人を魂へと方向づけます。魂に、個人 
の能力に応じた精神的な充足への道を拓きます。その為 
に、人の我欲と魂を関連付けるあらゆる点に関わりを持ち 
ます。つまりしもべは、精神的な旅において進んだ全ての 
距離、関わりを持ているあらゆる世界、体験する無数の状 
態、そしてついに諸世界の主であるアツラーを見出すこ 
と、むで知ることができること、アツラーにしもべとして 
振る舞うことができることといった、無数の項目に関わり 
を持ちます。 


このようになっている為に、杜会のあらゆる階層に呼 
びかける神秘主義は、一方で経済的、社会的に安定してい 
る時代の無気力さ、気の緩みを防ぎ、精神的な活力を維持 
させ、またーホで侵略、占領や抑圧といったもので満ちた 
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時代、その騒乱と嫌気の中でましめられるむに崇高な窓を 
開き、豊かさを体現させる息をつかせ、傷ついた心への軟 
膏、疲れた脳、乾いた魂の為の命の水となってきました。 
それは一■方'で素睛らしい徳とイノ<ー ダにおいて極められた 
謙虚さやつつましいさを示唆し、うぬぼれ、思い上がり、 

自らへの過信からの保護を助け、また一方で罪の穴で窒息 
しているしもべたちに深い許し、寛容、慈悲、慈愛といっ 
た救命浮き輪を差し出したのです。実際、モンゴル軍の進 
攻の後、全アナトリアを包み込んだ騒乱が生み出した不穏 
さ、苦しみを抑え、癒すものとして、その時代には神秘主 
義の流れが力を得たこと、多くの偉大な神秘主義者が現れ 
たことは歴史上の一つの事実なのです。 


なぜなら神秘主義は、理性では十分ではない問題におい 
て、心をそこに介入させつつ、服従によって道を進み続け 
るからです。諸問題を、クルアーンやスンナに適った発見 
やひらめきと言った心における顕現によって明白にしてい 
きます。これによって個人は、最期には充足に至ります。 
過ぎまった世紀において有力なイス ラーム 学者である ムハ 
ンマド-ハミドウッラーの次の表現は、非常に意み深く、 
教訓を含むものです。 

「おの成長ホ法は合理的である。法的な学びや研究はお 
に、信頼できる形で定義できず、証明できないすベてのも 
のを否をさせる。確実に私は、礼拝、断をといったイスラ 
ームの義務を、神秘主義的な理由ではなく、法的な理由で 
実行しているのである。おはこう自問する。 



『アツラーはおの主である。私の所有者である。アツラ 
一が私に、これらを行うことを命じられたのである。だか 
らおはそれをやらなければならない。これな外に権利と義 
務は互いに結びついている。アツラーはこれらを、私が益 





これは、むのひとしずくです… ■ 


を得る為に命じられたのである。従って私はアッラーに感 
謝しなければならない』 

西洋社会で、パリのような街で住むようになってなお、 
私は驚いて見ているのだが、キリスト教徒をイスラームに 
導くものは、法やイスラーム神学の学者たちの見解ではな 
く、イブニ•アラビーやメヴラーナのような神秘主義者な 
のである。この点において私自身が目にした事実もある。 
イスラームに関する事柄で説明が求められた時、私が与え 
る論 a 的な根拠に基づいた答えは、質問した人を満足させ 
ていなかった。しかし神秘主義は、その説巧の果実を遅れ 
ることなく実らせていた。この点で私は次第に影響力を失 
つた。今私は信じているが、モンゴルのフレグの、焼きつ 
くし破壊しつくす進攻の後、ガザン•ハンの時代にもあっ 
たように、今日少なくともヨーロッパとアフリカでイスラ 
ームの為に奉仕を行っているのは、剣でも論 a でもなく、 
ムである。すなわち神秘主義である。 

この観察の後、神秘主義に関して書かれたいくつかの作 
品を読み始めた。これは私のと、の目を開いた。預言者ムハ 
ンマ ドの時代の神秘主義や偉大な イスラーム 神秘主義者の 
道は、言葉に関してこだわることでもなく、無意みなこと 
に従事することでもない。人間とアッ ラーの 間の最も短い 
道を歩くことであり、人が発展の為の道を求めることであ 
るとおは a がした。 

人は自分に負わせられた任務の理由をホめる。精神的な 
分野での物質的な説明は、おたちを目標から遠ざける。た 
だ、精神的な説明が、人を満足させるのである」リ 


32. 


M . アズィズ.ラフバーブ「イスラーム 個人主義 J 訳：！.ハック- 
アクン P 114-115 脚注 8イスタンブール、1972この 脚注は ムハンマド. 


ハミドウッラーが翻訳をに書いた1967年9月27日付の手紙の文章であ 
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この言葉が示しているように神秘主義は、重工業や科学 
の発展が頂点を極め、一方で社会的、経済的な憂戀さが増 
し、またーホで人間を機械の歯車としているこの時代にお 
いて大きな重要性を示しているのです。 



る。（ムスタファ-カラ「テキストによる今日のネ申秘主義運動 p 542- 
543から」 






tt 巧ち義はな < てはならないをのか？ 



神秘主義を不要であると見なすことは、イ 
フラース、篤信、敦智、我欲を清めること、心 
を美しくすること、つまり アツ ラーに対しイフ 
サーンの位階でしもべとして振る舞うことを不 
要であると見なすことです。 
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アルトウンオノレック：これらお話されたことからは、神 
秘主義のありホがイスラームのボ教においてどのような重 
要性を持っているかということが明らかに理解されます。 
神秘主義のあり方がイスラームの布教において、それと並 
行する人間の導きと成熟において非常に肯定的な結果を出 
していることの秘密とは何でしようか。 


一神秘主義の今日における重要性のまた別の側面は、 
それが人間の発展という点で追及しているメソッドとスタ 
イルです。輝かしいイスラーム法の判断は、来世や現世で 
の報償や懲罰によって人を方向づけるという目的を追ホし 
ます。その内面的な半り断ともいえる神秘主義はこれらに加 
えて、愛情、慈悲、親愛の情を用います。今日の人々は多 
くの場合、我欲に従って宗教から遠ざかること、そして大 
きな罪を犯したことによる精神的な憂戀さの中にいます。 
このような人々に改善や救いの機会を提供することが、許 
しや寛を、慈悲の道においてよりを易であり、より可能で 
あることを誰も否定できません。この観点から現代は、神 
秘主義の真実と同様に、そのあり方やあり方に関わる基盤 
がより大きな重要性を持つ時代なのです。実際、許し、寛 
容、慈悲を伴ったものの見ホをする人々は、この国でと同 
様、西洋社会においても精神的な勝利をより獲得し、成功 
していることが見られています。理性と我欲の圧力に苦し 
んでいる魂に、イスラームの神性の顕現をそよ風のように 
与える為には、彼らに罰を与える意識を持って怒りと共に 
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接するのではなく、慈悲と慈愛に満ちた態度を示すこと 
は、いつでもより恵みのあるメソッドです。 

なぜなら人は、本来の意図からどれほど離れていよう 
と、「人」であるという尊厳により、やはり崇高な誉れの 
持ち主なのです。彼がその本髓にある輝おの崇高さを知ら 
ないまま、罪の沼にはまってしまうことは、ちょうと崇高 
なカーバの壁にある「黒いお」がそこから地面に落ちて± 
まみれになるようなものです。この状態に無関むなままで 
あり、沸き立たない信者のむがあることは全く考えられま 
せん。この状態であっても信者は、黒いおに敬意を示すこ 
とをやめないでしょう。それがそのような状態に陥ったこ 
とは、信者のまなざしにおいてその価値を損なうものでは 
ありません。逆に信者は、すぐにそれを拾い、涙の中で清 
め、敬意を示しつつ元の崇高な位置に戻す為に互いに競い 
合うでしょう。それが天国から出て来たをであることを考 
え、目の前にあるその崇高な価値に敬意を示すのです。し 
かし人間はアッラーが「魂を吹き込まれた」、すなわちア 
ッラーの崇高な力の多くの愉比を持ち、それによって被造 
物の中でも特に大切なものとなった存在です。従って彼の 
力や価値が彼が起こした罪によってどのような段階に落ち 
ていたとしても、その本質における尊さは不滅なのです。 



メヴラーナが語っているように、人間の魂は透明な水 
のようです。しかし悪事や罪によって巧れると、何も見え 
なくなります。この状態で精神的な真ホや真実の光を見る 
為には、その水を清めることが必要なのです。従って神秘 
主義の目的は、自己中心主義で我欲的な勘をを鍛錬し、個 
人、そして結果として杜会を、平穏さと安らぎに到達させ 
ることです。だから教えの否を、多神崇拝、罪においてど 
れほど進んでいたとしても、みしてどの人であれ、導きへ 
の招きの対象から外されることはないのです。このこと 
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の、幸福の時代における無数の例の一つが、次のようなも 
のです。 

アツラーの 使徒は、伯父の聖ハムザを知死させ、彼自 
身をも深い悲しみに沈めたワフ シーを イス ラームへ と招く 
為、 サハーバの 一人を派遣しました。ワフ シーは 預言を ム 
ハン マドに応えて、 

□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□田 □□ 
□□□□□□□□□□□□□□□□田□□□□□□□□□凹 

□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□田□□□□□凹 
田□□□□□□□□□田田□□□□□□□□□□□□□問 

□ □□□ (識別章、第25章、第 68-69 節）というアツラーの半 IJ 断を 
示しているのに、どうしておをイスラームへと招くのか。 
おはこの悪行の全てを行った。どこに、私の為の救いの道 
があろうか J と言いました。 

アツラーは、 


峡 J シ、お一 U 山斗みし:ぶ 

トク-。 J ' J '山 ん j ' レレ斗 • 0 ajjj ' 公)' 0、與' 


□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 

□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 

□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 

□ □□□ (集団章、第39章、第53節）という節を下されました。 

ついにワフシーは 章句に吉報に気持ちが楽になり、 


□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□と言 
い、純粋な悔悟を行い、友人たちと共にムスリムとなった 
のでした。 
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この、 あるいは類似する事実から閃きを得た神秘主義の 
スタイルの最も重要な特性は、人間への見ホです。神秘主 
義によるとにとは、 ァツラーの 呼びかけを受ける存在であ 
り、 アツラーの 特性の完全な顕現に至り、 アツラーの 代 巧 
人となる能力を持って創造されています。 この 観点から人 
は、 この 世巧の瞳と してアツラーの ある神秘を負っていま 
す。従って先にも述べたように、犯した罪の為にその力や 
価値がどれほど落ちていたとしても、その本髓における尊 
さは永遠なのです。ただし神秘主義がこれを延べる時、当 
然何の基準も持たない訳ではありません。それが行うこと 
は要約するなら、 

□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 
□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□田 □□□□ 

この 面に おいて 神秘主義は今日、 イスラームの 布教に お 
いて 最も恵みのある要因を形成します。なぜな ら人々 は常 
に、アブドウルカデイル•ゲイラーニ、アジズ.マフムー 
ド.フダーイ、ユヌス .エ ムレ、バ ハエツ デイン.ナクシ 
ュベンデイ やメヴ ラーナ のような ア ツ ラーの 友たちの愛の 
胸を慕って いるから です。 

□ □□□□□□□□□ あなたが示された知識により、神秘、 
主義が人を未熟な人格から完成された人格へどのように到 
達させるかを示されました。この真実を基にすると、神秘、 
主義の、ムスリムの生涯における位置とはどのようである 
べきで しょ うか？言い換えると、神秘主義なしではいけな 
いのでし ようか？ 


一とても重要な質問をされました。 



神秘主義は、広い精神的な行動とその内をにより、信仰 
者の手に おいて 断念される ことのないイスラームの 顕現で 
あり、豊かさと成熟差の恵みです。 この 観点から、それは 
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ムスリムが完全となることへの、そしてムスリムでない人 
の導きへの要因となり、彼らにイスラームを正しい形で反 
映させる為に、非常に大きな重要性を示しているのです。 


なぜなら全ての書物からの知識は、実際においては種に 
似ているからです。種が±に埋められず、ただ納屋に置か 
れていれば、何年も経ったとしてもそれらはやはり種な外 
の何ものにもなれないように、本による知識もただ文章の 
行の中、あるいは本棚の中にとどまるのであれば、状態は 
同じです。これに対し、±に埋められた種は、その特性に 
応じて成長し、広がり、その一部は巨大なプラタナスとな 
ります。ちょうどこのような心の±壌に植えられる知識の 
種も、むを精神的な庭園という状態にします。知識と敦智 
の真の果実である神秘と英知はその時、得られるのです。 

この観点から、宗教上の ファ トワー（イスラーム法学 
に基づいて出される見が、勧告）の側面は1つの建物の基本 
となる柱であり、篤信の側面はその柱の周囲の補完的な部 
分と、美や優美さの要素です。ーホでこの二つの特性を一 
つにまとめる神秘主義は、またーホで善行や道徳の完全さ 
に加え、人が、 クルアー ンと世界を説き明かす上でその責 
任をより広い英知で認識し、実行することを可能とさせま 
す。従って神秘主義は、アッラーへの愛情とアッラーへの 
知という項目で、しもべたちの為にそのむからミラージュ 
へと開かれた精神的な窓という本質を持つのです。 

その為神秘主義は、魂と心にとって不可欠なニーズで 
す。だから全てのムスリムの生涯において多かれ少なかれ 
存在すべき真実です。もっと正確に言うなら、ある場所に 
人がいるのなら、そこでは神秘主義もあるべきなのです。 


この真実を端に追いやり、「神秘主義なしではいけない 
のか」ということは、「イス ラームの 基本である クルアー 
ン のが釈、 ハ デ イース、カラーム （イス ラーム 神学）、イ 
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スラーム法といった学問なしではいけないのか」という種 
類の質問をすることです。神秘主義を不要であると見なす 
ことは、イフラース、篤信、敦智、我欲を清めること、む 
を美しくすること、つまりアツラーに対しイフサーンの位 
階でしもべとして振る舞うことを不要であると見なすこと 
です。なぜなら神秘主義によってこの真実が意図されるか 
らです。だから、この真実を実践する人は、仮に神秘主義 
という《称を受け入れなかったとしても、おたちの見解で 
は、彼も神秘主義を実践しているということなのです。な 
ぜなら篤信、禁欲主義、イフサーン、そして神秘主義は、 
その真実とそこに含まれるものにより、本来は同じ意ホと 
意図を示すものであり、互いに近い用語なのです。ネーミ 
ングは単に一つの行為です。これらすベての実行の中心 
に、人類すベての最も崇高な、完成された導きをとしての 
唯一の模範、最も素晴らしい見本である巧言者ムハンマド 
とその精神的な鍛練で育った、それぞれが崇高な人格を持 
ち、精神的な星であるサハーバたちが存在するのです。 

またーホで心が信仰に至ること、まらぎ、平穏、幸福 
に至ることは、精神的な意巧で到達している段階に結びつ 
いています。この為、しもべが精神的な鍛練を受けること 
が必要なのです。なぜならむが知識や英知で満たされるこ 
と、教えの崇高な真実を知ること、しもべが精神的に発展 
することは、ただいくつかのプロセスの結果、可能となる 
のです。 


実際、人類への模範として遣わされた預言者たちす 



ら、啓示を受ける前には準備期間を経ているのです。なぜ 
なら屯、が、細やかな精神的顕示を受け取れる状態になる為 
には、その密度から離れ、細やかさを得ること、一定の状 
態に達することが必要であるからです。預言者ムハンマド 
はまだ預言者としての任務を与えられる前に、ヒラーの洞 
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窟でおこもり 33 をしていました。 ムーサーはアツラーと 対話 
する前に、シナイ山で40日間、一種の修行を行っていまし 
た。 ユースフは エジプトの王となる前に、12年牢で過ごし 
ました。そこで苦難、試練、労まの全ての段階を体験しま 
した。このようにして神聖な心は、アツ ラーな 外の全ての 
信頼を寄せていたもの、関わりを持っていたものから遠ざ 
かったのです。 

預言をムハンマドはミラージュの前に「夜の旅章」の神 
秘に至ることとなりました。胸が開かれ、その神聖なむが 
洗われました。知識や英知の精神性によって満たされまし 
た。なぜなら彼はミラージュにおいて奇妙で驚くべき出来 
事に直面し、人間の濃密さでは見ることのできない神の秘 
をや、様々な、秘められた光景を見ることになっていたか 
らです。 

アツラーの選ばれたしもべたちである預言者たちです 
ら、心の美化を受けるのであれば、化の人々がむを清めら 
れることがどれだけ必要かはあきらかです。なぜなら重い 
ふ、には、優美なものは近づかないのです。鼻が利かなくな 
った人はバラの、カーネーシヨンの香りから何も得ること 
ができません。曇ったガラスからははっきりした光景を見 
ることはできません。また一方で、合法なものにごくわず 
かでも禁じられたもの、疑わしいものが交ざることは、一 
瓶の泉の水に一滴の汚水が混ざることのようであり、その 
純粋さ、効力、豊かさが絶たれます。 

だから，巳、 の 精神的な細やかさを極め、アツ ラーの 神秘と 
英なを受け取ることのできる状態にする為に、巧れから清 


33. 


おこもり：ある場所に閉じこもり、崇拝行為で時間を過ごすこと。 
特に ラマ ダーン月の最後の10日間にモスクに滞在し、自らをイバー 
ダに捧げること。 
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□田□回 

nn (詩人たち 




むが汚れのない状態になることは、ただ精神的な锻練に 
よって袖枠さを獲得することに結びついています。 

なぜなら精神的な鍛錬を受ける前には、むは冷たい鉄の 
ようです。それが望まれる形を取る為には、まず炎であぶ 
られ、打たれることが必要です。ただしこの段階の後で、 
望まれた形を取ることができます。ちょうどこのように、 
この全てのプロ七スを実行せずに、，。の成熟は実現しませ 
ん。ムの成熟が実現された後、頭の目では見ることのでき 
ない、 a 性では把握できない真実の世界が心地よさとして 
感じられ、むで感じられます。この為、むの強さと能力を 
成熟させることが必要なのです。 

この成熟さの重要性の解説の為、メヴラーナ.ジ卫ラー 
レツデイン. ルー ミ ーは 七 ルジューク朝の神学校で、外面 
的な知識の頂点にある教授である時に、その立場を □□ □ 
□ □□□□と、アツラーの知の顕示で満たされた世界が一冊 
の書物となり、そこに秘められた神秘が自身に明らかにさ 
れ始めた時の状態を□□□□□と、ァツラーへの愛情に溶け 
込んだ状態を □ □ □ □ □ □ と表現しています。 

これも、かのことを示しています。しもべがアツラー 
の位階において承認されることは、心の発展により結びつ 
いており、‘。が完全さに到達する為には、それ自体精神的 
な鍛錬を必要とするのです。この事実の無数の具体的な例 


められ、優美さに包まれることは不可欠なのです。なぜな 
らアッラーは、 
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を、サハーバたちが示しています。彼らの多くは、娘を生 
きたまま±に埋めた、石のような存在であったのに、預言 
をムハンマドの精神的な鍛錬のもと、それぞれが目やむが 
涙にぬれた慈悲と慈愛の記念碑という状態になりました。 
生命や財産をアッラーとその使徒の為に捧げたのです。 


まとめとして私たちが言いたいことは； 

神秘主義のないイスラームもあり得るかもしれません。 
しかしこれは、イフサーンの状態に達していないイスラー 
ムとなります。つまり精神的な鍛練である神秘主義から絶 
縁されているイスラームの生きホは、人を「アッラーを見 
ているかのような、しもべとしての在りホ」には到達させ 
ないのです。 

□ □□□□□□□□□ 「アルトウンオルック」誌の読者 
は、偉大な先人の屯、の友です。あなた方と心で出会えるこ 
とを幸福と見なす人々です。彼らに神秘主義について最後 
に何と言いたいですか。 

-ここまで語つてきたことに加え、アッラーの友である 
人たちが操り返し主張してきた忠告、忠言の一部をお伝え 
したいと思います。 

神秘主義は、預言をムハンマドの徳を身に着けることで 
成り立つ、一つの精神的な鍛錬です。イバーダにおける喜 
び、振る舞いにおける美徳という状態です。これも万物の 
創造主ァッラーとその使徒へ、愛情と共にホ向づけられる 
ことです。だから、むからの愛情によるホ向づけと友情の 
中むにアッラーとその使徒を定着させるアッラーの使徒た 
ちは永遠に全ての人々の親友となったのです。 


誠実な人々と共にいること、語り合うことは信をを誠 
実な人とします。なぜなら活力的な性格には、広まるとい 
う特性があるからです。魂に秩序と精神性を接種する誠実 






屯の圍扇から最胡の息 


な人々は、自我を清め、この世界の虚飾を放棄した人々で 
す。彼らのむの空間は、アッラーによる豊かさで満たされ 
ています。彼らとの友情はしもべを、その手、言葉からあ 
らゆる被造物が益を得るような状態にします。 

愛情は二つの心の間に出現するラインです。人は心を捧 
げた者を賞賛し、驚嘆します。彼を模做します。それに酔 
て信者は、あらゆる機会を通し、あらゆる分野における努 
力において「愛情」という薬を用いなければならないので 
す。 


知識が人格の獲得によつて敦智と変化することは、アッ 
ラーがむで知られることへの要因となります。この世界は 
英知と神秘の謎でできています。知ることとは眺めること 
ではなく、英知とその秘密を把握することです。 


心の密度から救われ、優美さに包まれることは、アッラ 
一への近しさの度合いによります。心が蘇った信者は、永 
遠に至ります。その逆に、我執に包まれた人は、その包ま 
れ具合に応じて人間としての特生を失います。 

イス ラーム の道徳の基盤は、 アッラー に愛情と イフラー 
スで向かうことです。このホ向付けの唯一のしるしは、疑 
いもなく「奉仕」です。 



愛情は、苦券を慈悲に変をさせる、最も不思議な媒介で 
す。愛情によって行われる奉仕は、どれほど重いものであ 
ろうと、容易さとをらぎの中で取り組まれます。同時に奉 
仕の価値はその実行の為に示された献身の大きさと、イバ 
ー ダの喜びの中で実行されたかと い うことに 結びついてい 
ます。ムからの、真の奉仕は、ムの成熟による素晴らしい 
作品です。この完全さに到達したむは、「アッラーの示さ 
れる場所」となるのです。 





神秘主義はなくてはならないものか？ ■ 


アッラーが ク ルアーンで 言及されている「慈悲あまねく 
慈愛深き」という美をは、その慈悲を示す美ぶです。信者 
においても慈悲と慈愛は本来の性質となるべきなのです。 

慈悲が欠如し、劳わることを知らない人は、最大の宝 
庫、あらゆる幸福の扉を開くカギを損なってしまったので 
す。劳わることを知らない慈悲の欠如した人こそ、最も憐 
れまれるべきなのです。 

迫害の巧由は、愛情の欠如です。愛さない人は、いつで 
も野獣化する残酷な存在になり得ます。真実の愛情の果実 
は慈悲と慈愛です。地上において、慈悲と慈愛によって獲 
得されないんが存在することは考えられません。なぜなら 
太陽にとって暖めないことが不可能であるように、強い魂 
にとっても、被造物を憐れまないことは不可能なのです。 

愛に満ちた,。の中でも特別な位置を占めるハッラージュ 
はおを投げられる際、 

「アッラーよ！私より先に、おに石を投げる人々をお許 
しください！」と懇願し、大きなむの利他主義の模範を示 
したのです。 


精神的な道での私たちのレベルを知りたいのであれば、 
状態や行動を分析することが必要となります。 

「エゴ」と「主張」は精神的な道におけるガンです。イ 
ブリ ース はかつ て 高い位階の持ち主であったのに、 この 巧 
由で悲しレ、結果に陥ったのです。 

メヴラーナは次のように語っています。 


「重要なのはバラの本質を持つことである。つまり、現 
世という庭園でとげを見て、それに傷つきとげを持つので 


はなく、そこに冬のような苦難が訪れたとしても、それら 
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を春の空気のなかで包むことのできる全世界の為のバラと 
なることである」 

アブドゥルハール ク. グジ ュデ ヴァーニ師の 魂の状態と 
振る舞いの素晴らしさに関する次の尊い忠言も、神秘主義 
の道における重要なむの基準です。 


「息子よ、あなたに遺言として遺そう。あらゆる状態に 
おいて学問、徳、篤信に基づいていなさい。過ちの人々の 
作品を読みなさい。預言者ムハンマドのま族、スンナや信 
者集团に従う人たちの道を行きなさい。イスラーム法とハ 
ディースを学び、無知な哲学者からは遠ざかりなさい。礼 
拝は必ず集団で行いなさい。屯、にを声への傾きがあるので 
あれば、イマームやムアッズ イン （アザーンを唱える人） 
にはなってはいけない。ぶ声からはできる限り遠ざかりな 
さい。《声には災いがある。地位に目をつけてはいけな 
い。常に自分を低くしていなさい。責任が果たせないので 
あれば保証人にはなるな。他人の、あなたには関係のない 
物事に関わるな。罪深い支配者と共にいるな。あらゆる事 
柄において均衡を保ちなさい。羽目を外して美しい声を聴 
くことに夢中になってはいけない。魂がけがされ、最後に 
は偽善が生まれる。しかし美しい声を否定はしてはいけな 
い。その声で唱えられるアザーンやクルアーンは、魂を蘇 
らせる。少なくをべ、少なく話し、少なく眠りなさい。不 
注意さから、愚かであることから、ライオンから逃げるよ 
うに逃げなさい。扇動が起こっている時には孤独を選びな 
さい。利益の為に宗教的な宣言や勧告を出す者から、宗教 
が軽おされる要因となる者から、傲慢な金持ちから、無知 
な者たちから遠ざかっていなさい。合法なものををべ、疑 
わしいものを避け、結婚する時には篤信に注意をおいなさ 
い。そうでなければこの世界に固執し、その為に教えを損 



なうことになる。あまり笑ってはいけない。ましてや大笑 
いすることには注意しなさい。笑いすることは'。を殺す。 
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しかし微笑を失ってもいけない。なぜなら微笑はサダカで 
あるからである。皆を慈悲の目で見なさい。誰のことも蔑 
視してはいけない。自分の外見を過度に飾り立ててはいけ 
ない。上品で素朴な服を着なさい。言い争いをしてはいけ 
ない。誰からも、何もホめてはいけない。足るを知り、満 
足することで豊かになりなさい。真剣さを維持しなさい。 
あなたの為に努力した人、あなたを教えた人に対し忠義を 
持ちなさい。あなたの財産と命で彼らに奉仕しなさい。彼 
らの状態を自分も身に着けるようにしなさい。彼らを非難 
する不注意な者はまらぎを得ることはない。現世や、現世 
に固執する不注意な人に‘。を傾けるな。ムは常に悲しく、 
体はしもべとしての奉仕の為に強く、目は涙にぬれ、むは 
柔らかくあるべきである。あなたの仕事は純枠であり、ド 
ゥアーは懇願であり、身なりは謙虚であり、仲間は誠実で 
あり、あなたの資産が外面的、内面的な知識であり、あな 
たの家は礼拝所であり、あなたの近しい人はアッラーの友 
であるように。 

DDDDDD 
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□ □ □ 


□ 

□ □□□□□□□ 4 大天使の一人であるアズラー^ f ール 
は、イスラームの信条によるとその任務が生命を取りまる 
ことである天使である。崇高なるアッラーの命令により、 
全てのしもべもしくは生命体はいつかは必ず死を迎える。 
この任務を行うのが死の天使、アズラーイールである。 

□ □□□□□ 辞書的な意巧では援助者、援助を行う人々 
という意みである。イスラーム用語としては、巧言者ムハ 
ンマドがマッカからマディーナに移住した際、マッカから 
移住したイスラーム教徒を受け入れ、彼らを助けた人々を 
指す。 

□ □□□□ しもべボアッラーに対し賞貧や感謝と言った 
務めを、アッラーが命じられたおで行うこと。崇拝行為。 

□ □□□□□ イスラーム神秘主義において、アッラーを 
見ているかのように生きるしもべとしての在りホとその屯、 
の状態。 

□ □□□□□イフラースは言葉としては、精製するこ 
と、純粋にすること、区別すること、不純物を取り除くこ 
とという意巧である。イフラースは、人がイバーダと服従 
によってアッラーの命令、望み、恵みな外の全てに対し閑 
じられることである。 
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□ □□□□□シャイターンのぶ称の一つ。聖アーダムが 
天国から出る要因となり、人を地獄へ落そうとする存在。 

ク ルアーンで 伝えられているところによると、 アツラーが 
天使たちに「私は±から人間を創造する。彼を創造し、私 
の魂を吹き込んだら、すぐに彼にサジュダしなさい」と言 
われた。イブリ ースな 外の天使はすぐにサジュダをした。 
イブリ ースは サジュダを行 うを と共にあることを避けた。 

□ □□□イスラーム化会の全体を示す概念である。イ 
スラームの信仰の最も重要な源であるクルアーンにおいて 
も、多く用いられている。「これは過ぎちった民〔ウン 
マ〕のことである。かれらにはその稼いだことに対し、ま 
たあなたがたにもその稼いだことに巧し（応報があろう） 

。かれらの行ったことに就いて、あなたがたが問われるこ 
とはないのである」（雌牛章、第2章、第134節） 


□ 

□ □□□アツラーが前もって命じられ、定められた事象 
が、その時が巧るとアツラーの意志や承認により実際に生 
じること、形成されることである。 

□ □ □□ アツラーが最初から最後まであらゆる事象の時 
間、特性、場所を前もってご存じであり、それを認められ 
ていること。カダルはアツラーの一定の基準に基づいて設 
けられた神の法則である。 

□ □ □□ イスラーム教徒はどこにいたとしても、礼拝を 
行う際にそちらを向かなければレ、けない、サウジアラビア 
のマ ツ カの町にあるカーノくがある ホ向。 






用語集 ■ 


□ 

□ □□□□ザカートとは辞書的な意ホでは増えること、 
増やすこと、豊かさ、賞賛という意ホになる。 イスラーム 
用語としては、 イスラームの 5 つの 条件の 一つで あり、所有 
しているお産、お金の 40 分の 1 を毎年、支援を必要とする人 
に差し出すことである。 

□ □□ □□サジュダは辞書的な意ホでは「従順、服従、 
謙虚さのうちに身をかがめること、地に伏すこと、顔を地 
につけること」という意みである。礼拝において、額、 
鼻、手、足、膝、そして足の指を地につけることであり、 

ネ L 拝の義務の 一つで ある。 

□ □□□ アッラーのご満悦の為に貧困者や困窮者に、見 
返りなく与えられるもの、行われる支援、あらゆる種類の 
善行。アッラーの道における支出である。 

□ □ □ □□ イスラーム用語として、預言をムハンマドを 
目にし、彼と話し、友となり、彼を信じた信者を指す言葉。 

□ □□□□□□□ ジブラー- r ールは アッ ラーの命令を天 
使たち、預言者たちに伝える啓示の天使である。 4 大天使の 
一人であり、最も崇高なものである。ジブラーイールはユ 
ダヤ教、キリスト教においても偉大な天使として啓典でぶ 
が出てくる 3 人の天使のうちの一人である。 


□ □□□ (アブドウ）辞書的には「どれい」「下僕」と 
いう意巧になるこの言葉は、イスラーム用語としてはアツ 
ラーに従い、イバーダ（崇拝行為）を行う人という意ホで 
用いられる。イスラームは服従、無条件に従うこと、称え 
ることをただ諸世巧の主であるアツラーにのみ行われるこ 
とであるとしており、それがしもべとしての奉仕（イバー 
ダ•崇拝行為）という意巧になること、人の創造の理由も 
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この形での「しもべとしての奉仕」であることを示してい 
る。 


□ □□□□□□ ヒジュラ歴によると第8月であり、イスラ 
ームにおいてラジャブ月、ラマダーン月と共に3つの神聖な 
月の一つとされる。 

□ □□□□□□□アラビア杜会の、イスラームな前の時代 
に与えられたあ称。ジャーヒリーヤという語は、クルアー 
ンやハデイースで、アラブ人のイスラームな前の信仰、態 
度、振る舞いをイスラーム時代と区別する為に用いられて 
いる。 

□ □□□□概念としてズイクルは、 アツ ラーを念じつつ 
口にすること、及び行うことが奨励されている、言葉と行 
動の実践を伴う行為の総称である。 

し言葉によるズイクル：アツラーをその美えと共に念 
じ、感謝し、賛美すること。クルアーンを読誦すること、 
クルアーンを間くこと、ドウアーをすること。言葉で行わ 
れるズイクルは、むのズイクルにつながるものであるべき 
である。 

2. 屯、によるズイクル：ムによるズイクルは、体のズイ 
クル、つまり言葉によるズイクルの基盤を構成するもので 
あるべきである。行動によるズイクルとは、 アツ ラーが行 
うことをホめられているしもべとしての任務、すなわちイ 
バーダ（崇拝行為）である。 

□ □□□禁欲主義。あらゆる世俗的なもの、自我の快楽 
を拒み、自らをイノ<ーダに捧げること。 

□ □□□預言者ムハンマドの言葉、行動、認めておられ 
ていたこと。 
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□ □□□□□ アツラーの偉大さ、崇高さを明らかにする 
為に唱えられる、アラビア語の「アツラーフ•アクバル （ 
アツラーは偉大なり）」という言葉。 

□ □□□□□ アツラーの、何の不足も欠点もないという 
特性を讚え、貴美すること。アツラーに一連のイバーダを 
行い、「スブハーナツラー」と唱えること。この概念はク 
ルアーン では「天にあり地にある凡てのものは、アツラー 
を讚える。本当にかれは偉力ならびなく英明であられる。 （ 
鉄章、第57章第1節）という形で示されている。 

□ □□□□言葉の意ホとしては、呼びかけること、声を 
かけること、ホめること、救いをホめることである。 イス 
ラームに おいて ドウア ーは、 アツラーの 崇高さの前に、し 
もべがその無力さを訴え、愛情と敬意の中で恵みや救いを 
求めることを示す。 


□ 

□ □□□□□宗教用語として ハ ディースは、預言者 ムハ 
ンマドの 言葉、行動を意みする。ク ルアーン では預言者 ム 
ハンマドの人格が信者の模範として示されており、その道 
を行くことはアツラーの愛情と許しを得ることの前提条件 
とされている。これにより、 ムスリムの 中で信仰、道徳、 
イ バー ダと いった 項目でク ルアー ンに次 ぐ 第二の源として 
受け入れられている。 


□ □□□□アツラーが確実に「行ってはいけない」と命 
じられたものである。 ハラームはイスラームに おいて行う 
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こと、飲みをいすることが絶対に禁じられたものであり、 
アツラーが ク ルアーンで 巧らかにされている飲酒、賭博、 
窃盗、利子等の行為である。 

□ □□□□合法であるもの。宗教上の規律に反しない、 
宗教的に禁止されていないもののことである。宗教上合法 
とされているもの。 アツラーと 預言者ム ハンマ ドが ハラー 
ルであることを教えられたもしくは罪ではないことを教え 
られたということはその行為が ハラー ルであることを示す 
が、その行為もしくはものが禁じられていたという証拠が 
存在しないものも、 ハラー ルとされる。 

□ □□□□ 預言者 ムハン マドやその他の イスラーム 教徒 
が弾圧を避ける為に622年に マ ツカから マディーナヘ 行った 
移住。 


□ □□□□□□ファラオ。古代エジプトの支配者に与え 
られた《称。エジプトを統治していた26の王朝が存在す 
る。それぞれの王朝において様々なファラオが何世紀にも 
わたり統治を行った。その多くが自らを崇拝させていた。 
預言者 ムーサーの 時代のファラオのを称は クルアー ンの74 
か所で登場している。 

□ □□□□□□ 許しという意ホになる ベラー トの巧は、 
イ スラームに おいて神聖であると見なされる巧の 一つで あ 
る。 シャーバン 月の14日から15日にかけての夜が、 ベラー 
卜の夜である。 



□ □□□□□単語としての意ホは「階段、はしご」「 
昇天」「昇る場所」「最上の場」であるミラージュは、ア 
ッラーの命令によって預言者ムハンマドがその魂と肉体と 
共に、ブラークと呼ばれる乗り物に乗ってジブラーイール 





用語集 ■ 


と共に マッカのハラム . モスクからエルサ レムの アルアク 
サ.モスクまで行った夜の旅のことである。 

□ □□□□□□ モスクでアザーンを唱え、礼拝において貴 
美のドウァーを読み上げる人。ムアッズィンという地位は 
預言者ムハンマドの時代から存在し、最初のムァッズィは 
ビラール. ハべ シーである。 


□ □□□□ ラガイブとは、需要のあるもの、求められた 
もの、要求されたものという意みである。ラジャブ月の最 
初の金曜日の巧がラガイブの夜である。 

□ □□□□□ ラジャブとは、高めること、敬意という 
意ホになる。ラジャブ月はヒジュラ歴によると第7月であ 
り、3つの聖なる月の始まりの月である。 

□ □□□□□□ ラマダーン月はヒジュラ歴によると第9番 
目の月であり、 イス ラームにおいて預言者ム ハン マドにク 
ルアー ンが啓示され始めた、また預言者ム ハン マドが断を 
を始めた月である。この月に断をを行うことは イス ラーム 
の5つの条件の1 つで ある。 


□ □□□ (アブドウ）辞書的には「どれい」「下僕」と 
いう意巧になるこの言葉は、イスラーム用語としてはアッ 
ラーに従い、イバーダ（崇拝行為）を行う人という意ホで 
用いられる。イスラームは服従、無条件に従うこと、称え 
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ることをただ諸世巧の主であるアッラーにのみ行われるこ 
とであるとしており、それがしもべとしての奉仕（イバー 
ダ•崇拝行為）という意ホになること、人の創造の理由も 
この形での「しもべとしての奉仕」であることを示してい 
る。 


□ □□□□□宗教用語としてハディースは、預言をムハ 
ンマドの言葉、行動を意ホする。ク ルアー ンでは預言者ム 
ハンマドの人格が信者の模範として示されており、その道 
を行くことはアッラーの愛情と許しを得ることの前提条件 
とされている。これにより、ムスリムの中で信仰、道徳、 
イ バー ダと いった 項目でク ルアー ンに次ぐ第二の源として 
受け入れられている。 

□ □□□□□□□ 4大天使の一人であるアズラーイール 
は、イスラームの信条によるとその任務が生命を取り去る 
ことである天使である。崇高なるアッラーの命令により、 
全てのしもべもしくは生命体はいつかは必ず死を迎える。 
この任務を行うのが死の天使、アズラーイールである。 

□ □□□□概念としてズィクルは、 アッ ラーを念じつつ 
口にすること、及び行うことが奨励されている、言葉と行 
動の実践を伴う行為の総称である。 
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